





































































第1章 序論 日本における防災教育の現状       ・・・  8 
1.1 研究の背景          ・・・  8 
1.1.1 近年の自然災害と防災対策       ・・・  8 
1.1.2 防災教育の変遷         ・・・ 11 
1.1.3 防災教育の実践事例        ・・・ 16 
1.1.3.1 実践的な防災教育の推進（文部科学省）        ・・・ 16 
1.1.3.2 被災地域における防災教育の現状       ・・・ 17 
1.1.3.3 学校現場における先進的な教育            ・・・ 19 
1.1.3.4 防災教育の先進的な取組事例       ・・・ 20 
1.1.3.5 ぼうさいこくたい（防災推進国民大会）      ・・・ 22 
1.1.4 最近の防災教育の潮流             ・・・ 23 
1.1.4.1 新学習指導要領による防災教育の位置付け     ・・・ 23 
1.1.4.2 インストラクショナル・デザインの活用             ・・・ 23 
1.1.4.3 防災教育の効果と評価手法            ・・・ 25 
1.2 本研究の目的および概要              ・・・ 26 
1.3 論文の構成          ・・・ 28 
   
第 2 章 緊急地震速報を利用した防災教育の実践       ・・・ 35 
2.1 東日本大震災以降の防災教育          ・・・ 35 
2.2 本研究の目的          ・・・ 36 
2.3 科学技術（緊急地震速報）を活用した防災教育      ・・・ 36 
2.4 緊急地震速報を利用した防災教育の実践と効果      ・・・ 38 
2.5 地震防災教育プログラムの開発・評価       ・・・ 39 
2.5.1 プログラムの概要         ・・・ 39 
2.5.2 プログラムの構成         ・・・ 40 
2.5.3 自由度の高いプログラムの設計        ・・・ 47 
2.5.4 対象校におけるプログラムの実践        ・・・ 47 
2.5.4.1 概要          ・・・ 47 
2.5.4.2 教育効果の検証手法        ・・・ 48 
- 2 - 
 
2.5.4.3 プログラムの実践による教育効果の検証      ・・・ 48 
2.6 教育委員会・教育現場との連携のあり方        ・・・ 53 
2.7 結論           ・・・ 53 
 
第 3 章 竜巻被災地域における防災教育の実態分析      ・・・ 55 
3.1 近年の竜巻災害と竜巻防災対策       ・・・ 55 
3.2 竜巻防災教育の現状         ・・・ 56 
3.3 本研究の目的          ・・・ 57 
3.4 竜巻被災地域おける質問紙調査       ・・・ 58 
3.4.1 調査概要          ・・・ 58 
3.4.2 調査対象          ・・・ 58 
3.4.3 調査方法          ・・・ 58 
3.4.4 調査項目          ・・・ 59 
3.4.5 回答者属性         ・・・ 60 
3.4.6 調査結果の分析         ・・・ 60 
3.4.6.1 竜巻発生時にどこにいたのか（問 2）      ・・・ 60 
3.4.6.2 竜巻発生当日の気象情報の取得・前兆現象の認知（問 4） ・・61 
3.4.6.3 竜巻の発生可能性を考えていたか（問 5）             ・・・ 62 
3.4.6.4 竜巻発生への自発的対応，自発的対応の契機（問 8）  ・・・ 63 
3.4.6.5 竜巻から身を守るために何をすればよいか（問 9）    ・・・ 64 
3.4.6.6 竜巻発生を認知した時間と契機（問 6）      ・・・ 65 
3.4.6.7 竜巻の発生をどのように知ったか（問 7）       ・・・ 65 
3.4.6.8 竜巻発生時の具体的な対応行動（問 10）     ・・・ 66 
3.4.7 調査結果の考察        ・・・ 68 
3.5 竜巻防災教育プログラムの試作        ・・・ 68 
3.5.1 プログラムの概要         ・・・ 68 
3.5.2 対象校におけるプログラムの実践         ・・・ 69 
3.5.3 教育効果の検証         ・・・ 72 




- 3 - 
 
第 4 章 竜巻防災教育プログラムの開発       ・・・ 77 
4.1 先行研究の課題          ・・・ 77 
4.2 本研究の目的                      ・・・ 77 
4.3 竜巻被災地域における防災教育の現状             ・・・ 78 
4.3.1 調査概要          ・・・ 78 
4.3.2 調査結果の分析         ・・・ 78 
4.4 竜巻防災教育プログラムの開発・評価      ・・・ 80 
4.4.1 プログラムの構成         ・・・ 80 
4.4.1.1 ステップ 1（事前学習 1）        ・・・ 81 
4.4.1.2 ステップ 2（事前学習 2）       ・・・ 83 
4.4.1.3 ステップ 3（対応行動訓練・事後学習）      ・・・ 85 
4.4.1.4 効果測定による教育効果の検証      ・・・ 87 
4.4.2 対象校におけるプログラムの実践        ・・・ 89 
4.4.2.1 概要          ・・・ 89 
4.4.2.2 プログラムの評価        ・・・ 89 
4.4.2.2.1 西田井小学校の実践と評価      ・・・ 90 
4.4.2.2.2 北犬飼中学校の実践と評価      ・・・ 92 
4.4.2.2.3 津田小学校の実践と評価      ・・・ 94 
4.4.3 プログラムの一般化        ・・・ 96 
4.5 結論           ・・・ 97 
 
第 5 章 火山地域における防災教育の実態分析と火山防災教育プログラムの開発  
          ・・・ 99 
5.1 近年の火山噴火災害と火山防災対策        ・・・ 99 
5.2 火山防災教育の現状         ・・・100 
5.3 本研究の目的          ・・・102 
5.4 活火山（那須岳）地域における防災教育・訓練の浸透度     ・・・ 103 
5.4.1 調査目的           ・・・103 
5.4.2 調査対象者・調査方法        ・・・103 
5.4.3 調査項目          ・・・104 
5.4.4 児童生徒への質問紙調査        ・・・104 
5.4.5 保護者への質問紙調査        ・・・107 
- 4 - 
 
5.5 火山防災教育プログラムの開発・評価      ・・・108 
5.5.1 プログラムの概要        ・・・108 
5.5.2 プログラムの構成         ・・・109 
5.5.2.1 ステップ 1（事前学習 1）        ・・・109 
5.5.2.2 ステップ 2（事前学習 2）         ・・・110 
5.5.2.3 ステップ 3（事前学習 3）        ・・・111 
5.5.2.4 効果測定による教育効果の検証      ・・・113 
5.5.3 対象校におけるプログラムの実践        ・・・113 
5.5.3.1 概要          ・・・113 
5.5.3.2 第一グループ（那須町）の実践と評価       ・・・114 
5.5.3.3 第二グループ（那須塩原市）の実践と評価     ・・・116 
5.5.3.4 中学生へのプログラムの実践と評価      ・・・117 
5.5.4 獲得した知識・スキルと向上した技能の保持     ・・・118 
5.5.4.1 調査概要          ・・・118 
5.5.4.2 効果測定による分析         ・・・119 
5.6 結論           ・・・122 
 
第 6 章 マルチハザードに対応した防災教育手法と防災教育プログラムの精度向上 
            ・・・123 
6.1 防災教育手法の仮説提案        ・・・123 
6.2 本研究の目的          ・・・123 
6.3 学校安全に関する危機意識の実態調査       ・・・124 
6.3.1 調査目的          ・・・124 
6.3.2 調査概要          ・・・124 
6.3.3 調査結果          ・・・126 
6.3.4 因子分析による危機意識の分類       ・・・128 
6.3.5 国や自治体による危機意識調査          ・・・130 
6.3.6 児童生徒・教職員の危機意識の考察       ・・・131 
6.4 先行研究で開発した防災教育プログラムの精度向上    ・・・131 
6.4.1 概要          ・・・131 
6.4.2 対象校でのプログラムの実践       ・・・132 
6.4.3 プログラムの評価手法        ・・・133 
- 5 - 
 
6.4.4 地震防災教育プログラムの精度向上      ・・・134 
6.4.4.1 小学校におけるプログラムの実践と評価      ・・・134 
6.4.4.2 中学校におけるプログラムの実践と評価       ・・・136 
6.4.4.3 精度を向上させた地震防災教育プログラム     ・・・137 
6.4.5 竜巻防災教育プログラムの精度向上      ・・・140 
6.4.5.1 小学校におけるプログラムの実践と評価      ・・・140 
6.4.5.2 中学校におけるプログラムの実践と評価      ・・・141 
6.4.5.3 精度を向上させた竜巻防災教育プログラム     ・・・142 
6.5 防災教育手法の仮説検証        ・・・146 
6.5.1 調査概要          ・・・146 
6.5.2 教育効果の検証         ・・・146 
6.5.2.1 地震防災教育プログラムによる教育効果      ・・・146 
6.5.2.2 竜巻防災教育プログラムによる教育効果      ・・・148 
6.5.2.3 反復測定による分析と考察       ・・・150 
6.6 防災教育を効果的に実践するための連携のあり方     ・・・151 
6.7 結論           ・・・152 
 
第 7 章 視覚障害に適用した地震防災教育プログラムの開発       ・・・154 
7.1 過去の地震災害による要配慮者（障害者）の被害と対策     ・・・154 
7.2 特別支援学校における防災教育の現状        ・・・155 
7.3 本研究の目的          ・・・158 
7.4 特別支援学校における防災教育の実態調査      ・・・159 
7.4.1 学校における防災教育アンケート      ・・・159 
7.4.1.1 調査概要          ・・・159 
7.4.1.2 調査結果          ・・・159 
7.4.2 身のまわりの危険についてのアンケート      ・・・161 
7.4.2.1 調査概要          ・・・161 
7.4.2.2 調査結果          ・・・162 
7.4.3 因子分析による危機イメージの把握       ・・・163 
7.4.3.1 分析方法          ・・・163 
7.4.3.2 分析結果          ・・・163 
7.4.4 分析結果の考察         ・・・164 
- 6 - 
 
7.5 視覚障害に適用した地震防災教育プログラムの開発・評価    ・・・165 
7.5.1 視覚障害へのプログラム適用の検討       ・・・165 
7.5.2 地震防災教育プログラムの開発・評価      ・・・166 
7.5.2.1 概要          ・・・166 
7.5.2.2 プログラムの実践        ・・・167 
7.5.2.3 プログラムの評価手法        ・・・168 
7.5.2.4 プログラムの評価        ・・・170 
7.5.2.5 プログラムの改善        ・・・172 
7.5.3 獲得した知識・スキルと向上した技能の保持     ・・・176 
7.5.3.1 概要             ・・・176 
7.5.3.2 効果測定による分析         ・・・176 
7.5.4 児童生徒の行動変容の評価        ・・・178 
7.5.4.1 概要             ・・・178 
7.5.4.2 評価方法          ・・・178 
7.5.4.3 評価結果          ・・・178 
7.6 結論           ・・・179 
 
第 8 章 知的障害に適用した地震防災教育プログラムの開発       ・・・181 
8.1 知的障害者への防災教育の現状       ・・・181 
8.2 本研究の目的          ・・・183 
8.3 地震防災教育プログラムの試作        ・・・183 
8.3.1 知的障害へのプログラム適用の検討       ・・・183 
8.3.2 プログラムの概要         ・・・184 
8.3.3 プログラムの評価手法        ・・・185 
8.3.4 プログラムの評価         ・・・187 
8.4 地震防災教育プログラムの開発・評価      ・・・190 
8.4.1 実践・検証に基づくプログラムの改善        ・・・190 
8.4.2 改善したプログラムの実践と評価        ・・・192 
8.4.3 獲得した知識・スキルと向上した技能の保持     ・・・194 
8.4.3.1 概要           ・・・194 
8.4.3.2 プログラムの実践による知識・スキルの習得度     ・・・195 
8.4.3.3 対応行動訓練による技能の習熟度      ・・・196 
- 7 - 
 
8.4.4 プログラムの実践による児童生徒の行動変容     ・・・198 
8.4.4.1 概要          ・・・198 
8.4.4.2 評価方法           ・・・198 
8.4.4.3 行動評価の分析         ・・・199 
8.4.5 指導者（教員）への質的調査         ・・・201 
8.5 防災教育の効果的な支援と普及のあり方       ・・・202 
8.6 結論            ・・・203 
 
第 9 章 知的障害の程度区分に適用した地震防災教育プログラムの開発 
                                            ・・・205 
9.1 先行研究の課題          ・・・205 
9.2 本研究の目的          ・・・205 
9.3 プログラムの知的障害の程度区分への適用      ・・・206 
9.4 プログラムの実践          ・・・207 
9.5 プログラムの評価          ・・・208 
9.6 プログラムの実践による児童生徒の行動変容      ・・・209 
9.7 結論           ・・・211  
 
第 10 章 結論          ・・・213 
10.1 本論文の概要          ・・・213 
10.2 本研究成果をもとにした教育現場での実践      ・・・218 
10.3 今後の展開                     ・・・221 
 
参考文献              ・・・223 
 







- 8 - 
 
第 1 章 序論 日本における防災教育の現状 
1．1 研究の背景 
1．1．1 近年の自然災害と防災対策 
 日 本 は ， 地 震 ， 火 山 活 動 が 活 発 な 環 太 平 洋 変 動 帯 に 位 置 し ， 世 界 の 国 全 体
の 0.25%と い う 国 土 面 積 と 比 較 し て ， 地 震 発 生 回 数 や 活 火 山 の 分 布 数 の 割 合
は 極 め て 高 い （ 図 1-1）．  
 ま た ， 日 本 列 島 の 大 部 分 は 温 暖 湿 潤 気 候 に 属 し ， 梅 雨 に よ る ⾧ 雨 や 集 中 豪
雨 ， 局 地 的 な 大 雨 ， 台 風 の 襲 来 ， 竜 巻 な ど の 突 風 等 が 頻 繁 に 発 生 し て い る ．   
こ の よ う に ，日 本 は ，そ の 位 置 ，地 形 ，地 質 ，気 象 な ど の 自 然 的 条 件 か ら ，
様 々 な 自 然 災 害 に よ る 被 害 を 受 け や す い 特 性 を 有 し て い る ．  
近 年 の 日 本 の 地 震 災 害 を 振 り 返 る と ， 1995 年 1 月 17 日 ， 淡 路 島 北 部 沖 の
明 石 海 峡 を 震 源 と す る 兵 庫 県 南 部 地 震 に よ る 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 で は ， 多 大 な
人 命 が 奪 わ れ た ． 社 会 経 済 的 な 諸 機 能 が 高 度 に 集 積 す る 近 代 都 市 を 直 撃 し た
初 め て の 直 下 型 地 震 で あ り ， 兵 庫 県 南 部 を 中 心 に ， 近 畿 圏 の 広 域 で 大 き な 被
害 と 発 生 当 時 戦 後 最 多 と な る 死 者 6,434 名（ う ち 圧 迫 死 は 約 9 割 ）・負 傷 者 4
万 3,792 名 の 大 災 害 と な っ た ．  
 2011 年 3 月 11 日 に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 は ， 我 が 国 観 測 史 上 最
大 の マ グ ニ チ ュ ー ド 9.0 の 巨 大 地 震 で あ っ た ． こ の 地 震 で は ， 震 源 に 近 い 宮
城 県 で 震 度 7 を 観 測 す る な ど ，東 日 本 の 広 範 囲 で 強 い 揺 れ が 観 測 さ れ た ．こ
図 1-1 世 界 の地 震 分 布 （2009年 ～2018年 ） 
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の 地 震 は ， 巨 大 津 波 の 発 生 を 引 き 起 こ し ， 東 北 地 方 の 宮 城 県 ・ 岩 手 県 ・ 福 島
県 を 中 心 に ， 死 者 ・ 行 方 不 明 者 が 1 万 8,428 名 （ 2020 年 3 月 現 在 ・ 警 察 庁 ）
に 達 し た ． 東 日 本 大 震 災 と 命 名 さ れ た 地 震 災 害 は ， 世 界 的 に も 例 を 見 な い 未
曽 有 の 大 災 害 と な っ た ．  
さ ら に 東 日 本 大 震 災 以 降 も ，地 震 大 国 で あ る 日 本 で は ，2016 年 4 月 の 熊 本
地 震 （ 死 者 273 名 ， 負 傷 者 2,809 名 ）， 2018 年 6 月 の 大 阪 府 北 部 地 震 （ 死 者
6 名 ，負 傷 者 462 名 ），2018 年 9 月 の 北 海 道 胆 振 東 部 地 震（ 死 者 43 名 ，負 傷
者 782 名 ） な ど ， 大 地 震 に よ る 多 数 の 人 的 被 害 が 発 生 し て い る 1)．  
一 方 ， 異 常 気 象 に よ る 気 象 災 害 を 見 て み る と ， 国 連 国 際 防 災 戦 略 事 務 局
（ UNISDR） は ， 地 球 温 暖 化 が 年 々 進 行 し て い く に 連 れ ， 異 常 気 象 の 増 加 や
気 候 の 極 端 化 に よ っ て ， 自 然 災 害 の 頻 度 と 強 度 を 増 加 さ せ て い る と 報 告 し て
い る 2)．地 球 温 暖 化 に 伴 う 気 候 変 動（ 図 1-2）に よ っ て ，日 本 に お い て も 大 雨
の 頻 度 が 増 加 し た り ， 台 風 が 激 化 し た り ， 海 面 水 位 が 上 昇 し て い る ． こ の よ
う な 自 然 現 象 の 変 化 に よ っ て ， 近 年 の 日 本 で は 気 象 災 害 が 頻 発 ・ 激 甚 化 し て
い る 3)．   
近 年 の 日 本 の 気 象 災 害 4) を 振 り 返 る と ， 2014 年 8 月 に 広 島 県 で 発 生 し た
大 規 模 な 土 砂 災 害 （ 死 者 84 名 ，負 傷 者 75 名 ），2015 年 9 日 の 関 東 ・ 東 北 豪
雨 （ 死 者 20 名 ， 負 傷 者 82 名 ）， 2017 年 7 日 の 九 州 北 部 豪 雨 （ 死 者 40 名 ，
図 1-2 世 界 の年 平 均 気 温 偏 差 の経 年 変 化 （1891〜2019年 ） 
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負 傷 者 2 名 ），2018 年 ７ 月 の 西 日 本 豪 雨（ 死 者 263 名 ，負 傷 者 等 492 名 ）な
ど の 人 的 被 害 を 伴 う 多 数 の 気 象 災 害 が 発 生 し て い る ． さ ら に ， 2019 年 に は ，
日 本 を 襲 っ た 台 風 第 15 号（ 死 者 3 名 ，負 傷 者 150 名 ）や 台 風 第 19 号（ 死 者
86 名 ，負 傷 者 等 4,790 名 ）の 巨 大 台 風 災 害 が 発 生 し た ．こ れ ら の 災 害 に よ っ
て ， 全 国 各 地 に 甚 大 な 被 害 が も た ら さ れ た ．  
ま た 台 風 災 害 だ け で な く ，竜 巻 等 の 突 風 災 害 5)も ，近 年 ，増 加 し て い る（ 図
1-3）．特 に ，2013 年 9 月 に 埼 玉 県 越 谷 市 で 発 生 し た 竜 巻 災 害（ 負 傷 者 76 名 ）
で は ， 学 校 活 動 中 の 生 徒 が 竜 巻 の 直 撃 を 受 け ， ガ ラ ス の 飛 散 等 に よ り 負 傷 す
る な ど の 人 的 被 害 が 発 生 し た ． こ の 竜 巻 災 害 に よ っ て ， 国 は ， 竜 巻 災 害 へ の
対 策 を 学 校 現 場 に 示 し ， 学 校 関 係 者 が 竜 巻 へ の 危 機 意 識 を 高 め る き っ か け と
な っ た 6)．   
さ ら に 火 山 災 害 を 振 り 返 る と ， 2014 年 9 月 に 御 嶽 山 で 発 生 し た 噴 火 に よ
っ て ，死 者 43 名 ，負 傷 者 782 名 と い う 戦 後 最 悪 の 火 山 噴 火 災 害 が 発 生 し た ．
御 嶽 山 噴 火 災 害 以 降 も ，2018 年 1 月 に 発 生 し た 草 津 白 根 山 の 噴 火 で は ，飛 散
し た 噴 石 で 死 者 1 名 ， 負 傷 者 11 名 の 人 的 災 害 が 発 生 し た ． 国 は ， 今 後 の 火
山 噴 火 災 害 に 備 え ，活 動 が 活 発 な 火 山 を 中 心 に ，全 国 111 の 活 火 山 で 自 治 体
と 連 携 し た 火 山 防 災 対 策 を 強 化 し て い る 7)．  
図 1-3 竜 巻 発 生 分 布 図 （1991〜2015年 ） 
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ま た ， 日 本 で は ， 様 々 な 自 然 災 害 が 発 生 し て い る だ け で な く ， 近 い 将 来 に
巨 大 な 災 害 が 発 生 す る こ と も 想 定 さ れ て い る ． 例 え ば ， 想 定 さ れ る 巨 大 地 震
災 害 と し て は ，南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震（ 図 1-4）や 首 都 直 下 地 震（ 図 1-5）な ど
の 地 震 災 害 で あ る ． 地 震 発 生 の 確 率 が 年 々 高 ま っ て い る た め ， 国 は ， 自 治 体
や 研 究 機 関 等 と 連 携 し て 事 前 防 災 及 び 減 災 対 策 を 推 進 し て い る ． 特 に ， 大 規
模 被 害 が 想 定 さ れ る 地 域 で は ， ハ ー ド 対 策 に 加 え ， 住 民 参 加 の 防 災 訓 練 等 と
い っ た ソ フ ト 対 策 も 積 極 的 に 行 わ れ て い る 8)．  
こ の よ う に ， 自 然 災 害 が 多 発 し ， ま た 今 後 想 定 さ れ る 自 然 災 害 に お い て ，
国 や 自 治 体 ， 企 業 ・ 組 織 ， 地 域 ， 住 民 な ど ， 国 民 が 一 丸 と な っ て 災 害 に 事 前
か ら 備 え る こ と で 生 命・財 産・国 土 を 守 り ，ま た 災 害 後 の 適 切 な 対 応 で 被 害・
影 響 を 極 小 化 す る と い う 「 防 災 ・ 減 災 」 が 重 要 で あ る ． 現 在 ， 我 が 国 で は ，
構 造 物 な ど の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー の 強 化 と い っ た ハ ー ド 対 策 と ， 国 民 一
人 一 人 が ， 日 頃 か ら 災 害 へ の 備 え を 意 識 で き る よ う な 防 災 教 育 ・ 防 災 訓 練 な
ど の ソ フ ト 対 策 の 両 方 を 推 進 し て い る 9)．  
私 た ち 一 人 一 人 も ，自 ら の 命 は 自 ら が 守 る「 自 助 」，地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー な
ど 地 域 全 体 で 守 る 「 共 助 」 の 意 識 を 維 持 ・ 向 上 せ な が ら 「 防 災 意 識 社 会 」 を
構 築 さ せ て い か な け れ ば な ら な い 10)．  
 
1．1．2 防災教育の変遷 
本 研 究 で は ， 前 節 で 述 べ た な か で も ， ソ フ ト 対 策 と し て の 防 災 教 育 に 焦 点
を 当 て て 研 究 を 実 施 し た ． 防 災 教 育 と は ， 災 害 を 発 生 さ せ な い よ う に 未 然 防
止 ・ 抑 止 に 向 け て 取 り 組 ん だ り ， 発 災 時 に は 迅 速 ・ 的 確 な 対 応 に よ っ て 被 害
図 1-4 南 海 トラフ巨 大 地 震 （想 定 ） 図 1-5 首 都 直 下 地 震 （震 度 分 布 ） 
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を 最 小 限 に 抑 え た り す る こ と を 目 的 と し た 教 育 の こ と で あ る 11)．こ れ ま で 大
き な 災 害 が 発 生 す る 度 に ， 防 災 教 育 の 方 向 性 は 変 化 し て き た ．  
特 に ， 1995 年 の 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 と 2011 年 の 東 日 本 大 震 災 は ， 我 が 国 の
防 災 教 育 の 方 向 性 が 大 き く 変 化 す る 契 機 と な っ た 12) 13)．  
阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 前 の 防 災 教 育 は ， 地 震 や 火 災 を 想 定 し た 避 難 訓 練 の み
に 頼 る 「 単 発 訓 練 型 」 の イ ベ ン ト で あ っ た ． 予 め 決 め ら れ た 想 定 に よ っ て 避
難 す る 訓 練 や ， 消 火 器 の 操 作 方 法 な ど を 学 ぶ 内 容 に な っ て い た ．  
し か し ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 発 生 に よ っ て ， 防 災 教 育 の 方 向 性 は 大 き く 変
わ っ た ． 命 を 守 る こ と の 大 切 さ ， 助 け 合 い ， 思 い や り と い っ た 災 害 の 教 訓 を
教 え ， 実 際 の 震 災 体 験 に 学 び ， 人 と し て の 生 き 方 ・ 在 り 方 を 考 え る 「 新 た な
防 災 教 育 」 14)で あ る ．  
当 時 の 文 部 省 （ 現 文 部 科 学 省 ） は ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 直 後 に 「 学 校 等 の 防
災 体 制 等 の 充 実 に 関 す る 調 査 研 究 協 力 者 会 議 」 を 設 置 し 報 告 書 を ま と め た ．
こ の 報 告 書 で は ，学 校 の 防 災 教 育 の 充 実 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方 が 整 理 さ れ ，
学 校 現 場 に お け る 防 災 教 育 の 指 導 の 在 り 方 に つ い て ，以 下 の 3 点 に 整 理 さ れ
て い る 15)．そ れ は ，1)災 害 時 に お け る 危 険 を 認 識 し ，日 常 的 な 備 え を 行 う と
と も に ， 状 況 に 応 じ て ， 的 確 な 判 断 の 下 に ， 自 ら の 安 全 を 確 保 す る た め の 行
動 が で き る よ う に す る ， 2)災 害 発 生 時 及 び 事 後 に ， 進 ん で 他 の 人 々 や 集 団 ，
地 域 の 安 全 に 役 立 つ こ と が で き る よ う に す る ， 3)自 然 災 害 の 発 生 メ カ ニ ズ ム
を は じ め と し て ， 地 域 の 自 然 環 境 ， 災 害 や 防 災 に つ い て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 事
項 を 理 解 で き る よ う に す る ， の 3 点 で あ る ．   
そ の 後 ，文 部 科 学 省 が 1998 年 に 発 刊 し た「『 生 き る 力 』を は ぐ く む 防 災 教
育 の 展 開 」 16)で は ， 学 習 指 導 要 領 を 踏 襲 し た 「 防 災 教 育 と 各 教 科 等 と の 指 導
を 関 連 付 け た カ リ キ ュ ラ ム や 教 材 」 が 多 数 例 示 さ れ て い る ． ま た ， 防 災 教 育
を 実 践 す る 教 員 の あ り 方 や 資 質 に 関 し て も 記 さ れ て い る ．  
こ こ で い う「 生 き る 力 」と は ，1996 年 に 文 部 省（ 現 文 部 科 学 省 ）の 中 央 教
育 審 議 会（ 中 教 審 ）が ，「 21 世 紀 を 展 望 し た 我 が 国 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」
17)と い う 諮 問 に 対 す る 第 1 次 答 申 の 中 で 用 い た キ ー ワ ー ド で あ る ．「 い か に
社 会 が 変 化 し よ う と ， 自 分 で 課 題 を 見 つ け ， 自 ら 学 び ， 自 ら 考 え ， 主 体 的 に
判 断 し ， 行 動 し ， よ り よ く 問 題 を 解 決 す る 資 質 や 能 力 な ど 自 己 教 育 力 と ， 自
ら を 律 し つ つ ， 他 人 と と も に 協 調 し ， 他 人 を 思 い や る 心 や 感 動 す る 心 な ど ，
豊 か な 人 間 性 が 必 要 で あ る 」 と い う 考 え 方 か ら ， 教 育 の 新 た な 目 的 の 一 つ と
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し て 「 生 き る 力 」 が 用 い ら れ る よ う に な っ た ．  
文 部 科 学 省 の「『 生 き る 力 』を は ぐ く む 学 校 で の 安 全 教 育（ 2010 年 ）」18)で
は ， 児 童 生 徒 等 の 障 害 の 状 態 ， 発 達 の 段 階 ， 特 性 等 及 び 地 域 の 実 態 等 に 応 じ
て ， 自 ら 危 険 な 場 所 や 状 況 を 予 測 ・ 回 避 し た り ， 必 要 な 場 合 に は 援 助 を 求 め
た り す る こ と が で き る よ う に す る た め ， 下 記 の よ う に 防 災 教 育 の 狙 い が 具 体
的 に 示 さ れ た ．  
○ 自 然 災 害 等 の 現 状 ， 原 因 及 び 減 災 等 に つ い て 理 解 を 深 め ， 現 在 及 び 将 来
に 直 面 す る 災 害 に 対 し て ， 的 確 な 思 考 ・ 判 断 に 基 づ く 適 切 な 意 思 決 定 や
行 動 選 択 が で き る （ 知 識 ・ 思 考 ・ 判 断 ）．   
○ 地 震 ， 台 風 の 発 生 等 に 伴 う 危 険 を 理 解 ・ 予 測 し ， 自 ら の 安 全 を 確 保 す る
た め の 行 動 が で き る よ う に す る と と も に ， 日 常 的 な 備 え が で き る （ 危 険
予 測 ・ 主 体 的 な 行 動 ）．   
○ 自 他 の 生 命 を 尊 重 し ， 安 全 で 安 心 な 社 会 づ く り の 重 要 性 を 認 識 し て ， 学
校 ，家 庭 及 び 地 域 社 会 の 安 全 活 動 に 進 ん で 参 加・協 力 し ，貢 献 で き る（ 社
会 貢 献 ・ 支 援 者 の 基 盤 ）．   
阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 降 ， 文 部 科 学 省 を は じ め 各 地 域 の 教 育 行 政 は ， こ れ ま
で に 述 べ た よ う な 学 校 現 場 の 防 災 教 育 を 充 実 さ せ る た め の 様 々 な 取 組 を 推 進
し て き た ． し か し ， 防 災 教 育 に 関 す る 課 題 は 多 岐 に わ た り ， 災 害 が 発 生 し た
地 域 を 中 心 に ， 年 々 課 題 は 増 加 し て い っ た 19)．  
そ の よ う な な か で ， 2011 年 3 月 11 日 ， 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に よ る 東 日
本 大 震 災 が 発 生 し た ．こ の 災 害 を 受 け て ，文 部 科 学 省 は ，「 東 日 本 大 震 災 を 受
け た 防 災 教 育 ・ 防 災 管 理 等 に 関 す る 有 識 者 会 議 」 を 立 ち 上 げ た ． そ の 最 終 報
告 20)に お い て ，文 部 科 学 省 は ，震 災 の 教 訓 を 踏 ま え た 防 災 教 育 の 考 え 方 と 施
策 の 方 向 性 と し て ，「 自 ら の 危 険 を 予 測 し ，回 避 す る 能 力 を 高 め る 防 災 教 育 の
推 進 」 を 新 た に 学 校 現 場 に 示 し た ．  
具 体 的 に は ， 災 害 発 生 時 に 自 ら 危 険 を 予 測 し 回 避 す る た め に は ， 自 然 災 害
に 関 す る 知 識 を 身 に 付 け る と と も に ，習 得 し た 知 識 に 基 づ い て 的 確 に 判 断 し ，
迅 速 な 行 動 を 取 る こ と が 必 要 で あ り ， 日 常 生 活 に お い て も 状 況 を 判 断 し ， 最
善 を 尽 く そ う と す る 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」 が 重 要 だ と い う も の で あ る ．  
ま た ， 知 識 と 行 動 は ， 自 ず と 連 動 す る も の で は な く ， 知 識 を 与 え た だ け で
は ， 自 ら の 行 動 に 結 び 付 き に く く ， 体 験 的 な 活 動 を 通 じ て ， 自 ら 気 づ き を 得
る こ と が 重 要 で あ る と 述 べ て い る ．  
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文 部 科 学 省 は ， 有 識 者 会 議 の 最 終 報 告 を 踏 ま え ， 学 校 防 災 の た め の 指 針 と
し て 「『 生 き る 力 』 を 育 む 防 災 教 育 の 展 開 」 21) を 策 定 し た ． こ の 指 針 に よ る
と ， 防 災 教 育 で 目 指 し て い る 「 災 害 に 適 切 に 対 応 す る 能 力 の 基 礎 を 培 う 」 と
い う こ と は ，「 生 き る 力 」を 育 む こ と と 密 接 に 関 連 し て い る と 述 べ て い る ．さ
ら に ，災 害 時 に 自 ら の 命 を 守 る た め に は ，「 生 き る 力 」を 育 む 資 質 や 能 力 を 身
に 付 け さ せ る 安 全 教 育 が 重 要 で あ り ， 学 校 に お け る 防 災 教 育 は ， 災 害 安 全 に
関 す る 教 育 と し て 減 災 教 育 の 意 味 も 含 ん だ 安 全 教 育 の 一 環 と し て 行 わ れ る べ
き も の で あ る と ， 指 針 に は 位 置 付 け ら れ て い る （ 図 1-6）．  
こ の よ う な 指 針 が あ る 一 方 で ，「 第 ２ 次 学 校 安 全 の 推 進 に 関 す る 計 画 の 策
定 に つ い て （ 中 央 教 育 審 議 会 答 申 ・ 2017 年 ）」 22)の 中 で は ， 東 日 本 大 震 災 以
降 の 学 校 現 場 に お け る ， 学 校 安 全 の 現 状 と 課 題 が 指 摘 さ れ て い る ． 学 校 現 場
で は ， 様 々 な 教 育 活 動 と 安 全 教 育 （ 防 災 教 育 を 含 む ） を 関 連 付 け た 系 統 的 ・
体 系 的 な 取 組 が 行 わ れ て い る と 評 価 し な が ら も ， 学 校 間 ・ 地 域 間 で 取 組 内 容
や 意 識 の 差 が 大 き く ， 関 係 す る 各 教 科 等 の 内 容 や 教 育 課 程 全 体 と の つ な が り
が 十 分 に 整 理 さ れ て い な い こ と が 課 題 と 指 摘 さ れ て い る ．  
文 部 科 学 省 は ， こ の 答 申 を 踏 ま え ， 2019 年 に 「『 生 き る 力 』 を は ぐ く む 学
校 で の 安 全 教 育 」 23)を 策 定 し ， 防 災 教 育 を 含 む 安 全 教 育 の 目 標 に つ い て ， 次
の と お り 整 理 し た ．  
○ 様 々 な 自 然 災 害 や 事 件 ・ 事 故 等 の 危 険 性 ， 安 全 で 安 心 な 社 会 づ く り の 意
義 を 理 解 し ， 安 全 な 生 活 を 実 現 す る た め に 必 要 な 知 識 や 技 能 を 身 に 付 け
て い る こ と （ 知 識 ・ 技 能 ）．  
○ 自 ら の 安 全 の 状 況 を 適 切 に 評 価 す る と と も に ， 必 要 な 情 報 を 収 集 し ， 安
全 な 生 活 を 実 現 す る た め に 何 が 必 要 か を 考 え ， 適 切 に 意 思 決 定 し ， 行 動
す る た め に 必 要 な 力 を 身 に 付 け て い る こ と（ 思 考 力・判 断 力・表 現 力 等 ）． 
○ 安 全 に 関 す る 様 々 な 課 題 に 関 心 を も ち ， 主 体 的 に 自 他 の 安 全 な 生 活 を 実
現 し よ う と し た り ， 安 全 で 安 心 な 社 会 づ く り に 貢 献 し よ う と し た り す る
態 度 を 身 に 付 け て い る こ と （ 学 び に 向 か う 力 ・ 人 間 性 等 ）．  
こ れ ら の 目 標 を 踏 ま え ， 学 校 現 場 に お い て は ， 児 童 生 徒 等 や 学 校 ， 地 域 の
実 態 及 び 児 童 生 徒 等 の 発 達 の 段 階 を 考 慮 し て ， 学 校 の 特 色 を 生 か し た 目 標 や
指 導 の 重 点 を 計 画 し ， 防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 教 育 課 程 を 編 成 ・ 実 施 し て
い く こ と が 指 針 と し て 示 さ れ た （ 図 1-7）．  
こ の よ う な 指 針 等 が 示 さ れ た ， 現 在 の 学 校 現 場 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 を
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概 観 す る と ， 防 災 教 育 は ， 単 独 の 教 科 と し て 位 置 付 け ら れ て い な い た め ， 防
災 教 育 に 対 す る 社 会 的 な 期 待 と 現 場 教 員 の お か れ た 現 況 の 間 に 乖 離 が あ り ，
多 く の 教 員 に は ， 防 災 教 育 の 位 置 付 け が 十 分 に 認 識 さ れ て い な い 24)． ま た ，
現 場 の 一 人 一 人 の 教 員 に と っ て は ， 授 業 時 間 数 の 増 加 や 業 務 の 多 様 化 に よ る
多 忙 の 中 で ， 防 災 に 対 し て 知 識 や 経 験 不 足 の な か で ， 何 を ど う 教 え た ら 良 い
か 自 信 を 持 て な い と い う 教 育 現 場 の 現 状 も 指 摘 さ れ て い る 25) ．さ ら に ，ど の
よ う に 防 災 教 育 を 授 業 と し て 成 立 さ せ れ ば よ い の か ， ど う す れ ば 意 義 あ る 効
果 的 な 防 災 教 育 を 行 う こ と が で き る の か な ど ， 教 員 自 身 が 防 災 教 育 の 難 し さ
を 実 感 し て い る 26)．   
先 行 研 究 か ら 浮 か び 上 が っ て き た こ れ ら の 課 題 の 原 因 は ， 教 員 側 か ら 見 れ
ば 教 職 課 程 の 必 要 単 位 の 中 に 防 災 教 育 が あ る わ け で は な く ， 一 般 的 な 知 識 と
し て 地 震 対 策 ・ 地 震 直 後 の 対 応 等 の 災 害 に 関 す る 知 識 は 知 っ て い る も の の ，
個 人 差 は 大 き く ， 防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 学 習 を 展 開 し に く い こ と な ど が
考 え ら れ る ． ま た ， 学 校 側 か ら 見 れ ば ， 年 間 指 導 計 画 の 限 ら れ た 枠 の 中 で ，
系 統 的 ・ 体 系 的 な 防 災 教 育 を 推 進 す る 時 間 を ど う 捻 出 す る の か と い っ た ， カ
リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト に よ る 授 業 編 成 の 難 し さ や ， 防 災 教 育 を 推 し 進 め
る 契 機 が な か な か つ か め な い な ど が 考 え ら れ る 27)．  
こ の よ う な な か で ， 学 習 指 導 要 領 で も 大 き な 変 化 が あ っ た ． 小 学 校 で は
2020 年 度 ，中 学 校 で は 2021 年 度 か ら 新 し い 学 習 指 導 要 領 が 全 面 実 施 さ れ る ．  
図 1-6 『生 きる力 』を育 む防 災 教 育 の展 開  図 1-7 「生 きる力 」をはぐくむ学 校 での安 全 教 育  
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こ れ ま で の よ う に ， 防 災 教 育 は 単 独 の 教 科 に 位 置 付 け ら れ て い な い が ， 各
教 科 の 中 で 自 然 災 害 や 防 災 に 関 す る 単 語 ・ 文 言 が 散 見 さ れ る ． ま た ， 防 災 教
育 を 含 む 安 全 教 育 の 実 施 に つ い て は ， 教 科 等 横 断 的 に カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ
メ ン ト に よ る 効 果 的 な 学 習 を 行 う こ と が 示 さ れ て い る ．  
こ の よ う な 単 語・文 言 は あ る も の の ，新 し い 学 習 指 導 要 領 28)で は ，防 災 教
育 と し て 具 体 的 に 何 を 取 り 上 げ ， ど の よ う に 教 育 活 動 で 展 開 す る の か 具 体 的
な 指 針 や 事 例 が 記 載 さ れ て い な い ． こ の た め ， 学 校 現 場 に お け る 防 災 教 育 の
課 題 を 解 決 す る た め に は ， 各 教 科 と 関 連 付 け た 具 体 的 な 実 践 事 例 や 学 校 現 場




文 部 科 学 省 は ，東 日 本 大 震 災 の 教 訓 を 踏 ま え ，「 実 践 的 防 災 教 育 総 合 支 援 事
業 」30)を 2012 年 度 に 立 ち 上 げ た ．事 業 の 内 容 は ，学 校 に お け る 安 全 教 育・安
全 管 理 の 充 実 を 図 る こ と を 目 的 に ， 防 災 教 育 を 中 心 と し た 安 全 教 育 の 指 導 方
法 や 教 育 手 法 を 開 発 ・ 普 及 す る こ と で あ る ． 特 に ， 緊 急 地 震 速 報 等 の 防 災 科
学 技 術 を 活 用 し た 避 難 訓 練 等 の 先 進 的 ・ 実 践 的 な 防 災 教 育 を 行 う 学 校 現 場 へ
の 支 援 が 中 心 で あ る ．   
こ の 事 業 に よ り ， 事 業 委 託 を 受 け る 各 都 道 府 県 等 の 教 育 委 員 会 は ， 文 部 科
学 省 か ら の 予 算 的 支 援 や 部 外 の 専 門 家 に よ る 指 導 ・ 助 言 等 を 受 け た り ， 各 教
育 委 員 会 内 で の モ デ ル 校 は ， 児 童 生 徒 の 通 学 時 を 含 め た 学 校 活 動 に お け る 実
践 的 な 取 組 や 防 災 に 特 化 し た 教 員 研 修 等 を 実 施 す る こ と が で き る ．  
ま た ， 事 業 の 実 施 に よ っ て 得 ら れ た 成 果 は ， 文 部 科 学 省 が 主 催 す る 全 国 成
果 発 表 会 で 紹 介 す る 場 が 設 け ら れ ， 参 加 し た 全 国 の 教 育 関 係 者 に 共 有 さ れ て
い る ． さ ら に 文 部 科 学 省 は ， 全 国 で 実 践 さ れ た 取 組 と 成 果 を 報 告 書 と し て 取
り ま と め ， 各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 を 通 じ て 学 校 現 場 に 還 元 し ， 防 災 教 育 を 含
む 学 校 安 全 の 充 実 を 図 っ て い る （ 図 1-8）．  
こ の 事 業 は ， 名 称 変 更 を 経 て ， 2018 年 度 か ら は 「 学 校 安 全 総 合 支 援 事 業 」
と な っ た ． 事 業 の 内 容 は ， 防 災 教 育 か ら 学 校 安 全 の ３ 領 域 （ 交 通 安 全 ・ 生 活
安 全 ・ 災 害 安 全 ） へ と テ ー マ が 広 く な り ， こ れ ら の 中 か ら 各 学 校 が テ ー マ を
設 定 し て ，子 ど も た ち の 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 を 育 成 す る と い う も の で あ る ．
こ の 事 業 の も と に ， 様 々 な 取 組 が 全 国 各 地 の 学 校 現 場 で 推 進 さ れ て い る ．   
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な お 本 論 文 の 第 2 章 か ら 第 9 章 は ，文 部 科 学 省 の こ れ ら の ２ つ の 事 業 を 教
育 委 員 会 ・ モ デ ル 校 に 活 用 し て も ら う こ と で ， 防 災 教 育 を 現 実 的 ・ 効 果 的 に
実 践 し た 研 究 成 果 を 論 じ て い る ．   
 
1．1．3．2 被災地域における防災教育の現状 
 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 被 災 地 域 と な っ た 兵 庫 県 は ， 被 災 後 に 設 置 し た 防 災 教
育 検 討 委 員 会 の 提 言（ 1995 年 10 月 ）を 受 け ，「 新 た な 防 災 教 育 」を 学 校 現 場
に 示 し た ． 従 来 の 安 全 教 育 に 加 え ， 助 け 合 い の 大 切 さ や 共 生 の 心 な ど ， 人 間
と し て の 在 り 方 や 生 き 方 を 考 え る 防 災 教 育 の 実 践 を 目 指 す ． ま た ， 被 災 し た
児 童 生 徒 の 心 の ケ ア に 努 め る 内 容 と な っ て い る ．  
 兵 庫 県 教 育 委 員 会 は ， こ の 提 言 を 受 け て ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 を 語 り 継 ぎ ，
自 然 災 害 か ら 自 ら の 生 命 を 守 る 能 力 や 共 生 の 心 を 育 む た め の 防 災 教 育 副 読 本
「 明 日 に 生 き る ― 阪 神・淡 路 大 震 災 か ら 学 ぶ 」（ 小 学 生 用・中 学 生 用・高 校 性
用 ）31)（ 図 1-9）を ，1997 年 に 発 刊（ ※ 2012 年 に 改 訂 ）し た ．災 害 に 関 す る
知 識 を 学 ぶ 教 材 と し て ， 児 童 生 徒 の 発 達 の 段 階 に あ わ せ て 構 成 さ れ て い る ．  
ま た ， 兵 庫 県 教 育 委 員 会 で は ， 東 日 本 大 震 災 で 明 ら か に な っ た 想 定 外 の 対
応 に 対 処 で き る よ う「 学 校 防 災 マ ニ ュ ア ル 」を 2013 年 に 改 訂 し た ．文 部 科 学
省 の「 学 校 防 災 マ ニ ュ ア ル（ 地 震・津 波 災 害 ）作 成 の 手 引 き（ 2012）」を も と
に ，副 読 本 を 活 用 し た 児 童 生 徒 の 主 体 的 に 行 動 す る 力 を 育 成 す る も の で あ る ． 
さ ら に ，兵 庫 県 教 育 委 員 会 は ，新 学 習 指 導 要 領 を 踏 ま え た 指 導 指 針「 2019
図 1-8 文 部 科 学 省 による実 践 的 な防 災 教 育 の推 進  
- 18 - 
 
年 度  指 導 の 重 点 」 32)を 策 定 し ， 防 災 教 育 副 読 本 を 活 用 し た 実 践 的 な 防 災 教
育 の 重 要 性 に つ い て ， 改 め て 学 校 現 場 に 示 し た ．  
 ま た ， 東 日 本 大 震 災 後 の 被 災 地 域 と な っ た 宮 城 県 で は ， 震 災 の 教 訓 を 踏 ま
え ， あ ら ゆ る 災 害 に 対 応 で き る 新 た な 指 針 と し て ， 防 災 教 育 の み な ら ず 交 通
安 全 ， 生 活 安 全 （ 防 犯 を 含 む ） を 含 め た 学 校 安 全 に 関 す る 3 領 域 を 網 羅 し た
「 み や ぎ 学 校 安 全 基 本 指 針 」（ 図 1-10） を 2012 年 に 策 定 33)し た ．  
宮 城 県 教 育 委 員 会 で は ， こ の 基 本 指 針 に 基 づ き ， 防 災 教 育 副 読 本 「 未 来 へ
の き ず な 」 を 2013 年 に 発 刊 し た 34)． 副 読 本 は ， 東 日 本 大 震 災 を 経 験 し た 宮
城 県 の 子 ど も た ち が ， 将 来 ， ど の よ う な 災 害 に あ っ て も ， 自 分 の 命 を 守 り ，
共 に 助 け 合 い ， 生 き 抜 い て い く こ と が で き る よ う に ， 防 災 に つ い て 考 え ， 行
動 し ， き ず な を 大 切 に し て い け る こ と を 願 っ て 作 成 さ れ た も の で あ る ． こ の
副 読 本 は ， 児 童 生 徒 の 発 達 の 段 階 に あ わ せ た 学 習 が で き る よ う に ， テ ー マ 別
に ワ ー ク シ ー ト が 作 成 さ れ て い る ．  
 ま た ，2004 年 10 月 の 新 潟 県 中 越 地 震（ 死 者 68 名 ，負 傷 者 4,805 名 ）な ど
の 教 訓 か ら ， 新 潟 県 教 育 委 員 会 は ， 津 波 災 害 ・ 地 震 災 害 ・ 洪 水 災 害 ・ 土 砂 災
害 ・ 雪 災 害 ・ 原 子 力 災 害 の 6 つ の 災 害 を 網 羅 す る 「 新 潟 県 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム 」 35)を 作 成 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 災 害 に 関 す る 知 識 を 習 得 す る 学 習 教
材 と し て ， 新 潟 県 内 の 全 公 立 学 校 に 配 布 さ れ て い る ． 学 校 現 場 で は ， こ の プ
ロ グ ラ ム を 活 用 し ， 学 校 独 自 の 様 々 な 防 災 教 育 に 取 り 組 ん で い る ．  
図 1-9 防 災 教 育 副 読 本 （兵 庫 県 ） 図 1-10 みやぎ学 校 安 全 基 本 指 針 （宮 城 県 ） 
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 ま た ， 首 都 直 下 地 震 の 大 規 模 地 震 災 害 等 に 備 え る 東 京 都 で は ， 子 供 た ち の
安 全 対 応 能 力 を 一 層 高 め る た め ，「 安 全 教 育 プ ロ グ ラ ム 」を 作 成 し て い る ．主
な 特 ⾧ と し て ， 安 全 に 関 す る 知 識 や 対 応 な ど ， 発 達 の 段 階 に 応 じ ， 児 童 生 徒
に 確 実 に 身 に 付 け さ せ る 事 項 を 明 確 化 し た ． ま た ， 各 教 科 等 の 学 習 の 事 例 や
教 職 員 研 修 や 保 護 者 ・ 地 域 と の 連 携 等 ， 年 間 指 導 計 画 や 効 果 的 な 指 導 方 法 を
例 示 し て い る ．  
こ れ ら の よ う に ， 過 去 に 発 生 し た 自 然 災 害 の 被 災 教 訓 や 今 後 発 生 す る 災 害
に 備 え る た め ， 被 災 地 や 災 害 発 生 が 予 想 さ れ る 教 育 委 員 会 を 中 心 に ， 学 校 防
災 マ ニ ュ ア ル の 作 成 ・ 改 訂 や ， 防 災 教 育 の 実 践 に 活 用 す る 副 読 本 等 を 作 成 し
て い る ． 文 部 科 学 省 は ， こ れ ら 都 道 府 県 等 で 作 成 し た マ ニ ュ ア ル や 副 読 本 等
の 資 料 を 紹 介 す る 専 用 の ホ ー ム ペ ー ジ 36)を 開 設 し て い る ．  
 
1．1．3．3 学校現場における先進的な教育 
 2002 年 4 月 ，兵 庫 県 は ，阪 神・淡 路 大 震 災 の 教 訓 に 学 ぶ「 新 た な 防 災 教 育 」
を 推 進 し な が ら ， 防 災 （ 教 育 ） を 高 校 の 専 門 学 科 で 展 開 す る こ と を 狙 い ， 全
国 で 初 め て と な る 環 境 防 災 科 を 兵 庫 県 立 舞 子 高 等 学 校 （ 兵 庫 県 神 戸 市 ） 37)に
設 置 し た ． 兵 庫 県 立 舞 子 高 等 学 校 環 境 防 災 科 の 教 育 理 念 は ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震
災 の 教 訓 を 生 か し ， 自 然 環 境 や 社 会 環 境 と の 関 わ り を 視 点 に 据 え た 防 災 教 育
を 推 進 す る こ と に よ っ て ， 共 生 社 会 に お け る 人 間 と し て の 在 り 方 ・ 生 き 方 を
考 え る ． そ し て ， 実 践 的 ・ 体 験 的 な 学 習 を 通 し て ， 主 体 的 ・ 自 発 的 に 考 え ，
行 動 で き る 生 徒 の 育 成 で あ る ．  
環 境 防 災 科 の カ リ キ ュ ラ ム は ， 新 た な 防 災 教 育 の 中 心 課 題 で あ る 命 の 大 切
さ や 助 け 合 い ， 思 い や り の 素 晴 ら し さ を 縦 軸 に ， 自 然 環 境 と 社 会 環 境 を 横 軸
に と っ た 教 育 課 程 で 編 成 さ れ て い る ． 3 年 間 で 履 修 す る 88 単 位 の う ち 25～
31 単 位 を 防 災 専 門 科 目 が 占 め て い る ．教 育 課 程 の 一 例 と し て は ，大 学 や 関 係
機 関 か ら の 外 部 講 師 に よ る 基 礎 的 学 習 ， グ ル ー プ ワ ー ク に よ る 課 題 解 決 型 学
習 ， 被 災 地 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク ， 防 災 教 育 教 材 の 作 成 ， 消 防 学 校 で の 訓 練
体 験 ，生 徒 に よ る 小 学 生 へ の 出 前 授 業 ，地 域 自 主 防 災 組 織 と の 合 同 訓 練 な ど ，
防 災 に 関 す る 様 々 な 専 門 的 な 教 育 が 実 践 さ れ て い る ．  
兵 庫 県 立 舞 子 高 等 学 校 を 創 始 と し て ， 現 在 で は ， 宮 城 県 多 賀 城 高 等 学 校 災
害 科 学 科 が 設 立 さ れ た ． ま た 民 間 の 資 格 で あ る 防 災 士 の 資 格 取 得 を 目 的 に し
た ，防 災 を 学 ぶ た め の コ ー ス を 開 設 す る 高 校 や 高 専 ，大 学 も 増 加 し て い る 38)． 
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1．1．3．4 防災教育の先進的な取組事例 
教 員 の 多 く は ， 教 職 課 程 な ど で 「 防 災 」 を 専 門 に 学 ん で い な い た め ， 防 災
教 育 を 実 践 す る た め に は ，「 先 進 的 な 事 例 を 学 び 活 用 す る 」こ と が 必 要 で あ る ．
事 例 は 決 し て 多 く な い も の の ， 全 国 各 地 で は 先 進 的 な 取 組 が な さ れ て お り ，
そ れ ら を 参 考 に し て ， 教 員 は ， 自 分 の 学 校 の 事 情 や 地 域 特 性 に あ わ せ た 防 災
教 育 に 取 り 組 む こ と が で き る ． 本 節 で は ， そ の よ う な 先 進 的 な 取 組 事 例 ・ 学
習 教 材 を 概 観 す る ．  
例 え ば 内 閣 府 は ，「 地 域 に お け る 防 災 教 育 の 実 践 に 関 す る 手 引 き 」39)を ホ ー
ム ペ ー ジ で 公 表 し ， 代 表 的 な 取 組 事 例 を 紹 介 し て い る ．  
ま た ， 全 国 の 学 校 や 地 域 で 取 り 組 ま れ て い る 防 災 教 育 の 場 の 拡 大 や 質 の 向
上 に 役 立 つ 共 通 の 資 産 を 作 る こ と を 目 的 と し て ， 2001 年 度 か ら ，「 防 災 教 育
チ ャ レ ン ジ プ ラ ン 」 40)が 開 始 さ れ た ． こ の 実 施 主 体 は ， 防 災 教 育 チ ャ レ ン ジ
プ ラ ン 実 行 委 員 会 で あ る ． 内 閣 府 を は じ め ， 文 部 科 学 省 ・ 消 防 庁 ・ 国 立 教 育
政 策 研 究 所 等 の 協 力 の も と に ， 防 災 教 育 の 専 門 家 有 志 に よ っ て 構 成 さ れ て い
る ．参 加 団 体 等 は ，有 識 者（ 大 学・学 校 教 員 ，国・自 治 体 等 の 防 災 機 関 ，NPO
法 人 等 ） か ら 1 年 間 の 支 援 と 実 践 に 必 要 な 経 費 支 援 を 受 け る こ と が で き る ．
こ れ に よ っ て ， 防 災 教 育 を 推 進 す る た め の 新 し い 企 画 や 取 組 に チ ャ レ ン ジ す
る こ と が 可 能 と な る ． 優 秀 な 実 践 活 動 に つ い て は ， 防 災 教 育 大 賞 等 が 授 与 さ
れ ， 防 災 教 育 チ ャ レ ン ジ プ ラ ン の ホ ー ム ペ ー ジ で 紹 介 さ れ る ． ま た ， 取 組 で
開 発 さ れ た 教 材 等 の 資 料 は ， ホ ー ム ペ ー ジ で 自 由 に 閲 覧 で き ， ダ ウ ン ロ ー ド
し て 活 用 す る こ と が で き る ．  
次 に ，2005 年 か ら 開 始 さ れ た「 1.17 防 災 未 来 賞『 ぼ う さ い 甲 子 園 』」41)は ，
阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 や そ の 後 の 自 然 災 害 か ら の 教 訓 を 踏 ま え ， 兵 庫 県 ， 毎 日 新
聞 社 ， 公 益 財 団 法 人 ひ ょ う ご 震 災 記 念 21 世 紀 研 究 機 構 （ 人 と 防 災 未 来 セ ン
タ ー ） が 主 催 と な っ た 取 組 で あ る ． こ の 取 組 は ， 未 来 に 向 け 安 全 で 安 心 な 社
会 を つ く る た め ， 児 童 生 徒 が 学 校 や 地 域 に お い て ， 主 体 的 に 取 り 組 む 防 災 教
育 の 先 進 的 な 活 動 を 顕 彰 す る も の で あ る ． 活 動 の 記 録 は ， ぼ う さ い 甲 子 園 ホ
ー ム ペ ー ジ で 紹 介 さ れ て い る が ， 開 発 し た 教 材 等 の 公 開 は 行 っ て い な い ．  
ま た ，（ 社 )日 本 損 害 保 険 協 会 が ，朝 日 新 聞 社 ，ユ ネ ス コ ，NPO 法 人 日 本 災
害 救 援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 等 と 共 催 し ，2004 年 か ら 開 催 し て い る「 小
学 生 の ぼ う さ い 探 検 隊 マ ッ プ コ ン ク ー ル 」 42)が あ る ． こ の 取 組 は ， 子 ど も た
ち の 防 災 意 識 の 向 上 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 強 化 を 目 的 と し た 事 業 で あ る ．
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参 加 者 の 小 学 生 は ， 身 の 回 り の 安 全 ・ 安 心 を 考 え な が ら ， 町 に あ る 防 災 ・ 防
犯 ・ 交 通 安 全 に 関 す る 施 設 や 設 備 等 を 見 て 回 り ， マ ッ プ に ま と め る 実 践 的 な
安 全 教 育 プ ロ グ ラ ム で あ る ． 本 事 業 に 参 加 し て 活 動 す る 際 の マ ニ ュ ア ル や 活
動 の 記 録 は ， ぼ う さ い 探 検 隊 特 設 サ イ ト で 紹 介 さ れ て い る ．  
こ れ ら の 代 表 的 な 取 組 の ほ か ， 防 災 教 育 に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 す る と ，
阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 や 東 日 本 大 震 災 等 の 教 訓 を 踏 ま え た ， 様 々 な 学 習 用 教 材 等
の 開 発 も 全 国 各 地 で 行 わ れ て い る ．  
学 習 用 教 材 の 代 表 的 な 一 つ と し て ，「 ク ロ ス ロ ー ド 」43)が あ る ．阪 神・淡 路
大 震 災 で 災 害 対 応 に あ た っ た 神 戸 市 職 員 へ の イ ン タ ビ ュ ー を も と に 作 成 さ れ
た カ ー ド ゲ ー ム 形 式 の 防 災 教 材 で あ る ． 災 害 現 場 に お け る ジ レ ン マ 状 況 を 用
い る こ と に よ っ て ， 自 分 な ら ど の よ う に 行 動 す る か を 考 え さ せ ， 防 災 対 応 能
力 や 自 然 災 害 の 知 識 を 身 に 付 け る こ と を 目 的 と し て い る ． ま た ， 自 身 の 価 値
観 の 変 容 を 促 す 教 材 に な っ て い る ．  
ま た ，同 じ カ ー ド ゲ ー ム 形 式 の 防 災 教 材 と し て ，「 ぼ う さ い ダ ッ ク 」44)が あ
る ． ぼ う さ い ダ ッ ク は ， カ ー ド に 示 さ れ て い る 動 作 を 真 似 る こ と で ， 防 災 や
日 常 の 危 険 か ら 身 を 守 る 技 能 を 身 に 付 け る こ と を 目 的 と し て い る ． こ れ ら 2
つ の 教 材 は ， 開 発 機 関 か ら 購 入 す る こ と が で き る ．  
こ の よ う な 防 災 教 育 に ゲ ー ム 要 素 を 導 入 し た 教 材 は ，「 楽 し み な が ら 学 べ
る 防 災 」 と い う 動 機 付 け と し て ， 実 践 を 通 じ て 有 効 性 が 論 じ ら れ て い る ． し
か し 光 原 45)は ，カ ー ド ゲ ー ム の 実 践 に お い て は ，一 般 的 に ，時 間 の 経 過 と と
も に 防 災 へ の 関 心 が 低 下 す る と 指 摘 し て い る ． こ の た め ， 継 続 的 に 防 災 を 学
び ， 学 習 意 欲 を 維 持 さ せ る 教 材 と し て 利 用 す る た め の 工 夫 が 課 題 で あ る ．  
一 方 ， 国 の 機 関 も ， 防 災 教 育 の 支 援 と し て 様 々 な 取 組 を 推 進 し て い る ． 支
援 の 一 つ と し て ， 児 童 生 徒 へ の 出 前 授 業 を 積 極 的 に 展 開 し て い る ． し か し ，
そ の 多 く は 学 校 か ら 日 時 を 指 定 さ れ た 単 発 の イ ベ ン ト と し て そ の 場 限 り に な
り や す く ， 継 続 的 ・ 体 系 的 に 防 災 教 育 を 展 開 す る こ と は 困 難 で あ る ． こ の た
め ， 内 閣 府 を は じ め ， 文 部 科 学 省 や 国 土 交 通 省 等 で は ， そ れ ぞ れ の 専 門 分 野
の 知 見 を も と に ， 防 災 教 育 の 実 践 で 活 用 で き る リ ー フ レ ッ ト や DVD 等 の 視
覚 教 材 を 作 成 し ，各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 等 を 通 じ て 学 校 現 場 に 配 布 し て い る ．
ま た ， 多 く の 国 の 機 関 で は ， 防 災 教 育 を 支 援 す る た め の 取 組 と し て ， 専 用 の
ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し ， 防 災 教 育 を 行 う た め の 知 識 や 教 材 に 活 用 で き る 資 料
の 提 供 を 積 極 的 に 行 っ て い る ．  
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例 え ば 気 象 庁 は ， 安 全 知 識 の 理 解 や 気 象 情 報 の 利 活 用 推 進 を 目 的 に ， 気 象
庁 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 経 験 し た こ と の な い 大 雨  そ の 時 ど う す る ？ 」 46)を 開 発
し た ． ワ ー ク シ ョ ッ プ は ， 防 災 の 担 い 手 と な る 教 員 を 育 成 す る 研 修 や 高 校 生
向 け の 防 災 教 育 と し て 活 用 さ れ て い る ． こ の 他 ， 様 々 な 自 然 災 害 に 対 応 し た
防 災 教 育 を 実 践 す る た め に ， リ ー フ レ ッ ト や ビ デ オ 資 料 等 を 作 成 し て お り ，
こ れ ら の 資 料 は ， 気 象 庁 の 専 用 ホ ー ム ペ ー ジ 47)か ら 入 手 す る こ と が で き る ． 
ま た ， 全 国 の 多 く の 学 校 が 加 盟 す る 日 本 赤 十 字 社 で は ， 自 然 災 害 ご と に 選
択 で き る 映 像 教 材 や テ キ ス ト 教 材 等 の 資 料 を 収 録 し た ， 青 少 年 赤 十 字 防 災 教
育 プ ロ グ ラ ム 「 ま も る い の ち  ひ ろ め る ぼ う さ い 」 48)を 作 成 し た ． こ の 資 料
は ， 全 国 の 赤 十 字 加 盟 の 学 校 に 配 布 し て い る ほ か ， 加 盟 校 以 外 も 利 用 で き る
よ う ， 専 用 の ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し て お り ， 資 料 を 入 手 す る こ と が で き る ．  
こ の よ う に ， 全 国 各 地 の 学 校 現 場 で 実 践 さ れ て い る 先 進 的 な 取 組 や 国 の 機
関 の 支 援 等 を 概 観 す る と ， 災 害 に 関 す る 知 識 や 対 応 行 動 を 学 ぶ 学 習 手 法 の 防
災 教 育 が 多 く 提 案 さ れ て い る ． し か し ， 文 部 科 学 省 が 防 災 教 育 の 方 向 性 と し
て 示 し た ，「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」を 育 成 す る た め ，習 得 し た 知 識 を 踏 ま え
て 適 切 に 判 断 し 行 動 す る と い っ た 行 動 変 容 ま で の 過 程 を 提 示 し て い る も の は
ほ と ん ど な く ， こ れ ら を 学 ぶ こ と が で き る 防 災 教 育 用 の 教 材 ・ 学 習 手 法 の 提
供 が ， 防 災 教 育 支 援 の た め に は 重 要 で あ る ． 本 研 究 で は ， 特 に こ の 点 を 重 視
し て 教 材 を 開 発 し 検 証 を 行 っ た ．  
 
1．1．3．5 ぼうさいこくたい（防災推進国民大会） 
国 民 の 防 災 意 識 の 向 上 ， 災 害 に 関 す る 知 識 や 経 験 等 の 共 有 を 図 る た め ， 安
倍 晋 三 内 閣 に お い て ， 内 閣 府 ， 防 災 推 進 協 議 会 ， 防 災 推 進 国 民 会 議 が 主 催 す
る「 ぼ う さ い こ く た い（ 防 災 推 進 国 民 大 会 ）」49)が 2015 年 9 月 に 設 立 さ れ た ．  
こ れ は ， 自 助 ・ 共 助 の 重 要 性 が 国 際 的 な 共 通 認 識 と さ れ た 2015 年 ３ 月 の
「 第 ３ 回 国 連 防 災 世 界 会 議 」 で 採 択 さ れ た 「 仙 台 防 災 枠 組 2015-2030」 を も
と に ， 市 民 社 会 ， 企 業 ， ボ ラ ン テ ィ ア ， コ ミ ュ ニ テ ィ ー 団 体 ， 学 術 界 等 ， 各
ス テ ー ク ホ ル ダ ー に よ る 災 害 リ ス ク 削 減 に 関 す る 取 組 を 奨 励 す る 事 業 で あ る ． 
国 内 最 大 級 の 総 合 防 災 イ ベ ン ト と し て ， 2016 年 か ら 毎 年 開 催 さ れ て お り ，
学 校 現 場 だ け で な く ， 個 人 ・ 地 域 ・ 組 織 ・ 行 政 ・ 企 業 等 に お け る 防 災 教 育 の
様 々 な 取 組 が 紹 介 さ れ 意 見 交 換 を す る 場 と な っ て い る ． イ ベ ン ト の 内 容 は ，
専 用 の ホ ー ム ペ ー ジ で 紹 介 さ れ て い る ．  




2020 年 度 か ら 小 学 校 で 全 面 実 施 さ れ る ， 新 し い 「 学 習 指 導 要 領 」（ 中 学 校
は 2021 年 度 ，高 等 学 校 は 2022 年 度 か ら 実 施 ）は ，2020 年 度 か ら 2029 年 度
の 10 年 間 に 学 校 で 行 う 学 習 内 容 を 定 め る も の で あ る ．新 学 習 指 導 要 領 で は ，
「 知 識 ・ 技 能 」，「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」，「 学 び に 向 か う 人 間 性 等 」 を 育
成 す る た め に ，「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」が 注 目 さ れ ，そ の 実 現 が 希 求 さ
れ て い る ．  
防 災 教 育 と し て の「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」と は ，福 本 他 50)に よ る と ，
「 防 災 」 を 主 題 に 「 対 話 的 な 学 び 」 を 手 段 と し て 「 主 体 性 」 を 引 き 出 し 「 深
い 学 び 」に 結 び つ け る 視 点 と 捉 え ，「 深 い 学 び 」は ，1)身 の 回 り の 状 況 ，2)身
に 降 り か か る 危 険 や 問 題 ， 3)被 害 を 受 け な い 行 動 や 対 策 に 結 び 付 く ． と 整 理
さ れ て い る ． ま た ， 新 学 習 指 導 要 領 に お け る 防 災 教 育 の 扱 い と し て は ， 小 学
校 の 社 会 ・ 理 科 や 中 学 校 の 保 健 体 育 な ど で ， 災 害 や 防 災 ， 安 全 に 関 す る 教 育
の 充 実 が 示 さ れ て い る ． さ ら に ， 子 ど も た ち が ， 自 分 の 暮 ら す 地 域 で も 災 害
が 起 こ り う る と い う こ と を 自 覚 ・ 想 像 し ， 自 身 を 守 る 力 が 身 に つ く よ う な 防
災 教 育 が 改 め て 求 め ら れ て お り ， 新 学 習 指 導 要 領 に よ っ て ， 児 童 生 徒 が 主 体
的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 す る た め に は , 教 員 側 が ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン
グ の 視 点 を 取 り 入 れ た 防 災 教 育 を 実 践 す る こ と が 重 要 と な る ．  
こ の こ と に つ い て 藤 岡 51)は ，社 会 や 理 科 ，総 合 的 な 学 習 の 時 間 や 特 別 活 動
等 で 教 科 横 断 的 に 学 習 す る こ と が 効 果 的 だ と 新 学 習 指 導 要 領 か ら は 読 み 取 れ
る が ， 新 学 習 指 導 要 領 で は ， 防 災 教 育 と し て 具 体 的 に 何 を 取 り 上 げ ， ど の よ
う に 教 育 活 動 で 展 開 す る か ま で は 記 載 さ れ て い な い ． そ の た め 各 学 校 の 判 断
に よ っ て ， 安 全 教 育 の 一 環 と し て 防 災 教 育 を 取 り 上 げ な け れ ば な ら な い こ と
が 問 題 で あ る と 指 摘 し て い る ． 新 学 習 指 導 要 領 の 実 施 に あ わ せ て ， 教 科 横 断
的 な 防 災 教 育 の 検 討 が 喫 緊 の 課 題 と 考 え ら れ る ．  
 
1．1．4．2 インストラクショナル・デザインの活用 
 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ ル・デ ザ イ ン（ Instructional Design:以 下 ，ID）と は ，
教 育 学・心 理 学・教 育 工 学 に お け る 学 習 理 論 で あ り ，「 教 育 活 動 の 効 果・効 率・
魅 力 を 高 め る た め の 手 法 を 集 大 成 し た モ デ ル や 研 究 分 野 ， ま た は そ れ ら を 応
用 し て 教 材 や 授 業 な ど の 学 習 支 援 環 境 を 実 現 す る プ ロ セ ス（ 鈴 木 ，2006）」52)
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と 定 義 さ れ て い る ．  
 ID 理 論 は ，教 え る こ と の プ ロ セ ス に 重 点 を 置 く の で は な く ，学 習 の プ ロ セ
ス を 支 援 す る こ と に 焦 点 を あ て ，「 誰 に 」，「 何 を 」，「 ど う 」学 ば せ ，学 習 を い
か に 支 援 す る か と い う ， 学 習 者 の 意 図 的 学 習 を 効 果 的 に 促 進 す る た め に 必 要
な フ レ ー ム を 構 築 し て い く 理 論 で あ る ． こ れ は ， よ り 良 い 学 習 支 援 環 境 を 総
合 的 に デ ザ イ ン す る こ と を 目 指 す 考 え 方 の 一 つ で あ り ， こ の 手 法 を 用 い る こ
と で ， 教 育 の 場 な ど に お い て 学 習 者 の 自 由 度 を 保 っ た ま ま で ， 高 い 教 育 効 果
が 得 ら れ る こ と を 意 図 し て 具 体 的 な 計 画 を 立 て る こ と が で き る ．  
ID 理 論 の 中 で も っ と も 有 名 な 考 え 方 に ，ア デ ィ ー プ ロ セ ス（ Addie Process:
以 下 ，ADDIE）53)が あ る ．ADDIE と は ，学 習 の 目 的 や 学 習 者 ，教 育 現 場 の 課
題 ， 教 育 の 実 践 内 容 ， 実 践 に 必 要 な 知 識 等 ， 授 業 や 訓 練 を 行 う 学 習 目 的 や 要
件 を 洗 い 出 し ，分 析（ Analysis）→ 設 計（ Design）→ 開 発（ Development）→
実 施（ Implementation）→ 評 価（ Evaluation）の サ イ ク ル を 回 す こ と で ，よ り
効 果 的 な 教 材 作 成 に つ な げ る こ と が で き る 考 え 方 で あ る （ 図 1-11）．  
ID 理 論 を 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に 活 用 し た 先 行 研 究 と し て ， 木 村 ・ 林 54)
は ， 地 域 の 歴 史 災 害 を 題 材 と し た 被 災 体 験 を ベ ー ス に 学 ぶ 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム を 開 発 し た り ，木 村 55)は ，環 境 防 災 教 育 で「 気 づ き 」を 高 め る た め の 視 聴
覚 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た り ，東 野・吉 本 56)は ，小 学 校 教 員 向 け の e-ラ ー ニ ン
グ 教 材 を 開 発 し た り な ど ，ID 理 論 を 用 い た 教 材 の 作 成 と 教 育 効 果 の 有 効 性 に
つ い て は い く つ か の 研 究 が 存 在 し て い る ．  
さ ら に ，木 村 他 57)は ，自 治 体 職 員 を 対 象 と し た 教 育・訓 練 用 の プ ロ グ ラ ム
図 1-11 アディープロセス（Addie Process） 
出 典 ： 心 理 学 事 典 （ 平 凡 社 ,1981）  
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を 開 発 し た り ，東 梅・淺 田 58)は ，医 療 機 関 に お け る 大 規 模 災 害 訓 練 の 教 育 を
実 践 し た り ， 小 笠 原 59)は ， ID 理 論 に よ る 企 業 で の 学 習 支 援 を 行 っ た り ， 石
井 他 60)は ，工 学 系 教 養 課 程 に お け る 技 術 マ ネ ジ メ ン ト 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発
し た り な ど ， 学 校 分 野 で の 教 材 ・ プ ロ グ ラ ム 開 発 に と ど ま ら ず ， 近 年 ， 日 本
に お い て も ADDIE プ ロ セ ス の 応 用 可 能 分 野 は 広 範 囲 に 及 ん で い る ．  
本 論 文 で は ，こ れ ら の 先 行 研 究 の 成 果 も 踏 ま え ，第 2 章 か ら 第 9 章 で 論 じ
る 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に お い て ，学 習 理 論 で あ る ID 理 論 の ADDIE プ
ロ セ ス の 考 え 方 を 採 用 し ， 科 学 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 と 評 価 を 行 っ た ．  
 
1．1．4．3 防災教育の効果と評価手法 
本 論 文 で は ，ID 理 論 の ADDIE プ ロ セ ス に も と づ き ，防 災 教 育 を 実 践 す る
た め の 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 を 行 い ，学 習 者 へ の 教 育 効 果 測 定 に よ っ て ，
プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ． プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 す る に あ た っ て
は ，ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ が ，「 プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，あ
く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現 す る 」61）と 定 義 し て お り ，本
研 究 も そ れ に も と づ き 評 価 を 行 っ た ．  
防 災 教 育 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 評 価 に つ い て ，豊 沢 他 62)は ，防
災 教 育 の 多 く の 先 行 研 究 に お い て は ， 学 習 に よ る 効 果 の 評 価 項 目 が 検 討 さ れ
て い な か っ た り ， 検 討 さ れ て い て も 学 習 者 の 感 想 や 実 施 者 の 印 象 に と ど ま っ
た 評 価 事 例 が 多 か っ た り す る と 指 摘 し て い る ． 学 習 後 に 知 識 や ス キ ル の 評 価
に 加 え ， 行 動 に ど の よ う な 変 化 が 生 じ た の か な ど を 客 観 的 に 評 価 す べ き で あ
る と 指 摘 し ， 数 値 化 し た デ ー タ に よ っ て ， 学 習 前 後 の 効 果 を 比 較 ・ 分 析 す る
評 価 手 法 の 有 効 性 を 提 案 し て い る ．  
そ こ で ，本 論 文 で は ，人 材 資 源 開 発（ Human Resource Development）に 関
す る 研 究 に お い て ，教 育 研 修 の 評 価 領 域 に 関 し て 広 く 知 ら れ て お り ，ID 理 論
の デ フ ァ ク ト 標 準 に な っ て い る 評 価 の 枠 組 み で あ る ， カ ー ク パ ト リ ッ ク
（ Donald L．Kirkpatrick）の 4 レ ベ ル・ア プ ロ ー チ の 概 念 63)を ，開 発 し た プ
ロ グ ラ ム の 自 己 評 価 の 手 法 に 援 用 し た 64)．  
こ こ で い う ，4 レ ベ ル・ア プ ロ ー チ と は ，自 己 評 価 に は 4 つ の 段 階「 Reaction， 
Learning，Behavior，Results」が あ り ，そ れ ぞ れ の 段 階 を １ つ ず つ 経 て い く
こ と で ， 最 終 段 階 に 到 達 す る と い う 考 え 方 で あ る ．  
具 体 的 に 各 段 階 を 見 て い く と ，第 一 段 階（ Level 1）の Reaction 評 価 で は ，
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学 習 者 の 「 満 足 度 」 を 評 価 し ， 学 習 者 の 肯 定 的 な 反 応 を も っ て 学 習 （ 研 修 や
授 業 ） の 成 果 と す る ．  
第 二 段 階（ Level 2）の Learning 評 価 で は ，学 習 者 の「 理 解 度 」を 確 認 し ，
学 習 に よ っ て 習 得 し た 知 識 や 技 術 が 実 質 的 に 向 上 し た か ど う か を 評 価 す る ．
実 際 に ど の 程 度 ， 知 識 や ス キ ル を 身 に 付 け た の か を 評 価 す る た め ， 学 習 者 の
理 解 度 ・ 達 成 度 の 向 上 を 分 析 ・ 評 価 す る 効 果 測 定 に よ っ て 確 認 す る ．  
第 三 段 階（ Level 3）の Behavior 評 価 で は ，学 習 終 了 後 ，一 定 期 間 を 経 て ，
学 習 者 に 具 体 的 な 「 行 動 変 容 」 が 見 ら れ る か ど う か を 評 価 す る ． 自 己 評 価 や
他 者 の 客 観 評 価 に よ っ て ， 学 習 の 成 果 が 学 習 者 の そ の 後 の 行 動 に あ ら わ れ て
い る か ， ま た そ の 変 化 は 望 ま し い も の で あ る か を 評 価 す る ． 行 動 の 変 化 や 態
度 の 変 化 を 分 析 ・ 評 価 す る 効 果 測 定 に よ っ て 確 認 す る ．  
第 四 段 階 （ Level 4） の Results 評 価 で は ， 学 習 者 の 実 生 活 に お い て ， 学 習
に よ る 実 際 的・具 体 的 な「 イ ン パ ク ト 」が も た ら さ れ た か ど う か を 確 認 す る ．
学 習 が き っ か け と な っ て 理 解 度 が 向 上 し た 波 及 効 果 の 有 無 や 程 度 を 評 価 す る ． 
こ れ ら の 4 レ ベ ル・ア プ ロ ー チ を 学 習 者 の 評 価 手 法 と し て 採 用 し た 先 行 研
究 と し て は ，久 世 他 65） や 越 山・福 留 66） ,小 林 他 67）な ど の 多 く の 事 例 が あ る
が ，い ず れ も 学 習 到 達 度（ Level 2）に 留 ま っ た 評 価 に な っ て い る ．こ の た め ，
知 識 や ス キ ル の 評 価 に 加 え ，対 応 行 動 訓 練 に よ る 行 動 変 容 度（ Level 3）の 評
価 を 全 て の プ ロ グ ラ ム に 採 用 し た こ と が 本 研 究 の 特 ⾧ で あ る ．  
 
1．2 本研究の目的および概要 
こ れ ま で 述 べ て き た よ う に ， 今 世 紀 に 多 数 の 地 震 ・ 火 山 ・ 風 水 害 な ど の 自
然 災 害 の 発 生 が 懸 念 さ れ て い る 我 が 国 に お い て ， 子 ど も た ち が 災 害 か ら 命 を
守 る 「 生 き る 力 」 を 向 上 さ せ る こ と は ， 学 校 教 育 に お け る 急 務 で あ る ． し か
し 学 校 教 育 に お け る 防 災 教 育 は ， 教 員 免 許 状 取 得 に 必 要 な 教 科 ・ 教 職 科 目 に
な っ て お ら ず ， 学 習 指 導 要 領 に よ る 教 科 学 習 に も 明 確 に 位 置 付 け ら れ て い な
い ． ま た ， 国 の 機 関 や 教 育 委 員 会 な ど の 個 々 の 組 織 ， 防 災 に 興 味 ・ 関 心 が 高
い 学 校 や 教 員 有 志 に よ っ て ， イ ベ ン ト 的 な 防 災 学 習 や 外 力 （ ハ ザ ー ド ） の 知
識 を 学 ぶ た め の 教 材 開 発 な ど の 取 組 は 行 わ れ て い る も の の ， 体 系 的 な 学 習 目
標 の も と に 児 童 生 徒 が 知 識 だ け で は な く ， 災 害 時 の 判 断 力 ・ 行 動 力 を 身 に 付
け る こ と が で き る 実 践 的 な カ リ キ ュ ラ ム は 存 在 し て い な い ．  
そ こ で ， 本 研 究 で は ， 子 ど も た ち が 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を
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身 に 付 け る た め ， 現 在 の 科 学 技 術 で も 予 知 ・ 予 測 が 困 難 で あ る 「 地 震 災 害 」，
「 火 山 噴 火 災 害 」，「 竜 巻 災 害 」 の マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 し た 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム を 開 発 し た ．  
本 研 究 で 開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ， 特 に 小 中 学 生 を 対 象 と し た 防 災 教 育 に よ
っ て ， 児 童 生 徒 の 災 害 時 の 「 生 き る 力 」 を 高 め る た め の 体 系 的 な 防 災 教 育 を
実 践 す る た め ，新 学 習 指 導 要 領 に お け る「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」（ ア ク
テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ ） の 考 え 方 に 基 づ き ， 単 元 構 想 図 ・ 学 習 指 導 案 ・ ワ ー ク
シ ー ト ・ 授 業 補 助 資 料 ・ 対 応 行 動 訓 練 プ ロ グ ラ ム ・ 質 問 紙 (効 果 測 定 用 )等 の
構 成 で 開 発 し た ． ま た ， 災 害 時 の あ る 問 題 を 認 識 （ 認 知 ） し ， 問 題 解 決 に 向
け た 目 標 を 決 定 （ 判 断 ） し ， そ の 具 体 的 な 対 応 （ 行 動 ） を す る と い う 「 認 知
→ 判 断 → 行 動 」 の プ ロ セ ス を パ ッ ケ ー ジ 化 す る た め ， 3 ス テ ッ プ の 学 習 形 態
を プ ロ グ ラ ム に 採 用 し ， 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 の 育 成 を 促 進 さ せ る ．  
本 研 究 で は ， 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ， ど の よ う に 展 開 す べ き か と
い う 教 育 委 員 会 ・ 学 校 教 員 ・ 防 災 関 係 者 な ど の ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 関 係 性 の
あ り 方 に つ い て も 提 言 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム 開 発 に お い て は ，学 習 理 論 で あ る ID（ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ ル・
デ ザ イ ン ）理 論 に お け る ADDIE（ ア デ ィ ー ）プ ロ セ ス を 採 用 し ，プ ロ グ ラ ム
の 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 を 繰 り 返 し な が ら 研 究 を 進 め た ． 特 に ， 防 災 の 専 門 家 と
普 通 学 級 お よ び 特 別 支 援 学 校 の 現 場 教 員 と の タ イ ア ッ プ に よ っ て ， プ ロ グ ラ
ム の 学 習 目 標 か ら 学 校 現 場 で の 実 践 検 証 を 行 い な が ら プ ロ グ ラ ム の 精 度 を 高
め た ． ま た ， 障 害 に も 適 用 し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 検 証 も 行 い ， プ ロ グ ラ ム 一
式 を 開 発 し た ．  
防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 防 災 学 習 に あ り が ち な 単 発 イ ベ ン ト で は な く ， 複
数 時 限 に よ る 学 習 と し て 継 続 で き ， 防 災 訓 練 ， ま ち あ る き ， ア ク テ ィ ブ ・ ラ
ー ニ ン グ ， 教 科 学 習 内 に も 併 用 可 能 で あ る ． ま た デ ジ タ ル フ ォ ー マ ッ ト に よ
っ て 書 き 換 え ・ 修 正 が 容 易 な た め ， 教 員 に よ っ て 自 校 化 し や す い な ど ， ユ ー
ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス に 配 慮 し た 「 現 場 で す ぐ に 使 え る 」 プ ロ グ ラ ム と し て
開 発 し て い る ．  
現 場 教 員 と の ボ ト ム ア ッ プ で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 都 道 府 県 お
よ び 市 町 村 の 教 育 委 員 会 か ら の ト ッ プ ダ ウ ン で の 普 及 に よ っ て ， 学 校 現 場 で
広 く 使 わ れ る こ と を 目 指 す と い う ， 学 校 関 係 者 ・ 防 災 専 門 家 な ど ス テ ー ク ホ
ル ダ ー の 関 係 性 の あ り 方 に つ い て 考 察 し た . 
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1．3 論文の構成 
 本 論 文 は ， 全 10 章 で 構 成 さ れ て い る ． 第 1 章 「 序 論 」 と 第 10 章 「 結 論 」
を 除 い た ，第 2 章 か ら 第 9 章 ま で の 8 章 が ，そ れ ぞ れ の 実 践 研 究 と し て 査 読
付 学 術 論 文 と 対 応 し て い る ． 各 章 の 関 係 性 は ， 図 1-12 に ま と め た ．  
第 1 章 は「 序 論 」 で あ る ． 我 が 国 で 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 自 然 災 害 と そ
の 対 策 を 概 観 し ， 自 然 災 害 か ら 人 的 ・ 物 的 被 害 を 軽 減 す る た め ， 様 々 な ハ ー
ド 対 策 が 講 じ ら れ て い る 中 ，ソ フ ト 対 策 で あ る 防 災 教 育 の 重 要 性 を 言 及 し た ． 
特 に ， 我 が 国 の 防 災 教 育 の 転 機 と な っ た 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 と 東 日 本 大 震 災 後
の 防 災 教 育 の 変 遷 と 動 向 及 び 先 行 知 見 に 注 目 し ， 防 災 教 育 が 注 目 さ れ る よ う
に な っ た 時 代 背 景 を 明 ら か に す る こ と で ， 本 研 究 の 位 置 付 け を 明 確 に し た ．
さ ら に ， 東 日 本 大 震 災 以 降 の 防 災 教 育 の 実 践 事 例 と 最 近 の 防 災 教 育 の 潮 流 等
を 踏 ま え ，第 2 章 か ら 第 9 章 に お け る 子 ど も た ち の「 生 き る 力 」を 向 上 さ せ
る 防 災 教 育 に つ い て ， そ の 研 究 目 的 お よ び 概 要 を ま と め た ． 最 後 に ， 本 論 文
の 各 章 の 概 要 を 記 述 し た ．  
第 2 章「 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 の 実 践 」 で は ， 東 日 本 大 震 災 以
降 ， 文 部 科 学 省 が 推 奨 し て い る 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 を 概 観 し ，
緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 の あ り 方 と し て ， 地 震 に よ る 強 い 揺 れ を 事
前 に 知 ら せ る 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 際 ， 地 震 の 揺 れ か ら 自 分 の 身 は 自 分
で 守 る と 言 う 意 識 を 持 ち ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る
た め の 実 践 的 な 地 震 防 災 教 育 を 提 案 し た ． 地 震 防 災 教 育 を 実 践 す る た め ， 緊
急 地 震 速 報 を 用 い た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ， 埼 玉 県 内 の 小 学 校 を 対 象
と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に
つ い て 評 価 し た ．    
第 3 章「 竜 巻 被 災 地 域 に お け る 防 災 教 育 の 実 態 分 析 」 で は ，局 地 的 に 甚 大
な 被 害 を も た ら す 竜 巻 災 害 の 現 状 と そ の 後 の 防 災 対 策 を 概 観 し ， 我 が 国 に お
け る 竜 巻 防 災 教 育 の 現 状 を 明 ら か に し た ． 次 に ， 竜 巻 防 災 教 育 の あ り 方 を 検
討 す る た め の 基 礎 資 料 の 収 集 を 目 的 に ， 埼 玉 県 内 の 竜 巻 被 災 地 域 を 対 象 と し
た 質 問 紙 調 査 「 児 童 生 徒 の 竜 巻 へ の 対 応 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し ， 被
災 地 域 に お け る 竜 巻 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 等 を 整 理 し ， 竜 巻 防 災 教 育 の あ り
方 を 提 案 し た ． そ の 上 で ， 竜 巻 に 関 す る 正 し い 知 識 の 習 得 と 自 ら の 危 険 を 予
測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 訓 練 を 一 体 化 し た 実 践 的 な 防 災 教 育
プ ロ グ ラ ム （ プ ロ ト タ イ プ 版 ） を 開 発 し ， 埼 玉 県 内 の 小 学 校 を 対 象 と し た プ
- 29 - 
 
ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評
価 し た ．  
第 4 章「 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」 で は ，第 3 章 の 質 問 紙 調 査 お よ
び 開 発 し た プ ロ グ ラ ム （ プ ロ ト タ イ プ 版 ） で 明 ら か に な っ た 課 題 を 踏 ま え ，
竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 被 災 地 外 で 実 施 す る た め に ， 栃 木 県 内 の 竜 巻 被 災
校 や 竜 巻 被 災 地 域 の 教 育 機 関 や 現 場 教 員 に ， 竜 巻 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 ， 要
望 等 を 把 握 す る た め の 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た ． こ の 調 査 結 果 の 分 析 を 基 に ，
被 災 地 外 で も 利 用 可 能 な 実 践 的 な 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ， 栃 木 県
内 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が
ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評 価 し た ．  
第 5 章「 火 山 地 域 に お け る 防 災 教 育 の 実 態 分 析 と 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
の 開 発 」 で は ， 近 年 の 火 山 噴 火 災 害 と 御 嶽 山 噴 火 災 害 を 教 訓 と し た 火 山 防 災
対 策 を 概 観 し ， 我 が 国 に お け る 火 山 防 災 教 育 の 現 状 を 明 ら か に し た ． 次 に ，
火 山 防 災 教 育 ・ 訓 練 の 浸 透 度 と 火 山 防 災 教 育 の あ り 方 を 検 討 す る た め の 基 礎
資 料 の 収 集 を 目 的 に ， 那 須 岳 火 山 地 域 で あ る 栃 木 県 那 須 町 の 全 小 中 学 校 の 児
童 生 徒 と 保 護 者 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 「 火 山 に つ い て の ア ン ケ ー ト 」 を 行
っ た 上 で ， 火 山 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 等 を 整 理 し ， 火 山 防 災 教 育 の あ り 方 を
提 案 し た ． そ の 上 で ， 火 山 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ， 火 山 噴 火 に よ っ
て 起 き る 災 害 を 具 体 的 に イ メ ー ジ し ， 噴 火 時 の 適 切 な 対 応 行 動 を 理 解 し て 自
ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム を 開 発 し ， 那 須 町 と 周 辺 地 域 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の
実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評 価 し た ．  
第 6 章「 マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 し た 防 災 教 育 手 法 と 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の
精 度 向 上 」 で は ， 第 2 章 ～ 第 5 章 で 開 発 し た ， 地 震 災 害 ，竜 巻 災 害 ，火 山 噴
火 災 害 に 対 応 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に よ る ， 効 果 的 な 防 災 教 育 手 法 を 提 案
す る た め の 基 礎 資 料 の 収 集 を 目 的 に ， 児 童 生 徒 や 現 場 教 員 の ， 自 然 災 害 等 の
学 校 安 全 に 対 す る 危 機 意 識 の 実 態 調 査 を 行 っ た ． 特 に ， 教 員 へ の 調 査 は ， 栃
木 県 内 の 全 公 立 学 校 で 学 校 安 全 を 担 当 す る 職 員 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 と し
た ． 調 査 結 果 等 の 分 析 か ら ， 地 震 防 災 教 育 を 核 と し た ， マ ル チ ハ ザ ー ド に 対
応 す る た め の 防 災 教 育 手 法 を 仮 説 と し て 導 出 し た ．仮 説 検 証 を 行 う に あ た り ，
ま ず ， 先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム の 精 度 向 上 を 図 る た め ， 栃 木 県 内 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ
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ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 精 度 向 上 と 有 効 性 を 評 価
し た ． そ の 上 で ， 仮 説 提 案 し た 「 マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 す る た め の 防 災 教 育
の あ り 方 」 を 検 証 す る た め ， 栃 木 県 内 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 に ， 地 震 防 災
教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 交 互 に 実 践 し ， そ れ ぞ れ の プ ロ
グ ラ ム の 実 践 で 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 行 動
の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過 や 他 の 要 因 に よ っ て そ れ ぞ れ 保 持 で き て い る の か を 評
価 し ， 仮 説 検 証 の 結 果 を 考 察 し た ． 最 後 に ， 第 2 章 か ら 本 章 ま で の 研 究 成 果
を 踏 ま え て ， 防 災 教 育 を 効 果 的 に 推 進 す る た め の ， 学 校 を 中 心 と し た ス テ ー
ク ホ ル ダ ー の 関 わ り 方 を 考 察 し た ．  
第 7 章「 視 覚 障 害 に 適 用 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」 で は ， 過 去
に 発 生 し た 地 震 災 害 に よ る 障 害 者 の 被 災 状 況 と そ の 後 の 防 災 対 策 を 概 観 し ，
我 が 国 の 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 を 明 ら か に し た ． 次 に ， 様 々
な 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 効 果 的 な 防 災 教 育 の あ り 方 を 検 討 す る た め の 基 礎
資 料 の 収 集 を 目 的 に ， 栃 木 県 内 の 全 特 別 支 援 学 校 の 教 員 を 対 象 に 質 問 紙 調 査
を 行 っ た ． 調 査 に よ っ て ， 特 別 支 援 学 校 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 ， 要
望 等 の 実 態 を 把 握 し ， 自 然 災 害 を 含 む 学 校 安 全 の 危 機 に つ い て ， 現 場 教 員 は
ど の よ う に 意 識 し て い る の か を 把 握 し た ． 調 査 結 果 の 分 析 を 踏 ま え ， 障 害 の
あ る 児 童 生 徒 へ の 防 災 教 育 と し て ， 地 震 災 害 を 優 先 す べ き と 提 案 し ， 障 害 を
も た な い 児 童 生 徒 を 対 象 に 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 第 2 章 ・ 第 6
章 ） を ， ど の よ う に ア レ ン ジ す れ ば ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で 活 用
で き る か と い う ，プ ロ グ ラ ム の 適 用 可 能 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た ．そ の 上 で ，
栃 木 県 立 盲 学 校 に お い て ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し
回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ， 学 校
現 場 で の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評 価
し た ．   
第 8 章 「 知 的 障 害 に 適 用 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」 で は ， 第 7
章 で 明 ら か に し た 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 を 踏 ま え ， 地
震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 第 2 章 ・ 第 6 章 ） を ， ど の よ う に ア レ ン ジ す れ ば ，
知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で 活 用 で き る か と い う ， プ ロ グ ラ ム の 適 用 可
能 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た ． そ の 上 で ， 栃 木 県 内 の 特 別 支 援 学 校 に お い て ，
知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け
る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ， 学 校 現 場 で の 実 践 と 教 育 効 果 を
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検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評 価 し た ． ま た ， 特 別 支 援 学 校
も 含 め た ， 防 災 教 育 の 効 果 的 な 普 及 の あ り 方 と し て ， 防 災 の 専 門 家 や 組 織 ，
教 育 機 関 な ど の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 連 携 方 法 を 整 理 し ， フ レ ー ム ワ ー ク の
効 果 を 考 察 し た ．  
第 9 章 「 知 的 障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」
で は ， 第 8 章 の 先 行 研 究 を 踏 ま え て ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 （ 4 段 階 ） に 適 用
し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に つ い て ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 へ の プ ロ
グ ラ ム の 適 用 可 能 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た ． そ の 上 で ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム を 4 段 階 の 障 害 の 程 度 区 分 へ そ れ ぞ れ 適 用 さ せ る た め ，栃 木 県 内 の 特 別
支 援 学 校 に お い て ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対 象 と し た ， 改 善 し た プ ロ グ
ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ，プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評 価 し ，
障 害 の 程 度 区 分 に 応 じ た 効 果 的 な 指 導 ポ イ ン ト を 整 理 し た ． そ の 結 果 ， 特 別
支 援 学 校 の 防 災 教 育 と し て ， 同 じ 学 習 ・ 訓 練 で あ っ て も ， 狙 い を よ り 発 展 的
な も の に カ ス タ マ イ ズ し て 継 続 す る こ と が で き ， 発 達 年 代 に 応 じ た 系 統 的 な
防 災 教 育 と し て 教 育 効 果 が 向 上 し ， 自 ら が 生 き ・ 他 者 を 助 け る 「 生 き る 力 」
を 醸 成 す る こ と が 明 ら か に な っ た ．  
第 10 章「 結 論 」で は ，本 論 文 で 得 ら れ た 研 究 成 果 を 総 括 的 に 要 約 し 結 論 と
し て ま と め ， 子 ど も た ち の 生 き る 力 を 向 上 さ せ る た め の ， 実 践 的 な 防 災 教 育
プ ロ グ ラ ム の 体 系 化 に つ い て 考 察 し た ． ま た ， 本 論 文 の 研 究 成 果 の 発 展 と 今
後 の 研 究 展 開 を 述 べ た ．  
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第 2 章 緊急地震速報を利用した防災教育の実践 
2．1 東日本大震災以降の防災教育 
 東 日 本 大 震 災 で は ， 東 北 地 方 を 中 心 に 学 校 施 設 が 地 震 ・ 津 波 の 被 害 を 受 け
た ば か り で な く ， 児 童 生 徒 や 教 職 員 に も 多 く の 犠 牲 者 が 発 生 し た こ と か ら ，
自 ら の 命 を 守 る た め の 「 防 災 教 育 」 の 必 要 性 が ， 教 育 関 係 者 に よ り 一 層 認 識
さ れ る よ う に な っ た ．  
東 日 本 大 震 災 以 降 ， 文 部 科 学 省 は 「 東 日 本 大 震 災 を 受 け た 防 災 教 育 ・ 防 災
管 理 等 に 関 す る 有 識 者 会 議 」 を 設 置 し ， 東 日 本 大 震 災 の 教 訓 を 踏 ま え た 防 災
教 育・防 災 管 理 等 の 展 開 に つ い て 最 終 報 告 20)を ま と め た ．こ の 最 終 報 告 の 中
で は ， 災 害 発 生 時 に ， 自 ら 危 険 を 予 測 し ， 回 避 す る た め の 「 主 体 的 に 行 動 す
る 態 度 」 を 身 に 付 け る た め の 防 災 教 育 ・ 防 災 訓 練 と し て ， 科 学 技 術 （ 緊 急 地
震 速 報 ） を 活 用 し た 避 難 訓 練 な ど を 推 奨 し て い る ．  
ま た ， 中 央 教 育 審 議 会 が 答 申 し 閣 議 決 定 し た 「 学 校 安 全 の 推 進 に 関 す る 計
画 」68)に お い て も ，「 避 難 訓 練 の 在 り 方 」と し て ，科 学 技 術（ 緊 急 地 震 速 報 ）
を 活 用 し た 避 難 訓 練 な ど ， 従 来 の 避 難 訓 練 に 加 え ， 創 意 工 夫 し た 防 災 教 育 ・
防 災 訓 練 の 実 施 を 推 奨 し て い る ．  
 さ ら に ，2012 年 度 の 文 部 科 学 省 予 算 で は ，初 等 中 等 教 育 の 充 実 と し て「 実
践 的 防 災 教 育 総 合 支 援 事 業 」 69)を 立 ち 上 げ た ． こ れ は ， 東 日 本 大 震 災 の 教 訓
を 踏 ま え た 新 た な 防 災 教 育 の 指 導 方 法 や 教 育 手 法 の 開 発 ・ 普 及 を 行 う と と も
に ， 緊 急 地 震 速 報 等 の 防 災 科 学 技 術 を 活 用 し た 避 難 訓 練 等 の 先 進 的 ・ 実 践 的
な 防 災 教 育 を 支 援 す る 事 業 で あ り ， 毎 年 ， 全 国 の 多 く の 都 道 府 県 等 の 学 校 現
場 が モ デ ル 校 と し て 防 災 教 育 に 取 り 組 ん で い る ．  
 し か し ， 学 校 現 場 で 実 際 に 行 わ れ て い る 防 災 教 育 の 傾 向 と し て は ， 毎 年 学
校 行 事 と し て 行 う 地 震 や 火 災 を 想 定 し た 避 難 訓 練 を 防 災 教 育 に 位 置 付 け ， 定
型 的 な 場 面 で の 訓 練 を 繰 返 し て い る 学 校 が 多 く 見 ら れ る 70)．こ れ ら の 訓 練 内
容 を 見 る と ，訓 練 日 時 を 事 前 に 予 告 し て ，ヘ ル メ ッ ト や 防 災 頭 巾 を 被 っ た り ，
机 の 下 に も ぐ る な ど の 初 期 対 応 を 教 員 の 指 示 や 補 助 を 受 け て 行 う 訓 練 に な っ
て お り ， 形 骸 化 に 加 え ， 文 部 科 学 省 が 示 し て い る ， 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 を
育 む 防 災 教 育 と し て は 課 題 が あ る と 捉 え る 必 要 が あ る 71)．  
こ れ ら の こ と か ら ， 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 や 首 都 直 下 地 震 等 ， 今 後 の 発 生 確
率 が 高 ま っ て い る 我 が 国 に お い て ， 東 日 本 大 震 災 を 教 訓 と し て 文 部 科 学 省 が
示 し た「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」を 身 に 付 け る た め の 防 災 教 育 の 一 つ と し て ，
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「 緊 急 地 震 速 報 を 用 い た 防 災 教 育 ・ 防 災 訓 練 」 の 重 要 性 が 認 識 さ れ ， 形 骸 化
し た 避 難 訓 練 の 見 直 し と し て ， 学 校 現 場 で の 取 組 が 進 ん で き た ．  
 
2．2 本研究の目的 
 本 研 究 は ， 文 部 科 学 省 が 示 し た 防 災 教 育 の 方 針 を 踏 ま え ， 筆 者 が 所 属 し た
熊 谷 地 方 気 象 台 と 埼 玉 県 教 育 委 員 会 が 連 携 し ，埼 玉 県 内 の 学 校 現 場 に お い て ，
全 国 初 と な る ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 「 生 き る 力 」 を 高 め る た め の 地 震 防
災 教 育 の 実 践 と そ の 研 究 成 果 を 論 じ る も の で あ る ．  
こ こ で い う 地 震 防 災 教 育 と は ， 地 震 の 揺 れ に 突 然 遭 遇 し た 時 や 緊 急 地 震 速
報 を 見 聞 き し た 際 ， 近 く に 補 助 者 が 誰 も い な い 状 況 に 置 か れ て も ， 条 件 反 射
的 に ，慌 て ず に 自 分 の 身 を 守 る 行 動 を 身 に 付 け る こ と を 学 習 目 標 と し て い る ． 
本 研 究 で は ， 緊 急 地 震 速 報 を 防 災 教 育 に 用 い た 研 究 と し て ， 主 体 的 に 行 動
す る 態 度 を 育 成 す る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ．  
こ の プ ロ グ ラ ム は ， 防 災 の 専 門 家 が 学 校 現 場 に 介 入 し な く て も ， 学 校 が 自
校 の 状 況 に あ わ せ な が ら 独 自 に 防 災 教 育 を 実 践 で き る よ う ， 教 員 に よ る 自 校
化 が 可 能 な プ ロ グ ラ ム と す る た め ， 埼 玉 県 内 の 対 象 校 に お い て ， プ ロ グ ラ ム
の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ．  
ま た ，開 発 し た プ ロ グ ラ ム の 展 開 と し て ，埼 玉 県 内 の 全 公 立 学 校（ 約 1,500
校 ） へ 普 及 さ せ る た め に 必 要 な ， 学 校 現 場 を 取 り 巻 く ス テ ー ク ホ ル ダ ー に よ
る 効 果 的 な 連 携 の あ り 方 を 考 察 し た ．  
 
2．3 科学技術（緊急地震速報）を活用した防災教育 
東 日 本 大 震 災 以 降 ， 様 々 な 防 災 教 育 ・ 防 災 訓 練 の 中 で も ， 新 し い 試 み と し
て 注 目 を 集 め て い る 1 つ の 取 組 と し て ，「 緊 急 地 震 速 報 後 の 自 主 的 か つ 適 切
な 行 動 」 を 育 む 教 育 ・ 訓 練 が あ る ．  
緊 急 地 震 速 報 と は ， 地 震 の 発 生 直 後 に ， 震 源 に 近 い 地 震 計 で 捉 え た 観 測 デ
ー タ を 解 析 し て 震 源 や 地 震 の 規 模 （ マ グ ニ チ ュ ー ド ） を 直 ち に 推 定 し ， こ れ
に 基 づ い て 各 地 の 主 要 動 の 到 達 時 刻 や 震 度 を 予 測 し ， 可 能 な 限 り 素 早 く 知 ら
せ る 地 震 動 の 予 報 ・ 警 報 で あ る ． 子 ど も 向 け に 簡 単 に 言 う と 「 地 震 に よ る 強
い 揺 れ が く る 前 に 『 気 を つ け て く だ さ い ！ 』 と 知 ら せ て く れ る チ ャ イ ム 」 で
あ る ． テ レ ビ や ラ ジ オ か ら 「 テ ｨロ ン ・ テ ｨロ ン 」 と い う 音 と と も に 「 緊 急 地
震 速 報 で す ．強 い 揺 れ に 警 戒 し て 下 さ い ．」と い う ア ナ ウ ン ス を ，東 日 本 大 震
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災 以 降 ， 多 く の 方 々 が 見 聞 き し た で あ ろ う ． こ の 緊 急 地 震 速 報 は 秒 単 位 を 争
う 情 報 伝 達 で あ り ， 気 象 庁 が 緊 急 地 震 速 報 を 発 表 し て か ら 強 い 揺 れ が 到 達 す
る ま で の 時 間 は ， 数 秒 か ら 数 十 秒 し か な い 72)．  
こ の た め ， 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 際 の 対 応 行 動 に は 迅 速 性 が 求 め ら れ
る こ と か ら ， 条 件 反 射 的 に 対 応 で き る 行 動 を 身 に 付 け て お く こ と が ， 自 ら の
命 を 守 る た め の 安 全 の 確 保 に 効 果 を 発 揮 す る と 考 え ら れ る ．  
ま た ， 仮 に 緊 急 地 震 速 報 が 揺 れ に 間 に 合 わ な か っ た 場 合 で も ， 緊 急 地 震 速
報 を 見 聞 き し た 際 の 対 応 行 動 と 地 震 発 生 時 の 対 応 行 動 は 同 じ で あ る た め ， 緊
急 地 震 速 報 を 受 け た 対 応 行 動 を 体 に し っ か り 刷 り 込 ま せ て お け ば ， 地 震 発 生
時 に も 的 確 な 初 動 対 応 が と れ ， そ の 後 の 冷 静 沈 着 な 避 難 行 動 に も つ な が り ，
自 分 の 命 を 守 る 効 果 が 大 き い ．  
こ こ で ， 緊 急 地 震 速 報 後 の 自 主 的 か つ 適 切 な 行 動 を 身 に 付 け さ せ る た め の
防 災 教 育 ・ 防 災 訓 練 を 「 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 」 と 呼 ぶ ．  
緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 は ， 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 を 訓 練 開
始 の ト リ ガ ー と し て ， チ ャ イ ム 音 を 認 知 し た 児 童 生 徒 は ， そ の 場 の 状 況 に 応
じ て ， 自 ら の 判 断 で 「 落 ち て こ な い 」，「 倒 れ て こ な い 」，「 移 動 し て こ な い 」
安 全 な 場 所 へ 移 動 し ， 身 を 守 る 対 応 行 動 を 身 に 付 け る た め の 訓 練 で あ る ．   
ま た ，こ の 訓 練 の 目 的 と し て は ，人 間 の 行 動 パ タ ー ン で あ る「 認 知・判 断・
行 動 」 を パ ッ ケ ー ジ 化 さ せ ， 訓 練 の 継 続 に よ っ て ， 迅 速 か つ 適 切 な 対 応 力 を
向 上 さ せ る 効 果 が 期 待 で き る ． こ の 心 理 過 程 は ， 人 間 行 動 を 理 解 す る た め の
基 礎 的 な 理 論 と し て ， 医 学 ， 工 学 ， 人 文 社 会 科 学 な ど 様 々 な 分 野 に お い て 研
究 が 論 じ ら れ て お り 73)-76)， 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 を 育 成 す る 防 災 教 育 プ ロ
グ ラ ム の 理 論 と し て ， 本 論 文 で 開 発 す る 全 て の プ ロ グ ラ ム に 援 用 し た ．  
緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 の 先 行 研 究 と し て は ， 東 京 都 板 橋 区 の 学
校 現 場 で 実 践 し た 事 例 が あ る 77)78)．こ の 実 践 事 例 で は ，地 震・教 育 の 専 門 家
が 現 場 介 入 し ， 理 科 授 業 な ど を 基 本 と し て 訓 練 前 に 基 礎 的 な 学 習 を 行 っ た あ
と ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 を 実 践 し て 成 果 を 確 認 す る 形 態 で 実 践
さ れ る 内 容 で あ っ た ．  
し か し ， 専 門 家 の 介 入 に 頼 る 学 習 形 態 に な っ て い る た め ， 基 礎 的 な 学 習 は
教 員 の 知 識 ・ 経 験 に 委 ね ら れ た 指 導 内 容 に な り ， す べ て の 学 年 で 授 業 を 行 う
た め に 必 要 な 学 習 指 導 案 等 の 教 材 は 未 整 備 で あ る こ と が 課 題 と な っ て い る ．  
ま た ，秦 他 79)は ，緊 急 地 震 速 報 を 活 用 し た 抜 き 打 ち 型 訓 練 に よ る 具 体 的 な
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効 果 を 検 証 し て い る が ， モ デ ル 校 に よ る 訓 練 手 法 と 効 果 に 着 目 し た 研 究 で あ
り ， 一 般 化 に 必 要 な 学 習 指 導 案 等 の 教 材 の 整 備 に は 至 っ て い な か っ た ．  
さ ら に ，村 越 他 80)の 別 の 研 究 で は ，南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 の 大 規 模 災 害 が
想 定 さ れ る 静 岡 県 の 小 中 学 校 に お け る 防 災 教 育 の 実 態 調 査 を 行 っ た と こ ろ ，
緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 訓 練 の 実 施 率 は 低 く ，実 施 し て い る 学 校 に お い て は ，
事 前 学 習 に よ る 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 と 対 応 行 動 の 振 り 返 り に よ る 気 づ き を 促
進 す る 学 習 が 不 足 し て い る と 指 摘 し て い る ．   
一 方 ， 緊 急 地 震 速 報 を 発 表 す る 気 象 庁 は ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓
練 を 学 校 現 場 に 普 及 さ せ る 取 組 を 推 進 し て お り ， 訓 練 を 実 践 す る た め の 支 援
と し て ， 専 用 の ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し て い る 81)．  
こ の サ イ ト か ら は ， 緊 急 地 震 速 報 訓 練 を 行 う 手 順 や ， 訓 練 で 活 用 で き る 動
画 が ダ ウ ン ロ ー ド で き る 環 境 に な っ て い る が ，学 校 現 場 で 実 践 す る た め に は ，
学 習 目 標 を 設 定 し ， 展 開 に 結 び 付 け る 教 材 が 不 足 し て い る ． こ の た め ， 学 校
か ら 依 頼 を 受 け た 気 象 台 が 学 校 現 場 に 職 員 を 派 遣 し ， い わ ゆ る 出 前 授 業 と し
て 単 発 的 な 支 援 を 行 っ て お り ， 継 続 や 他 地 域 へ の 展 開 が 課 題 と な っ て い る ．  
そ こ で ， 本 研 究 で は ， 学 校 現 場 で 形 骸 化 し て い る 避 難 訓 練 を 見 直 し ， 現 場
教 員 が 実 践 す る こ と が で き る ，緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 を 提 案 し た ． 
 
2．4 緊急地震速報を利用した防災教育の実践と効果 
 東 日 本 大 震 災 発 生 前 の 2011 年 2 月 17 日 ，筆 者 が 所 属 し た 熊 谷 地 方 気 象 台
と 埼 玉 県 教 育 委 員 会 が 連 携 し た 防 災 教 育 の モ デ ル 事 業 と し て ， 埼 玉 県 熊 谷 市
立 妻 沼 小 学 校 に お い て ， 熊 谷 地 方 気 象 台 職 員 に よ る 児 童 へ の 出 前 授 業 と ， 緊
急 地 震 速 報 を 訓 練 の 合 図 に 用 い た 避 難 訓 練 が 行 わ れ た ． 試 行 錯 誤 の 取 組 で あ
っ た が ， 緊 急 地 震 速 報 の 放 送 を 聞 き ， 児 童 は 机 の 下 に も ぐ る 行 動 が 素 早 く で
き た ．先 進 的 な 取 組 と い う こ と で ，訓 練 の 模 様 が ，NHK の 全 国 ニ ュ ー ス で 取
り 上 げ ら れ た ほ か ， 新 聞 各 社 で も 大 き く 取 り 上 げ ら れ た （ 写 真 2-1）．  
写 真 2-1 熊 谷 市 立 妻 沼 小 学 校 の緊 急 地 震 速 報 を利 用 した避 難 訓 練  
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 実 践 後 の 翌 月 に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 （ 東 日 本 大 震 災 ） で は ， 実
践 に よ る 大 き な 成 果 が 見 ら れ た ． 地 震 発 生 当 時 ， 多 く の 学 校 で は 児 童 生 徒 が
パ ニ ッ ク を 起 こ す な ど の 混 乱 が 生 じ て い た が ， モ デ ル 校 の 妻 沼 小 学 校 で は ，
泣 き 叫 ん だ り ・ パ ニ ッ ク に な る 児 童 は 一 人 も な く ， 身 を 守 る 行 動 と ス ム ー ズ
な 避 難 が で き た と い う ． 埼 玉 県 教 育 委 員 会 は ， モ デ ル 的 に 行 っ た 緊 急 地 震 速
報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 を 高 く 評 価 し ，2011 年 度 の 県 教 育 方 針 と し て ，緊 急 地
震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 を 県 内 公 立 学 校 へ 普 及 さ せ る 取 組 を 推 進 す る こ と
に つ い て ， 報 道 発 表 （ 2011 年 5 月 17 日 ） し た ．  
 筆 者 は ， 児 童 生 徒 へ の 出 前 授 業 や 訓 練 の 支 援 を 重 ね な が ら ， 教 育 手 法 や 訓
練 方 法 の ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し た ． ま た ， 県 や 市 町 村 教 育 委 員 会 等 が 主 催 す る 会
議 ・ 研 修 等 を 活 用 し ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 の 導 入 を 促 進 さ せ る
た め の ， 緊 急 地 震 速 報 の 知 識 ， 訓 練 の 進 め 方 等 の ノ ウ ハ ウ を 現 場 教 員 へ 伝 え
る 活 動 を 続 け た ． し か し ， 授 業 と し て 実 践 す る た め の 学 習 展 開 や 評 価 が 考 え
に く い な ど ， 学 習 指 導 案 の 必 要 性 と 開 発 を 求 め る 学 校 現 場 の 声 が 多 か っ た ．   
こ の よ う な 状 況 に お い て ， 防 災 の 専 門 家 が 学 校 現 場 へ 毎 回 介 入 せ ず に ， ど
の 学 校 ， ど の 学 年 で も ， 教 員 自 身 が 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中 で




 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 以 下 ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム ） と は ， 地 震 を 想 定 し た 従 来 の 避 難 訓 練 に ， 緊 急 地 震 速 報 を 組 み 込 ん だ
防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る ．  
地 震 に よ る 強 い 揺 れ を 事 前 に 知 ら せ る 緊 急 地 震 速 報 を 認 知 し た 際 ， 地 震 の
揺 れ か ら 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る と 言 う 意 識 を 持 ち ， 慌 て ず に ， 自 分 の 判 断 で
行 動 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ．  
文 部 科 学 省 が 示 し て い る ，「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」を 育 成 す る 防 災 教 育 の
方 針 を 学 習 目 標 に 踏 襲 し た プ ロ グ ラ ム と し て 開 発 し た も の で あ る ．  
ま た ， 主 体 的 に 行 動 す る た め に は ， 災 害 時 の あ る 問 題 を 認 識 （ 認 知 ） し ，
問 題 解 決 に 向 け た 目 標 を 決 定 （ 判 断 ） し ， そ れ を 阻 む 課 題 を 発 見 し て ， そ の
具 体 的 な 対 策 を 行 動 に 移 す 適 切 な 災 害 対 応 力 を 身 に 付 け る た め ，「 認 知 → 判
断 → 行 動 」 の 心 理 過 程 を パ ッ ケ ー ジ 化 す る こ と に よ り ， よ り 適 切 か つ 迅 速 な
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行 動 を 行 う た め の プ ロ グ ラ ム と し て い る ．  
さ ら に ，地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ，学 習 理 論 で あ る ID 理 論 52)の ADDIE
プ ロ セ ス 53)を 用 い て ， プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・ 検 証 ・ 評 価 を 行 っ た ．  
 
2．5．2 プログラムの構成 
地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ，ス テ ッ プ 1（ 事 前 学 習 ）「 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い
た 時 の 正 し い 行 動 を 学 ぼ う 」， ス テ ッ プ 2（ 実 践 訓 練 ）「 緊 急 地 震 速 報 に よ る
対 応 ・ 避 難 訓 練 」， ス テ ッ プ 3（ 事 後 学 習 ）「 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 の 行 動
を 振 り 返 ろ う 」 の 3 ス テ ッ プ の 単 元 構 成 と し た （ 図 2-1）．  
ス テ ッ プ 1 の 事 前 学 習 は ， 緊 急 地 震 速 報 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 を 学 び ，
学 校 内 の 各 場 所 に 応 じ て ， 地 震 に よ る 物 の 動 き 方 を 知 り ， 緊 急 地 震 速 報 を 聞
い た と き の 対 応 の 仕 方 ， 安 全 な 場 所 へ の 移 動 の ル ー ル を 学 ぶ こ と を 学 習 目 標
に 設 定 し た ． 総 合 学 習 の 時 間 な ど ， 1 時 限 を 使 っ た 授 業 で 使 用 す る 学 習 指 導
案（ 45 分 バ ー ジ ョ ン ）（ 図 2-2-1，図 2-2-2）と ワ ー ク シ ー ト（ 図 2-3），避 難
訓 練 前 に 短 時 間 で 指 導 す る た め に 使 用 す る 学 習 指 導 案（ 20 分 バ ー ジ ョ ン ）と
ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し た ．  
本 研 究 で 開 発 し た 学 習 指 導 案 と は ， 学 習 支 援 者 （ 教 員 ） が ， プ ロ グ ラ ム で















指導案 ステップ１ 事前学習 指導案（45分）・・・１時限を使って指導をする場合
ステップ１ 事前学習 指導案（20分）・・・ ショート訓練などと組み合わせる場合
計画案 ステップ２ 実践訓練プログラム（30分）・・・ 対応・避難行動の全過程を行う場合
ステップ２ 実践訓練プログラム（５分） ・・・ 対応行動のみの場合（ショート訓練）






図 2-1 プログラムの単 元 構 成 図  
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童 生 徒 ） を 評 価 す る か に つ い て 一 定 形 式 に 示 し た 学 習 指 導 の 計 画 書 で あ り ，   
一 般 的 な 教 育 理 論 で あ る ，M.ガ ニ ェ の ９ 教 授 事 象 53)に 基 づ く 授 業 方 法 で 整 理
さ れ た ， フ ェ ー ズ ご と の 事 象 を 参 考 に 作 成 し た ． 本 論 文 で 開 発 し た 全 て の プ





図 2-2-1 学 習 指 導 案 （１/2頁 ） 









図 2-2-2 学 習 指 導 案 （2/2頁 ） 
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ま た ， ワ ー ク シ ー ト と は ， 学 習 者 （ 児 童 生 徒 ） の 学 習 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に
手 助 け す る 役 割 を 果 た す 教 材 で あ り ， ワ ー ク シ ー ト に 「 書 く 」，「 ま と め る 」
の 活 動 （ ワ ー ク ） に よ っ て ， 学 習 内 容 を 明 確 か つ 簡 潔 に ま と め る こ と が で き
る ． ワ ー ク シ ー ト の 活 用 と し て は ， 教 員 が 行 う 評 価 資 料 と し て 利 用 で き る ．  
開 発 し た ワ ー ク シ ー ト の 内 容 は ， 地 震 の 危 機 に 対 し て 学 校 内 の 様 々 な 場 面
で の 対 応 行 動 の 仕 方 に つ い て ， 児 童 生 徒 が 自 分 の 考 え を 記 入 で き る 形 式 を 採
用 し て 作 成 し た ．  
ク ラ ス で 発 表 し な が ら 正 し い 対 応 行 動 を 学 び ， 学 校 内 の 危 険 箇 所 を 意 識 さ
せ る 狙 い が あ る ．「 上 か ら も の が 落 ち て く る ，横 か ら も の が 倒 れ て く る ，物 が
図 2-3 ワークシート（教 員 用 ) 
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動 い て く る 」 と い う 地 震 発 生 時 の 危 機 を 対 応 す る 身 の 守 り 方 を 確 認 す る こ と
で ， 学 校 管 理 下 外 の 児 童 生 徒 の 安 全 確 保 に 必 要 な 対 応 行 動 の 指 導 に 発 展 さ せ
る 工 夫 を 凝 ら し た ．  
ス テ ッ プ 2 の 実 践 訓 練 は ，ス テ ッ プ 1 に よ る 事 前 学 習 を 生 か し ，緊 急 地 震
速 報 を 聞 い た 時 に 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る 対 応 行 動 ・ 避 難 行 動 を 習 得 さ
せ る こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ．  
そ の 場 で 行 う 一 次 対 応 行 動 と 安 全 な 場 所 へ の 避 難 行 動 の 全 過 程 を 行 う 実
践 訓 練 プ ロ グ ラ ム（ 30 分 バ ー ジ ョ ン ）と ，朝 の 会 や 休 み 時 間 ，掃 除 の 時 間 な
図 2-4 実 践 訓 練 プログラム（5分 バージョン） 
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ど 様 々 な 場 面 を 想 定 し ， 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 際 の 対 応 行 動 の み を 行 う シ ョ
ー ト 訓 練 用 の 実 践 訓 練 プ ロ グ ラ ム （ 5 分 バ ー ジ ョ ン ） を 作 成 し た （ 図 2-4）． 
い ず れ の プ ロ グ ラ ム も ， 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 を 訓 練 開 始 の ト リ ガ ー
と し て い る ． 校 内 放 送 で チ ャ イ ム 音 を 流 し ， 訓 練 が ス タ ー ト す る ．  
な お ， シ ョ ー ト 訓 練 を 導 入 す る メ リ ッ ト と し て は ， 授 業 時 間 の 大 幅 な 調 整
も 必 要 な く ， 短 時 間 か つ 簡 単 に 実 施 す る こ と が 可 能 で あ り ， 訓 練 の 積 み 重 ね
に よ っ て 対 応 行 動 の 定 着 と 地 震 か ら 身 を 守 る た め の 意 識 を 継 続 さ せ る 効 果 が
期 待 で き る ． ま た ， 抜 き 打 ち 訓 練 で の 活 用 も 効 果 的 で あ る （ 図 2-5）．  
ス テ ッ プ 3 の 事 後 学 習 は ，実 践 訓 練 で の 自 分 の 対 応 を 振 り 返 り ，緊 急 地 震
速 報 を 聞 い た 場 合 の 適 切 な 行 動 を 確 認 し ， 地 震 時 に 身 を 守 る こ と の 必 要 性 を
学 ぶ こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ． 訓 練 終 了 後 の 時 間 や 帰 り の 会 な ど で 使 用 す
る 学 習 指 導 案（ 20 分 バ ー ジ ョ ン ）と 訓 練 の 振 り 返 り を 行 う ワ ー ク シ ー ト を 作
成 し た （ 図 2-6）．  
こ の ワ ー ク シ ー ト は ， 対 応 行 動 の 自 己 評 価 を 行 う も の で あ る が ， 緊 急 地 震
速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 を 通 し て ， 子 ど も た ち 一 人 一 人 に ， 主 体 的 な 行 動 が
身 に 付 い て き た の か を 教 員 が 把 握 （ 評 価 ） す る こ と が で き ， 児 童 生 徒 の 学 習







図 2-5 ショート訓 練 の実 践  
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図 2-6 ワークシート（訓 練 をふりかえろう！） 
写 真 2-2 避 難 訓 練 と事 後 学 習  
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2．5．3 自由度の高いプログラムの設計 
 本 研 究 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に あ た り ， 先 行 研 究 を 参 考 に
す る と と も に ， 独 自 の 方 法 で 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 を 実 践 し て い
る 学 校 か ら ， 実 際 に 教 員 が 使 用 し て い る 指 導 資 料 や 訓 練 計 画 な ど の 資 料 を 入
手 し ， 教 員 の 疑 問 や 指 導 上 の 課 題 を 整 理 し ， プ ロ グ ラ ム へ 反 映 さ せ た ．  
 ま た ， プ ロ グ ラ ム 開 発 の 過 程 に お い て は ， プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た 教 員 の 意
見 や 要 望 等 も 参 考 に ， プ ロ グ ラ ム の 改 善 を 図 っ た ． こ の こ と に よ っ て ， こ れ
ま で 存 在 し て い な か っ た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム が 標 準 化 さ れ ， 指 導 歴 に 関
係 な く ， ど の 教 員 で も 自 信 を 持 っ て 指 導 が で き ， ど の 教 員 が 教 え て も 児 童 生
徒 が 理 解 で き る よ う な 指 導 内 容 に な る よ う ， 教 員 ら で 改 善 策 を 話 し 合 い な が




 プ ロ グ ラ ム の 実 践 は ， 埼 玉 県 教 育 委 員 会 の 協 力 に よ っ て ， 埼 玉 県 内 の 羽 生
市 立 岩 瀬 小 学 校 ， 桶 川 市 立 加 納 小 学 校 ， 坂 戸 市 立 城 山 小 学 校 ， 熊 谷 市 立 石 原
小 学 校 ， 熊 谷 市 立 吉 見 小 学 校 の 5 校 の 小 学 校 を 対 象 校 に 選 定 し た ．  
対 象 校 の 実 践 で は ， 児 童 に 効 果 測 定 用 の ワ ー ク シ ー ト を 配 布 し ， 対 応 行 動
訓 練 を 通 し た 自 分 自 身 の 行 動 の 自 己 評 価 を 学 習 者 自 身 に 回 答 し て も ら う 方 法
と し た ．な お ，本 プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る 際 に ，「 小 学 生 に 理 解 で き る も の 」と
し て 対 象 者 を 小 学 生 と し た た め ， 効 果 測 定 の 対 象 は 小 学 校 の み と し た ．  
図 2-7 教 員 による工 夫 を凝 らしたプログラムの実 践  
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ス テ ッ プ 3 の 事 後 学 習 で 使 用 す る た め に 作 成 し た ワ ー ク シ ー ト は ，プ ロ グ
ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 す る た め の 効 果 測 定 で 用 い ， プ ロ グ ラ ム の
有 効 性 を 評 価 し た ．  
 
2．5．4．2 教育効果の検証手法 
 ワ ー ク シ ー ト「 訓 練 を 振 り 返 ろ う !」（ 図 2-6）は ，自 己 評 価 の た め の 質 問 紙
と し て 作 成 し た も の で あ る が ， 本 研 究 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発
段 階 に お い て ， 教 育 効 果 を 検 証 す る 効 果 測 定 で 利 用 し た ．  
こ の ワ ー ク シ ー ト は ，学 習 目 標 の 達 成 度 を 確 認 す る た め ，「 ① 緊 急 地 震 速 報
の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を ， だ ま っ て 静 か に 聞 く こ と が で き ま し た か 」，「 ② 緊 急
地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と が で き ま し た か 」，
「 ③ 安 全 に 自 分 の 身 を 守 る 行 動 が ， す ば や く で き ま し た か 」，「 ④ 安 全 な 場 所
に 移 動 す る と き ，『 お か し も ち 』 の ル ー ル が 守 れ ま し た か 」 の 4 項 目 を 設 定
し ，「 と て も よ く で き た ， で き た ， あ ま り よ く で き な か っ た ， で き な か っ た 」
の 4 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
本 研 究 の プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ， ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ
が ，「 プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現
す る 」 61)． と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 に
採 用 し た  
  
2．5．4．3 プログラムの実践による教育効果の検証 
対 象 校 5 校 に つ い て ，2012 年 11 月 ～ 12 月 の 期 間 に ，教 員 に よ る 地 震 防 災
教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た ． 効 果 測 定 は 対 象 校 の 全 児 童 を 分 析 対 象 と し た ．  
対 象 校 の ，羽 生 市 立 岩 瀬 小 学 校（ n=258），桶 川 市 立 加 納 小 学 校（ n=359），
坂 戸 市 立 城 山 小 学 校（ n=210），熊 谷 市 立 石 原 小 学 校（ n=689），熊 谷 市 立 吉 見
小 学 校 （ n=350） の 計 1,866 名 の 児 童 が 分 析 対 象 で あ る ．  
分 析 の 結 果 は ，「 ① 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を だ ま っ て 静 か に 聞
く こ と が で き ま し た か 」 に つ い て ，「 と て も よ く で き た （ 61.6%）」，「 で き た
（ 30.4%）」，「 あ ま り よ く で き な か っ た（ 5.6%）」，「 で き な か っ た（ 2.4%）」の
回 答 で あ っ た ．「 と て も よ く で き た 」 と 「 で き た 」 の 割 合 が 約 90%以 上 と な
り ， 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を だ ま っ て 静 か に 聞 く こ と が で き た と
自 己 評 価 し て い た ．  
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「 ② 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と が で き
ま し た か 」に つ い て は ，「 と て も よ く で き た（ 65.7%）」，「 で き た（ 30.0%）」，
「 あ ま り よ く で き な か っ た（ 3.4%）」，「 で き な か っ た（ 0.9%）」の 回 答 で あ っ
た ．「 と て も よ く で き た 」と「 で き た 」の 割 合 が 約 90%以 上 と な り ，緊 急 地 震
速 報 を 聞 い た 時 ， 何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と が で き た と 自 己 評 価 し
て い た ．  
「 ③ 安 全 に 自 分 の 身 を 守 る 行 動 が ， す ば や く で き ま し た か 」 に つ い て は ，
「 と て も よ く で き た（ 76.9%）」，「 で き た（ 20.3%）」，「 あ ま り よ く で き な か っ
た（ 2.3%）」，「 で き な か っ た（ 0.5%）」の 回 答 で あ っ た ．「 と て も よ く で き た 」
と「 で き た 」の 割 合 が 約 95%以 上 と な り ，訓 練 に よ っ て 安 全 に 自 分 の 身 を 守
る 行 動 が で き た と 自 己 評 価 し て い た ．  
「 ④ 安 全 な 場 所 に 移 動 す る と き に ，『 お か し も ち 』の ル ー ル を 守 る こ と が で
き ま し た か 」に つ い て は ，「 と て も よ く で き た（ 52.2%）」，「 で き た（ 35.9%）」，
「 あ ま り よ く で き な か っ た（ 9.7%）」，「 で き な か っ た（ 2.2%）」の 回 答 で あ っ
た ．「 と て も よ く で き た 」と「 で き た 」の 割 合 が 約 90%と な り ，移 動 時 に「 お
か し も ち 」 の ル ー ル を 守 っ て 行 動 で き た と 自 己 評 価 し て い た ．  
こ れ ら の 回 答 結 果 か ら ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 学 習 目 標 の 達 成 度 を
確 認 す る 全 4 項 目 で ， ス コ ア が 非 常 に 高 く な っ て お り ，訓 練 時 に は 自 ら の 判
断 で ， 適 切 な 行 動 を 行 う こ と が で き た と 自 己 評 価 し て い た （ 図 2-8）．  
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こ の 4 項 目（ ① ～ ④ ）を 学 年 別（ 小 学 校 1 年 ～ 6 年 ）に 見 る と ，「 ① 緊 急 地
震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を だ ま っ て 静 か に 聞 く こ と が で き た か 」に つ い て ，
「 と て も よ く で き た 」 と 「 で き た 」 の 割 合 が ， ど の 学 年 も 85%以 上 で あ り ，
緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を だ ま っ て 静 か に 聞 く こ と が で き て い た と
自 己 評 価 し て い た （ χ 2(15)=58.3,p<.01）（ 図 2-9）．  
し か し ， 6 年 生 で 「 で き な か っ た 」，「 あ ま り よ く で き な か っ た 」 と 自 己 評
価 を し て い た 児 童 が 12.6%と な っ て お り ，他 学 年 と 比 較 し て 唯 一 10%を 超 え
て い た ． そ の た め 6 年 生 に は ，訓 練 の 意 味 や バ カ に し た り 恥 ず か し が っ て 訓
練 に 望 ま な い よ う に 注 意 す る 指 導 の 必 要 性 が あ る こ と が 考 え ら れ る ．  
「 ② 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と が で き
た か 」に つ い て は ，「 と て も よ く で き た 」と「 で き た 」の 割 合 が ，ど の 学 年 で
も 90%以 上 で あ り ，緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 に ，何 を し た ら よ い か 自 分 で 考
え る こ と が で き た と 自 己 評 価 を し て い た （ χ 2(15)=40.4,p<.01）（ 図 2-10）．   
し か し ， 低 学 年 （ 1・ 2 年 生 ） で は ，「 何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と
が で き な か っ た 」と 自 己 評 価 し た 児 童 が ，1 年 生 9.0%，2 年 生 6.4%と な っ て
お り ， 他 の 学 年 よ り も 「 で き な か っ た 」 の 回 答 数 が 多 い こ と が わ か っ た ．  
そ の た め 低 学 年 に は ， 訓 練 で の 具 体 的 な 行 動 に つ い て 考 え さ せ た り ， 丁 寧
に 教 え る 工 夫 が よ り 必 要 で あ る こ と が 考 え ら れ る ．  
「 ③ 安 全 に 自 分 の 身 を 守 る 行 動 が ，す ば や く で き た か 」に つ い て は ，「 と て
も よ く で き た 」と「 で き た 」の 割 合 が ，ど の 学 年 で も 95%以 上 で あ り ，訓 練



















































とてもよくできた できた あまりよく できなかった できなかった
図 2-9 ①緊 急 地 震 速 報 のチャイム音 や放 送 を，だまって静 かに聞 くことができたか 
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2(15)=17.0,n.s.）（ 図 2-11）．  
学 年 別 の 特 徴 は 見 ら れ ず ， 学 年 に 関 係 な く 事 前 学 習 と 訓 練 に よ っ て ， 学 習
目 標 が 達 成 さ れ て い た ．  
「 ④ 安 全 な 場 所 に 移 動 す る と き に 『 お か し も ち 』 の ル ー ル を 守 る こ と が で
き た か 」に つ い て は ，「 と て も よ く で き た 」と「 で き た 」の 割 合 が ，ど の 学 年
で も 85%以 上 で あ り ，移 動 時 に「 お か し も ち 」の ル ー ル を 守 っ て 行 動 で き た
と 自 己 評 価 し て い た （ χ 2(15)=71.6,p<.01）（ 図 2-12）．  
1 年 生 で「 と て も よ く で き た 」の 回 答 が 65.5%と 他 の 学 年 よ り も 多 く ，1 年







































































































図 2-11 ③安 全 に自 分 の身 を守 る行 動 が，すばやくできたか 
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こ の よ う に 学 年 ご と の 自 己 評 価 に は 違 い が 見 ら れ た が ， 子 ど も た ち の 自 己
評 価 の 結 果 を 基 に ， 学 年 に 応 じ た 指 導 方 法 に よ っ て ， よ り 効 果 を 高 め る 学 習
方 法 を 学 習 指 導 案 に 反 映 さ せ る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．  
以 上 の よ う に ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 し た 子 ど も た ち の 自 己 評 価 の 分 析 か
ら ， ど の 学 年 に お い て も ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 学 習 目 標 や 適 切 な 行
動 が 身 に 付 い て い た こ と が わ か り ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ． ま た ，
学 年 ご と の 分 析 結 果 を 見 て い く こ と で ， 学 年 ご と の 自 己 評 価 の 違 い と そ れ に
基 づ く 指 導 の あ り 方 に も 配 慮 を す る 必 要 性 が あ る こ と が わ か っ た ．  
こ の た め ， 今 回 の 小 学 校 で の 実 践 と 効 果 測 定 の 結 果 を 踏 ま え ， 改 善 点 を プ
ロ グ ラ ム の 最 新 版 に 反 映 さ せ た ．  
具 体 的 な 改 善 と し て は ， 6 年 生 に つ い て 「 静 か に 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム
音 を 聞 く こ と が で き な か っ た 」 と 自 己 評 価 す る 傾 向 が あ っ た た め に ， 6 年 生
に は 訓 練 の 意 味 や バ カ に し た り 恥 ず か し が っ た り し て 訓 練 に 望 ま な い よ う に
指 導 す る 必 要 が あ る ．さ ら に ，低 学 年 に つ い て は ，「 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム
音 を 聞 い た と き に ， 何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と が で き な か っ た 」 と
自 己 評 価 す る 傾 向 が あ っ た た め に ， 具 体 的 行 動 に つ い て 考 え さ せ た り 丁 寧 に
教 え た り す る 必 要 が あ る ． こ れ ら の ポ イ ン ト に つ い て は ， 事 前 学 習 ・ 学 習 指
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図 2-12 ④安 全 な場 所 に移 動 するとき，『おかしもち』のルールを守 ることができたか 
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2．6 教育委員会・教育現場との連携のあり方 
 本 研 究 で 取 り 上 げ た ，緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 の 実 践 に つ い て は ，
文 部 科 学 省 が 推 進 し て お り ， 全 国 の 教 育 現 場 で 取 り 組 み が 進 め ら れ て い る ．  
筆 者 が 所 属 す る 気 象 庁 で は ， 全 庁 挙 げ て 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育
と 安 全 知 識 の 普 及 啓 発 に 取 り 組 ん で い る ． し か し ， 地 域 や 学 校 に よ っ て 温 度
差 な ど が あ る ほ か ， 教 育 現 場 の 事 情 や 実 態 を 十 分 に 把 握 で き な い こ と も あ っ
て ， 効 果 的 な 支 援 の 取 組 が 思 う よ う に 進 ま な い 傾 向 が 見 ら れ る ．  
 こ の た め ， 防 災 教 育 を よ り 一 層 充 実 さ せ る た め に は ， 地 域 防 災 の 重 要 な 一
翼 を 担 う 地 方 気 象 台 と ， 児 童 生 徒 を 教 育 す る こ と を 本 職 と し て い る 現 場 教 員
が ， そ れ ぞ れ の 特 ⾧ を 活 か し た 有 機 的 な 連 携 の も と に 取 組 を 進 め て い く こ と
が 重 要 と 考 え た ． さ ら に ， 防 災 に 関 す る 知 識 や ス キ ル を 児 童 生 徒 が 獲 得 で き
る よ う に ，最 大 限 の サ ポ ー ト を す る 立 場 と し て ，「 防 災 の 担 い 手 」と な る 教 員
の 育 成 を 視 野 に ， 県 教 育 委 員 会 と の 連 携 の み に 特 化 せ ず ， 市 町 村 教 育 委 員 会
や 教 育 現 場 な ど の 横 の 連 携 の あ り 方 や 効 果 的 な 支 援 に も 注 目 し た ．  
 本 研 究 で は ，東 日 本 大 震 災 の 教 訓 を 踏 ま え ，2011 年 度 ，埼 玉 県 教 育 委 員 会
が モ デ ル 地 域 に 指 定 し た 熊 谷 市 教 育 委 員 会 に お い て ， 熊 谷 市 内 の 小 ・ 中 学 校
で 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 の モ デ ル 事 業 82)を 推 進 し た ．教 育 委 員 会
等 と 連 携 し た 関 係 機 関 の 具 体 的 な 取 組 で あ り ，実 践 に よ っ て 得 ら れ た 成 果 は ，
県 教 育 委 員 か ら 県 内 の 全 公 立 学 校 へ 還 元 さ れ た ．  
埼 玉 県 教 育 委 員 会 は ，こ の モ デ ル 事 業 で 得 ら れ た 成 果 を 踏 ま え ，2012 年 度
の 教 育 行 政 重 点 施 策 83)に 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 の 導 入 を 位 置 付
け ， 学 校 現 場 の 避 難 訓 練 の 見 直 し に つ い て 積 極 的 な 働 き か け を 行 っ た ． そ の
結 果 ， 2012 年 度 末 ま で に ， 埼 玉 県 内 の 全 公 立 学 校 （ 約 1,500 校 ） に お い て ，
緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 の 導 入 が 実 現 し た ．  
さ ら に ， 他 県 へ の 情 報 提 供 も 視 野 に ， 本 研 究 の 成 果 は ， 筆 者 が 所 属 し た 熊
谷 地 方 気 象 台 の ホ ー ム ペ ー ジ「『 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 』教 育 機 関
支 援 ペ ー ジ 」 84)を 開 設 し ， 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 等 の 資 料 を ホ ー
ム ペ ー ジ か ら 自 由 に ダ ウ ン ロ ー ド で き る 環 境 を 整 え た ．  
 
2．7 結論 
本 研 究 は ， 児 童 生 徒 の 「 生 き る 力 」 を 高 め る た め の ， 地 震 災 害 を 対 象 と し
た 防 災 教 育 の 実 践 と 効 果 的 な 連 携 の あ り 方 に つ い て 論 じ た 事 例 研 究 で あ る ．  
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 本 研 究 で は ， 文 部 科 学 省 が 推 奨 し て い る 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育
と し て ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ を 開 発 し ， 現 場 教 員 に よ る プ ロ グ ラ ム の 実 践
と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
研 究 の 成 果 は ，研 究 対 象 の 地 域 と な っ た 埼 玉 県 に お い て ，県 教 育 委 員 会 が ，
2012 年 度 末 ま で に 埼 玉 県 内 の 全 公 立 学 校 に お い て 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た
避 難 訓 練 の 導 入 を 目 指 す た め に 活 用 さ れ ， 学 校 現 場 へ の 効 果 的 な 研 究 手 法 の
展 開 に よ っ て ， 県 が 目 標 と し た 訓 練 実 施 率 は 100%を 達 成 し た ．  
し か し な が ら ， 防 災 の 専 門 家 の 手 を 借 り ず に ， 学 校 が 独 自 に 教 育 ・ 訓 練 し
て い る 学 校 に お い て は ，学 校 評 価 PDCA サ イ ク ル に よ っ て 指 導 方 法 の 改 善 ・
充 実 を 図 る こ と が 必 要 で あ る ． こ の た め ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 地 震 防 災
教 育 プ ロ グ ラ ム の 自 校 化 が 進 み ， 学 校 独 自 に 実 践 的 な 防 災 教 育 に 取 り 組 ん で
い く た め に は ， 学 校 現 場 へ の 継 続 し た 支 援 が 必 要 と 考 え る ．  
こ の こ と は ， 本 研 究 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン ア ッ
プ が 必 要 で あ る と 捉 え ， 埼 玉 県 以 外 の 他 地 域 で の プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 し た
教 育 効 果 の 検 証 や ， 現 場 教 員 が 創 意 工 夫 し て 作 成 し た プ ロ グ ラ ム の 共 有 化 が
必 要 で あ る ． さ ら に ， 沿 岸 部 に お け る 津 波 避 難 も 加 え た プ ロ グ ラ ム の 開 発 な
ど ， 緊 急 地 震 速 報 を 用 い た 防 災 教 育 の 充 実 と 定 着 の た め に ， 教 育 機 関 と 連 携
し た 研 究 を 継 続 さ せ て い く ． ま た ， 予 測 が 困 難 で あ り ， 局 所 的 な 災 害 を も た
ら す 自 然 現 象 と し て ， 竜 巻 や 火 山 噴 火 な ど を 対 象 と し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
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第 3 章 巻被災地域における防災教育の実態分析 
3．1 近年の竜巻災害と竜巻防災対策 
 局 地 的 に 甚 大 な 被 害 を も た ら す 竜 巻 は ， 気 象 庁 の 「 竜 巻 等 の 突 風 デ ー タ ベ
ー ス 」 5)に よ る と ， 2000 年 ～ 2019 年 ま で に 全 国 各 地 で 218 件 （ 海 上 竜 巻 除
く ） の 発 生 が 確 認 さ れ て い る ．  
近 年 の 竜 巻 災 害 を 振 り 返 る と ， 2012 年 5 月 6 日 に 北 関 東 で 発 生 し た 複 数
の 竜 巻 に よ っ て ， 茨 城 県 つ く ば 市 で は ， 死 者 1 名 を 含 む 55 名 の 人 的 被 害 や
住 家 な ど 全 半 壊 585 棟 を 含 む 2,400 棟 以 上 の 物 的 被 害 等 ，広 い 範 囲 で 甚 大 な
被 害 と な っ た ．  
ま た ，2013 年 9 月 2 日 に 埼 玉 県 で 発 生 し た 竜 巻 で は ，被 害 が 特 に 大 き か っ
た 越 谷 市 に お い て ，負 傷 者 76 名 の 人 的 被 害 や 住 家 な ど 全 壊 61 棟 ，半 壊・一
部 破 損 2,135 棟 の 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た ．  
特 に ， 竜 巻 の 直 撃 を 受 け た 埼 玉 県 越 谷 市 内 の 文 教 施 設 で は ， 竜 巻 に よ っ て
体 育 館 の 屋 根 が 剥 が さ れ た り ， 飛 散 物 に よ っ て 校 舎 の 窓 ガ ラ ス が 破 損 す る 等
の 大 き な 被 害 を 受 け ， 学 校 活 動 中 の 児 童 生 徒 が 多 数 負 傷 す る 人 的 被 害 が 発 生
し た ． こ の た め ， 甚 大 な 竜 巻 災 害 と し て 全 国 ニ ュ ー ス で 報 道 さ れ る な ど ， メ
デ ィ ア で 大 き く 取 り 上 げ ら れ ， 竜 巻 災 害 へ の 関 心 が 高 ま っ た （ 写 真 3-1）．  
さ ら に ， 同 年 9 月 4 日 に も 栃 木 県 ， 三 重 県 及 び 高 知 県 で 相 次 ぐ 竜 巻 被 害 が
発 生 し た こ と に よ り ， 国 は ， 竜 巻 等 突 風 に 対 す る 対 策 を 一 層 強 化 す る た め ，
関 係 府 省 庁 で 構 成 す る 竜 巻 等 突 風 対 策 局 ⾧ 級 会 議 85)を ，同 年 9 月 6 日 に 設 置
し た ．  
こ の 会 議 で は ， 過 去 に 発 生 し た 竜 巻 災 害 へ の 施 策 を 抜 本 的 に 見 直 す こ と と
し ， ① 予 測 情 報 の 改 善 ， ② 災 害 情 報 等 の 伝 達 の 在 り 方 ， ③ 防 災 教 育 の 充 実 ，
④ 建 造 物 の 被 害 軽 減 策 の 在 り 方 ，⑤ 被 災 者 支 援 の 在 り 方 の 5 つ の 柱 を 中 心 に ，
写 真 3-1 文 教 施 設 の竜 巻 被 害 (埼 玉 県 越 谷 市 立 北 陽 中 学 校 提 供 ) 
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国・自 治 体・住 民 が 行 う べ き 具 体 的 な 竜 巻 等 突 風 対 策 を 取 り ま と め ，2013 年
12 月 26 日 に 竜 巻 等 突 風 対 策 局 ⾧ 級 会 議 最 終 報 告 86)と し て ，国 の 基 本 的 な 施
策 等 を 国 民 に 示 し た ．  
竜 巻 災 害 は ， 非 常 に 局 所 的 で ， 時 に は 甚 大 な 被 害 を も た ら す 自 然 災 害 で あ
る ． こ の た め ， 日 常 生 活 に お い て 竜 巻 災 害 か ら 安 全 を 確 保 す る た め に は ， 住
民 が 自 ら 竜 巻 に 関 す る 正 し い 知 識 を 身 に 付 け ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し ， 回 避 す
る 能 力 を 高 め て お く こ と の 重 要 性 が 示 さ れ た ． ま た ， ハ ー ド 対 策 に 加 え ， ソ
フ ト 対 策 の 一 つ と し て ， 学 校 に お け る 竜 巻 防 災 教 育 の 充 実 が 最 終 報 告 に 盛 り
込 ま れ た ．  
 
3．2 竜巻防災教育の現状 
文 部 科 学 省 は ， 竜 巻 等 突 風 対 策 局 ⾧ 級 会 議 最 終 報 告 を 踏 ま え ， 竜 巻 に 備 え
る た め の 知 識 や 竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓 練 を 導 入 す る た め の 参 考 事 例 を 掲 載 し
た「『 生 き る 力 』を 育 む 防 災 教 育 の 展 開 」21)を 作 成 し 学 校 現 場 に 示 し た ．ま た ，
気 象 庁 等 の 協 力 を 得 て 作 成 し た リ ー フ レ ッ ト 「 竜 巻 に 対 す る 学 校 の 安 全 の た
め に 」 87)な ど も 活 用 し ， 学 校 現 場 に お け る 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 や 防 災 対 策
の 充 実 を 図 る よ う ， 文 部 科 学 省 は 都 道 府 県 教 育 委 員 会 へ 要 請 し た ．  
ま た ， 気 象 庁 は 文 部 科 学 省 や 内 閣 府 と の 連 携 に よ っ て ， 竜 巻 等 突 風 に 関 す
る 専 門 的 知 見 を も と に ，「 急 な 大 雨・雷・竜 巻 か ら 身 を 守 ろ う ！ 」の リ ー フ レ
ッ ト 88)や DVD 教 材 89)な ど の 防 災 教 育 を 支 援 す る た め の 補 助 教 材 を 作 成 し ，
全 国 の 地 方 気 象 台 は ， 補 助 教 材 を 活 用 し た 防 災 教 育 の 支 援 を 行 う と と も に ，
学 校 関 係 者 や 教 科 書 出 版 社 等 へ の 普 及 啓 発 に 取 り 組 ん だ 90)．  
一 方 ， 国 の 機 関 以 外 に も ， 特 に ， 竜 巻 被 災 地 域 の 教 育 委 員 会 や 学 校 現 場 で
は ， 独 自 に 学 校 防 災 マ ニ ュ ア ル の 作 成 や 竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓 練 の 実 施 等 ，
竜 巻 災 害 に 備 え る た め の 様 々 な 実 践 が 行 わ れ て い る ．  
ま た ，竜 巻 に 関 す る 先 行 研 究 を 見 る と ，喜 々 津 91)は ，学 校 で の 竜 巻 被 害 軽
減 を 目 的 と し て ， 教 育 委 員 会 が 作 成 し た 竜 巻 に 関 す る 学 校 防 災 マ ニ ュ ア ル や
竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓 練 な ど の 事 例 を 整 理 し ， 風 工 学 の 視 点 に 基 づ い た 竜 巻
対 応 マ ニ ュ ア ル 作 成 の 考 え 方 や 具 体 的 な 危 機 管 理 対 応 を 提 案 し て い る ． 別 の
研 究 と し て ，一 井 92)は ，防 災 教 育 を 学 校 現 場 で 実 践 す る た め に 参 考 と な る 書
籍 や 絵 本 ， 研 究 者 が 開 発 し た 防 災 ゲ ー ム な ど の 教 材 を 紹 介 し ， 学 校 現 場 で の
実 践 事 例 や 教 材 作 成 の 考 え 方 ， 普 及 啓 発 の 課 題 等 を 整 理 し て い る ．  
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し か し ， こ れ ら の 先 行 研 究 で は ， 竜 巻 災 害 が 具 体 的 に イ メ ー ジ で き な い 状
態 で 単 に 避 難 す る こ と を 目 的 と し た 訓 練 や ， 知 識 を 習 得 す る 学 習 形 態 の 防 災
教 育 に 留 ま っ て い る ． こ の た め ， 竜 巻 に 関 す る 正 し い 知 識 を 身 に 付 け ， 自 ら
の 危 険 を 予 測 し ， 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 防 災 教 育 の 提 案 や 防 災
教 育 を 実 践 す る た め の 学 習 指 導 案 等 の 教 材 開 発 に は 至 っ て い な か っ た ．   
こ れ ら か ら ， 東 日 本 大 震 災 以 降 ， 被 災 地 域 を 中 心 に 地 震 や 津 波 に 関 す る 防
災 教 育 の 積 極 的 な 研 究 や 多 く の 教 材 が 開 発 さ れ て い る が ， 全 国 各 地 で 発 生 す
る 竜 巻 災 害 を 踏 ま え た 防 災 教 育 の 先 進 的 な 研 究 は 非 常 に 少 な い ． こ の こ と か
ら も ， 今 後 も 起 こ り う る 竜 巻 災 害 に 備 え る ソ フ ト 対 策 と し て ， 学 校 現 場 に お
け る 竜 巻 防 災 教 育 の 充 実 が 急 務 と な っ て い る ．  
 
3．3 本研究の目的 
 本 研 究 は ， 竜 巻 発 生 時 の 心 理 ・ 行 動 状 態 を 把 握 し ， 学 校 現 場 で 実 践 し て き
た 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 や 避 難 訓 練 の 実 態 を 明 き か ら に す る 質 問 紙 調 査 を 行
っ た ．2013 年 9 月 2 日 ，埼 玉 県 で 発 生 し た 竜 巻 に よ っ て 被 災 し た 地 域 の 児 童
生 徒 を 対 象 と し た ．  
質 問 紙 調 査 の 結 果 と 分 析 を 踏 ま え ， 竜 巻 の 予 兆 現 象 や 竜 巻 が 接 近 し た と き
の 対 応 行 動 な ど ， 竜 巻 発 生 を 認 知 し た 際 ， 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 を 育 成 す る
た め の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 提 案 す る も の で あ り ， 子 ど も た ち の 「 生 き る 力 」 を
高 め る た め の 竜 巻 防 災 教 育 の あ り 方 に つ い て 論 じ た 事 例 研 究 で あ る ．  
本 研 究 で は ， 学 校 現 場 で 効 果 的 に 竜 巻 の 防 災 教 育 ・ 訓 練 を 行 う こ と が で き
る 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 児 童 に ど
の よ う な 対 応 行 動 の 変 容 が 見 ら れ た か 効 果 測 定 に よ る 検 証 を 行 っ た . 
開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ，防 災 の 専 門 家 が 学 校 現 場 へ 介 入 せ ず に ，ど の 学 校 ，
ど の 学 年 で も 教 員 自 身 が 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中 で 防 災 教 育 が
実 践 で き る 学 習 教 材 と す る た め ， 学 習 理 論 の ID 理 論 52)の ADDIE プ ロ セ ス
53)を 採 用 し て ， 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 し た ．  
さ ら に ， 本 研 究 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 他 地 域 へ の 展 開 に つ








 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る た め に は ， 竜 巻 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題
等 の 実 態 を 把 握 ・ 整 理 し た 上 で ， 防 災 教 育 の 今 後 の あ り 方 を 検 討 す る こ と が
重 要 で あ る と 考 え た ．  
そ こ で 筆 者 は ， 竜 巻 被 災 地 域 の 学 校 関 係 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 と 埼 玉 県 教 育
委 員 会 が 独 自 に 学 校 へ の 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 等 か ら ，被 災 前 の 学 校 現 場 で は ，
竜 巻 に 関 す る 児 童 生 徒 へ の 防 災 教 育 に つ い て は ， 単 発 な 指 導 は し て い た も の
の ， 具 体 的 な カ リ キ ュ ラ ム に よ っ て 学 校 全 体 で は 実 施 し て い な か っ た ．  
こ の こ と か ら ， 竜 巻 被 災 地 域 の 児 童 生 徒 を 対 象 と し て ， 竜 巻 に 関 す る 防 災
教 育 や 避 難 訓 練 の 浸 透 度 と 竜 巻 発 生 時 の 児 童 生 徒 の 心 理 ・ 行 動 状 態 を 把 握 す
る た め の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ．  
こ の 調 査 は ， 甚 大 な 竜 巻 災 害 が 発 生 し た 埼 玉 県 越 谷 市 の 協 力 を 得 て ， 筆 者
が 所 属 し た 熊 谷 地 方 気 象 台 が 2013 年 10 月 に「 児 童 生 徒 の 竜 巻 へ の 対 応 に 関
す る ア ン ケ ー ト 」 と し て 実 施 し ， 本 研 究 で は 調 査 で 得 ら れ た 質 問 紙 の 回 答 デ
ー タ を 利 用 し て 分 析 し た も の で あ る ．筆 者 は ，こ の 質 問 紙 調 査 の 企 画・設 計・
実 施 ・ 分 析 の 段 階 に お い て 専 門 的 知 見 の 提 供 を 行 っ た ．   
 
3．4．2 調査対象 
質 問 紙 調 査 の 対 象 校 は ， 竜 巻 に よ る 被 害 が 発 生 し た 埼 玉 県 越 谷 市 内 で ， 竜
巻 が 学 校 を 直 撃 し て 学 校 活 動 中 に 生 徒 が ケ ガ を 負 う な ど の 被 害 を う け た 越 谷
市 立 北 陽 中 学 校 （ 全 校 生 徒 268 名 ）， 学 校 で の 負 傷 者 は い な か っ た が 校 舎 の
被 害 が 大 き か っ た 越 谷 市 立 桜 井 南 小 学 校 （ 全 校 児 童 587 名 ）， 竜 巻 が 近 く を
通 過 し た 際 に 児 童 生 徒 が 負 傷 し た り ， 児 童 生 徒 の 居 住 地 被 害 が 大 き か っ た ，
越 谷 市 立 大 袋 小 学 校（ 全 校 児 童 265 名 ）と 越 谷 市 立 大 袋 東 小 学 校（ 全 校 児 童
366 名 ）， 越 谷 市 立 大 袋 中 学 校 （ 全 校 生 徒 381 名 ） の 計 5 校 を 選 定 し た ．  
調 査 対 象 校 の う ち ，小 学 校 は 3 年 生 か ら 6 年 生 の 全 児 童 ，中 学 校 は 全 生 徒
を 調 査 対 象 (1,867 名 )と し た ．  
 
3．4．3 調査方法  
質 問 紙 調 査 の 方 法 は ， 熊 谷 地 方 気 象 台 が 作 成 し た 質 問 紙 を ， 越 谷 市 教 育 委
員 会 を 経 由 し て 対 象 校 へ 配 布 し ， 総 合 学 習 な ど の 時 間 を 利 用 し て 児 童 生 徒 が
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自 己 回 答 す る 方 法 と し た ．  
調 査 期 間 は ， 2013 年 10 月 末 ま で と し ， 越 谷 市 教 育 委 員 会 が 質 問 紙 を 各 学
校 か ら 回 収 し て 熊 谷 地 方 気 象 台 へ 送 付 さ れ た 質 問 紙 を 利 用 し て ， 筆 者 が デ ー
タ 集 計 と 分 析 を 行 っ た ．  
な お ， 質 問 紙 調 査 は ， 竜 巻 発 生 時 の 児 童 生 徒 の 心 理 ・ 行 動 状 態 を 把 握 す る
こ と が 目 的 で あ り ， 竜 巻 発 生 時 に 越 谷 市 外 に い た 児 童 生 徒 は 分 析 対 象 か ら 除
外 す る こ と と し ，質 問 項 目 (問 2，問 6，問 7)の 回 答 か ら 非 対 象 者 を 区 別 し た ．  
 
3．4．4 調査項目 
 質 問 紙 の 調 査 項 目 は ， 基 本 的 属 性 ，竜 巻 発 生 前 の 認 知 ，竜 巻 発 生 後 到 来 前
の 認 知 ， 竜 巻 到 来 後 の 対 応 を 把 握 す る た め の 10 項 目 （ 問 1～ 問 10） を 設 定
し た （ 図 3-1）．  
基 本 的 属 性 は さ ら に ，個 人 属 性（ 学 年・性 別 ），地 理 的 属 性（ 竜 巻 発 生 時 の
場 所 ）， 竜 巻 被 害 の 経 験 に い て の 3 項 目 （ 10 問 ） を 設 定 し た ． ま た ， 質 問 順
に つ い て は ， 回 答 者 が 竜 巻 を 体 験 し た と き の 状 況 を 時 間 経 過 に 沿 っ て 思 い 出
し て 回 答 す る こ と が で き る よ う 配 慮 し た ．  
図 3-1 質 問 紙 (竜 巻 についてのアンケート・中 学 校 用 ) 
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質 問 項 目 を 作 成 す る 際 に は ， こ れ ま で 竜 巻 の 被 害 を 直 接 受 け た 児 童 生 徒 へ
の 質 問 紙 調 査 等 の 先 行 研 究 や 実 践 事 例 が な か っ た こ と か ら ， 本 研 究 で は ， 筆
者 ら が 行 っ た 越 谷 市 教 育 委 員 会 と 調 査 対 象 校 の 教 員 へ の 聞 き 取 り 調 査 を も と
に ， の 質 問 項 目 を 作 成 し た ．  
ま た ， 小 学 校 の 中 学 年 は 漢 字 の 読 み 取 り が 難 し い こ と に 配 慮 し ， 質 問 紙 は
小 学 校 バ ー ジ ョ ン （ 漢 字 に は ふ り が な が 付 い て い る ） と ， 中 学 校 バ ー ジ ョ ン
（ ふ り が な な し ） の 2 バ ー ジ ョ ン を 作 成 し た が ， 小 学 校 ， 中 学 校 と も に 同 一
の 質 問 項 目 と し た ．  
 
3．4．5 回答者属性 
 質 問 紙 調 査 の 回 答 内 訳 は ，北 陽 中 学 校 が 15.5%（ n=213），桜 井 南 小 学 校 が
31.%（ n=436），大 袋 小 学 校 が 14.3%（ n=197），大 袋 東 小 学 校 が 18.0%（ n=248），
大 袋 中 学 校 が 20.5%（ n=282）で あ っ た ．ま た ，回 答 者 の 性 別（ n=1,376）は ，
男 性 が 51.8%， 女 性 が 48.2%で あ っ た ．  
次 に 学 年 別 の 回 答 数 は ， 小 学 校 3 年 生 が 13.7%， 4 年 生 が 16.9%， 5 年 生
が 16.9%，6 年 生 が 16.4%で あ っ た ．中 学 校 1 年 生 が 10.6%，2 年 生 が 13.9%，
3 年 生 が 11.5%で あ っ た ． 学 年 ご と に 性 別 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た （ χ
2(6)=8.8,n.s.）．  
な お ，質 問 紙 の 回 答 総 数 は 1,767 名（ 回 答 率  95%）で あ っ た が ，調 査 結 果
か ら ，竜 巻 発 生 時 に 越 谷 市 外 に い た 児 童 生 徒 391 名 を 除 外 し た 1,376 名（ 有
効 回 答 率  74%） を 本 研 究 の 分 析 対 象 と し た ．  
 
3．4．6 調査結果の分析 
3．4．6．1 竜巻発生時にどこにいたのか（問 2） 
 埼 玉 県 越 谷 市 で 竜 巻 が 発 生 ・ 通 過 し た と 推 定 さ れ る 9 月 2 日 14 時 ご ろ ，
児 童 生 徒 が ど こ に い た の か の 質 問 へ の 回 答 結 果 は ，「 家 の 中 に い た （ 屋 内 ）」
が 61.3%と 割 合 が 最 も 高 く ，「 学 校 に い た（ 屋 内 ）」が 19.1%，「 学 校 や 家 の 外
に い た （ 屋 外 ）」 が 17.5%，「 学 校 に い た （ 屋 外 ）」 が 2.0%で あ っ た ．  
当 日 は ， 越 谷 市 内 の 小 中 学 校 で は 午 前 中 に 始 業 式 が 行 わ れ て お り ， 竜 巻 が
発 生 ・ 通 過 し て い る 時 間 に は ， 既 に 下 校 し て い る 児 童 生 徒 が 多 く ， 帰 宅 し た
児 童 生 徒 の 多 く は 自 宅 な ど の 屋 内 で 竜 巻 を 経 験 し て い た ．  
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3．4．6．2 竜巻発生当日の気象情報の取得・前兆現象の認知（問 4） 
 竜 巻 が 発 生 し た 当 日 に ， 児 童 生 徒 が 気 象 情 報 を 取 得 し て い た か ， 竜 巻 の 前
兆 現 象 を 認 知 し た い た か を 把 握 す る た め ，「 竜 巻 が 発 生 し た 日 に 以 下 に 書 い
て あ る こ と に つ い て ， 見 た り 知 っ た り し て い ま し た か ． あ て は ま る も の す べ
て に ○ を つ け て く だ さ い 」の 質 問 に 対 し て ，10 項 目（ そ の 他 含 む ）の 選 択 肢
を 提 示 し て 回 答 を 求 め た ．  
回 答 結 果 は ，気 象 情 報 の 取 得（ 項 目 1～ 4）は ，「 1.当 日 朝 の 天 気 予 報 な ど で
竜 巻 な ど の 激 し い 突 風 の 恐 れ が あ る と 聞 い て い た 」が 21.8%，「 4.午 後 2 時 11
分 に 竜 巻 注 意 情 報 が 発 表 さ れ た 」 が 19.7%，「 3.午 後 1 時 50 分 に 越 谷 市 で 大
雨 注 意 報 が 発 表 さ れ た 」 が 15.4%，「 2.午 前 9 時 26 分 に 埼 玉 県 全 域 で 雷 注 意
報 が 発 表 さ れ た 」 が 9.7%で あ っ た ．  
天 気 予 報 の 利 用 状 況 に つ い て は ， 気 象 庁 が 実 施 し た 「 天 気 予 報 に 関 す る 満
足 度 調 査 」の 調 査 結 果 93)で は ，一 般 成 人（ n=1,587）の う ち 58.0%が「 今 日・
明 日・明 後 日 の 天 気 予 報 を よ く 利 用 す る 」と い う デ ー タ が あ る ．本 調 査 で は ，
竜 巻 発 生 当 時 の 天 気 予 報 の 利 用 状 況 は 21.8%と な っ て お り ， 全 体 の 4 分 の 1
程 度 の 児 童 生 徒 の み ， 朝 の 天 気 予 報 を 利 用 し て い な か っ た ．  
次 に ，竜 巻 の 前 兆 現 象 の 認 知（ 項 目 5～ 9）を 見 る と ，「 6.真 っ 黒 い 雲 が 近 づ
き ，周 囲 が 急 に 暗 く な っ た 」が 78.1%，「 7.雷 の 音 が 聞 こ え た り ，雷 の 光 が 見
え た り し た 」 が 68.9%，「 9.大 粒 の 雨 が 降 り 出 し た 」 が 65.4%，「 5.発 達 し た























図 3-2 竜 巻 発 生 当 日 の気 象 情 報 の取 得 ・前 兆 現 象の認知 
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た 」が 45.9%，「 10.そ の 他 」が 8.5%で あ っ た ．回 答 結 果 か ら ，約 半 数 の 児 童
生 徒 が ， 竜 巻 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 前 兆 現 象 を ， 当 日 ， 竜 巻 が 接 近 す る 前
に 見 て い た こ と が わ か っ た （ 図 3-2）．  
 
3．4．6．3 竜巻の発生可能性を考えていたか（問 5） 
竜 巻 発 生 前 に ， 児 童 生 徒 が 竜 巻 の 発 生 可 能 性 を 考 え て い た か ， 考 え て い な
か っ た か を 把 握 す る た め ，「 あ な た は ，本 当 に 竜 巻 が 発 生 す る と 思 い ま し た か ．
あ て は ま る も の 1 つ に ○ を つ け て く だ さ い 」 の 質 問 に 対 し て ， 4 項 目 の 選 択
肢 を 提 示 し て 回 答 を 求 め た ．  
回 答 結 果 は ，「 竜 巻 が 発 生 す る こ と は ほ と ん ど な い と 思 っ た 」が 41.2%，「 竜
巻 が 発 生 す る こ と は ま ず な い と 思 っ た 」が 31.5%，「 竜 巻 が 発 生 す る 可 能 性 が
高 い と 思 っ た 」 が 18. 3%，「 竜 巻 が 発 生 す る と 思 っ た 」 が 7.8%，「 無 回 答 」
が 1.2%で あ っ た ．  
竜 巻 が 発 生 す る こ と は 「 ほ と ん ど な い ・ ま ず な い 」 の 回 答 を あ わ せ る と ，
約 7 割 の 児 童 生 徒 が 竜 巻 発 生 の 可 能 性 は な い と 考 え て い た （ 図 3-3）．  
ま た ， 前 項 の 竜 巻 発 生 当 日 の 気 象 情 報 の 取 得 ・ 前 兆 現 象 の 認 知 と 竜 巻 の 発
生 可 能 性 に つ い て ク ロ ス 集 計 し た ． そ の 結 果 ， 朝 の 天 気 予 報 を 見 て い た
（ 51.7%），雷 注 意 報 の 発 表 を 知 っ て い た（ 45.9%），竜 巻 注 意 情 報 の 発 表 を 知
っ て い た （ 45.0%）， 大 雨 注 意 報 の 発 表 を 知 っ て い た （ 44.3%）と 回 答 し た 児


















図 3-3 竜 巻 の発 生 可 能 性  
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一 方 で ， 竜 巻 の 前 兆 現 象（ 気 象 現 象 ）を 認 知 し て い て も ，竜 巻 が 発 生 す る
可 能 性 に 関 連 付 け て 考 え て い た 児 童 生 徒 は ， 相 対 的 に 少 な か っ た （ 図 3-4）． 
 
3．4．6．4 竜巻発生への自発的対応，自発的対応の契機（問 8） 
竜 巻 発 生 時 に ， 児 童 生 徒 が 自 発 的 に 竜 巻 へ の 対 応 行 動 を し て い た か を 把 握
す る た め ，「 竜 巻 が 来 る 時 ，あ な た は 身 を 守 る た め に 何 を す れ ば よ い か が わ か
り ま し た か ． あ て は ま る も の 1 つ に ○ を つ け て く だ さ い 」 と 回 答 を 求 め た ．   
回 答 結 果 は ，「 何 を す れ ば よ い か わ か ら な か っ た 」 が 54.7%，「 何 を す れ ば










































































図 3-5 竜 巻 発 生 への自 発 的 対 応 ,自 発 的 対 応 の契 機  
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数 以 上 の 児 童 生 徒 が ， 竜 巻 に 対 し て ど の よ う に 行 動 す れ ば よ い か を 知 ら な か
っ た （ 図 3-5）．  
ま た ， 前 項 の 竜 巻 の 発 生 可 能 性 と の 対 応 行 動 の 理 解 に つ い て ク ロ ス 集 計 し
た ． そ の 結 果 ， 竜 巻 が 発 生 す る ・ 発 生 可 能 性 が 高 い と 思 っ て い る 児 童 生 徒 で
も ， 約 4 割 が 「 何 を す れ ば よ い か わ か ら な か っ た 」 と 回 答 し た ． さ ら に ， 竜
巻 発 生 の 可 能 性 は ま ず な い と 回 答 し た 児 童 の 64.2%は ，何 を す れ ば よ い か わ
か ら な か っ た と 回 答 し た ． こ れ ら の こ と か ら ， 竜 巻 被 災 地 域 の 児 童 生 徒 は ，
竜 巻 へ の 危 機 意 識 ， リ ス ク 認 知 が 適 切 な 対 応 行 動 に 結 び 付 い て い な い こ と が
わ か っ た ． 竜 巻 の 発 生 可 能 性 の 認 知 と 自 発 的 対 応 の 関 係 は ， 統 計 的 に 有 意 な
差 が 見 ら れ た （ χ 2(3)=46.3,p<.01）（ 図 3-6）．  
 
3．4．6．5 竜巻から身を守るために何をすればよいか（問 9） 
質 問 8 で ，「 何 を す れ ば よ い か わ か っ た 」と 回 答 し た 児 童 生 徒（ n=609）に
対 し て ，「 な ぜ あ な た は ，身 を 守 る た め に 何 を す れ ば よ い か が わ か っ た の で す
か ． あ て は ま る も の す べ て に ○ を す け て く だ さ い 」 と 回 答 を 求 め た ．  
回 答 結 果 は ，「 親 や 近 所 の 人 か ら 教 え て も ら っ て い た か ら 」 が 41.2%，「 自
分 で 本 を 読 ん だ り 家 で テ レ ビ を 見 た り し て 知 っ て い た か ら 」が 40.4%，「 緊 急
地 震 速 報 の 避 難 訓 練 を し て い た か ら 」が 24.6%，「 授 業 で 竜 巻 か ら の 身 の 守 り
方 を 習 っ て い た か ら 」 が 3.1%，「 学 校 に 貼 っ て い る ポ ス タ ー で 知 っ て い た か
ら 」 が 1.0%，「 そ の 他 」 が 14.1%で あ っ た （ 図 3-7）．  
学 校 現 場 で ， 教 育 と い う 機 会 を 使 っ て 系 統 的 に 学 習 し た と 回 答 し た 児 童 生





















図 3-6 竜 巻 の発 生 可 能 性 と自 発 的 対 応  
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徒 は わ ず か で あ っ た ． ク ラ ス 単 位 で 学 習 を 行 っ て い れ ば も っ と 割 合 は 高 く な
る た め ， 竜 巻 に 関 し て の 学 習 と ， 定 期 的 に 行 わ れ て い る 緊 急 地 震 速 報 を 利 用
し た 避 難 訓 練 の 指 導 な ど と 勘 違 い し た こ と が 考 え ら れ る ．   
ま た ， 何 を す れ ば よ い か わ か っ た と 回 答 し た 児 童 生 徒 は ， 近 親 者 や 近 所 の
人 か ら 知 識 を 教 授 さ れ て い る こ と や ， 自 分 の 興 味 ・ 関 心 で 知 識 を 習 得 し て い
た こ と が わ か っ た ．  
 
3．4．6．6 竜巻発生を認知した時間と契機（問 6） 
児 童 生 徒 が ，竜 巻 の 発 生 を 認 知 し た 時 間 を 把 握 す る た め ，「 あ な た は 竜 巻 が
発 生 し た こ と を い つ 知 り ま し た か ．あ て は ま る も の 1 つ に ○ を つ け て く だ さ
い 」 と 回 答 を 求 め た ．   
回 答 結 果 は ，「 竜 巻 が 発 生 し た 直 後 の 午 後 2 時 ご ろ 」が 53.7%，「 竜 巻 が 越
谷 市 を 通 過 し て い る と き 」 が 45.3%，「 無 回 答 」 が 1.0%で あ っ た ．  
 
3．4．6．7 竜巻の発生をどのように知ったか（問 7） 
竜 巻 の 発 生 を 認 知 し た 契 機 を 把 握 す る た め ，「 あ な た は 竜 巻 の 発 生 を 最 初
に ど う や っ て 知 り ま し た か ．あ て は ま る も の 1 つ に ○ を つ け て く だ さ い 」と
回 答 を 求 め た ．  
回 答 結 果 は ，「 実 際 に 見 た 」が 75.7%，「 竜 巻 直 後 の TV 中 継 」が 7.3%，「 そ
の 他 」が 5.4%，「 電 話 ・LINE」が 3.5%，「 学 校 の 先 生 」が 2.3%，「 竜 巻 注 意
















図 3-7 竜 巻 に関 する知 識 の習 得  
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「 無 回 答 」 が 3.1%で あ っ た （ 図 3-8）．  
竜 巻 発 生 を 認 知 し た 時 間 と 契 機 と の 間 に は ， 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 は 見 ら
れ ず（ χ 2(7)=3.4,n.s.），実 際 に 竜 巻 を 見 る ま で は 竜 巻 発 生 を 知 る こ と が な か
っ た 児 童 生 徒 が 8 割 弱 で あ っ た と い う 回 答 結 果 で あ っ た ．  
 
3．4．6．8 竜巻発生時の具体的な対応行動（問 10） 
 児 童 生 徒 が ，竜 巻 発 生 時 に 具 体 的 に と っ た 対 応 を 把 握 す る た め ，「 竜 巻 が 来
る 時 に ， 実 際 に あ な た は 何 を し ま し た か ． あ て は ま る も の す べ て に ○ を つ け
て く だ さ い 」 と 回 答 を 求 め た ．  































図 3-9 竜 巻 発 生 時 の具 体 的 な対 応 行 動  
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「 建 物 の 中 に 避 難 し た 」が 12.4%，「 電 話 や LINE（ ラ イ ン ）な ど で 人 に 知 ら
せ た 」 が 12.0%，「 手 で 頭 や 体 を 守 っ た 」 が 10.2%，「 机 の 下 な ど で 頭 や 体 を
守 っ た 」 が 8.8%，「 木 の 下 な ど に 隠 れ た 」 が 1.1%，「 そ の 他 の こ と を し た 」
が 6.6%で あ っ た （ 図 3-9）．  
竜 巻 発 生 を 知 っ て い た が ， 何 も し な か っ た （ で き な か っ た ） 児 童 生 徒 が ，
全 体 の 3 割 以 上 に 及 ん で い る こ と か ら ，竜 巻 自 体 の 認 知 が 竜 巻 か ら 身 を 守 る
対 応 行 動 に 結 び つ い て い な い と 考 え ら れ る ．  
こ の 結 果 を も と に ， 竜 巻 発 生 時 に 屋 内 に い た （ n=1,107 ）， 屋 外 に い た
（ n=269） の ク ロ ス 集 計 を し た と こ ろ ， 3 項 目 に つ い て 屋 内 か 屋 外 か で 大 き
な 差 が 見 ら れ た （ 図 3-10）．  
詳 細 に み る と ，窓 か ら 離 れ た に つ い て は ，「 屋 内 」が 49.6%，「 屋 外 」が 20.8%
で あ り ， 屋 内 に い た 児 童 生 徒 の 約 半 数 は ， 窓 か ら 離 れ る と い う 具 体 的 な 行 動
を 起 こ し て い た ． ま た ， 建 物 の 中 に 避 難 し た か に つ い て は ，「 屋 内 」 が 0%，
「 屋 外 」が 63.6%で あ り ，屋 外 に い た 児 童 生 徒 の 約 6 割 が 建 物 の 中 に 避 難 を
す る と い う 具 体 的 な 行 動 を 起 こ し て い た こ と が わ か っ た ．  
一 方 で ，竜 巻 発 生 を 知 っ て い た が ，特 に 何 も し な か っ た 児 童 生 徒 は ，「 屋 内 」
が 38.3%，「 屋 外 」が 17.5%で あ り ，屋 内 に い れ ば そ れ 以 上 の 対 応 を と ら な か
っ た 児 童 生 徒 が 約 4 割 で あ っ た ．ま た ，屋 外 に い て 何 も 行 動 を と ら な か っ た
児 童 生 徒 が 約 2 割 を 占 め て お り ，竜 巻 の 進 路 に よ っ て は 大 き な 被 害 が 発 生 し





























図 3-10 屋 内 ・屋 外 の具 体 的 な対 応 行 動  
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3．4．7 調査結果の考察 
 本 研 究 で 行 っ た 質 問 紙 調 査 の 結 果 か ら ，竜 巻 に 被 災 し た 地 域 の 児 童 生 徒 は ，
竜 巻 が 発 生 し や す い 気 象 現 象 （ 前 兆 現 象 ） や 竜 巻 が も た ら す 被 害 ・ 影 響 等 に
つ い て の 理 解 が 不 足 し て い た ． ま た ， 竜 巻 発 生 を 正 し く 認 知 し た 後 ， 適 切 な
判 断 を し て ， 迅 速 に 行 動 す る 対 処 方 法 等 の 知 識 や 危 機 意 識 も 不 足 し て い る こ
と が 明 ら か に な っ た ．  
こ れ ら の 調 査 結 果 か ら ， 竜 巻 災 害 に 対 し て ， 主 体 的 に 行 動 す る た め に 必 要
な 行 動 の パ ッ ケ ー ジ 化 が 欠 け て い る こ と も 課 題 と し て 捉 え る べ き で あ り ， 竜




 竜 巻 被 災 地 域 の 児 童 生 徒 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 で 明 ら か に し た 竜 巻 防 災
教 育 の 課 題 を 踏 ま え て ， 竜 巻 に 関 す る 正 し い 知 識 と ス キ ル の 習 得 と ， 適 切 に
対 応 行 動 で き る 訓 練 を 一 体 化 し た ， 実 践 的 な 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 提 案 が 急
務 で あ る と 考 え た ．  
 こ の た め ， 質 問 紙 調 査 の 対 象 地 域 と な っ た 埼 玉 県 越 谷 市 内 の 小 中 学 校 で プ
ロ グ ラ ム の 開 発 を 行 う こ と が 望 ま し い と 考 え た が ，「 児 童 生 徒 の 心 情 や 竜 巻
に 対 す る ス ト レ ス が あ る （ カ ウ ン セ リ ン グ を 実 際 に 受 け て い る 児 童 生 徒 も い
た ）」と の 懸 念 に 配 慮 し ，同 じ 埼 玉 県 内 で 同 年 9 月 16 日 に 相 対 的 に 小 規 模 の
竜 巻 に 襲 わ れ た 熊 谷 市 内（ 文 教 施 設 は 被 害 な し ）の 久 下 小 学 校 の 協 力 を 得 て ，
竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ プ ロ ト タ イ プ 版 ） を 開 発 し た ．  
プ ロ ト タ イ プ 版 の 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 先 行 研 究 等 で 具 体 的 な 事 例
が な い た め ， 竜 巻 被 災 地 域 と な っ た 現 場 教 員 の 意 見 も 取 り 入 れ ， 事 前 学 習 と
し て 2 時 間 （ 45 分 ×2 コ マ ） の 学 習 ， 竜 巻 対 応 行 動 訓 練（ 休 み 時 間 ）と 事 後
学 習 の 1 時 間（ 45 分 ×1 コ マ ）の 3 時 限 扱 い の 3 ス テ ッ プ 構 成 と し た（ 図 3-
11）．   
な お ， 本 研 究 の プ ロ グ ラ ム 開 発 で は ， 第 2 章 の 先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 防
災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 手 法 と 検 証 方 法 を 踏 襲 し て 研 究 を 進 め た ．  




 2014 年 3 月 10 日 ，対 象 校 の 熊 谷 市 立 久 下 小 学 校 に お い て ，全 児 童（ n=285）
を 対 象 と し た 事 前 学 習 （ 45 分 ×2 コ マ ） を 実 践 し た ．  
事 前 学 習 ①（ 45 分 ×1 コ マ ） は ，児 童 が 竜 巻 の 発 生 し や す い 気 象 現 象 や 前
兆 現 象 を 知 り ， 竜 巻 が も た ら す 様 々 な 危 険 を 理 解 さ せ る こ と を 学 習 の 評 価 ポ
イ ン ト に 設 定 し た ． 本 学 習 を 通 じ て ， 竜 巻 の 知 識 が 備 わ っ た こ と に よ り ， 身
の 安 全 を 守 る 方 法 の 理 解 を 促 進 さ せ る 狙 い も あ る ．  
こ の 学 習 で は ， 教 員 自 体 も 竜 巻 に 関 す る 知 識 が 不 足 し て い る こ と か ら ， 当
時 熊 谷 地 方 気 象 台 に 所 属 し て い た 筆 者 が 授 業 を 担 当 し た ． 事 前 学 習 ① で は ，
竜 巻 自 体 の 特 徴 や 竜 巻 が も た ら す 被 害 ・ 影 響 の 特 徴 や ， 竜 巻 か ら 身 を 守 る た
め に 必 要 な 天 気 予 報 な ど の 気 象 情 報 の 利 用 等 を 学 ぶ た め の 教 材 （ ス ラ イ ド ）
を 作 成 し た ． 作 成 し た ス ラ イ ド に は ， 竜 巻 の 写 真 や 動 画 な ど の 視 覚 的 な 教 材
を 効 果 的 に 活 用 し ， 全 学 年 を 対 象 と し た 学 習 に 対 応 で き る よ う ， 教 員 の 意 見
も 取 り 入 れ 工 夫 を 凝 ら し た （ 図 3-12）．  
次 に ，事 前 学 習 ②（ 45 分 ×1 コ マ ）は ， 竜 巻 発 生 時 に ，学 校 内 外 で の 様 々
な 場 所 で 予 想 さ れ る 危 険 を 考 え ， 自 分 の 身 を 守 る た め に は ど の よ う な 行 動 を
と れ ば よ い か を 学 習 し た ． 自 分 で 考 え ， 自 分 で 判 断 し ， 自 分 の 身 は 自 分 で 守  





























































































 ８ 事前の指導と児童の活動 
















































































１ 題材名    
竜巻から自分の命を守ろう 
  【学級活動（２） 日常の生活や学習への適応及び健康安全 ／カ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成】 
２ ねらい    
竜巻発生時に学校内外での様々な場所で予想される危険を考え、自分の身を守るためにはどのような行動を 
とればよいか自分で考え、判断し、自分の身は自分で守れるようにする。 




 （１） 事前指導① 竜巻学習会    （１時間）  
 （２） 事前指導② 学級活動      （２時間） 
 （３） 竜巻対応行動訓練・事後指導 （業間休み＋１時間） 
５ 事前の指導と児童の活動 
期日 活動の場 活動内容 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価 
３月１０日 

































































７ 本時の学習                 
 （１） ねらい 
   竜巻発生時に、学校内外での様々な場所で予想される危険を考え、自分の身を守るためにはどのような 
行動をとればよいか自分で考え、判断し、自分の身は自分で守れるようにする 
 （２） 展開 
 









２ 本時の課題を知る。   １ 













図 3-12 事 前 学 習 用 スライド(※一 部 抜 粋 ) 
図 3-13 ワークシート(教 員 用 ) 
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れ る よ う に す る こ と を 学 習 の 評 価 ポ イ ン ト に 設 定 し た ． 各 ク ラ ス に 分 か れ ，
教 員 に よ る 学 習 形 態 と し た ． 現 場 教 員 と 協 働 で 作 成 し た ワ ー ク シ ー ト 「 竜 巻
か ら 自 分 の 身 を 守 ろ う ！ 」（ 図 3-13） を 用 い て ， 全 学 年 で 学 習 し た 事 前 学 習
① の 学 び が ， 対 応 行 動 を 考 え る う え で 適 切 に 反 映 で き る か も 評 価 ポ イ ン ト の
一 つ と し た ．  
2014 年 3 月 19 日 ， 事 前 学 習 ① ， ② で 学 ん だ 竜 巻 に 関 す る 正 し い 知 識 に 基
づ い て ， 竜 巻 か ら 身 を 守 る 対 応 行 動 を 実 践 す る 竜 巻 対 応 行 動 訓 練 を 行 っ た ．
こ の 訓 練 は ， 竜 巻 の 発 生 ・ 接 近 を 校 内 放 送 に よ り 児 童 へ 知 ら せ ， 放 送 を 認 知
し た 児 童 は ， 自 分 の 判 断 で 安 全 な 場 所 へ 移 動 し ， 自 分 の 身 を 守 る 行 動 を と る
た め の 訓 練 で あ る ．  
こ の 訓 練 の 後 に は ， 訓 練 時 の 自 分 の と っ た 行 動 を 各 ク ラ ス で 振 り 返 り な が
ら ， 竜 巻 発 生 時 に 正 し い 対 応 行 動 が で き た か を 自 己 評 価 し ， さ ら に ， 対 応 行
動 の 理 解 を 深 め る た め の 事 後 学 習 を 行 っ た ．  
こ れ ら の 実 践 か ら ， 竜 巻 に 関 す る 知 識 を 習 得 し ， 自 分 の 判 断 で 適 切 な 対 応
行 動 が で き た か を ， プ ロ グ ラ ム の 評 価 ポ イ ン ト と し た （ 写 真 3-2）．  
な お 対 象 校 で は ， 竜 巻 対 応 行 動 訓 練 以 前 か ら ， 児 童 が 自 主 的 に 考 え 行 動 す
る 力 を 養 う こ と を 目 的 と し た 「 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 」 を 定 期 的
（ 月 1 回 程 度 ）に 実 施 し お り ， 訓 練 開 始 時 間 を 告 知 し な い で 行 う 訓 練 （ 抜 き
打 ち 訓 練 ） も 採 用 し て い た ．  
写真3-2 竜巻対応行動訓練時の行動 
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抜 き 打 ち 訓 練 と は ，「 自 主 的 に 考 え 行 動 す る 」と い う 力 を 大 き く 養 う も の で ，
対 象 校 で は ， 訓 練 に よ る 効 果 を 実 感 し て い る 教 員 も 多 か っ た ． そ の た め ， 竜
巻 対 応 行 動 訓 練 で は ， 初 回 の 訓 練 か ら 児 童 の 自 主 的 に 考 え 行 動 す る 力 を 養 う
効 果 を 検 証 す る た め ， 抜 き 打 ち の 訓 練 と し て 行 っ た ．  
抜 き 打 ち 訓 練 で は ， 児 童 が 学 校 内 の い ろ い ろ な 場 所 に 散 ら ば っ た 状 況 に な
る 傾 向 が 見 ら れ る ． こ の た め ， 児 童 は 訓 練 に よ っ て 各 場 所 で の 対 応 状 況 を 身
に 付 け る こ と が で き る ． ま た ， 教 員 は 児 童 に 対 し て 避 難 等 の 対 応 行 動 の 指 示
を 出 さ な い た め ， 特 に 支 援 を 要 す る 児 童 の み を サ ポ ー ト し な が ら ， 児 童 の 行
動 観 察 に 徹 す る こ と が で き る と い っ た 利 点 も あ る ．  
対 応 行 動 訓 練 の 評 価 と し て は ， 対 象 校 は 緊 急 地 震 速 報 訓 練 の 際 に 事 後 学 習
ワ ー ク シ ー ト (図 3-14)を 作 成 し ，児 童 の 対 応 行 動 に つ い て 評 価 し て い た ．こ
の た め ， 竜 巻 対 応 行 動 訓 練 の 評 価 と し て ， 学 校 独 自 に 作 成 し て い た ワ ー ク シ
ー ト の 考 え 方 を 参 考 に し て ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 効 果 を 評 価 す る た め
の 評 価 項 目 を 検 討 し た ．  
 
3．5．3 教育効果の検証  
竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 児 童 の ど の よ う な 能 力 を 高 め た
か を 把 握 す る た め に ， 児 童 へ の 効 果 測 定 を 行 っ た ． 効 果 測 定 は 本 研 究 で 作 成
し た 質 問 紙 を 児 童 に 配 布 し ， 自 己 回 答 す る 方 法 で 行 っ た ．  
図3-14 参考にしたワークシート(※児童の記入例) 
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調 査 対 象 は 対 象 校 の 全 児 童 （ n=285） と し ， 2 回 の 回 答 が 得 ら れ た 272 名
を 分 析 対 象 と し た ．  
本 研 究 の プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ， ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ
が ，「 プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現
す る 」 61)と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 に 採
用 し た ．  
 効 果 測 定 に 用 い る 質 問 紙 は ， 竜 巻 現 象 ・ 被 害 ・ 対 応 に つ い て の 知 識 の 度 合
い （ 4 項 目 ）， 実 際 の 竜 巻 に 対 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 4 項 目 ）
の 全 部 で 8 問 を 設 定 し た ．  
知 識 の 度 合 い の 4 項 目 は ，「 ① 竜 巻 と は ど の よ う な も の か 知 っ て い る 」，「 ②
竜 巻 で ど の よ う な 被 害 が 出 る か を 知 っ て い る 」，「 ③ 竜 巻 に 気 づ く た め に は ど
う す れ ば よ い の か 知 っ て い る 」，「 ④ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き ， ど う す れ ば よ
い の か 知 っ て い る 」 の 4 項 目 に つ い て ，「 よ く 知 っ て い る ， す こ し 知 っ て い
る ，ど ち ら で も な い ， あ ま り 知 ら な い ， 知 ら な い 」 の 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己
評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
ま た ，竜 巻 に 対 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い（ 4 項 目 ）は ，「 ⑤ 竜 巻
が 近 づ い た と き は ， 外 で 竜 巻 の よ う す を 観 察 す る 」，「 ⑥ 竜 巻 が 近 づ い て き た
と き は ， ど ん な 建 物 で も よ い の で ， 建 物 の 中 に 入 る 」，「 ⑦ 竜 巻 が 近 づ い て き
た と き ，建 物 の 中 な ら ば ，ど こ に い て も よ い 」．「 ⑧ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き ，
建 物 の 中 の 安 全 な 場 所 な ら ，何 も し な く て も よ い 」の 4 項 目 に つ い て ，「 そ う
思 う ，や や そ う 思 う ，ど ち ら で も な い ，あ ま り そ う 思 わ な い ，そ う 思 わ な い 」
の 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
こ の 4 項 目 に つ い て は ，す べ て 不 適 切 な 対 応 の た め に 「 そ う 思 わ な い 」 と
回 答 す る こ と が 望 ま し い 質 問 と い え る ．こ れ ら 8 項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を
プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
 自 己 評 価 の 結 果 は ，「 ① 竜 巻 と は ど の よ う な も の か 知 っ て い る 」 が 実 践 前
3.97 か ら 実 践 後 4.90 へ ，「 ② 竜 巻 で ど の よ う な 被 害 が 出 る か を 知 っ て い る 」
が 実 践 前 4.09 か ら 実 践 後 4.93 へ ，「 ③ 竜 巻 に 気 づ く た め に は ど う す れ ば よ い
の か 知 っ て い る 」が 実 践 前 3.01 か ら 実 践 後 4.83 へ ，「 ④ 竜 巻 が 近 づ い て き た
と き ， ど う す れ ば よ い の か 知 っ て い る 」 が 実 践 前 3.47 か ら 実 践 後 4.86 へ ，
「 ⑤ 竜 巻 が 近 づ い た と き は ，外 で 竜 巻 の よ う す を 観 察 す る 」が 実 践 前 4.33 か
ら 実 践 後 4.92 へ ，「 ⑥ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き は ，ど ん な 建 物 で も よ い の で ，
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建 物 の 中 に 入 る 」が 実 践 前 3.26 か ら 実 践 後 4.11 へ ，「 ⑦ 竜 巻 が 近 づ い て き た
と き ， 建 物 の 中 な ら ば ， ど こ に い て も よ い 」 が 実 践 前 4.14 か ら 実 践 後 4.69
へ ．「 ⑧ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き ，建 物 の 中 の 安 全 な 場 所 な ら ，何 も し な く て
も よ い 」 が 実 践 前 4.15 か ら 実 践 後 4.63 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
全 8 項 目 と も 相 対 的 に 点 数 が 高 く な っ て お り ，学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し
た と 考 え ら れ る ． ま た ， 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い て 分 析 し た 結 果 は ， 全 項 目
が 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 3-15）．  
特 に ， 項 目 ③ と 項 目 ④ に つ い て は ， 点 数 の 向 上 が 大 き く 教 育 効 果 の 改 善 が
見 ら れ た ． 竜 巻 の 性 質 だ け で は な く ， 具 体 的 な 認 知 の 手 段 ・ 行 動 に つ い て も
教 育 プ ロ グ ラ ム に 入 れ た こ と が 功 を 奏 し た と 考 え ら れ る ． ま た 項 目 ⑥ は ， 避
難 の 目 安 と な る 建 物 の 構 造 が 理 解 で き ず に ，他 の 項 目 に 比 べ 点 数 が 低 か っ た ．       
こ の こ と は ，学 習 段 階 に お い て ，「 ど こ で も よ い か ら 建 物 に 入 れ 」と 誤 っ た
イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 与 え る 指 導 に な っ て し ま っ た こ と が 考 え ら れ る ． こ の
た め ，建 物 の 形 状 と 避 難 の 関 係 性 に つ い て ，わ か り や す く 指 導 す る 留 意 点 を ，
学 習 指 導 案 (教 員 用 )に 盛 り 込 む 改 善 点 と し て 整 理 し た ．  
 ま た ，事 前 学 習 の ワ ー ク シ ー ト に お け る 児 童 の 振 り 返 り で は ，「 今 ま で 知 ら
な か っ た 竜 巻 の こ と が わ か っ た 」，「 竜 巻 は 危 険 だ と い う こ と が は じ め て わ か
っ た 」，「 竜 巻 の 時 は ， 頑 丈 な 建 物 の 中 に 入 ろ う と 思 っ た 」 な ど の 回 答 が 見 ら
れ ， 初 め て 実 践 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 し て ， 児 童 に 大 き な




















































図 3-15 効 果 測 定 によるプログラムの評 価  
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 さ ら に ， 対 応 行 動 訓 練 の 振 り 返 り で は ，「 カ ー テ ン を 閉 め て 机 の 下 の 隠 れ
た 」，「 机 を 倒 し ，壁 に し て 身 を 守 っ た 」，「 ト イ レ に 隠 れ た 」，「 教 室 か ら 出 て ，
壁 の あ る と こ ろ で 身 を 守 っ た 」，「 校 庭 か ら 校 舎 に 入 っ て ， ガ ラ ス の な い 場 所
で 頭 を 守 っ た 」 な ど の 回 答 が 多 く 見 ら れ た ．  
こ の ほ か ，「 緊 急 地 震 速 報 訓 練 で 学 ん だ こ と が ，竜 巻 に も 活 用 で き る こ と が
わ か っ た 」，「 緊 急 地 震 速 報 の よ う に 自 分 の 身 を 守 る こ と が ま ず 大 切 で あ る こ
と が わ か っ た 」，「 緊 急 地 震 速 報 の 訓 練 の よ う に 校 庭 で 避 難 し て い た が ， 間 違
い で あ る こ と に 気 づ き ， 恥 ず か し か っ た 」 な ど ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の
考 え 方 が ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム で も 援 用 し て い る こ と が わ か っ た ．  
 
3．6 結論 
本 研 究 で は ，2013 年 9 月 2 日 の 埼 玉 県 竜 巻 災 害 を 事 例 と し て ，竜 巻 に よ っ
て 人 的 被 害 を 受 け た 児 童 生 徒 を 対 象 に ， 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 や 避 難 訓 練 の
浸 透 度 と 竜 巻 発 生 時 の 心 理・行 動 状 態 を 把 握 す る た め の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ． 
調 査 結 果 か ら ， 調 査 対 象 と な っ た 児 童 生 徒 （ n=1,376） の 5 割 以 上 が ， 竜
巻 が 発 生 し や す い 気 象 現 象 の 理 解 不 足 に よ り ， 竜 巻 発 生 時 に 自 分 の 身 を 守 る
た め に 何 を す れ ば よ い か わ か ら な い こ と が わ か っ た ． ま た ， 竜 巻 の 発 生 可 能
性 と の ク ロ ス 集 計 し た と こ ろ ， 竜 巻 が 発 生 す る (発 生 可 能 性 が 高 い )と 思 っ て
い た 約 7 割 の 児 童 生 徒 の う ち ，約 4 割 が 竜 巻 発 生 時 に 何 を す れ ば よ い か わ か
ら な か っ た と 回 答 し た ．   
こ れ ら か ら ， 竜 巻 に 対 す る 危 機 意 識 や リ ス ク 認 知 が ， 適 切 な 対 応 行 動 に 結
び つ い て い な い こ と が 明 ら か に な っ た ．  
さ ら に ， 竜 巻 発 生 時 (接 近 時 )に と っ た 対 応 行 動 を 見 る と ， 自 分 の 身 を 守 っ
た と 回 答 す る 児 童 生 徒 が い る 一 方 で ， 竜 巻 発 生 を 知 っ て い た が 何 も し な か っ
た（ で き な か っ た ） 児 童 生 徒 が 全 体 の 3 割 以 上 に 及 ん で お り ，竜 巻 自 体 の 認
知 が 竜 巻 か ら 身 を 守 る 対 応 行 動 に 結 び つ い て い な い こ と も 明 ら か に な っ た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 竜 巻 発 生 を 認 知 し た 後 ， 適 切 な 判 断 を し て ， 迅 速
に 行 動 す る ま で の 竜 巻 災 害 に 対 す る 「 行 動 の パ ッ ケ ー ジ 化 」 が 欠 け て い る た
め ， 学 校 現 場 に お い て 竜 巻 に 関 す る 効 果 的 な 防 災 教 育 ・ 訓 練 の 導 入 が 喫 緊 の
課 題 で あ る と 考 え る ．  
こ の 調 査 結 果 を 踏 ま え ， 竜 巻 が 発 生 し や す い 気 象 現 象 （ 前 兆 現 象 ） や 竜 巻
が も た ら す 被 害 ・ 影 響 等 に つ い て 正 し い 知 識 を 習 得 し ， 自 分 の 判 断 で 退 避 行
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動 が で き る 対 応 力 を 習 得 す る た め ， 竜 巻 災 害 を 対 象 と し た プ ロ ト タ イ プ 版 の
竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 学 校 現 場 で の プ ロ
グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 す る こ と
が で き た ．   
た だ し ， 本 研 究 で 開 発 し た プ ロ グ ラ ム は プ ロ ト タ イ プ 版 で あ り ， 防 災 の 専
門 家 が 介 入 し た 出 前 授 業 の 形 態 に よ っ て 実 践 し た た め ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム を 一 般 化 さ せ る 必 要 が 課 題 と し て 残 っ た ． 今 後 の 研 究 と し て は ， 指 導 歴
に 関 係 な く ， ど の 教 員 で も 自 信 を 持 っ て 指 導 が で き る こ と や ， ど の 教 員 が 教
え て も 児 童 生 徒 が 理 解 で き る よ う な 指 導 内 容 に な り ， 教 員 ら で 改 善 策 を 話 し
合 い な が ら プ ロ グ ラ ム を 自 校 化 す る こ と が で き る 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の
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第 4 章 竜巻防災教育プログラムの開発 
4．1 先行研究の課題 
第 3 章 で は ，児 童 生 徒 の 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 や 避 難 訓 練 の 浸 透 度 と 竜 巻
発 生 時 の 心 理 ・ 行 動 状 態 を 把 握 す る ア ン ケ ー ト 調 査 と ， 現 場 教 員 へ の 聞 き 取
り 調 査 を 行 い ， 竜 巻 防 災 教 育 で 学 習 す べ き 能 力 （ コ ン ピ テ ン シ ー ） と 課 題 を
明 ら か に し た 上 で ， 竜 巻 に 関 す る 防 災 授 業 と 避 難 訓 練 を 実 践 す る た め の 竜 巻
防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ プ ロ ト タ イ プ 版 ） を 提 案 し た ．  
こ の 先 行 研 究 で は ， 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 教
育 効 果 が 向 上 す る 一 定 の 効 果 が 見 ら れ た が ，1）気 象 の 専 門 家 を ゲ ス ト テ ィ ー
チ ャ ー に 招 聘 し て 行 う 防 災 授 業 の あ と に ， ワ ー ク シ ー ト を 解 か せ る 「 イ ベ ン
ト 型 」の 学 習 形 態 で あ る ，2）授 業 で 使 用 す る 教 材（ ス ラ イ ド ）は 複 製 や 他 へ
の 転 用 等 が で き な い ，3）カ リ キ ュ ラ ム 化 す る た め の プ ロ グ ラ ム 構 成 に な っ て
い な い ， の 3 項 目 が 課 題 と な っ た ． こ の た め ，プ ロ ト タ イ プ 版 の 竜 巻 防 災 教
育 プ ロ グ ラ ム を 実 用 化 す る た め に は ， 先 行 研 究 の 課 題 を 解 決 し ， 更 な る 研 究
に よ っ て プ ロ グ ラ ム の 精 度 向 上 と い う 改 善 が 必 要 で あ る と 論 じ た ．  
 
4．2 本研究の目的 
 本 研 究 で は ， 先 行 研 究 で 開 発 し た プ ロ ト タ イ プ 版 の 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム を ベ ー ス に ， 教 育 効 果 を 向 上 さ せ ， 精 度 を 高 め た プ ロ グ ラ ム の 開 発 が 目 的
で あ る ． こ の た め ， 防 災 の 専 門 家 が 介 入 し な け れ ば な ら な い イ ベ ン ト 的 な 授
業 に な ら ず ， 教 員 に よ る 学 習 と 訓 練 に よ っ て ， 児 童 生 徒 の 学 習 の 習 熟 度 に よ
っ て 必 要 と す る 時 間 が 変 化 さ せ ら れ ， 柔 軟 性 の あ る 判 断 力 を 身 に 付 け ら れ る
学 習 を 可 能 と す る ．ま た ，学 習 前 と 学 習 後 で 学 習 評 価 が で き る 仕 組 み を 備 え ，
教 え る 教 員 が 自 由 に プ ロ グ ラ ム を 修 正 で き る よ う ， 独 自 性 と 汎 用 性 を 持 た せ
た プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ．   
本 研 究 で は ， 現 場 教 員 に よ る プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 学 習 者 で あ る 児
童 生 徒 へ の 効 果 測 定 を 行 い ， 教 育 効 果 を 検 証 ・ 分 析 す る と と も に ， 実 際 に 授
業 を 行 っ た 教 員 の 意 見 ・ 要 望 等 を プ ロ グ ラ ム に 反 映 さ せ ， プ ロ グ ラ ム を 一 般
化 さ せ る 改 善 を 行 っ た ． 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 で は ， 学 習 理 論 で あ
る ID 理 論 52)の ADDIE53)プ ロ セ ス を 用 い て ，プ ロ グ ラ ム の 開 発・評 価・改 善
を 行 っ た ． ま た ， 本 研 究 の 成 果 を 踏 ま え て ， プ ロ グ ラ ム の 他 地 域 へ の 展 開 の
可 能 性 に つ い て 考 察 し た .  




 筆 者 ら は ， 2012 年 か ら 3 年 連 続 で 竜 巻 被 害 が 発 生 し て い る 栃 木 県 に お い
て ， 竜 巻 被 災 校 や 竜 巻 被 災 地 域 の 教 育 機 関 や 現 場 教 員 に ， 竜 巻 防 災 教 育 の 現
状 と 課 題 ， 要 望 等 を 把 握 す る た め の 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た （ 表 4-1）．  
具 体 的 に は ，2012 年 5 月 6 日 ，竜 巻 の 直 撃 に よ り 甚 大 な 被 害 を 受 け た 栃 木
県 真 岡 市 立 西 田 井 小 学 校 （ 児 童 数 140 名 ・ 教 職 員 14 名 ） の ほ か ， 栃 木 県 内
で 竜 巻 が 発 生 し た 地 域 の 教 育 委 員 会 や 学 校 を 対 象 と し ， 竜 巻 被 災 時 の 対 応 状
況 ， 被 災 後 の 具 体 的 な 対 応 ， 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 や 避 難 訓 練 の 実 践 状 況 や
課 題 等 に つ い て ， 筆 者 が 面 談 と 電 話 に よ っ て 現 場 教 員 の 生 の 声 を 聴 取 し た ．   
 
4．3．2 調査結果の分析 
 2012 年 5 月 6 日 に 栃 木 県 で 発 生 し た 竜 巻 の 被 害 を 受 け た 真 岡 小 学 校 の 教
員 へ の 聞 き 取 り 調 査 で は ，「 ガ ラ ス の 飛 散 状 況 を 見 た ら ，子 ど も 達 が ど こ へ 逃
げ て も 怪 我 を す る と 思 い ， 無 事 に 避 難 さ せ る 手 段 が 思 い 浮 か ば ず ， し ば ら く
避 難 訓 練 が で き な か っ た 」，「 竜 巻 の 避 難 訓 練 は し て い な か っ た の で ， 児 童 は
適 切 な 対 応 を す る よ う な 素 地 が な か っ た 」，「 被 災 後 ， 気 象 の 変 化 に 対 応 し な
け れ ば な ら な い こ と を 実 感 し た も の の ， 具 体 的 に ど の よ う な 指 導 を 行 っ た ら
よ い の か 手 探 り で 実 践 し て き た 」 な ど の 回 答 が あ っ た （ 写 真 4-1）．  
 
日時 聞き取り方法 対応者
栃木県教育委員会 2014年6月2日 面談 安全教育担当
益子町教育委員会 2014年6月16日 面談 担当課長他
矢板市教育委員会 2014年6月19日 面談 担当課長他
矢板市立矢板小学校 2014年6月19日 面談 学校長
矢板市立矢板中学校 2014年6月19日 面談 学校長
真岡市教育委員会 2014年6月20日 面談 担当課長他
真岡市立西田井小学校 2014年6月20日 面談 学校長他
塩谷地区小学校教育研究会 2014年7月28日 面談 安全教育担当教諭
宇都宮市教育委員会 2014年8月12日 面談 担当課長他
鹿沼市教育委員会 2014年9月2日 面談 担当課長他
鹿沼市立津田小学校 2014年9月3日 面談 学校長他
鹿沼市立北犬飼中学校 2014年9月3日 面談 学校長他
県立今市特別支援学校 2014年9月5日 面談 学校長他
栃木市立合戦場小学校 2014年9月9日 電話 安全教育担当教諭
栃木市教育委員会 2014年9月12日 電話 安全教育担当
聞き取り
教育機関
表 4-1 教 育 機 関 への聞 き取 り状 況 （栃 木 県 ） 
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次 に ， 竜 巻 災 害 が 発 生 し た 地 域 に あ る 教 育 機 関 や 学 校 へ の 聞 き 取 り 調 査 の
結 果 で は ， 県 教 育 委 員 会 か ら 示 さ れ た 竜 巻 対 策 の 指 針 を 踏 ま え て ，学 校 独 自
の 対 策 を 盛 り 込 ん だ 学 校 防 災 （ 危 機 管 理 ） マ ニ ュ ア ル の 見 直 し や 竜 巻 を 想 定
し た 訓 練 が 単 発 で 行 わ れ て い た ． し か し ， 竜 巻 に 関 す る 知 識 や 竜 巻 か ら 身 を
守 る 対 応 行 動 を 具 体 的 に 学 ぶ 授 業 は 行 わ れ て お ら ず ， 被 災 校 と 同 じ よ う に ，
具 体 的 に カ リ キ ュ ラ ム 化 し て い る 学 校 は な か っ た ．  
聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 一 部 の 学 校 で は ， 学 校 独 自 に 竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓
練 を 実 践 し て い た が ， 地 震 の 避 難 訓 練 で も 見 ら れ る よ う な ， 予 め 訓 練 日 時 が
告 知 さ れ ， 教 員 の 指 示 で 防 災 頭 巾 を 被 っ た り ， 決 め ら れ た 避 難 場 所 へ 整 列 し
て 移 動 す る よ う な ， マ ニ ュ ア ル に 沿 っ た 教 員 主 導 型 の 訓 練 内 容 で あ っ た ．  
 こ れ ら の 教 育 現 場 へ の 聞 き 取 り 調 査 か ら ， 竜 巻 は 地 震 や 台 風 ， 大 雨 な ど の
自 然 現 象 に 比 べ ， 局 所 的 で 範 囲 も 限 定 さ れ る 現 象 で あ り ， 実 際 に 竜 巻 に 遭 遇
し た 教 員 も ほ と ん ど お ら ず ， 一 般 的 な 竜 巻 に 関 す る 知 識 や 対 応 行 動 は 知 っ て
い る も の の ， そ の 知 識 か ら の 学 習 展 開 が 考 え に く い と 悩 む 教 員 が 多 か っ た ．  
ま た ， 教 授 学 習 過 程 が 成 立 す る 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 を ど の よ う に 実 践 す
れ ば よ い の か が わ ら な い 等 ， 学 校 現 場 に 防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 教 材 が 不
足 し て い る こ と も 課 題 と な っ て い た ．  
 さ ら に ， 竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓 練 を 実 施 し て い る 学 校 の 教 員 は ， 教 員 の 指
示 に よ り 避 難 行 動 を 行 う 教 員 主 導 型 の 訓 練 で は 実 際 に 身 を 守 る こ と は 困 難 で
あ る と 感 じ て お り ， 児 童 生 徒 が 竜 巻 発 生 時 に 状 況 を 認 知 し て ， 自 分 の 判 断 で
行 動 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る 防 災 教 育 の 導 入 が 課 題 で あ る こ と 考 え て い た ．  
写 真 4-1 真 岡 市 立 西 田 井 小 学 校 の竜 巻 による被 害 （西 田 井 小 学 校 提 供 ） 
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 栃 木 県 内 の 教 育 機 関 を 対 象 と し た 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 か ら ， 竜 巻 に 対 す る
教 員 の 危 機 意 識 は 高 い も の の ， 授 業 時 間 数 が 限 ら れ る 中 で ， 教 員 も ど の よ う
に 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 を 導 入 し た ら よ い の か 戸 惑 っ て い る 状 況 が わ か っ た ．
ま た ， 学 校 現 場 の 課 題 を 解 決 す る た め に は ， 実 践 的 な 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ




 本 研 究 で 開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ，第 3 章 で 開 発 し た プ ロ ト タ イ プ 版 の 竜 巻
防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ベ ー ス に ， 竜 巻 が 発 生 し や す い 気 象 現 象 （ 前 兆 現 象 ）
や 竜 巻 が も た ら す 被 害 ・ 影 響 等 に つ い て 正 し い 知 識 を 習 得 し た 上 で ， 竜 巻 発
生 を 認 知 し た 際 ， 竜 巻 か ら 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る ス キ ル と ， 自 分 の 判 断 で 行
動 で き る 対 応 力 を 身 に 付 け る 学 習 目 標 を 設 定 し た ．  
こ の プ ロ グ ラ ム は ，ス テ ッ プ 1（ 事 前 学 習 1）「 竜 巻 が な ぜ 怖 い の か そ の 正
体 を 知 ろ う 」，ス テ ッ プ 2（ 事 前 学 習 2）「 竜 巻 か ら 自 分 の 身 を 守 る 方 法 を 考 え
よ う 」， ス テ ッ プ 3（ 実 践 訓 練 ・ 事 後 学 習 ）「 実 際 に 身 を 守 っ て 自 分 の 行 動 を
振 り 返 ろ う 」 の 3 ス テ ッ プ の 単 元 構 成 と し た （ 図 4-1）．  














指導案 ステップ１ 事前学習１ 指導案（45分）
事前学習１ 指導案2_指導優先型（45分）
計画案 ステップ２ 事前学習２ 指導案（45分）







図 4-1 竜 巻 防 災 教 育 プログラムの単 元 構 成 図  
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訓 練 プ ロ グ ラ ム ， 質 問 紙 で プ ロ グ ラ ム を 構 成 し た ．  
こ こ で い う 学 習 指 導 案 ， ワ ー ク シ ー ト ， 質 問 紙 と は ， 第 2 章 で 述 べ た 定 義
と 同 様 な 役 割 を 果 た す 教 材 で あ る ． 本 研 究 の 対 応 行 動 訓 練 プ ロ グ ラ ム は ， 竜
巻 発 生 の 校 内 放 送 を 訓 練 開 始 の ト リ ガ ー と し た 訓 練 方 法 の 流 れ を 示 す 計 画 書
で あ る ． ま た ， 授 業 補 助 資 料 は ， 教 員 や 児 童 生 徒 の 多 く が 実 際 に 竜 巻 を 経 験
し た こ と が な い こ と か ら ， 竜 巻 の 形 状 や 被 害 状 況 等 を 視 覚 的 に イ メ ー ジ さ せ
る こ と が 効 果 的 と 考 え ， 写 真 や 図 ， 動 画 な ど を 用 い た 教 材 で あ る ．  
プ ロ グ ラ ム を 実 践 す る た め の 3 ス テ ッ プ の 概 要 は 次 の と お り で あ る ．   
 
4．4．1．1 ステップ 1（事前学習 1） 
 ス テ ッ プ 1 で 行 う 事 前 学 習 1 は ，竜 巻 自 体 の 特 徴 及 び 発 生 す る 被 害 ・影 響
の 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ， 竜 巻 発 生 に 関 す る 情 報 収 集 の 仕 方 ， 竜 巻 が 発 生 す
る 気 象 現 象 （ 予 兆 現 象 ） の 特 徴 を 理 解 す る こ と を 学 習 目 標 と し た ． 竜 巻 が も
た ら す 様 々 な 危 険 や 被 害 を 具 体 的 に イ メ ー ジ さ せ ， 竜 巻 の 発 生 に 気 づ く た め
に 必 要 な 知 識 を 習 得 さ せ る 学 習 内 容 と し た ．   
学 習 指 導 案 に よ る 授 業 の 流 れ は ， 災 害 の 一 種 と し て 竜 巻 が あ る こ と を 知 る
た め の 「 導 入 」 か ら 入 り ， 竜 巻 と は 何 か （ 竜 巻 を 知 る ） を 考 え ・ 学 ぶ 「 展 開
1」，竜 巻 に 気 づ く こ と が で き る か（ 情 報 の 収 集 ）を 考 え・学 ぶ「 展 開 2」，学
習 の 最 後 「 ま と め 」で は ，ス テ ッ プ 1 の 学 習 を 総 括 し て ，ス テ ッ プ 2 の 学 習
へ つ な げ る 構 成 と し た ． 特 別 活 動 や 総 合 学 習 の 時 間 な ど ， 1 時 限 （ 45 分 ×1
コ マ ） を 使 っ た 授 業 を 推 奨 し ， 使 用 す る 教 材 と し て ， 学 習 指 導 案 （ 図 4-2），
ワ ー ク シ ー ト （ 児 童 用 ・ 教 員 用 ）， 授 業 補 助 資 料 を 作 成 し た ．   
学 習 指 導 案 は ， 専 門 的 な 知 見 を 踏 ま え て ， 教 育 効 果 を 向 上 さ せ る た め の 学
習 の ポ イ ン ト を 次 の と お り 記 述 し た ．  
ま ず ，「 展 開 1」で は ，1)竜 巻 と 発 生 源 で あ る 積 乱 雲（ 入 道 雲 ）を 視 覚 的 に
イ メ ー ジ さ せ る ， 2)竜 巻 が 接 近 し た 時 の 特 徴 を 知 り ， 竜 巻 に 気 づ く こ と の 理
解 を 深 め る ， 3)竜 巻 の 移 動 す る ス ピ ー ド は と て も 速 く ， 竜 巻 は 複 数 発 生 す る
場 合 も あ る こ と を 理 解 さ せ る ， 4)竜 巻 に よ る 被 害 の 大 き さ や 被 害 が 広 範 囲 に
及 ぶ こ と を 理 解 す る ， 5)竜 巻 は 様 々 な 被 害 を 引 き 起 こ す こ と を 理 解 す る た め
の 5 項 目 と し た ．  
ま た 「 展 開 2」 で は ， 1)竜 巻 の 発 生 が 予 想 さ れ る 時 に は ， 天 気 予 報 の 中 で
「 竜 巻 な ど の 激 し い 突 風 に 注 意 」 な ど の キ ー ワ ー ド を 使 っ て 注 意 を 呼 び か け
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て い る こ と を 理 解 す る ， 2)天 気 予 報 や 気 象 情 報 を 入 手 し ， 気 象 の 変 化 を 理 解
し て 行 動 す る 習 慣 を 身 に 付 け さ せ る ， 3)竜 巻 が 発 生 す る 予 兆 （ 気 象 ） 現 象 を
視 覚 的 に イ メ ー ジ す る ， 4)周 り 空 を 観 察 し て （ 竜 巻 に 気 づ く た め の ） 天 気 の
変 化 を 予 測 す る 能 力 を 向 上 さ せ る た め の 4 項 目 と し た ．  
ス テ ッ プ 1 で 使 用 す る ワ ー ク シ ー ト「 竜 巻 の 正 体 を 知 ろ う !」は ，「 1）竜 巻
は ど ん な 姿 を し て い ま す か ？ 」，「 2） 竜 巻 に よ っ て ど ん な 被 害 が 起 き ま す
か ？ 」，「 3） 竜 巻 が 発 生 し や す い 天 気 を 事 前 に 知 る に は ど う し た ら よ い で す
か ？ 」，「 4）竜 巻 が 発 生 し や す い 天 気 に は ど の よ う な こ と に 気 を つ け れ ば よ い
で す か ？ 」の 4 項 目 に つ い て ，児 童 生 徒 が 自 分 の 考 え を 記 入 で き る 形 式 を 採
用 し て 作 成 し た ． ま た ， 教 員 用 の ワ ー ク シ ー ト は ， 指 導 に 必 要 な 教 員 の 知 識
図 4-2 事 前 学 習 1・学 習 指 導 案  
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を 補 填 す る 専 門 的 な 知 識 を 付 加 し ， 回 答 例 を 記 載 し た も の と し た （ 図 4-3）． 
ス テ ッ プ 1 の 学 習 形 態 と し て は ，現 場 教 員 の 意 見 を 踏 ま え ， 竜 巻 に 関 す る
正 し い 知 識 を 習 得 し ， 短 い 時 間 で 学 習 さ せ た い 知 識 を 児 童 生 徒 が 正 し く 理 解
し て い る か に つ い て ， 教 員 が 適 宜 確 認 し な が ら 進 め る こ と が で き る ク ラ ス 全
体 の 学 習 方 法 を 基 本 モ デ ル と し て 推 奨 し て い る ．  
 
4．4．1．2 ステップ 2（事前学習 2） 
 ス テ ッ プ 2 で 行 う 事 前 学 習 2 は ，竜 巻 に 遭 遇 し た 場 合 や 接 近 し て き た 場 合
の 具 体 的 な 対 応 行 動 を 理 解 し ， 学 校 内 の 様 々 な 場 所 に 応 じ た 適 切 な 身 の 守 り
方 を 考 え ・ 理 解 す る こ と を 学 習 目 標 と し た ．  
竜 巻 接 近 時 の 状 況 に 応 じ た 柔 軟 な 対 応 行 動 の 仕 方 を 習 得 す る た め ， 地 震 発
生 時 の 身 の 守 り 方 で あ る シ ェ イ ク ア ウ ト （ 安 全 確 保 行 動 ） を 竜 巻 発 生 時 に 転
用 し た 「 そ の 場 で 身 を 守 る 」 姿 勢 の 有 効 性 を 理 解 さ せ る 学 習 を 盛 り 込 ん だ ．  
図 4-3 事 前 学 習 1・ワークシート（教 員 用 ） 
- 84 - 
 
ス テ ッ プ 2 の 学 習 指 導 案 は ， ス テ ッ プ 1 と 同 様 に 「 導 入 」，「 展 開 1」，「 展
開 2」，「 ま と め 」 の 流 れ に よ り ， 竜 巻 か ら 自 分 の 身 を 守 る 方 法 を 習 得 し ， ス
テ ッ プ 3 の 対 応 行 動 訓 練 の 実 践 へ つ な げ る 構 成 と し た ．特 別 活 動 や 総 合 学 習
の 時 間 な ど ， 1 時 限 （ 45 分 ×1 コ マ ） で 実 践 す る こ と を 推 奨 し て い る ．   
ス テ ッ プ 2 で 使 用 す る ワ ー ク シ ー ト「 竜 巻 か ら 自 分 の 身 を 守 ろ う !」は ，「 1）
竜 巻 か ら 自 分 の 身 を 守 る こ と が で き る か 考 え て み ま し ょ う 」，「 2）竜 巻 に 気 づ
い た と き し て は い け な い こ と は 何 で す か 」，「 3）竜 巻 か ら 身 を 守 る た め に 大 切
な こ と は 何 で す か 」の 3 項 目 に つ い て ，児 童 生 徒 が 自 分 の 考 え を 記 入 で き る
形 式 を 採 用 し て 作 成 し た ． ま た ， 教 員 用 の ワ ー ク シ ー ト は ， 竜 巻 に 関 す る 専
門 的 な 知 識 も 付 加 し ， 回 答 例 を 記 載 し た も の と し た （ 図 4-4）．  
ス テ ッ プ 2 の 学 習 形 態 と し て は ，現 場 教 員 の 意 見 を 踏 ま え ， 主 体 的 な 思 考
を 促 す グ ル ー プ 学 習 と 全 体 学 習 の 組 み 合 わ せ に よ り ， 竜 巻 に 対 す る 理 解 を よ
り 深 め る 学 習 方 法 を 基 本 モ デ ル と し て 推 奨 し て い る ．   
図 4-4 事 前 学 習 2・ワークシート（教 員 用 ） 
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プ ロ ト タ イ プ 版 プ ロ グ ラ ム の 改 善 と し て は ， ス テ ッ プ 1， 2 の 各 学 習 指 導
案 で ， プ ロ グ ラ ム の 開 発 段 階 で 行 っ た 分 析 に よ り ， 教 育 効 果 が 低 か っ た 学 習
目 標 の 達 成 度 を 向 上 さ せ る た め に ， し っ か り 教 え る べ き 内 容 を 「 学 習 ポ イ ン
ト 」と し て ，「 学 習 活 動 の 内 容 」で 意 識 し て 指 導 で き る よ う 枠 囲 み で 記 述 し た ．
ま た ，「 指 導 上 の 留 意 点 」で は ，気 を つ け て（ 丁 寧 に ）指 導 す る 内 容 に 下 線 を
引 い た ． さ ら に ， 各 ワ ー ク シ ー ト を 使 っ た 学 習 方 法 と し て ， 自 己 回 答 だ け で
な く ， 他 の 児 童 生 徒 が 発 表 し た 正 解 の 回 答 例 を ， 異 な る 色 で ワ ー ク シ ー ト に
記 入 さ せ ， 学 習 に お け る 気 づ き を 更 に 醸 成 さ せ る 学 習 方 法 を 提 案 し た ．  
一 方 ， 教 員 用 の ワ ー ク シ ー ト に は ， 質 問 へ の 回 答 例 や 学 習 ポ イ ン ト の 他 ，
竜 巻 の 専 門 的 な 知 見 を も と に ， 教 員 が 授 業 を 行 う 上 で 必 要 な 竜 巻 に 関 す る 知
識 を 補 填 す る 情 報 を ， 指 導 内 容 に リ ン ク さ せ て 記 述 す る 改 善 を 行 っ た ．  
竜 巻 防 災 教 育 の 実 践 で は ， 教 員 も 児 童 生 徒 も 竜 巻 経 験 者 が 非 常 に 少 な い た
め ， 竜 巻 の 姿 や 被 害 状 況 等 を 視 覚 的 に イ メ ー ジ さ せ る こ と が 効 果 的 で あ る ．  
こ の た め ， 写 真 や 図 な ど の ス ラ イ ド を パ ソ コ ン 操 作 に よ っ て 授 業 で 活 用 で
き る よ う ，ス テ ッ プ 1，2 の 学 習 を 支 援 す る た め の 教 材 と し て ，授 業 補 助 資 料
を 作 成 し た （ 図 4-5）．  
 
4．4．1．3 ステップ 3（対応行動訓練・事後学習） 
ス テ ッ プ 3 で 行 う 対 応 行 動 訓 練 は ， ス テ ッ プ 1， 2 の 事 前 学 習 を 生 か し ，
竜 巻 接 近 の 校 内 放 送 を 聞 い た 時 に ， 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る 対 応 行 動 が
と れ る こ と を 学 習 目 標 と し た ．  
図 4-5 授 業 補 助 資 料 （※一 部 抜 粋 ） 
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対 応 行 動 訓 練 と は ， 竜 巻 接 近 の 放 送 を 合 図 に ， 自 分 の 判 断 で そ の 場 に 応 じ
た 身 の 守 り 方 を 身 に 付 け る た め の 訓 練 で あ る ． ま た ， 校 庭 ま で 避 難 せ ず ， 放
送 を 聞 い た 場 所 で 対 応 行 動 の み を 行 う 「 シ ョ ー ト 訓 練 」 で は ， 朝 の 会 や 休 み
時 間 ， 掃 除 の 時 間 な ど ， 様 々 な 場 面 で 実 践 的 な 訓 練 を 行 う こ と が で き る ．  
対 応 行 動 訓 練 後 に は ， 教 員 に よ る 事 後 学 習 に よ っ て ， 児 童 生 徒 が 訓 練 の 際
に ， 具 体 的 に ど の よ う な 行 動 を と っ た の か ， 自 己 評 価 と し て 自 分 の 行 動 を 振
り 返 り ， 竜 巻 接 近 時 の 適 切 な 対 応 行 動 の 仕 方 と ， 自 分 の 判 断 で 身 を 守 る こ と
の 重 要 性 に 気 づ く こ と を 学 習 目 標 と し た ． ま た ， 対 応 行 動 訓 練 を 通 し て ， 子
ど も た ち 一 人 一 人 に 主 体 的 な 行 動 が 身 に 付 い た の か を ， 質 問 紙 を 使 用 し て 自
己 評 価 す る こ と に よ り ， 教 員 が 行 う 訓 練 の 評 価 に 活 用 す る こ と が で き る ．   
ス テ ッ プ 3 の 指 導 の 流 れ は ， ス テ ッ プ 1，2 の 事 前 学 習 を 振 り 返 る「 導 入 」，
竜 巻 を 想 定 し た 対 応 行 動 訓 練 を 実 践 す る「 展 開 1」，自 身 が 訓 練 の 際 に と っ た
対 応 行 動 を 質 問 紙 （ 訓 練 振 り 返 り 用 ） に 記 入 し ， 発 表 を 通 し て 様 々 な 場 所 で
の 対 応 行 動 に つ い て 理 解 を 深 め る「 展 開 2」，学 習 の 最 後「 ま と め 」で は ，竜
巻 か ら 身 を 守 る 場 所 が 近 く に な い 場 合 や ， 退 避 ま で 猶 予 が な い 場 合 の 身 の 守
り 方 を 考 え ， 学 校 以 外 で 竜 巻 に 遭 遇 し た 場 合 の 対 応 行 動 の 仕 方 を イ メ ー ジ さ
せ る 学 習 へ 発 展 さ せ る 構 成 と し た ． 特 別 活 動 や 総 合 学 習 の 時 間 な ど ， 1 時 限
（ 45 分 ×1 コ マ ）で 実 践 す る こ と を 推 奨 し て い る が ， シ ョ ー ト 訓 練 と 振 り 返
り の み 行 う な ど ， 学 校 独 自 に 時 間 調 整 し て 実 践 す る こ と が 可 能 で あ る ．  
ス テ ッ プ 3 で 使 用 す る ワ ー ク シ ー ト「 訓 練 を ふ り か え ろ う !」は ，対 応 行 動
訓 練 で の 自 分 の 行 動 を 振 り 返 る た め ，「 ① 竜 巻 発 生（ 接 近 ）の 放 送 を だ ま っ て
静 か に 聞 く こ と が で き ま し た か 」，「 ② 竜 巻 発 生（ 接 近 ）の 放 送 を 聞 い た 時 に ，
何 を し た ら よ い か 自 分 で 考 え る こ と が で き ま し た か 」，「 ③ 竜 巻 か ら 安 全 に 自
分 の 身 を 守 る 行 動 が ， す ば や く で き ま し た か 」，「 ④ 安 全 な 場 所 に 移 動 す る と
き に 『 お ・ か ・ し ・ も ・ ち 』 の ル ー ル を 守 る こ と が で き ま し た か 」 の 4 項 目
に つ い て ，「 と て も よ く で き た ，で き た ，あ ま り よ く で き な か っ た ，で き な か
っ た 」 の 4 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た （ 図 4-6）．  
ま た ，「 2）あ な た は 訓 練 が は じ ま っ た と き に ど こ に い ま し た か 」，「 3）あ な
た は そ の 時 ど の よ う に 身 を 守 り ま し た か 」 の 2 項 目 は ，児 童 生 徒 が 対 応 行 動
訓 練 の 際 に ， 具 体 的 に ど の よ う な 行 動 を と っ た の か を 具 体 的 に 記 入 し て ， 自
己 評 価 を 行 う こ と が で き る 形 式 と し た ．  
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4．4．1．4 効果測定による教育効果の検証 
質 問 紙 「 竜 巻 ア ン ケ ー ト 」 は ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育
効 果 を 検 証 す る 目 的 の た め に 作 成 し た ． ま た ， プ ロ グ ラ ム の 開 発 段 階 で は ，
プ ロ グ ラ ム の 改 善 を 図 る た め の 効 果 測 定 に 質 問 紙 を 用 い て い る ．  
 作 成 し た 質 問 紙 は ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 3 ス テ ッ プ ） で 設 定 し た 学
習 目 標 の 達 成 度 を 評 価 す る た め ， 学 習 時 間 を 考 慮 し ， 竜 巻 現 象 ・ 被 害 ・ 対 応
に つ い て の 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） と ， 竜 巻 に 対 す る 対 応 行 動 の 正 し い
理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） の 計 8 項 目 の 質 問 を 設 定 し た （ 図 4-7）．   
知 識 の 度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ）の 質 問 項 目 は ，「 ① 竜 巻 と は ど の よ う な も の か
知 っ て い る 」，「 ② 竜 巻 で ど の よ う な 被 害 が 出 る か を 知 っ て い る 」，「 ③ 竜 巻 に
気 づ く た め に は ど う す れ ば よ い の か 知 っ て い る 」，「 ④ 竜 巻 が 近 づ い て き た と
き ，ど う す れ ば よ い の か 知 っ て い る 」の 4 項 目 に つ い て ，「 よ く 知 っ て い る ，
図 4-6 ワークシート（訓 練 をふりかえろう！） 
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す こ し 知 っ て い る ， ど ち ら で も な い ， あ ま り 知 ら な い ， 知 ら な い 」 の 5 段 階
で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
ま た ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）の 質 問 項 目 は ，「 ⑤ 竜 巻 が 近
づ い た と き は ， 外 で 竜 巻 の よ う す を 観 察 す る 」，「 ⑥ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き
は ， ど ん な 建 物 で も よ い の で ， 建 物 の 中 に 入 る 」，「 ⑦ 竜 巻 が 近 づ い て き た と
き ， 建 物 の 中 な ら ば ， ど こ に い て も よ い 」，「 ⑧ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き ， 建
物 の 中 の 安 全 な 場 所 な ら ，何 も し な く て も よ い 」の 4 項 目 に つ い て ，「 そ う 思
う ， や や そ う 思 う ， ど ち ら で も な い ， あ ま り そ う 思 わ な い ， そ う 思 わ な い 」
の 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．こ れ ら 8 項 目 の 質 問 へ の 自
己 評 価 を プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
 
図 4-7 質 問 紙 （竜 巻 アンケート） 




 本 研 究 で は ， 栃 木 県 で 発 生 し た 竜 巻 の 被 害 を 直 接 受 け た 栃 木 県 真 岡 市 立 西
田 井 小 学 校 （ n=135～ 139）， 竜 巻 が 学 校 近 隣 を 通 過 し た 栃 木 県 鹿 沼 市 立 津 田
小 学 校 （ n=235～ 242） と 鹿 沼 市 立 北 犬 飼 中 学 校 （ n=276～ 278） の 3 校 を 対
象 校 に 選 定 し て ， 現 場 教 員 に よ っ て 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た ．  
対 象 校 の 3 校 で は ， ① 竜 巻 ア ン ケ ー ト 「 効 果 測 定 1」（ 学 校 独 自 訓 練 前 ），
② 竜 巻 想 定 避 難 訓 練 「 学 校 独 自 訓 練 」， ③ 竜 巻 ア ン ケ ー ト 「 効 果 測 定 2」（ プ
ロ グ ラ ム 実 践 前 ），④ プ ロ グ ラ ム 実 践「 事 前 学 習 1（ ス テ ッ プ 1）」，⑤ プ ロ グ
ラ ム 実 践「 事 前 学 習 2（ ス テ ッ プ 2）」，⑥ プ ロ グ ラ ム 実 践「 対 応 行 動 訓 練（ ス
テ ッ プ 3）」， ⑦ 竜 巻 ア ン ケ ー ト 「 効 果 測 定 3」（ プ ロ グ ラ ム 実 践 後 ）， ⑧ 「 プ
ロ グ ラ ム 改 善 」 の 8 ス テ ッ プ の 流 れ で 実 践 し た （ 表 4-2）．   
 
4．4．2．2 プログラムの評価 
本 研 究 で は ， 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ，
対 象 校 の 児 童 生 徒 (学 習 者 )に 質 問 紙 を 配 布 し ， 児 童 生 徒 の 自 己 評 価 に よ っ て
学 習 目 標 が ど の 程 度 達 成 さ れ て い る の か 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ が ，「 プ ロ
グ ラ ム の 評 価 は ， あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現 す る 」 61)
と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 を 採 用 し た ．  
対 象 校 の 実 践 で は ，① 竜 巻 ア ン ケ ー ト「 効 果 測 定 1」，③ 竜 巻 ア ン ケ ー ト「 効
果 測 定 2」⑦ 竜 巻 ア ン ケ ー ト「 効 果 測 定 3」の 計 3 回 の 効 果 測 定 を 行 っ た ．た
だ し ， 北 犬 飼 中 学 校 は ， 効 果 測 定 1 を 実 施 す る こ と が で き な か っ た の で ， ③
と ⑦ の 2 回 の 効 果 測 定 を 行 っ た ．   
西田井小学校 北犬飼中学校 津田小学校
①竜巻アンケート「効果測定１」 2014年7月10日 - 2014年10月9日
②竜巻想定避難訓練「学校独自訓練」 2014年7月17日 2014年9月29日 2014年10月10日
③竜巻アンケート「効果測定２」 2014年10月7日 2014年10月17日 2014年11月10日
④プログラム実践「事前学習１」 2014年10月9日 2014年10月20日 2014年11月10日
⑤プログラム実践「事前学習２」 2014年10月15日 2014年10月20日 2014年11月11日
⑥プログラム実践「対応行動訓練」 2014年10月17日 2014年10月21日 2014年11月13日
⑦竜巻アンケート「効果測定３」 2014年10月17日 2014年10月21日 2014年11月13日
⑧プログラム改善 改善A 改善B 改善C
実践内容
学校名
表 4-2 竜 巻 防 災 教 育 プログラムの実 践 状 況  
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4．4．2．2．1 西田井小学校の実践と評価 
西 田 井 小 学 校 （ n=135～ 139） は ， ① 効 果 測 定 1（ 2014 年 7 月 10 日 ）， ②
学 校 独 自 訓 練 （ 同 年 7 月 17 日 ）， ③ 効 果 測 定 2（ 同 年 10 月 7 日 ）， ④ 事 前 学
習 1（ 同 年 10 月 9 日 ）， ⑤ 事 前 学 習 2（ 同 年 10 月 15 日 ）， ⑥ 対 応 行 動 訓 練
（ 同 年 10 月 17 日 ）， ⑦ 効 果 測 定 3（ 同 年 10 月 17 日 ） の 流 れ に よ り ， 教 員
に よ っ て 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た ．  
3 回 の 効 果 測 定 の 分 析 結 果 は ， 竜 巻 に 関 す る 知 識 の 度 合 い 4 項 目 （ 項 目 ①
～ ④ ） で は ， 項 目 ① が 学 校 独 自 訓 練 前 3.20 か ら プ ロ グ ラ ム 実 践 後 3.56 へ ，
項 目 ② が 訓 練 前 3.29 か ら 実 践 後 3.58 へ ， 項 目 ③ が 訓 練 前 2.86 か ら 実 践 後
3.31 へ ， 項 目 ④ が 訓 練 前 2.97 か ら 実 践 後 3.68 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
ま た ， 竜 巻 に 関 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） で は ，
項 目 ⑤ が 訓 練 前 3.88 か ら 実 践 後 4.30 へ ， 項 目 ⑥ が 訓 練 前 2.80 か ら 実 践 後
3.25 へ ，項 目 ⑦ が 訓 練 前 3.74 か ら 実 践 後 3.90 へ ，項 目 ⑧ が 訓 練 前 3.43 か ら
実 践 後 3.89 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
分 析 結 果 か ら ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ，全 8 項 目 の 点 数 に 上 昇 が 見 ら
れ ，独 自 訓 練 前 に 行 っ た 効 果 測 定 1 で 点 数 が 低 か っ た 項 目 ③ ，④ ， ⑥ の 3 項
目 は ， プ ロ グ ラ ム 実 践 後 で 点 数 が 高 く な っ て お り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上
し 改 善 が 図 ら れ た ．  













































































図 4-8 真 岡 市 立 西 田 井 小 学 校 の分 析 結 果  
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② ，⑤ ，⑧ が 5%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た ．ま た ，項 目 ⑥ ，⑦
は 統 計 的 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た が ， こ れ は ， 西 田 井 小 学 校 が 竜 巻 被 災
後 か ら 学 校 独 自 の 竜 巻 避 難 訓 練 を 実 施 し て お り ，本 プ ロ グ ラ ム の 実 践 時 点 で ，
あ る 程 度 学 習 さ れ て い た こ と が 影 響 し た と 考 え ら れ る （ 図 4-8） .  
対 応 行 動 訓 練 に よ る プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 す る と ， 次 の こ と が 明 ら
か に な っ た ．  
プ ロ グ ラ ム 実 践 前 に 行 っ た ② 学 校 独 自 訓 練 で は ， 訓 練 開 始 の 時 間 を 児 童 へ
知 ら せ な い 抜 き 打 ち 訓 練 を 休 み 時 間 に 実 施 し た ． 多 く の 児 童 は 校 舎 の 外 に い
た が ， 訓 練 開 始 の ト リ ガ ー で あ る 天 候 急 変 と 竜 巻 発 生 の 校 内 放 送 を 認 知 し た
途 端 ， 従 来 の 避 難 訓 練 で 竜 巻 接 近 時 の 避 難 場 所 と し て 指 導 さ れ て い る 「 自 分
の 教 室 」 へ 全 て の 児 童 が 時 間 を か け て 移 動 し た ． 移 動 し た 児 童 生 徒 は ， 竜 巻
接 近 の 放 送 を 受 け た 教 員 の 指 示 に 従 い ， 自 分 の 防 災 頭 巾 を 被 っ て 机 の 下 に 潜
る 行 動 を と っ て い た ． 学 校 が 独 自 に 行 っ て き た 避 難 訓 練 は ， 教 員 主 導 型 の 訓
練 で あ っ た ．ま た ，訓 練 に 参 加 し た 児 童 へ 聞 き 取 り を 行 っ た と こ ろ ，「 公 園 で
遊 ん で い た 時 に ， 竜 巻 が 近 付 い て き た ら ど う す る の か 」 の 質 問 に 対 し て ， 多
く の 児 童 は 「 よ く わ か ら な い 」 と 回 答 し た ．  
西 田 井 小 学 校 は ， 避 難 訓 練 の 他 に 竜 巻 に よ る 被 害 写 真 を 校 内 掲 示 し 注 意 喚
起 を 促 す な ど の 独 自 の 防 災 教 育 を 行 っ て い た が ， 竜 巻 に 遭 遇 し た り 被 害 を 受
け た 児 童 が 非 常 に 少 な か っ た た め ， 竜 巻 自 体 の 特 徴 や 竜 巻 に よ る 被 害 ・ 影 響
を 具 体 的 に イ メ ー ジ す る 能 力 が 不 足 し て い た ．  
こ の こ と は ， 児 童 が 日 常 生 活 の 中 で 竜 巻 に 遭 遇 し た 場 合 ， 竜 巻 に 対 応 す る
能 力 が 不 足 し て い る た め に ， 適 切 な 対 応 行 動 が と れ な い 危 険 な 状 態 で あ る こ
と 考 え ら れ る ．  
こ の た め 筆 者 ら は ， 西 田 井 小 学 校 が 行 っ て き た 独 自 の 防 災 教 育 に よ る 課 題
を 踏 ま え ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 修 正 版 を 作 成 し た ．  
修 正 し た 学 習 指 導 案 と ワ ー ク シ ー ト を 用 い て ， ス テ ッ プ 1（ 事 前 学 習 1），
ス テ ッ プ 2（ 事 前 学 習 2）を 行 っ た の ち ，ス テ ッ プ 3（ 竜 巻 接 近 を 想 定 し た 対
応 行 動 訓 練 ） を 実 践 す る ． 対 応 行 動 訓 練 は ， 教 員 が 児 童 へ 行 動 の 具 体 的 な 指
示 （ 机 の 下 に も ぐ れ ， 校 舎 内 に 逃 げ ろ 等 ） を 出 さ ず ， 児 童 が 主 体 的 に 行 動 す
る 学 習 型 の 訓 練 と し て ，休 み 時 間 を 利 用 し て 予 告 な し で 実 施 す る 方 法 と し た ． 
実 践 に よ る 課 題 か ら ，「 竜 巻 の 移 動 速 度 は と て も 早 い た め に ，自 分 の 教 室 ま
で 避 難 す る 時 間 が な い 時 も あ る 」，「 教 室 が 一 番 安 全 な 場 所 と は 言 え な い の で ，
- 92 - 
 
わ ざ わ ざ 2 階 や 3 階 の 自 分 の 部 屋 へ 戻 ら な く て よ い 」 な ど ，「 プ ロ グ ラ ム 改
善 A」 と し て ， 学 習 指 導 案 に し っ か り 教 え る べ き 内 容 を 「 学 習 ポ イ ン ト 」 と
し て「 学 習 活 動 の 内 容 」で 意 識 し て 指 導 で き る よ う 枠 囲 み で 追 記 し た ．ま た ，
「 指 導 上 の 留 意 点 」 の 中 に は ， 気 を つ け て （ 丁 寧 に ） 指 導 す る 箇 所 に 下 線 を
引 く 改 善 を 行 っ た ． さ ら に ， 教 員 用 ・ ワ ー ク シ ー ト も 同 様 に ， 質 問 の 回 答 の
ほ か に ， 学 習 ポ イ ン ト を わ か り 易 く 追 記 す る 改 善 を 行 っ た ．  
 
4．4．2．2．2 北犬飼中学校の実践と評価 
西 田 井 小 学 校 で の プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 評 価 ・ 分 析 を 踏 ま え ， 北 犬 飼 中
学 校（ n=276～ 278）で 改 善 し た プ ロ グ ラ ム を 用 い ，教 員 に よ る プ ロ グ ラ ム の
実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 は ，① 効 果 測 定 1 は 未 実 施 で あ っ た た め ， ② 学 校 独 自 訓
練（ 2014 年 9 月 29 日 ），③ 効 果 測 定 2（ 同 年 10 月 17 日 ），④ 事 前 学 習 1（ 同
年 10 月 20 日 ），⑤ 事 前 学 習 2（ 同 年 10 月 20 日 ），⑥ 対 応 行 動 訓 練（ 同 年 10
月 21 日 ）， ⑦ 効 果 測 定 3（ 10 月 21 日 ） の 流 れ に よ り ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム を 実 践 し た ．  
効 果 測 定 に よ る 分 析 の 結 果 は ， 竜 巻 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ）
で は ， 項 目 ① が プ ロ グ ラ ム 実 践 前 3.21 か ら 実 践 後 3.48 へ ， 項 目 ② が 実 践 前
3.38 か ら 実 践 後 3.62 へ ，項 目 ③ が 実 践 前 2.22 か ら 実 践 後 3.06 へ ，項 目 ④ が
実 践 前 2.71 か ら 実 践 後 3.60 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
次 に ， 竜 巻 に 関 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） で は ，
項 目 ⑤ が 実 践 前 4.10 か ら 実 践 後 4.67 へ ， 項 目 ⑥ が 実 践 前 2.80 か ら 実 践 後
3.88 へ ，項 目 ⑦ が 実 践 前 3.36 か ら 実 践 後 3.64 へ ，項 目 ⑧ が 実 践 前 3.95 か ら
実 践 後 4.37 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ の こ と か ら ， プ ロ グ ラ ム の 改 善 に よ っ て ，全 8 項 目 の 点 数 に 大 き な 上 昇
が 見 ら れ ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た ． ま た ， プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 評
価 す る 効 果 測 定 は 2 回 で あ っ た た め ，対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た 分 析 を 行 い ，
全 項 目 が 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 4-9）．  
北 犬 飼 中 学 校 で 実 践 し た プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 分 析 す る と ，全 8 項 目 の
中 で ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 に 行 っ た 効 果 測 定 2 の 中 で 点 数 が 一 番 低 か っ た 項
目 ③ に つ い て は ， プ ロ グ ラ ム の 改 善 に よ っ て も 点 数 が 他 の 項 目 と 同 じ レ ベ ル
に 向 上 し な か っ た ． ま た 項 目 ⑤ と ⑧ 以 外 の 項 目 に つ い て も ， 統 計 的 に 意 味 の
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あ る 差 が み ら れ た も の の ， プ ロ グ ラ ム の 改 善 に よ っ て 点 数 の 向 上 は 小 さ く ，
ま だ プ ロ グ ラ ム の 改 善 に よ る 学 習 の 余 地 が あ る と 考 え ら れ る ．  
こ れ ら か ら ，プ ロ グ ラ ム 改 善 B と し て ，竜 巻 を 経 験 し て い な い 児 童 生 徒 に
対 し ， 竜 巻 の 特 徴 や 竜 巻 に よ る 被 害 ・ 影 響 を よ り 具 体 的 に イ メ ー ジ さ せ る た
め ， 竜 巻 の 姿 や 竜 巻 に よ る 被 害 写 真 等 を 利 用 し た ス テ ッ プ 1， 2 で 活 用 で き
る 授 業 補 助 資 料 を 作 成 し た ．  
対 応 行 動 訓 練 は ， 教 員 は 生 徒 へ 行 動 の 具 体 的 な 指 示 を 出 さ ず ， 生 徒 が 主 体
的 に 行 動 す る 学 習 型 の 訓 練 を 採 用 し ，休 み 時 間 に 抜 打 ち 訓 練 と し て 実 施 し た ． 
対 応 行 動 訓 練 の 客 観 評 価 と し て は ， 自 分 で 考 え 安 全 な 場 所 へ 移 動 す る 主 体
的 な 行 動 が 多 く 見 ら れ ， 訓 練 方 法 の 改 善 に よ る 効 果 が 見 ら れ た ．  
し か し ， 竜 巻 接 近 の 校 内 放 送 を ト リ ガ ー に 生 徒 は 身 を 守 る 行 動 を 始 め た が ，
「 竜 巻 の 接 近 ・ 通 過 を イ メ ー ジ で き る 効 果 音 等 が な い た め ， 身 を 守 る ま で の
猶 予 時 間 が ど れ く ら い あ る か 判 断 で き ず に 戸 惑 っ て い た 」，「 竜 巻 接 近 の 緊 張
感 が 持 て な か っ た 生 徒 が 多 か っ た 」 と の 教 員 の 振 り 返 り を 参 考 に ， 対 応 行 動
訓 練 の 改 善 と し て ，「 急 な 大 雨・雷・竜 巻 か ら 身 を 守 ろ う ！（ 気 象 庁 作 成 DVD）」
89)に 収 録 さ れ て い る 竜 巻 接 近 時 の 映 像 音 声 を 利 用 し ， 効 果 音 と し て 校 内 放 送






































































図 4-9 鹿 沼 市 立 北 犬 飼 中 学 校 の分 析 結 果  
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4．4．2．2．3 津田小学校の実践と評価 
北 犬 飼 中 学 校 で の プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 評 価 ・ 分 析 を 踏 ま え ， 津 田 小 学
校（ n=235～ 242）で ，改 善 し た プ ロ グ ラ ム を 用 い ，教 員 に よ る プ ロ グ ラ ム の
実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 っ た ．  
津 田 小 学 校 で は ，① 効 果 測 定 1（ 2014 年 10 月 9 日 ），② 学 校 独 自 訓 練（ 同
年 10 月 10 日 ），③ 効 果 測 定 2（ 同 年 11 月 10 日 ），④ 事 前 学 習 1（ 同 年 11 月
10 日 ）， ⑤ 事 前 学 習 2（ 同 年 11 月 11 日 ）， ⑥ 対 応 行 動 訓 練 （ 同 年 11 月 13
日 ），⑦ 効 果 測 定 3（ 同 年 11 月 13 日 ）の 流 れ に よ り ，竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム を 実 践 し た ．  
3 回 の 効 果 測 定 の 分 析 結 果 は ， 竜 巻 に 関 す る 知 識 の 度 合 い 4 項 目 （ 項 目 ①
～ ④ ） で は ， 項 目 ① が 学 校 独 自 訓 練 前 3.10 か ら プ ロ グ ラ ム 実 践 後 3.64 へ ，
項 目 ② が 訓 練 前 3.24 か ら 実 践 後 3.67 へ ， 項 目 ③ が 訓 練 前 2.61 か ら 実 践 後
3.40 へ ， 項 目 ④ が 訓 練 前 2.85 か ら 実 践 後 3.76 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
ま た ， 竜 巻 に 関 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） で は ，
項 目 ⑤ が 訓 練 前 4.24 か ら 実 践 後 4.74 へ ， 項 目 ⑥ が 訓 練 前 2.90 か ら 実 践 後
4.04 へ ，項 目 ⑦ が 訓 練 前 4.04 か ら 実 践 後 4.55 へ ，項 目 ⑧ が 訓 練 前 3.70 か ら
実 践 後 4.29 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ の こ と か ら ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ，全 8 項 目 の 点 数 に 上 昇 が 見 ら












































































図 4-10 鹿 沼 市 立 津 田 小 学 校 の分 析 結 果  
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目 も ， プ ロ グ ラ ム 実 践 後 で 点 数 が 高 く な っ て お り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上
し 改 善 が 図 ら れ た ．  
ま た ， 一 元 配 置 の 分 散 分 析 に よ る 分 析 の 結 果 は ， 全 8 項 目 に つ い て 1%水
準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 4-10）．  
対 応 行 動 訓 練 に よ る プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 す る と ， 次 の こ と が 明 ら
か に な っ た ．  
ま ず ， 対 象 校 は ， 竜 巻 に よ る 被 害 を 受 け て い な い た め ， 竜 巻 を 想 定 し た 訓
練 は 実 施 し て い な か っ た ． た だ し ， 近 隣 で 竜 巻 被 害 が 発 生 し て い た こ と も あ
り ，安 全 対 策 と し て ，校 舎 内 で 窓 の な い 部 屋 や ト イ レ 等 を「 竜 巻 避 難 の 部 屋 」
と し て 避 難 場 所 に 指 定 し ， 竜 巻 が 学 校 に 接 近 し た 場 合 に は ， 自 分 の 教 室 に 近
い 竜 巻 避 難 の 部 屋 へ 避 難 す る よ う 児 童 に 指 導 し て い た ．  
こ の 状 況 下 で ，プ ロ グ ラ ム 実 践 前 に ，竜 巻 を 想 定 し た 学 校 独 自 訓 練（ 10 月
10 日 ） を 行 い ， 児 童 の 対 応 行 動 に つ い て 客 観 評 価 し た ．  
訓 練 方 法 は ， 事 前 に 児 童 へ 訓 練 時 間 を 知 ら せ ， 休 み 時 間 に 竜 巻 が 学 校 に 接
近 し て い る こ と を 訓 練 想 定 と し た ．  
訓 練 開 始 の 合 図 と な る 竜 巻 接 近 の 緊 急 放 送 を 受 け ， 校 庭 な ど 学 校 内 の 様 々
な 場 所 に い た 児 童 は ， 校 舎 内 の 「 竜 巻 避 難 の 部 屋 」 を 目 指 し て 移 動 し た ． こ
こ で ， 自 分 が 避 難 場 所 と 考 え て い た 部 屋 が 満 員 だ っ た 場 合 ， 別 の 避 難 場 所 を
探 し 校 舎 内 を 移 動 し 続 け る 行 動 を と る 児 童 が 多 数 見 ら れ た ．  
こ の 訓 練 を 通 し た 竜 巻 防 災 教 育 の 課 題 と し て は ， そ も そ も 竜 巻 の 基 礎 的 な
知 識 が 不 足 し て い る こ と と ， 決 め ら れ た 竜 巻 避 難 の 部 屋 へ 避 難 す る こ と だ け
が 訓 練 目 的 と 児 童 は 理 解 し て い た ． こ の た め ， 訓 練 開 始 の 緊 急 放 送 か ら ， 全
児 童 が 竜 巻 避 難 の 部 屋 に 移 動 完 了 す る ま で に か な り の 時 間 を 要 し た ．  
竜 巻 を 認 知 し た 場 合 に は ， 竜 巻 接 近 ま で に 時 間 的 な 猶 予 が な く ， そ の 場 の
状 況 に 応 じ た 対 応 が 求 め ら れ る が ， 自 分 で 考 え 安 全 な 場 所 へ 移 動 す る 主 体 的
な 行 動 を 身 に 付 け る た め の 学 習 が 不 足 し て い る こ と が わ か っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 効 果 を 検 証 す る た め ，対 応 行 動 訓 練（ 11 月 13 日 ）
を 行 っ た ．訓 練 開 始 時 に 校 庭 に い た 児 童 の 約 4 割 が ，竜 巻 接 近 の 放 送 に よ り ，
校 舎 内 へ 素 早 く 移 動 し た が ， 近 く の 教 室 や ト イ レ ， ガ ラ ス 窓 の な い 場 所 へ 避
難 し た ． ま た ， 校 舎 外 で は ， 竜 巻 接 近 が 速 い と 認 知 し た 児 童 は ， 建 物 や 遊 具
か ら 離 れ ， そ の 場 で 身 を 守 る な ど の 様 々 な 行 動 を と っ て い た ．  
こ の よ う に プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 自 分 で 考 え 安 全 な 場 所 へ 移 動 し た
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り ， そ の 場 に 応 じ た 身 の 守 り 方 を 行 う 行 動 変 容 が 見 ら れ た （ 写 真 4-2）．  
し か し ， 6 割 の 児 童 が プ ロ グ ラ ム 実 践 前 の よ う に ， 指 示 さ れ て い た 避 難 場
所 へ 移 動 す る 行 動 を と っ て い る こ と か ら ，「 プ ロ グ ラ ム 改 善 C」で は ，学 習 指
導 案 に 竜 巻 の 移 動 速 度 や 接 近 し て く る 方 向 を 丁 寧 に 指 導 す る 記 述 を 追 記 し た ． 
ま た ， 竜 巻 の 基 礎 的 な 学 習 を 行 う こ と に よ っ て ， 竜 巻 接 近 の 放 送 を 認 知 し
た 時 ，竜 巻 の 位 置 が 近 い の か（ 猶 予 時 間 な し ），遠 い の か（ 猶 予 時 間 あ り ）の
判 断 に 個 人 差 が 生 じ ， 対 応 行 動 に 差 が 出 る こ と も わ か っ た ．  
こ れ ら の こ と も 踏 ま え て ， ワ ー ク シ ー ト に は ， 竜 巻 に 関 す る 専 門 的 な 知 見
を 踏 ま え ， 竜 巻 の 速 度 な ど の 具 体 的 な 数 字 や 訓 練 時 の 対 応 行 動 に 個 人 差 が 生
じ る な ど ， 指 導 の 補 完 と し て 追 記 す る 改 善 を 行 っ た ．  
 
4．4．3 プログラムの一般化 
竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 他 地 域 へ の 展 開 と し て は ， こ れ ま で も 述 べ た と
お り ， 防 災 の 専 門 家 が 介 入 し な け れ ば な ら な い イ ベ ン ト 的 な 授 業 に な ら ず ，
教 員 に よ っ て 自 校 化 し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 が で き る こ と で あ る ．  
ま た ， 理 科 を 専 門 と せ ず ， 竜 巻 に 関 す る 一 般 的 な 知 識 し か 有 し て い な い 教
員 で あ っ て も ， 教 育 歴 に 関 係 な く 授 業 で 問 題 な く 使 え る よ う に プ ロ グ ラ ム を
一 般 化 し ，教 育 現 場 の 状 況 に あ わ せ て 柔 軟 に 手 直 し で き る こ と が 求 め ら れ る . 
本 研 究 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 教 員 に よ る 学 校 現 場 で の 実
践 と 教 育 効 果 の 検 証 に よ り プ ロ グ ラ ム を 改 善 し ， 完 成 度 を 高 め た プ ロ グ ラ ム
と し て ， 有 効 性 を 確 認 し た .  
他 地 域 へ の 展 開 の た め に は ， 防 災 に 対 す る 意 識 が 高 く ， 熱 心 な 教 員 の い る
学 校 現 場 で の 「 点 」 の 取 り 組 み に 留 ま ら ず ， 防 災 に 関 心 の 薄 い 学 校 現 場 や 地
域 へ 普 及 さ せ る 「 面 」 の 取 り 組 み が 効 率 的 で あ る と 考 え る ．  
こ の た め ， 本 研 究 で は ， プ ロ グ ラ ム の 開 発 段 階 か ら 教 育 委 員 会 や 学 校 と 連
携 を 図 り ， 現 場 教 員 を 巻 き 込 ん だ 防 災 教 育 を 実 践 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 効
写真4-2 対応行動訓練の実践風景（西田井小学校） 
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果 や 活 用 方 法 等 の 研 究 を 推 進 し ， そ の 成 果 等 は ， 教 育 委 員 会 が 主 催 す る 教 員
研 修 等 を 利 用 し て 効 果 的 な 普 及 啓 発 を 行 う こ と が で き た ．  
2015 年 1 月 ，栃 木 県 教 育 委 員 会 は ，学 校 に お け る 竜 巻 防 災 教 育 の 充 実 を 図
る た め ， 本 研 究 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 防 災 教 育 用 の 教 材 と し
て 利 活 用 す る よ う ， 県 内 の 市 町 教 育 委 員 会 を 通 じ て 学 校 現 場 に 周 知 し た ．  
こ れ に 併 せ ， 筆 者 が 所 属 し た 宇 都 宮 地 方 気 象 台 で は ， 防 災 教 育 支 援 の 一 つ
と し て ， 他 地 域 の 教 育 機 関 に お い て も 竜 巻 に 関 す る 防 災 教 育 が 実 践 で き る よ
う ， 気 象 台 ホ ー ム ペ ー ジ 「 防 災 教 育 支 援 ペ ー ジ ・ 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」
94)を 開 設 し ，竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム や リ ー フ レ ッ ト 等 の 参 考 資 料 を 自 由 に
ダ ウ ン ロ ー ド で き る 環 境 を 整 え た ．  
ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 全 て 複 製
可 能 と し て お り ， 学 校 現 場 に あ わ せ て 自 由 に カ ス タ マ イ ズ で き る よ う に 汎 用
性 の あ る フ ァ イ ル 形 式 で 提 供 し て い る ． こ の た め ， 防 災 教 育 を 実 践 し た い 教
員 に と っ て ， プ ロ グ ラ ム の 自 校 化 を 促 進 さ せ る こ と が で き る ．  
 
4．5 結論 
 本 研 究 で は ，第 3 章 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム（ プ ロ ト タ イ プ 版 ）
の 課 題 を 踏 ま え ， ま ず ， プ ロ グ ラ ム 改 善 の た め に 必 要 な 基 礎 的 な 情 報 収 集 の
た め ， 竜 巻 被 災 地 域 の 学 校 に お け る 竜 巻 防 災 教 育 の 実 態 を 調 査 し た ．  
竜 巻 の 直 撃 に よ り 甚 大 な 被 害 を 受 け た 小 学 校 で は ， 学 校 独 自 で 学 校 防 災 マ
ニ ュ ア ル を 見 直 し ， 竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓 練 を 実 施 し て い た が ， 教 員 の 指 示
に よ り 防 災 頭 巾 を 被 っ た り ， 教 員 の 指 示 で 机 の 下 に 避 難 す る と い っ た ， 教 員
主 導 （ 指 示 ） 型 の 訓 練 に な っ て い た ．  
ま た ， 避 難 訓 練 の 前 に は ， マ ニ ュ ア ル に 記 載 さ れ て い る 竜 巻 に 関 す る 一 般
な 知 識 を 参 考 に 教 員 が 事 前 指 導 を 行 っ て い た ． し か し ， 児 童 生 徒 は 竜 巻 自 体
の 特 徴 や 被 害 ・ 影 響 の 理 解 が 不 足 し て い た た め ， 竜 巻 発 生 を 認 知 し た 時 に 適
切 に 判 断 を し て 迅 速 に 行 動 す る ，「 行 動 の パ ッ ケ ー ジ 化 」が で き て い な い こ と
が 課 題 と し て 明 ら か に な っ た ．  
こ の た め ， 本 研 究 で は ， プ ロ ト タ イ プ 版 の 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 精 度
を 向 上 さ せ る た め ， 竜 巻 被 災 地 域 の 学 校 を 対 象 校 と し ， 教 員 に よ る プ ロ グ ラ
ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 ・ 分 析 す る と と も に ， 実 際 に 授 業 を 行 っ た 教 員 の
意 見 ・ 要 望 等 を プ ロ グ ラ ム に 反 映 さ せ ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
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本 研 究 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論 の
ADDIE プ ロ セ ス の 考 え 方 を 導 入 し ， 児 童 生 徒 の 学 習 の 習 熟 度 に よ っ て 必 要
と す る 時 間 が 変 化 さ せ ら れ ， 柔 軟 性 の あ る 判 断 力 を 身 に 付 け ら れ る 特 ⾧ と ，
学 習 前 と 学 習 後 で 教 育 効 果 を 評 価 す る こ と が で き る 仕 組 み を 備 え ， 教 え る 教
員 が 自 由 に プ ロ グ ラ ム を 修 正 で き る よ う ， 独 自 性 と 汎 用 性 を 持 た せ た ．   
本 研 究 の 実 践 で は ， 複 数 の 学 校 で プ ロ グ ラ ム を 実 践 し ， 竜 巻 発 生 を 正 し く
認 知 し た 時 に 適 切 に 判 断 を し て 迅 速 に 行 動 す る と い う 学 習 目 標 に つ い て ， 十
分 な 教 育 効 果 が 得 ら れ た と 考 え ら れ る ．  
さ ら に ， 防 災 の 専 門 家 が 介 入 し な く て も ， 教 育 歴 に 関 係 な く ， ど の 学 校 ，
ど の 教 員 で も ， 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中 で 授 業 を 可 能 に す る 竜
巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て の 有 効 性 も 確 認 で き た ．  
こ の 成 果 は ， 栃 木 県 教 育 委 員 会 等 か ら も 高 く 評 価 さ れ ， 栃 木 県 内 の 全 公 立
学 校 へ 竜 巻 防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 学 習 教 材 と し て プ ロ グ ラ ム が 配 布 さ れ
た ほ か ， 文 科 省 の 委 託 事 業 で あ る 実 践 的 安 全 教 育 総 合 支 援 事 業 の 報 告 書 に 研
究 成 果 が 盛 り 込 ま れ た ．  
本 研 究 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 有 効 性 を 確 認 し て 一 般 化 す
る こ と が 可 能 と な っ た が ， 竜 巻 被 災 地 域 以 外 の 学 校 現 場 に お い て ， プ ロ グ ラ
ム を 実 践 し た 際 の 教 育 効 果 を 検 証 す る こ と に よ っ て ， プ ロ グ ラ ム の 精 度 を 更
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第 5 章 火山地域における防災教育の実態分析と火山防災教育プログラムの
開発 
5．1 近年の火山噴火災害と火山防災対策 
 世 界 有 数 の 火 山 国 で あ る 我 が 国 に は ， 111 の 活 火 山 が あ り ， そ の 数 は 世 界
全 体 の 約 7%に 相 当 す る ．活 火 山 と は ，「 概 ね 過 去 1 万 年 以 内 に 噴 火 し た 火 山
及 び 現 在 活 発 な 噴 気 活 動 の あ る 火 山 」 と 定 義 さ れ る ． ま た ， 活 火 山 の 中 で も
今 後 100 年 程 度 の 中 ⾧ 期 的 な 噴 火 の 可 能 性 及 び 社 会 的 影 響 を 踏 ま え ，「 火 山
防 災 の た め に 監 視 ・ 観 測 体 制 の 充 実 等 の 必 要 が あ る 火 山 」 と し て 50 火 山 が
常 時 観 測 火 山 に 選 定 さ れ ， 気 象 庁 が 火 山 活 動 を 24 時 間 体 制 で 常 時 観 測 ・ 監
視 し て い る 95)．  
東 日 本 大 震 災 以 降 ， 全 国 の 火 山 活 動 の 推 移 が 注 目 さ れ る 中 ， 2014 年 9 月
27 日 に ⾧ 野・岐 阜 県 境 の 御 嶽 山 に お い て 発 生 し た 水 蒸 気 噴 火 は ，火 口 周 辺 を
中 心 に 死 者 57 名 (小 学 生 1 名 含 む )，行 方 不 明 者 6 名 ，負 傷 者 59 名 が 出 る な
ど ， 戦 後 最 悪 の 火 山 噴 火 災 害 96)と な っ た （ 写 真 5-1）．  
2014 年 9 月 の 御 嶽 山 噴 火 災 害 を 踏 ま え ， 国 は 火 山 防 災 対 策 の 一 層 の 推 進
を 図 る こ と を 目 的 と し た「 火 山 防 災 対 策 推 進 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 」（ 以 下 ，ワ
ー キ ン グ グ ル ー プ ） を ， 中 央 防 災 会 議 「 防 災 対 策 実 行 会 議 」 の 下 に 設 置 し て
い る 97)．  
こ の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ で は ， ① 火 山 防 災 対 策 を 推 進 す る た め の し く み ，
② 火 山 監 視 ・ 観 測 体 制 ， ③ 火 山 防 災 情 報 の 伝 達 ， ④ 火 山 噴 火 か ら の 適 切 な 避
難 方 策 等 ， ⑤ 火 山 防 災 教 育 や 火 山 に 関 す る 知 識 の 普 及 ， ⑥ 火 山 研 究 体 制 の 強
化 と 火 山 研 究 者 の 育 成 と い っ た 6 項 目 の 現 状 と 課 題 等 を 整 理 し た ．2015 年 3
月 26 日 に は ，「 御 嶽 山 噴 火 を 踏 ま え た 今 後 の 火 山 防 災 対 策 の 推 進 に つ い て（ 報
告 ）」98)と し て ，関 係 機 関 等 が 取
り 組 む べ き 具 体 的 な 火 山 防 災 対
策 に つ い て 提 言 さ れ た ．  
こ の 提 言 で は ， 御 嶽 山 噴 火 に
よ っ て 多 く の 登 山 客 が 犠 牲 と な
っ た 火 山 災 害 へ の 対 策 と し て ，
活 火 山 へ の ハ ー ド 対 策 の 強 化 の
み で な く ， 突 然 の 噴 火 に 対 す る
一 定 の リ ス ク が あ る こ と に つ い 写 真 5-1 御 嶽 山 の噴 火 活 動 （気 象 庁 ） 
- 100 - 
 
て ， 火 山 防 災 に 関 す る 学 校 で の 防 災 教 育 の 充 実 や 登 山 客 ， 観 光 客 ， 地 域 住 民
等 へ の 啓 発 （ ソ フ ト 対 策 ） の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る ． こ の 報 告 を 踏 ま え ，
国 は ワ ー キ ン グ グ ル ー プ の 提 言 に 基 づ く 所 要 の 措 置 を 講 ず る た め ， 活 動 火 山
対 策 特 別 措 置 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 (平 成 27 年 法 律 第 52 号 )を 2015 年 12
月 10 日 に 施 行 し た 99)．   
 御 嶽 山 噴 火 以 降 の 火 山 活 動 と し て は ， 定 期 的 に 噴 火 を 繰 り 返 す 桜 島 や 阿 蘇
山 な ど の 火 山 活 動 を 除 い て も ，2015 年 5 月 29 日 に ，鹿 児 島 県・口 永 良 部 島
で マ グ マ 水 蒸 気 噴 火 が 発 生 し ， 気 象 庁 が 2007 年 12 月 1 日 に 噴 火 警 戒 レ ベ
ル を 運 用 し て 以 来 初 め て と な る「 噴 火 警 戒 レ ベ ル 5(避 難 )」を 発 表 し ，全 島 避
難 に 至 っ て い る ． ま た ， 2015 年 6 月 30 日 に は ， 神 奈 川 県 と 静 岡 県 に ま た が
る 箱 根 山 の 火 山 活 動 が 活 発 化 し ，「 噴 火 警 戒 レ ベ ル 2(火 口 周 辺 規 制 )」か ら「 噴
火 警 戒 レ ベ ル 3(入 山 規 制 )」へ 引 き 上 げ ら れ ，観 光 地 で あ る 箱 根 町 は ，多 数 の
観 光 客 が 往 来 す る 大 涌 谷 周 辺 半 径 1km に 避 難 指 示 を 出 す な ど ，社 会 的 に 注 目
さ れ る 火 山 活 動 と な っ た ． さ ら に ， 2018 年 1 月 23 日 に は ， 草 津 白 根 山 （ 本
白 根 山 ） の 鏡 池 北 火 口 か ら ， 直 前 ま で 目 立 っ た 予 兆 も な く 突 然 の 噴 火 に よ っ
て ， 飛 散 し た 噴 石 で 1 名 が 死 亡 ， 11 名 が 負 傷 す る 人 的 災 害 が 発 生 す る な ど ，
活 発 な 火 山 活 動 が 相 次 い で 発 生 し て い る ．  
気 象 庁 は ， 2019 年 1 月 1 日 現 在 ， 全 国 10 の 活 火 山 （ 口 永 良 部 島 ， 桜 島 ，
西 之 島 ， 阿 蘇 山 ， 草 津 白 根 山 （ 白 根 山 （ 湯 釜 付 近 ） )， 霧 島 山 （ 新 燃 岳 ）， 薩
摩 硫 黄 島 ， 諏 訪 之 瀬 島 ， 硫 黄 島 ， 福 徳 岡 ノ 場 ） に 噴 火 警 報 を 発 表 し ， 注 意 喚
起 を 呼 び か け て い る 100)．  
し か し ， 噴 火 発 生 を 事 前 に 予 知 す る こ と は 非 常 に 難 し く ， 噴 火 に よ っ て 甚
大 な 被 害 を も た ら す 恐 れ が あ る 火 山 災 害 に 対 し て ， 一 層 の 事 前 対 策 の 推 進 が
気 象 庁 を 始 め と す る 関 係 機 関 に 求 め ら れ て い る ．  
 
5．2 火山防災教育の現状 
 火 山 防 災 対 策 推 進 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ の 提 言 で は ， 火 山 災 害 を 含 む 自 然 災
害 に 関 す る 防 災 教 育 は ， 各 教 科 等 の 特 質 に 応 じ て 学 校 の 教 育 活 動 全 体 を 通 じ
て 適 切 に 行 う と 整 理 さ れ た ．  
し か し ， 第 1 章 で も 述 べ た と お り ，各 教 科 等 が 防 災 教 育 で 果 た す べ き 役 割
や ， 相 互 の 関 係 性 ， 重 点 的 に 指 導 す べ き 事 項 な ど が ， 学 習 指 導 要 領 上 で 系 統
的 に 整 理 さ れ て い な い た め ， 全 国 の 火 山 地 域 に お い て も ， 火 山 防 災 教 育 が 必
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ず し も 効 果 的 に 実 施 さ れ て い る と は 言 え な い 状 況 で あ る と も 指 摘 し て い る ．  
学 習 指 導 要 領 101)に よ る 火 山 の 具 体 的 な 学 習 と し て は ， 小 学 校 理 科 「 土 地
の つ く り と 変 化 」(6 年 生 ) で ，火 山 の 噴 火 や 地 震 に よ っ て 土 地 が 変 化 す る こ
と や 噴 火 に よ っ て で き る 地 層 な ど を 自 然 災 害 と 関 係 付 け な が ら 学 習 す る ． 中
学 校 理 科「 大 地 の 成 り 立 ち と 変 化 」(1 年 生 )で は ，火 山 の 形 ，活 動 の 様 子 及 び
そ の 噴 出 物 を 調 べ ， そ れ ら を 地 下 の マ グ マ の 性 質 と 関 連 付 け 火 山 噴 火 を 学 習
す る 時 間 が 位 置 付 け ら れ て お り ，様 々 な 媒 体 で 学 習 指 導 案 が 紹 介 さ れ て い る ．
ま た ， 社 会 な ど の 教 科 横 断 的 な 防 災 に 関 す る 学 習 と し て 地 域 性 を 踏 ま え た 学
習 機 会 が 求 め ら れ て い る ．  
文 部 科 学 省 は ，防 災 教 育 の た め の 参 考 資 料 で あ る「『 生 き る 力 』を 育 む 防 災
教 育 の 展 開（ 文 部 科 学 省 ）」21)の 中 で ，総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 活 用 し た 小 学 校
授 業 展 開 例 「 わ た し た ち の く ら し と 火 山 」 を 例 示 し ， 火 山 噴 火 に よ っ て 起 き
る 災 害 や ， 火 山 噴 火 に よ る 地 域 の 防 災 の 仕 組 み や 取 り 組 み を 調 べ ・ 発 表 す る
学 習 を 提 案 し て い る ． ま た ， 防 災 教 育 支 援 推 進 プ ロ グ ラ ム 「 防 災 教 育 支 援 事
業 」102)で は ，地 域 特 有 の 自 然 災 害 と し て 火 山 を 取 り 上 げ ，学 習 に 必 要 な 教 材
の 作 成 や 研 修 カ リ キ ュ ラ ム の 開 発 ， そ れ ら を 基 に し た モ デ ル 校 に よ る 授 業 実
践 が 研 究 事 例 と し て ま と め ら れ て い る ． 一 方 ， 全 国 の 火 山 地 域 の 取 り 組 み で
は ， 理 科 教 育 を 通 じ て ， 火 山 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 す る た め の 副 読 本
が 図 書 資 料 と し て 各 地 で 作 成 さ れ ， 学 校 現 場 に 配 布 さ れ て い る 103 )． こ れ ら
の 副 読 本 で は ， 防 災 ・ 災 害 を 取 り 入 れ た 内 容 の も の も 多 く 見 ら れ る ．  
こ れ ら 既 存 の 教 材 で は ， 火 山 の 基 礎 的 な 知 識 を 学 び ， 火 山 噴 火 に よ っ て 起
き る 現 象 や 災 害 を 具 体 的 に イ メ ー ジ し ， 噴 火 時 に 取 る べ き 対 応 行 動 を 理 解 さ
せ ，災 害 対 応 力 を 身 に 付 け る 学 習 目 標 を 設 定 し た 学 習 内 容 に は な っ て い な い ． 
ま た ，火 山 地 域 で は ，火 山 の 専 門 家 が 防 災 教 育 を 行 う 中 心 的 な 立 場 と な り ，
ジ オ パ ー ク を は じ め と す る 火 山 を テ ー マ と し た フ ィ ー ル ド ワ ー ク が ， 阿 蘇 山
や 磐 梯 山 な ど を は じ め 全 国 の 火 山 地 域 で 開 催 さ れ て い る ． 実 際 に 登 山 を し な
が ら ， 専 門 家 か ら 直 接 火 山 に つ い て 学 ぶ こ と が で き る 非 常 に 教 育 的 効 果 が 高
い 取 り 組 み も あ る が ， 専 門 家 が 介 入 し な い と 学 習 が 成 立 せ ず ， 学 校 側 の 事 情
や 引 率 す る 先 生 の 負 担 な ど ， 他 地 域 へ の 広 が り に 課 題 が あ る と 考 え ら れ る ．  
火 山 防 災 教 育 に 関 す る 先 行 研 究 で は ，佐 藤・境 104)は ，火 山 に 特 化 し た 副 読
本 が 教 科 学 習 と リ ン ク さ れ ず に 活 用 し て い る 学 校 が 少 く な い こ と や ， 防 災 意
識 の 高 い 学 校 で 行 わ れ て い る 火 山 防 災 教 育 で は ， 一 部 の 地 域 や 学 校 単 独 で 実
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施 し て い る た め 他 地 域 へ 展 開 さ せ る こ と が 難 し い な ど ， 火 山 防 災 教 育 の 課 題
を 指 摘 し て い る ．ま た ，別 の 研 究 で は ，坂 本 他 105)は ，高 校 生 を 対 象 と し た 桜
島 火 山 防 災 マ ッ プ を 活 用 し た 防 災 教 育 を 実 践 し ， 火 山 災 害 を 具 体 的 に イ メ ー
ジ さ せ る 効 果 を 論 じ て い る が ， 小 ・ 中 学 校 の 理 科 教 育 の 中 で ど の よ う に 防 災
教 育 と し て 位 置 付 け 学 習 し て い く の か を 火 山 防 災 教 育 の 課 題 と し て い る ．   
こ れ ら の こ と か ら ， 火 山 の 専 門 家 が 介 入 し た イ ベ ン ト 的 な 学 習 形 態 に よ る
学 習 プ ロ グ ラ ム の 実 践 事 例 は あ る も の の ， 火 山 に 関 し て の 一 般 的 な 知 識 を 習
得 す る た め の 調 べ 学 習 の 提 案 や 副 読 本 ， リ ー フ レ ッ ト が 多 く の 機 関 に よ っ て
作 成 さ れ て い る の み で あ る ． 教 員 が 行 う 防 災 教 育 と し て ， 火 山 に 対 す る 正 し
い 知 識 を 習 得 し た う え で ， 火 山 噴 火 に よ っ て 起 こ る 災 害 （ 噴 火 の 規 模 ， 影 響
が 及 ぶ 範 囲 ） を 理 解 し ， 噴 火 時 の 具 体 的 な 対 応 行 動 ま で を 体 系 的 に 学 ぶ こ と
が で き る ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は 未 整 備 で あ る こ と が わ か っ た ．  
御 嶽 山 噴 火 災 害 以 降 ， 全 国 の 火 山 地 域 で は ， 学 校 行 事 と し て 行 っ て き た 活
火 山 の 登 山 を 躊 躇 し て い る 学 校 も あ る ． こ の た め ， 登 山 を 行 う 際 の 児 童 生 徒
の 安 全 確 保 に 必 要 な 火 山 防 災 対 策 の 一 つ と し て ， 活 火 山 を 学 習 の 場 と し た 火
山 防 災 教 育 の 重 要 性 が ， 火 山 地 域 の 学 校 現 場 で 認 識 さ れ て い る ．  
 
5．3 本研究の目的 
 本 研 究 は ， 毎 年 ， 学 校 行 事 や 家 族 旅 行 な ど で 多 く の 子 ど も た ち が 登 山 者 と
し て 訪 れ る 那 須 岳 を 研 究 対 象 の 火 山 と し て ， 那 須 岳 火 山 地 域 の 学 校 現 場 に お
け る 火 山 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に し た 上 で ， 児 童 生 徒 が 火 山 噴 火 時
に お い て 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 能 力 を 高 め る た め の ， 火 山 防 災 教 育 プ
ロ グ ラ ム を 開 発 し た ．  
本 研 究 の 対 象 と し た 那 須 岳 は ，
関 東 地 方 の 北 限 に あ る 那 須 火 山
帯 の 南 端（ 栃 木 県 那 須 町 ）に 位 置
し ，一 年 を 通 じ て 約 40 万 人 が 訪
れ る 観 光 地 で あ る (写 真 5-2)．  
現 在 も ， 蒸 気 と 火 山 ガ ス を 盛
ん に 噴 出 し て い る 活 火 山 で あ
り ，1408 年 ～ 1410 年 の マ グ マ 噴
火 で は 死 者 の 出 る 被 害 が 発 生 し 写 真 5-2 常 時 観 測 火 山 の那 須 岳 （気 象 庁 ） 
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た ．近 年 の 活 動 で は ，1963 年 に 火 口 周 辺 で 微 小 な 水 蒸 気 噴 火 が 発 生 し て い る
が ，2020 年 4 月 現 在 の 火 山 活 動 は ，噴 火 警 戒 レ ベ ル 1（ 活 火 山 で あ る こ と に
留 意 ） の 静 穏 な 状 態 で あ る ． し か し ， 大 勢 の 登 山 者 が 山 頂 に 集 中 す る 時 間 帯
に 噴 火 し た 場 合 に は ， 人 的 被 害 が 発 生 す る リ ス ク が 非 常 に 高 い 火 山 で あ る ．  
御 嶽 山 噴 火 以 降 ， 那 須 岳 登 山 を 計 画 す る 学 校 現 場 で は ， 火 山 災 害 へ の 危 機




 本 研 究 で は ， こ れ ま で の 火 山 防 災 教 育 の 現 状 や 先 行 研 究 を 踏 ま え ， 活 火 山
の 一 つ で あ る 那 須 岳 （ 栃 木 県 ) を 研 究 対 象 の 火 山 と し て ， 火 山 地 域 の 学 校 現
場 で 行 っ て い る 火 山 に 関 す る 防 災 教 育 ・ 訓 練 の 浸 透 度 を 把 握 し ， 火 山 防 災 教
育 の あ り 方 を 検 討 す る た め の 基 礎 資 料 収 集 を 目 的 と し た ， 質 問 紙 調 査 「 火 山
に つ い て の ア ン ケ ー ト 」 を 行 っ た ．  
 こ の 質 問 紙 調 査 は ， 那 須 岳 火 山 地 域 に 居 住 し て い る 児 童 生 徒 を 対 象 と し て
行 っ た ． 火 山 噴 火 に 対 す る 危 機 意 識 ， 火 山 現 象 や 火 山 災 害 に 関 す る 知 識 の 習
得 ， 噴 火 時 の 適 切 な 対 応 行 動 の 理 解 等 を 把 握 し ， 那 須 岳 火 山 地 域 で 行 わ れ て
い る 火 山 防 災 教 育 の 課 題 等 を 明 ら か に し た 上 で ， 那 須 岳 を 対 象 と し た 火 山 防
災 教 育 の あ り 方 を 具 体 的 に 提 案 す る こ と が 目 的 で あ る ．  
 
5．4．2 調査対象者・調査方法 
 質 問 紙 調 査 は ， 協 力 が 得 ら れ た 栃 木 県 那 須 郡 那 須 町 の 全 小 中 学 校 （ 10 校 ）
の 児 童 生 徒 及 び そ の 保 護 者 を 対 象 と し て 実 施 し た ．  
小 学 校（ 7 校 ）で は ，3 年 生 ～ 6 年 生 の 児 童 を 調 査 対 象 と し ，中 学 校（ 3 校 ）
は 全 生 徒 を 調 査 対 象 と し て ， 計 1,443 名 が 調 査 対 象 で あ っ た ． ま た ， 保 護 者
へ の 調 査 で は ， 1,399 世 帯 が 調 査 対 象 で あ っ た ．  
こ の 質 問 紙 調 査 は ， 筆 者 が 所 属 し た 宇 都 宮 地 方 気 象 台 か ら 那 須 町 教 育 委 員
会 に 学 校 へ の 質 問 紙 配 布 と 実 施 を 依 頼 し た ． 学 校 で は ， 朝 の 会 や 学 級 活 動 ，
総 合 学 習 の 時 間 な ど を 利 用 し て ， 調 査 対 象 者 の 児 童 生 徒 に 質 問 紙 を 配 布 し て
自 己 回 答 す る 方 法 に よ り ， 2014 年 11 月 中 に 全 て の 対 象 校 で 実 施 し た ．  
ま た ，保 護 者 へ の 質 問 紙 調 査 は ，各 学 校 か ら 家 庭 に 質 問 紙 を 配 布 し ，後 日 ，
回 答 用 紙 を 学 校 が 回 収 す る 方 法 に よ り ， 2015 年 11 月 ま で に 実 施 し た ．   
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5．4．3 調査項目 
質 問 紙 の 調 査 項 目 は ，「 ① 個 人 属 性 (学 年・性 別 )」，「 ② 那 須 岳 登 山 の 経 験 」，
「 ③ 御 嶽 山 噴 火 の 認 知 」，「 ④ 火 山 に 関 す る 知 識 の 習 得 」，「 ⑤ 火 山 噴 火 に 関 す
る 授 業 経 験 」，「 ⑥ 那 須 岳 が 噴 火 す る 危 険 性 の 認 識 」，「 ⑦ 火 山 に 関 す る 一 般 的
な 知 識（ 12 問 ）」，「 ⑧ 火 山 噴 火 時 の 一 般 的 な 対 応 行 動（ 7 問 ）」の 8 項 目 に つ
い て ， 全 25 問 を 設 定 し た （ 図 5-1）．  
  質 問 項 目 ① ～ ⑥ で は ，質 問 に 対 し て「 あ て は ま る も の 1 つ に ○ を つ け て く
だ さ い 」と 回 答 し ，項 目 ⑦ と ⑧ の 質 問 で は ，「 よ く 知 っ て い る・す こ し 知 っ て
い る ・ ど ち ら で も な い ・ あ ま り 知 ら な い ・ 知 ら な い 」 の 5 段 階 で 自 己 評 価 し
て 回 答 す る 方 法 と し た ．  
ま た ， 保 護 者 を 対 象 と し た 調 査 は ， 個 人 属 性 (年 代 ・ 性 別 )の 項 目 ほ か は ，
児 童 生 徒 と 同 じ 質 問 項 目 と し て ， 回 答 を 求 め る 方 法 と し た ．  
 
5．4．4 児童生徒への質問紙調査 
 調 査 対 象 と な っ た 対 象 校 の 児 童 生 徒 1,443 名 の う ち ， 回 答 が あ っ た 1,358
名 （ 回 答 率  94.1%） を 分 析 対 象 と し た ．  
調 査 結 果 は ，「 ① 個 人 属 性 (学 年・性 別 )」で は ，学 年 別 で 小 学 校 3 年 生 14.1%，
図 5-1 質 問 紙 （火 山 についてのアンケート・中 学 校 用 ） 
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4 年 生 12.3%， 5 年 生 15.3%， 6 年 生 15.0%， 中 学 校 1 年 生 13.8%， 2 年 生
14.6%， 3 年 生 14.9%， 性 別 で 男 性 56.7%， 女 性 43.3%で あ っ た ．  
次 に「 ② 那 須 岳 登 山 の 経 験 」は ，「 1.登 山 し た こ と が あ る 」が 69.9%，｢2.登
山 し た こ と が な い ｣が 30.1%と ， 約 7 割 の 児 童 生 徒 が 那 須 岳 の 登 山 経 験 者 で
あ っ た ．「 ③ 御 嶽 山 噴 火 の 認 知 」は ，「 1.噴 火 し た こ と を 知 っ て い る (2.映 像 や
写 真 は 見 て い な い )」が 90.4%，「 4.知 ら な い（ 3.知 っ て い る 気 が す る ）」が 9.6%
で あ っ た ．「 ④ 火 山 に 関 す る 知 識 の 習 得 」 は ，「 1.火 山 に つ い て の テ レ ビ を 見
た り 本 を 読 ん だ こ と が あ る 」 が 83.9%，「 2.見 た り 読 ん だ り し た こ と が な い 」
が 8.9%，「 3.お ぼ え て い な い ・ わ か ら な い 」 が 7.2%で あ っ た ．「 ⑤ 火 山 噴 火
に 関 す る 授 業 経 験 」 は ，「 1.火 山 の 噴 火 に つ い て 授 業 で 勉 強 し た こ と が あ る 」
が 34.6%（ 中 学 生 の み は 60.4%），「 2.火 山 の 噴 火 に つ い て 授 業 で 勉 強 し た こ
と が な い 」 が 44.8%，「 3.お ぼ え て い な い ・ わ か ら な い 」 が 20.4%で あ っ た ．
「 ⑥ 那 須 岳 が 噴 火 す る 危 険 性 の 認 識 」 は ，「 1.い つ 噴 火 し て も お か し く な い 」
が 28.4%，「 2.数 年 以 内 に は 噴 火 す る か も し れ な い 」 が 15.2%，「 3.自 分 が 生
き て い る 間 に 噴 火 す る か も し れ な い 」が 39.3%，「 4.自 分 が 生 き て い る 間 は 噴
火 し な い 」が 7.4%，｢5.那 須 岳 は た ぶ ん 噴 火 し な い ｣が 7.1%，「 6.那 須 岳 は ぜ
っ た い 噴 火 し な い 」 が 2.6%の 回 答 で あ っ た ．  
那 須 岳 登 山 や 火 山 に 関 す る 学 習 経 験 と ， 那 須 岳 噴 火 に 対 す る リ ス ク 認 知 と
の 関 係 を 確 認 す る た め ， 項 目 ① ～ ⑤ と 項 目 ⑥ と の ク ロ ス 集 計 を 行 っ た が ， 統
計 的 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た ．  
次 に ，「 ⑦ 火 山 に 関 す る 一 般 的 な 知 識 （ 全 12 問 ）」 は ， ｢よ く 知 っ て い る ・
少 し 知 っ て い る ｣の 回 答 が 問 1～ 8 で 60%以 上 で あ っ た が ， 問 9)那 須 岳 が 過
去 に 噴 火 し た こ と を 「 よ く 知 っ て い る ・ 知 っ て い る 」 が 43.6%， 問 10)那 須
岳 が 噴 火 す る と ,ど こ が 危 険 な 地 域 な の か ,地 図（ 火 山 防 災 マ ッ プ ）を 見 て「 よ
く 知 っ て い る・ 知 っ て い る 」が 24.2%，問 11)那 須 岳 が 大 噴 火 し た 時 ,ど こ に
避 難 す れ ば よ い か 「 よ く 知 っ て い る ・ 知 っ て い る 」 が 22.2%， 問 12)那 須 岳
に は ,噴 火 の 危 険 性 を 知 ら せ る 噴 火 警 報 や 噴 火 予 報 が あ る こ と を「 よ く 知 っ て
い る ･知 っ て い る 」が 30.4%の 回 答 と な り ，回 答 率 が 低 く な っ て い る こ と が わ
か っ た (図 5-2)．  
ま た ，「 ⑧ 火 山 噴 火 時 の 一 般 的 な 対 応 行 動 (7 問 )」で は ，問 1)火 山 が 噴 火 し
た 時 の ,正 し い 行 動 を 「 よ く 知 っ て い る ･知 っ て い る 」 が 34.0%と 他 の 項 目 に
比 べ 回 答 率 が 低 か っ た が ， 問 2～ 7 の 具 体 的 な 対 応 行 動 の 質 問 で は ,い ず れ も
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60%以 上 が 「 よ く 知 っ て い る ・ 知 っ て い る 」 と 回 答 し て い た (図 5-3)．   
各 質 問 項 目 に 対 す る 回 答 結 果 か ら ， 1)那 須 岳 の 噴 火 に つ い て 危 機 意 識 を 持
っ て い た 児 童 生 徒 が 多 か っ た ． 2)自 然 現 象 と し て の 火 山 の 知 識 は ， 教 科 学 習
に 加 え て ， 自 分 の 興 味 ・ 関 心 と し て テ レ ビ や 本 に よ り 情 報 を 入 手 し て い た ．
3)那 須 岳 が 噴 火 し た 場 合 ， ど こ が 危 険 な 地 域 な の か ， ど こ へ 避 難 す れ ば よ い




































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



















図 5-2 ⑦火 山 に関 する一 般 的 な知 識 （12問 ） n=1,358 
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の か を 理 解 し て い る 児 童 生 徒 が 少 な か っ た ． 4)火 山 が 噴 火 し た 際 に ， と る べ
き 正 し い 行 動 を 理 解 し て い る 児 童 生 徒 が 少 な か っ た ． 5)噴 火 警 報 を 理 解 し て
い る 児 童 生 徒 が 少 な か っ た ．の 5 項 目 を 火 山 防 災 教 育 の 課 題 と し て 整 理 し た ． 
質 問 紙 調 査 の 結 果 か ら ， 那 須 岳 火 山 地 域 の 学 校 教 育 で は ， 自 然 現 象 と し て
の 火 山 に 関 す る 知 識 の 習 得 と し て ， 学 校 行 事 に よ る 那 須 岳 登 山 や 自 ら の 学 習
や 情 報 収 集 に よ っ て 理 科 学 習 が 補 填 さ れ て い る が ， 那 須 岳 の 噴 火 に よ っ て 起
き る 火 山 災 害 や 危 険 が 及 ぶ 地 域 が イ メ ー ジ で き て お ら ず ， 噴 火 の 際 に 行 う べ
き 対 応 行 動 の 仕 方 を 理 解 す る 学 習 が 不 足 し て い る こ と が わ か っ た ．  
こ れ ら の こ と か ら ， 火 山 噴 火 に よ る 危 機 が 身 近 で 発 生 し た 場 合 ， 自 分 が 置
か れ て い る 状 況 を 認 知 し ， 自 分 の 判 断 に よ り ， 危 機 的 な 場 面 か ら 自 分 の 命 を
守 る た め に 必 要 な 「 認 知 → 判 断 → 行 動 」 と い う 心 理 過 程 が パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ
て お ら ず ， 噴 火 時 の 適 切 な 行 動 が で き な い 危 機 的 な 状 態 で あ り ， 火 山 に 関 す
る 防 災 教 育 の 充 実 が 急 務 で あ る と 考 え る ．   
 
5．4．5 保護者への質問紙調査 
 対 象 校 の 保 護 者 （ 1,399 世 帯 ） を 対 象 と し ， 児 童 生 徒 と 同 じ 内 容 の 質 問 紙
調 査 を 行 っ た ． 回 答 が あ っ た 942 世 帯 （ 回 答 率  67.3%） を 分 析 対 象 と し た ． 
調 査 結 果 は ，「 ① 個 人 属 性 (年 代・性 別 )」が ，20 代 1.7%，30 代 37.5%，40
代 51.4%，50 代 7.1%，60 代 以 上 2.3%，男 性 82.7%，女 性 17.3%で あ っ た ．
「 ② 那 須 岳 登 山 の 経 験 」は ，「 1.登 山 し た こ と が あ る 」が 74.6%，｢2.登 山 し た
こ と が な い ｣が 25.4%で あ っ た ．「 ③ 御 嶽 山 噴 火 の 認 知 」は ，「 1.噴 火 し た こ と
を 知 っ て い る (2.映 像 や 写 真 は 見 て い な い )」 が 93.4%，「 4.知 ら な い （ 3.知 っ
て い る 気 が す る ）」 が 6.7%で あ っ た ．「 ④ 火 山 に 関 す る 知 識 の 習 得 」 は ，「 1.
火 山 に つ い て の テ レ ビ を 見 た り 本 を 読 ん だ こ と が あ る 」が 93.0%，「 2.見 た り
読 ん だ り し た こ と が な い 」が 5.2%，「 3.お ぼ え て い な い・わ か ら な い 」が 1.5%
で あ っ た ．「 ⑤ 火 山 噴 火 に 関 す る 授 業 経 験 」 は ，「 1.火 山 の 噴 火 に つ い て 授 業
で 勉 強 し た こ と が あ る 」が 35.2%，「 2.火 山 の 噴 火 に つ い て 授 業 で 勉 強 し た こ
と が な い 」 が 29.1%，「 3.お ぼ え て い な い ・ わ か ら な い 」 が 35.7%で あ っ た ．
「 ⑥ 那 須 岳 が 噴 火 す る 危 険 性 の 認 識 」 は ，「 1.い つ 噴 火 し て も お か し く な い 」
が 25.8%，「 2.数 年 以 内 に は 噴 火 す る か も し れ な い 」 が 12.3%，「 3.自 分 が 生
き て い る 間 に 噴 火 す る か も し れ な い 」が 49.1%，「 4.自 分 が 生 き て い る 間 は 噴
火 し な い 」が 8.1%，｢5.那 須 岳 は た ぶ ん 噴 火 し な い ｣が 4.6%，「 6.那 須 岳 は ぜ
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っ た い 噴 火 し な い 」 が 0.1%で あ っ た ．  
「 ⑦ 火 山 に 関 す る 一 般 的 な 知 識 (全 12 問 )」 は ， 問 1～ 9 で ｢よ く 知 っ て い
る ・ 少 し 知 っ て い る ｣の 回 答 が 75%以 上 で あ っ た が ， 問 10 が 35.3%， 問 11
が 20.7%， 問 12 が 21.0%の 回 答 と な っ て お り ， こ の 数 値 は ， 児 童 生 徒 の 回
答 結 果 よ り 低 い 回 答 率 で あ っ た ．  
ま た ，「 ⑧ 火 山 噴 火 時 の 一 般 的 な 対 応 行 動 (7 問 )」は ，問 1 が 26.7%と 他 の
項 目 に 比 べ 回 答 率 が 低 か っ た が ，問 2～ 7 で は ，い ず れ も 60～ 80%以 上 が「 よ
く 知 っ て い る ・ 知 っ て い る 」 と 回 答 し て い た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 那 須 岳 火 山 地 域 で 生 活 し て い る 保 護 者 も ， 那 須 岳
噴 火 に 対 す る 危 機 意 識 を 持 っ て い る が ， 火 山 に 関 す る 知 識 は ， 子 ど も の 頃 に
学 習 し た 教 科 学 習 に 加 え て ， こ れ ま で の 人 生 経 験 等 に よ り 習 得 し た 知 識 の 積
み 上 げ の み で ， 知 識 量 の 極 端 な 高 ま り は 見 ら れ て い な い こ と が わ か っ た ．  
さ ら に ， 火 山 地 域 外 か ら 移 住 し て き た 家 庭 も あ る こ と か ら ， 那 須 岳 噴 火 に
よ っ て 起 き る 具 体 的 な 災 害 と ， 噴 火 に よ っ て 危 険 が 及 ぶ 地 域 や 噴 火 時 の 対 応
行 動 の 理 解 に つ い て ， 知 識 が 不 足 し て い る こ と も わ か っ た ．     
こ の こ と か ら ， 児 童 生 徒 へ の 火 山 に 関 す る 防 災 教 育 を 家 庭 に お い て 実 践 す




 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と は ， 火 山 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ， 火 山
噴 火 で 起 き る 災 害 を 具 体 的 に イ メ ー ジ で き ， 噴 火 時 の 適 切 な 対 応 行 動 を 理 解
し ，自 分 の 命 を 守 る た め の 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る ．  
開 発 し た 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ，ス テ ッ プ 1（ 事 前 学 習 1）「 火 山 の 噴
火 が な ぜ 怖 い の か ，そ の 正 体 を 知 ろ う 」，ス テ ッ プ 2（ 事 前 学 習 2）「 火 山 噴 火
で 起 こ る 災 害 と 危 険 地 域 を 正 し く 知 ろ う 」，ス テ ッ プ 3（ 事 前 学 習 3）「 火 山 噴
火 か ら 自 分 の 身 を 守 る 方 法 を 考 え よ う 」の 3 ス テ ッ プ の 単 元 構 成 で 学 習 す る
構 成 と し た ．  
本 プ ロ グ ラ ム は ， 防 災 の 専 門 家 が 学 校 現 場 へ 介 入 せ ず に ， ど の 学 校 ， ど の
学 年 で も 教 員 自 身 が 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中 で 授 業 が 実 践 で き
る 教 材 と す る た め ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論 52)の ADDIE プ ロ セ ス 53)を 採 用
し て 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 を 行 っ た ．  
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5．5．2 プログラムの構成 
5．5．2．1 ステップ 1（事前学習 1） 
 ス テ ッ プ 1 で 行 う 事 前 学 習 1 で は ，一 般 的 な 火 山 の 特 徴 及 び 噴 火 に よ る 被
害 ・ 影 響 と ， 那 須 岳 の 特 徴 及 び 噴 火 に よ る 被 害 ・ 影 響 を 理 解 す る こ と を 学 習
目 標 に 設 定 し た ． 火 山 噴 火 へ の 危 機 意 識 を 高 め る た め ， 現 在 ， 火 山 活 動 が 静
穏 な 那 須 岳 も ， 噴 火 し た と き に は 災 害 が 発 生 す る こ と も あ り ， 自 分 の 身 に 危
険 が 及 ぶ 状 況 に な る こ と に 気 付 か せ る 狙 い を 持 た せ た ．  
プ ロ グ ラ ム は ， 特 別 活 動 や 総 合 学 習 の 時 間 な ど ， 1 時 限 （ 45 分 ×1 コ マ ）
の 授 業 で 使 用 す る 試 作 版 の 学 習 指 導 案（ 図 5-4），火 山 現 象 や 火 山 災 害 を 視 覚
的 に イ メ ー ジ さ せ る た め に ， 図 や 写 真 を 使 っ た 授 業 補 助 資 料 を 作 成 し た ．  
ス テ ッ プ 1 の 流 れ は ，災 害 の 一 種 と し て 火 山 噴 火 が あ る こ と を 知 る た め の
「 導 入 」 で は じ ま り ， 活 火 山 と は 何 か ， 噴 火 の 仕 組 み ， 噴 火 に よ っ て 起 き る
火 山 現 象 （ 噴 石 や 火 砕 流 な ど ） や 被 害 な ど の 一 般 的 な 知 識 を 理 解 す る 「 展 開
1」， 那 須 岳 は 活 火 山 の 一 つ で あ る こ と ，現 在 は 静 穏 な 火 山 で あ る が ， 過 去 に
那 須 岳 で 起 き た 噴 火 ， 過 去 の 噴 火 に よ っ て ど の よ う な 被 害 が 起 き た の か を 知
る 「 展 開 2」， 学 習 の 最 後 「 ま と め 」 に よ り ， ス テ ッ プ 1 の 学 習 を 総 括 し て ，
ス テ ッ プ 2 へ つ な げ る 構 成 と し た ．  
図 5-4 学 習 指 導 案 （試 作 版  ※一 部 抜 粋 ） 
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5．5．2．2 ステップ 2（事前学習 2)  
 ス テ ッ プ 2 と し て 行 う 事 前 学 習 2 は ，那 須 岳 の 噴 火 で 起 き る 火 山 現 象 の 到
達 範 囲 を 知 り ， 噴 火 に よ っ て 危 険 が 及 ぶ 地 域 や 避 難 場 所 を 理 解 し ， 火 山 活 動
の 状 況 に 応 じ て 設 定 さ れ て い る 警 戒 が 必 要 な 範 囲 （ 噴 火 警 戒 レ ベ ル ） を 理 解
す る こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ． 噴 火 を 認 知 し た 場 合 ， そ の 場 の 状 況 に 応 じ
て ど の よ う な 行 動 を 取 る べ き か を 気 付 か せ る 狙 い を 持 た せ た ．  
プ ロ グ ラ ム は ， 特 別 活 動 や 総 合 学 習 の 時 間 な ど ， 1 時 限 （ 45 分 ×1 コ マ ）
の 授 業 で 使 用 す る 試 作 版 の 学 習 指 導 案 ，火 山 ワ ー ク シ ー ト（ 児 童 用・教 員 用 ）
（ 図 5-5）， 授 業 補 助 資 料 （ 図 5-6） を 作 成 し た ．  
火 山 ワ ー ク シ ー ト は ， 那 須 岳 の 噴 火 シ ナ リ オ や 火 山 防 災 ハ ン ド ブ ッ ク （ 那
須 岳 火 山 防 災 協 議 会 作 成 ）106)で 採 用 さ れ て い る ，過 去 に 那 須 岳 で 発 生 し た マ
グ マ 噴 火 (1,408 年 ～ 1,410 年 )の 記 録 を 事 例 と し て ，噴 火 に よ っ て 想 定 さ れ る
溶 岩 流 ，火 砕 流 ，土 石 流（ 融 雪 型 泥 流 含 む ），火 山 灰 の 各 火 山 現 象 の 到 達 範 囲
を 白 地 図 上 に 線 で 描 い た も の で あ る ． 学 習 者 は ， 那 須 岳 と 学 校 や 自 宅 な ど の
位 置 関 係 を 確 認 し た 上 で ， 段 階 的 な 火 山 現 象 の 到 達 範 囲 を 指 示 さ れ た 色 で 塗
図 5-5 火 山 ワークシート（児 童 用 ・教 員 用  ※一 部 抜 粋 ） 
図 5-6 授 業 補 助 資 料 （※一 部 抜 粋 ） 
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り な が ら ， 視 覚 的 に 理 解 す る こ と を 目 的 と し た 地 図 学 習 教 材 で あ る ．  
ス テ ッ プ 2 の 流 れ は ，火 山 の 特 徴 や 噴 火 に よ っ て 起 き る 火 山 現 象 を 復 習 す
る 「 導 入 」 か ら 始 ま り ， 那 須 岳 の 噴 火 よ っ て 起 き る 火 山 現 象 の 到 達 範 囲 と 火
山 活 動 の 状 況 に 応 じ て 被 害 の 範 囲 が 広 が る こ と を 理 解 す る「 展 開 1」，那 須 岳
の マ グ マ 噴 火 に よ っ て 起 き る 現 象 の 到 達 範 囲 を 色 鉛 筆 で 塗 り な ら ， 学 校 や 自
宅 ， 公 共 施 設 や ス キ ー 場 な ど に い た 場 合 の 危 険 性 や 噴 火 時 の 避 難 場 所 を 理 解
す る「 展 開 2」，学 習 の 最 後「 ま と め 」に よ り ，ス テ ッ プ 2 の 学 習 を 総 括 し て ，
ス テ ッ プ 3 へ つ な げ る 構 成 と し た ．  
地 図 学 習 は ， 噴 火 に よ っ て 起 き る 被 害 ・ 範 囲 を 具 体 的 に イ メ ー ジ さ せ る 効
果 的 な 学 習 方 法 で あ り ， 危 険 な 地 域 と 安 全 な 地 域 を し っ か り 理 解 さ せ る た め
の 重 要 な 学 習 と し て 位 置 付 け た ．  
ま た ， 高 学 年 の 発 展 的 な 学 習 と し て ， 噴 火 警 戒 レ ベ ル に 応 じ た 警 戒 が 必 要
な 範 囲 を 具 体 的 か つ 視 覚 的 に 理 解 さ せ る た め ， 火 山 防 災 ハ ン ド ブ ッ ク を 用 い
て ， 噴 火 警 戒 レ ベ ル に 応 じ た 規 制 範 囲 を ワ ー ク シ ー ト に コ ン パ ス 使 っ て 作 図
す る 作 業 を 「 展 開 2」 に 導 入 し た ． 火 山 防 災 ハ ン ド ブ ッ ク は ， 噴 火 時 の 避 難
場 所 や 登 山 の 際 に 必 要 な 装 備 な ど に つ い て 学 ぶ 教 材 と し て も 活 用 で き る ．  
 
5．5．2．3 ステップ 3（事前学習 3） 
ス テ ッ プ 3 と し て 行 う 事 前 学 習 3 で は ，那 須 岳 の 近 く で 噴 火 に 遭 遇 し た 場
合 ， 噴 火 に よ っ て 危 険 が 及 ぶ 地 域 に い た 場 合 ， 噴 火 し て も 直 ぐ に は 被 害 が 及
ば な い 地 域 に い た 場 合 の 対 応 行 動 の 違 い を 理 解 し ， 火 山 情 報 （ 噴 火 速 報 や 噴
火 警 報 な ど ） の 内 容 を 知 り ， 発 表 さ れ た と き の 対 応 行 動 を 理 解 す る こ と を 学
習 目 標 に 設 定 し た ． 噴 火 を 認 知 し た 場 所 に よ っ て と る べ き 対 応 行 動 は 異 な る
た め ， 自 分 の 判 断 で 身 を 守 る こ と の 重 要 性 に 気 付 か せ る 狙 い を 持 た せ た ．  
対 応 行 動 の 評 価 を 行 う 学 習 方 法 と し て は ， 登 山 学 習 や 火 山 防 災 訓 練 ， 噴 火
警 報 等 の 発 表 を 想 定 し た 対 応 行 動 訓 練 な ど の 実 践 的 な イ ベ ン ト を 実 施 し ， 振
り 返 り 学 習 と し て 自 己 評 価 を 行 う と 効 果 的 で あ る ．  
プ ロ グ ラ ム は ， 特 別 活 動 や 総 合 学 習 の 時 間 な ど ， 1 時 限 (45 分 ×1 コ マ )の
授 業 で 使 用 す る 試 作 版 の 学 習 指 導 案 ， ワ ー ク シ ー ト 「 火 山 噴 火 か ら 自 分 の 身
を 守 ろ う ！ 」（ 児 童 用・教 員 用 ）（ 図 5-7），視 覚 的 に イ メ ー ジ さ せ る 授 業 補 助
資 料 と し て 火 山 防 災 ハ ン ド ブ ッ ク を 使 用 し た （ 図 5-8）．  
ス テ ッ プ 3 の 流 れ は ， ス テ ッ プ 2 の 学 習 を 復 習 す る 「 導 入 」 か ら 始 ま り ，
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那 須 岳 山 頂 周 辺 で 火 山 噴 火 に 遭 遇 し た 場 合 の 身 を 守 る 方 法 を 考 え ・ 理 解 す る
「 展 開 1」，那 須 岳 噴 火 に よ っ て 危 険 が 及 ぶ 地 域 と 危 険 が 直 ぐ に は 及 ば な い 地
域 で ，噴 火 や 火 山 情 報 を 認 知 し た と き の 対 応 行 動 を 考 え・理 解 す る「 展 開 2」，
那 須 岳 が 噴 火 し た と き に 自 分 の 身 を 守 る た め に 大 切 な こ と が 何 か を 考 え る
「 展 開 3」，最 後 の「 ま と め 」に よ っ て ，火 山 は 自 然 の 恵 み が あ る 一 方 で ，噴
火 に よ っ て 命 に 関 わ る 災 害 が 発 生 す る こ と ， 自 分 の 命 を 守 る た め に は ， 自 分
の 判 断 で そ の 場 に 応 じ た 適 切 な 行 動 が 必 要 に な る こ と を 復 習 し ， 各 ス テ ッ プ
の 学 習 を 総 括 す る 構 成 と し た ．  
ワ ー ク シ ー ト 「 火 山 噴 火 か ら 自 分 の 身 を 守 ろ う ！ 」 は ，「 1） 近 く で 火 山 が
噴 火 し た 時 ，ど の よ う に 自 分 の 身 を 守 り ま す か ？ 」，「 2）噴 火 速 報・噴 火 警 報
が 出 た と き ，何 を す れ ば よ い で す か ?」，「 3） 火 山 噴 火 か ら 身 を 守 る た め に 大
切 な こ と は 何 で す か ？ 」 の 3 項 目 に つ い て ， 児 童 生 徒 が 自 分 の 考 え を 記 入 し
て 学 習 す る 形 式 と し た ．  
こ れ ら の ス テ ッ プ で 行 う プ ロ グ ラ ム は ， 短 い 時 間 で 学 習 さ せ た い 知 識 を ，
児 童 生 徒 が 正 し く 理 解 し て い る か 教 員 が 適 宜 確 認 し な が ら 進 め る ク ラ ス 全 体
の 学 習 や ， 主 体 的 な 思 考 を 促 す グ ル ー プ 学 習 と の 組 み 合 わ せ に よ り ， 火 山 に
対 す る 理 解 を よ り 深 め る 学 習 方 法 と し て 提 案 し た ．  
図 5-7 ワークシート（教 員 用 ） 図 5-8 火 山 防 災 ハンドブック 
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5．5．2．4 効果測定による教育効果の検証 
 質 問 紙 「 火 山 ア ン ケ ー ト 」 は ， 3 ス テ ッ プ で 学 習 し た 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 す る た め に 作 成 し た も の で あ る ． ま た ， プ ロ グ ラ ム の
開 発 段 階 で は ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 す る た め に ， 質 問 紙 を 用 い て 効 果
測 定 を 行 っ た ．  
質 問 紙 は ， 各 学 習 ス テ ッ プ で 設 定 し た 学 習 目 標 の 達 成 度 を 確 認 す る た め ，
学 習 時 間 を 考 慮 し ， 火 山 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） と ， 火 山 が 噴
火 し た 場 合 や 噴 火 警 報 発 令 時 の 対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） の 計
8 項 目 の 質 問 を 設 定 し た ．   
火 山 に 関 す る 知 識 の 度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ）の 質 問 項 目 は ，「 ① 活 火 山 と は ，
ど の よ う な も の か 知 っ て い る 」，「 ② 火 山 の 噴 火 と は ， ど の よ う な も の か 知 っ
て い る 」，「 ③ 那 須 岳 の 噴 火 で ， ど の よ う な 被 害 が で る か 知 っ て い る 」，「 ④ 那
須 岳 が 噴 火 す る か も し れ な い こ と を 知 っ て い る 」 の 4 項 目 を 設 定 し た ．  
ま た ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）の 質 問 項 目 は ，「 ⑤ 近 く で 火
山 が 噴 火 し た 時 ， ど の よ う な 身 を 守 る 行 動 を と れ ば よ い か 知 っ て い る 」，「 ⑥
近 く で 火 山 が 噴 火 し た 時 ， ど の よ う な 場 所 に 逃 げ れ ば よ い か 知 っ て い る 」，
「 ⑦ 那 須 岳 に 噴 火 警 報 や 噴 火 予 報 が 出 た 時 に 何 を す れ ば よ い か 知 っ て い る 」，
「 ⑧ 那 須 岳 が 噴 火 し た 時 ， ど こ に 逃 げ れ ば よ い か ， 地 図 （ 火 山 防 災 マ ッ プ ）
を 見 て 知 っ て い る 」 の 4 項 目 を 設 定 し た ．  
こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ，「 よ く 知 っ て い る・す こ し 知 っ て い る・ど ち ら
で も な い ・ あ ま り 知 ら な い ・ 知 ら な い 」 の 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う
形 式 と し た ． ま た ， 質 問 項 目 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
効 果 測 定 は ， 児 童 生 徒 （ 学 習 者 ） に 作 成 し た 質 問 紙 を 配 布 し ， 児 童 生 徒 自
身 に 回 答 し て も ら う 方 法 で デ ー タ を 収 集 し 分 析 を 行 う 方 法 と し た ． ま た ， プ
ロ グ ラ ム の 開 発 過 程 で は ， 教 育 効 果 を 検 証 し て プ ロ グ ラ ム の 改 善 に 必 要 な 分




 本 研 究 で は ， 研 究 対 象 と し た 栃 木 県 の 那 須 岳 に 一 番 近 い 那 須 町 立 那 須 小 学
校 と ， 同 じ 学 区 内 の 那 須 高 原 小 学 校 ， 田 代 友 愛 小 学 校 ， 高 久 小 学 校 の 計 4 校
を 「 第 一 グ ル ー プ 」 の 対 象 校 と し た ． ま た ， 那 須 岳 か ら 離 れ た 地 域 （ 山 頂 か
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ら 約 20km） で あ る が ， 那 須 岳 の 噴 火 に よ っ て 降 灰 に よ る 被 害 が 及 ぶ 想 定 地
域 で あ る 那 須 塩 原 市 内 の 黒 磯 小 学 校 ，共 英 小 学 校 ，東 原 小 学 校 の 計 3 校 を「 第
二 グ ル ー プ 」 の 対 象 校 と し て ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た ．  
第 一 グ ル ー プ の 実 践 で は ， 学 校 か ら の 要 望 も あ り ， ス テ ッ プ 1（ 事 前 学 習
1）は ，火 山 に 関 す る 知 識 を 有 す る 専 門 家 と し て 筆 者 が 授 業 を 担 当 し ，学 習 指
導 案 (試 作 版 )の 構 成 に あ わ せ た ス ラ イ ド を 作 成 し て 全 校 学 習 の 形 態 で 授 業 を
行 っ た ．ス テ ッ プ 2（ 事 前 学 習 2）は ，教 員 が 担 当 し ，学 習 指 導 案 (試 作 版 )と
ワ ー ク シ ー ト ・ 授 業 補 助 教 材 を 使 い ， 各 ク ラ ス に 分 か れ て 学 年 に 応 じ た 授 業
を 行 っ た ． な お 第 二 グ ル ー プ の 実 践 で は ， ス テ ッ プ 1 は 教 員 が 担 当 し た ．  
ま た ， 中 学 生 へ の プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 す る た め ， 那 須 小 学 校 と 同 じ
学 区 で あ る 那 須 中 学 校 の 協 力 を 得 て ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 効 果 測 定 を 行 っ た ． 
本 研 究 の プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ， ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ
が ，「 プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現
す る 」 61)と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 に 採
用 し た ． 統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ， 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 は ，① 効 果 測 定「 火 山 ア ン ケ ー ト 1」（ プ ロ グ ラ ム 実 践 前 ），
② プ ロ グ ラ ム 実 践「 事 前 学 習 1」，③ プ ロ グ ラ ム 実 践「 事 前 学 習 2」，④ 効 果 測
定「 火 山 ア ン ケ ー ト 2」（ プ ロ グ ラ ム 実 践 後 ）の 4 ス テ ッ プ と し ，対 象 校 の 各
学 校 で 実 践 し た 内 容 は 表 5-2 の と お り で あ る ．  
 
5．5．3．2 第一グループ（那須町）の実践と評価 
第 一 グ ル ー プ は ， 対 象 校 の 全 学 年 を 対 象 に ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実
践 し た ．効 果 測 定 は ，3 年 生 ～ 6 年 生 の 児 童 を 対 象 と し ，対 象 校 の 那 須 小 学 校
表 5-2 プログラムの実 践 と効 果 測 定  
効果測定 プログラム実践 プログラム実践 効果測定
火山アンケート１ 事前学習１ 事前学習２ 火山アンケート２
【第一グループ】
1 那須小学校 2015年6月22日 2015年8月30日 2015年8月30日 2015年8月30日
2 那須高原小学校 2015年6月29日 2015年7月8日 2015年7月8日 2015年7月9日
3 高久小学校 2015年9月30日 2015年9月30日 2015年9月30日 2015年10月2日
4 田代友愛小学校 2015年10月12日 2015年10月20日 2015年10月20日 2015年10月20日
【第二グループ】
1 黒磯小学校 2016年2月10日 2016年2月15日 2016年2月15日 2016年2月15日
2 共英小学校 2016年2月12日 2016年2月17日 2016年2月17日 2016年2月17日
3 東原小学校 2016年2月12日 2016年2月19日 2016年2月19日 2016年2月19日
【中学校】
1 那須中学校 2015年8月28日 2015年8月31日 2015年8月31日 2015年8月31日
実践項目
【グループ】学校名
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(n=52)，那 須 高 原 小 学 校 (n=41)，田 代 友 愛 小 学 校 (n=107)，高 久 小 学 校 (n=59)
の 計 259 名 を 分 析 対 象 と し た ．  
分 析 の 結 果 は ， 火 山 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） で は ， 項 目 ① が
実 践 前 3.33 か ら 実 践 後 4.52 へ ， 項 目 ② が 実 践 前 4.06 か ら 実 践 後 4.65 へ ，
項 目 ③ が 実 践 前 3.29 か ら 実 践 後 4.39 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 3.72 か ら 実 践 後
4.56 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
次 に ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）で は ，項 目 ⑤ が 実 践 前 3.19
か ら 実 践 後 4.40 へ ，項 目 ⑥ が 実 践 前 2.91 か ら 実 践 後 4.21 へ ，項 目 ⑦ が 実 践
前 2.84 か ら 実 践 後 4.14 へ ， 項 目 ⑧ が 実 践 前 2.24 か ら 実 践 後 3.95 へ 点 数 が
変 動 し た ．全 8 項 目 の 点 数 に 大 き な 上 昇 が 見 ら れ ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上
し た と 考 え ら れ る ．  
対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ， 全 項 目 に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に
意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 5-9）．  
対 象 校 は ， 日 常 生 活 の 中 で 那 須 岳 を 身 近 に 感 じ て い る 地 域 の 小 学 校 で あ る
た め ， 学 習 前 の 点 数 が 高 い 項 目 も あ っ た ． プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 火 山
の 基 礎 的 な 知 識 を 補 填 す る 教 育 効 果 や 噴 火 に よ っ て 起 き る 災 害 と 危 険 が 及 ぶ
地 域 を イ メ ー ジ す る こ と が で き ， 噴 火 時 の 対 応 行 動 に 結 び 付 け る 教 育 効 果 が
得 ら れ た こ と で ， 全 項 目 で 点 数 が 高 く な っ て お り ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 が 確












































































図 5-9 第 一 グループ（那 須 町 ）の分 析 結 果  
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第 一 グ ル ー プ を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 効 果 測 定 に よ る 分 析 ， 教 員
か ら の 意 見 ･要 望 を 踏 ま え て ，火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 修 正 し た ．具
体 的 な 修 正 点 は 次 の と お り で あ る ．  
ス テ ッ プ 1 は ，噴 火 に よ っ て 起 き る 現 象 や 被 害 を ， 図 や 写 真 を 使 っ て 視 覚
的 に イ メ ー ジ さ せ る 学 習 内 容 と し た が ， 教 育 効 果 を 更 に 高 め る た め ， 写 真 の
種 類 を 増 や し ， 噴 火 時 の 映 像 を 使 用 で き る よ う 授 業 補 助 教 材 を 充 実 さ せ た ．  
ス テ ッ プ 2 は ，那 須 岳 周 辺 に 居 住 し て い な い 児 童 生 徒 で も ， 那 須 岳 に 近 い
学 習 施 設 や ス キ ー 場 な ど の 位 置 を 確 認 し ， 噴 火 に よ っ て 危 険 地 域 の 対 象 に 入
る こ と を 視 覚 的 に 学 習 で き る よ う ， ワ ー ク シ ー ト の 地 図 上 で 施 設 の 場 所 を 探
し ， 位 置 関 係 を 確 認 す る 学 習 を 学 習 指 導 案 に 追 記 し た ． ま た ， 当 初 作 成 の 火
山 ワ ー ク シ ー ト で 使 用 す る 白 地 図 が 那 須 岳 周 辺 の 地 域 し か 網 羅 し て い な か っ
た た め ， 白 地 図 を 広 範 囲 ま で カ バ ー で き る よ う ワ ー ク シ ー ト を 改 善 し た ．   
ス テ ッ プ 3 は ，第 一 グ ル ー プ で 行 っ た プ ロ グ ラ ム の 実 践 段 階 で は ， ス テ ッ
プ 1， 2 の 学 習 目 標 の 中 に 組 み 込 み 学 習 で き る 学 習 指 導 案 に な っ て お り ， ス
テ ッ プ 3 の 学 習 目 標 の 達 成 度 と 分 析 に よ る 課 題 を 整 理 ・ 確 認 し た ．  
 
5．5．3．3 第二グループ（那須塩原市）の実践と評価 
第 二 グ ル ー プ は ， 対 象 校 の 全 学 年 で ， 第 一 グ ル ー プ の 実 践 ・ 検 証 に よ り 改
善 し た 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た ．効 果 測 定 は 各 小 学 校 の 3 年 生 ～
6 年 生 の 児 童 を 対 象 と し ，対 象 校 の 黒 磯 小 学 校 (n=193)，共 英 小 学 校 (n=233)，
東 原 小 学 校 (n=197)の 計 623 名 を 分 析 対 象 と し た ．  
分 析 の 結 果 は ， 火 山 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） で は ， 項 目 ① が
実 践 前 2.57 か ら 実 践 後 4.75 へ ， 項 目 ② が 実 践 前 3.51 か ら 実 践 後 4.73 へ ，
項 目 ③ が 実 践 前 2.45 か ら 実 践 後 4.70 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 2.83 か ら 実 践 後
4.64 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
次 に ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）で は ，項 目 ⑤ が 実 践 前 2.52
か ら 実 践 後 4.75 へ ，項 目 ⑥ が 実 践 前 2.35 か ら 実 践 後 4.45 へ ，項 目 ⑦ が 実 践
前 2.18 か ら 実 践 後 4.48 へ ， 項 目 ⑧ が 実 践 前 1.69 か ら 実 践 後 4.42 へ 点 数 が
変 動 し た ．  
全 8 項 目 の 点 数 に 大 き な 上 昇 が 見 ら れ ，学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た と 考
え ら れ る ．ま た ，対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ，全 項 目 に お い て 1%水
準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 5-10）．  
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対 象 校 は ， 那 須 岳 火 山 地 域 で は あ る が 那 須 岳 か ら 離 れ た 地 域 の 小 学 校 で あ
る た め ， 学 習 前 の 点 数 が か な り 低 い 項 目 も あ っ た ． プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ
て ， 全 項 目 で 点 数 が 高 く な っ て お り ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 が 確 認 で き た ．  
 
5．5．3．4 中学生へのプログラムの実践と評価 
 那 須 岳 火 山 地 域 の 那 須 中 学 校 で お い て ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し
た ． 効 果 測 定 は ， 中 学 校 の 全 生 徒 (n=201)を 分 析 対 象 と し た ．  
分 析 の 結 果 は ， 火 山 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） で は ， 項 目 ① が
実 践 前 3.79 か ら 実 践 後 4.50 へ ， 項 目 ② が 実 践 前 4.10 か ら 実 践 後 4.57 へ ，
項 目 ③ が 実 践 前 3.20 か ら 実 践 後 4.44 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 4.17 か ら 実 践 後
4.57 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
次 に ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）で は ，項 目 ⑤ が 実 践 前 2.89
か ら 実 践 後 4.28 へ ，項 目 ⑥ が 実 践 前 2.66 か ら 実 践 後 4.33 へ ，項 目 ⑦ が 実 践
前 2.59 か ら 実 践 後 4.22 へ ， 項 目 ⑧ が 実 践 前 2.20 か ら 実 践 後 4.13 へ 点 数 が
変 動 し た ．全 8 項 目 の 点 数 に 大 き な 上 昇 が 見 ら れ ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上
し た と 考 え ら れ る ． ま た ， 対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ， 全 項 目 に お
い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 5-11）．  
以 上 か ら ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た こ と に よ り ， 中 学 生 が 学 習











































































【対応のあるt検定】 **： １%水準で有意 *：５%水準で有意
図 5-10 第 二 グループ（那 須 塩 原 市 ）の分 析 結 果  
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す る 全 て の 項 目 で 点 数 が 有 意 に 高 く な っ て お り ， 中 学 校 の 実 践 に お い て も プ




火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 獲 得 し た 知 識・ス キ ル の 習 得 度 と ，
対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過 や 他 の 要 因 に よ っ て そ れ ぞ れ
保 持 で き て い る の か を 検 証 す る た め ， 複 数 回 の 効 果 測 定 に よ っ て 取 得 し た デ
表 5-3 各 学 校 でのプログラムの実 践 と効 果 測 定  
実施項目 イベント 那須小学校 那須中学校
1 効果測定 火山アンケート① 火山 2015年6月22日 2015年8月28日
2 プログラム実践 火山学習「ステップ1」 火山 2015年8月30日 2015年8月31日
3 プログラム実践 火山学習「ステップ2」 火山 2015年8月30日 2015年8月31日
4 効果測定 火山アンケート② 火山 2015年8月30日 2015年8月31日
5 火山対応行動訓練 那須岳登山 火山 2015年7月3日 2015年9月4日
6 効果測定 火山アンケート③ 火山 2015年7月8日 2015年9月5日
7 防災学習 地震学習 地震 2015年10月26日 2015年10月20日
8 地震対応行動訓練 地震対応行動訓練① 地震 2015年10月26日 2015年10月20日
9 効果測定 火山アンケート④ 火山 2015年10月26日 2015年10月20日
10 火山対応行動訓練 那須岳火山防災訓練 火山 2015年11月5日 2015年11月5日
11 効果測定 火山アンケート⑤ 火山 2015年11月5日 2015年11月5日
12 地震対応行動訓 地震対応行動訓練② 地震 NA 2015年11月27日
13 効果測定 火山アンケート⑥ 火山 NA 2015年11月27日
14 地震対応行動訓 地震対応行動訓練③ 地震 2016年1月22日 2016年1月22日
15 効果測定 火山アンケート⑦ 火山 2016年1月22日 2016年1月22日












































































【対応のあるt検定】 **： １%水準で有意 *：５%水準で有意
図 5-11 那 須 中 学 校 の分 析 結 果  
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ー タ を 用 い て 分 析 を 行 っ た ．  
分 析 手 法 は ， 統 計 的 手 法 で あ る 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分 析 （ 対 応 あ り ） を
用 い た ．こ の 分 析 手 法 は ，黒 崎 他 107)や 米 山・竹 内 108)の 先 行 研 究 に お い て も ，
継 続 的 な 防 災 教 育 の 有 効 性 と 持 続 性 を 論 じ る 評 価 で 採 用 し て い る ．こ の た め ，
本 研 究 の 検 証 に お い て も ， 反 復 測 定 を 用 い た 分 析 手 法 を 採 用 し た ．  
本 研 究 の 調 査 対 象 校 は ， 那 須 岳 火 山 地 域 に お い て プ ロ グ ラ ム の 実 践 に 全 て
対 応 で き た 那 須 小 学 校 と 那 須 中 学 校 の 2 校 と し ， 小 学 校 は 3 年 生 ～ 6 年 生 の
児 童 （ n=52）， 中 学 校 は 全 生 徒 （ n=201） を 分 析 対 象 と し た ．  
 対 象 校 で は ， 質 問 紙 「 火 山 ア ン ケ ー ト 」 を 児 童 生 徒 に 配 布 し て ， 複 数 回 の
効 果 測 定 に よ っ て ， 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 っ た ．  
 ま た ，カ ー ク パ ト リ ッ ク の 4 レ ベ ル・ア プ ロ ー チ の う ち ，第 三 段 階（ Level 
3）の 評 価 と し て ，一 定 期 間 を 経 て 対 応 行 動 訓 練 を 行 い「 行 動 変 容 」を 分 析・
評 価 し た ．  
対 象 校 に お け る プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 効 果 測 定 は ， 表 5-3 の と お り で あ る ．  
 
5．5．4．2 効果測定による分析 
 効 果 測 定 は ， 対 象 校 の 小 学 校 で は 7 回 ， 中 学 校 で は 8 回 行 い ，効 果 測 定 で
得 ら れ た デ ー タ を 用 い て 分 析 し た ．  
反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分 析 （ 対 応 あ り ） を 用 い て 分 析 し た 結 果 は ， 小 中 学
校 と も に ，全 て の 項 目（ 8 項 目 ）に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が
見 ら れ た （ 表 5-4）．  
 
問1 F(4.1, 210.7)=11.3, p<.01 F(3.8, 761.0)=69.3, p<.01
問2 F(3.7, 187.7)=5.2, p<.01 F(4.8, 969.6)=39.6, p<.01
問3 F(3.8, 197.4)=8.2, p<.01 F(3.8, 752.5)=130.0, p<.01
問4 F(4.4, 225.9)=4.5, p<.01 F(3.9, 775.1)=44.8, p<.01
問5 F(4.2, 212.6)=6.7, p<.01 F(4.1, 820.8)=200.8, p<.01
問6 F(4.5, 227.7)=4.9, p<.01 F(4.6, 919.3)=191.2, p<.01
問7 F(4.5, 228.2)=8.9, p<.01 F(4.6, 929.0)=188.1, p<.01
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次 に ， 那 須 小 学 校 の 学 習 目 標 の 達 成 度 を 示 す 点 数 の 推 移 を 見 る と ， 全 体 の
傾 向 と し て ， 点 数 の 上 下 変 動 は あ る が ， 当 初 獲 得 し た 教 育 効 果 を 保 持 し て い
る こ と が わ か っ た ． ま た ， 火 山 に 関 す る イ ベ ン ト の 実 践 に よ っ て 点 数 が 高 く
な り ， 地 震 の イ ベ ン ト 後 は 点 数 が 少 し 低 く な る 傾 向 が 見 ら れ た （ 図 5-12）．  
火 山 に 関 す る イ ベ ン ト で は ，那 須 岳 登 山 は ，「 ① 活 火 山 と は ，ど の よ う な も
の か 知 っ て い る 」，「 ⑤ 近 く で 火 山 が 噴 火 し た 時 ， ど の よ う な 身 を 守 る 行 動 を
と れ ば よ い か 知 っ て い る 」，「 ⑥ 近 く で 火 山 が 噴 火 し た 時 ， ど の よ う な 場 所 に
逃 げ れ ば よ い か 知 っ て い る 」 の 3 項 目 で 点 数 が 高 く な っ た ． こ れ は ， 登 山 の
際 に ， 噴 火 時 の 対 応 行 動 の 仕 方 や ， 事 前 学 習 の 振 り 返 り を 現 地 で 行 っ た こ と
が 要 因 と 考 え ら れ る ．  
那 須 岳 火 山 防 災 訓 練 は ，「 ② 火 山 の 噴 火 と は ， ど の よ う な も の か 知 っ て い
る 」，「 ③ 那 須 岳 の 噴 火 で ， ど の よ う な 被 害 が で る か 知 っ て い る 」，「 ④ 那 須 岳
が 噴 火 す る か も し れ な い こ と を 知 っ て い る 」，「 ⑥ 近 く で 火 山 が 噴 火 し た 時 ，
ど の よ う な 場 所 に 逃 げ れ ば よ い か 知 っ て い る 」，「 ⑦ 那 須 岳 に 噴 火 警 報 や 噴 火
予 報 が 出 た 時 に 何 を す れ ば よ い か 知 っ て い る 」，「 ⑧ 那 須 岳 が 噴 火 し た 時 ， ど
こ に 逃 げ れ ば よ い か ，地 図 を 見 て 知 っ て い る 」の 6 項 目 で 点 数 が 高 く な っ た ．
こ れ は ， 火 山 防 災 訓 練 を 通 じ て ， 噴 火 に 対 す る 危 機 意 識 を 高 め る と と も に 、
事 前 学 習 の 振 り 返 り を 行 っ た こ と が 要 因 と 考 え ら れ る ．  
次 に ， 那 須 中 学 校 の 点 数 の 推 移 を 見 る と ， 小 学 校 と 同 様 に 点 数 の 上 下 変 動
は 見 ら れ た が ， 当 初 獲 得 し た 高 い 教 育 効 果 を 保 持 し て い る こ と が わ か っ た ．   
図 5-12 那 須 小 学 校 の反 復 測 定 結 果  
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中 学 生 の 実 践 に お い て も ， 火 山 に 関 す る イ ベ ン ト で 点 数 が 高 く な り ， 地 震
の イ ベ ン ト 後 は 点 数 が 少 し 低 く な る 傾 向 が 見 ら れ た （ 図 5-13）．  
 火 山 に 関 す る イ ベ ン ト で は ， 那 須 岳 登 山 は ， 全 項 目 で 点 数 が 高 く な っ た ．
特 に ，山 頂 付 近 で 噴 火 時 の 対 応 行 動 訓 練 を 実 際 に 行 っ た こ と で ，「 ⑤ 近 く で 火
山 が 噴 火 し た 時 ， ど の よ う な 身 を 守 る 行 動 を と れ ば よ い か 知 っ て い る 」 の 点
数 が 大 き く 高 ま っ た と 考 え ら れ る ．  
火 山 防 災 訓 練 は ，「 ② 火 山 の 噴 火 と は ，ど の よ う な も の か 知 っ て い る 」，「 ⑥
近 く で 火 山 が 噴 火 し た 時 ， ど の よ う な 場 所 に 逃 げ れ ば よ い か 知 っ て い る 」，
「 ⑦ 那 須 岳 に 噴 火 警 報 や 噴 火 予 報 が 出 た 時 に 何 を す れ ば よ い か 知 っ て い る 」，
「 ⑧ 那 須 岳 が 噴 火 し た 時 ， ど こ に 逃 げ れ ば よ い か ， 地 図 を 見 て 知 っ て い る 」
の 4 項 目 で 点 数 が 高 く な っ た ． こ れ は ，火 山 防 災 訓 練 を 通 じ て ， 噴 火 に 対 す
る 危 機 意 識 が 高 ま っ た こ と が 要 因 と 考 え ら れ る ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に よ る 教 育 効 果 は ， 火 山
に 関 す る イ ベ ン ト と 地 震 の イ ベ ン ト に よ っ て ， 点 数 に 多 少 の 変 動 が 見 ら れ た
が ， 最 初 に 行 わ れ た 火 山 学 習 に よ っ て 得 ら れ た 知 識 ・ ス キ ル ・ 能 力 が 一 定 レ
ベ ル で 保 持 さ れ て お り ，学 習 目 標 の 達 成 度 が 極 端 に 低 下 す る 項 目 は な か っ た ． 
 ま た ， 一 定 期 間 を 経 て 行 っ た 対 応 行 動 訓 練 で あ っ て も ， 学 習 目 標 の 達 成 度
が 極 端 に 低 下 す る 項 目 は な か っ た ．  
 
図 5-13 那 須 中 学 校 の反 復 測 定 結 果  
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5．6 結論 
本 研 究 で は ， 我 が 国 の 火 山 防 災 教 育 の 課 題 を 踏 ま え て ， 那 須 岳 火 山 地 域 の
学 校 現 場 に お け る 火 山 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に し た 上 で ， 児 童 生 徒
が 火 山 噴 火 を 正 し く 理 解 し ， 適 切 な 対 応 行 動 を 身 に 付 け る た め の 体 系 的 な 火
山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 と プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 に つ い て 評 価 を 行 っ た ．  
ま ず ， 那 須 岳 火 山 地 域 の 児 童 生 徒 を 対 象 と し た 火 山 ア ン ケ ー ト に よ る 調 査
で は ， 那 須 岳 の 噴 火 の 危 険 性 に つ い て は 意 識 し て い る も の の ， 火 山 災 害 や 危
険 が 及 ぶ 地 域 な ど 具 体 的 に イ メ ー ジ で き て お ら ず ， 噴 火 時 の 具 体 的 な 対 応 行
動 に つ い て は 多 く の 児 童 生 徒 が 「 よ く わ か ら な い 」 と 回 答 す る な ど ， 火 山 地
域 に お け る 火 山 防 災 教 育 の 課 題 が 明 ら か に な っ た ．  
調 査 対 象 校 の 保 護 者 を 対 象 と し た 同 様 の 調 査 を 行 っ た が ， 児 童 生 徒 と 同 じ
よ う に ， 一 般 的 な 火 山 の 知 識 は あ る も の の ， 噴 火 し た 場 合 の リ ス ク や 噴 火 時
の 対 応 行 動 が 具 体 的 に イ メ ー ジ で き て い な い た め ， 家 庭 内 で の 火 山 に 関 す る
防 災 教 育 は 難 し い 現 状 で あ る こ と も わ か っ た ．   
本 研 究 で は ，こ れ ら の 課 題 も 踏 ま え て ，学 習 理 論 で あ る ID 論 の ADDIE プ
ロ セ ス に よ っ て ， 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ，
火 山 の 知 識 を 習 得 し た 上 で ， 火 山 災 害 を 具 体 的 に イ メ ー ジ し ， 火 山 噴 火 に よ
る 危 険 な 地 域 や 噴 火 時 の 適 切 な 対 応 行 動 を 理 解 す る 学 習 ス テ ッ プ で 構 成 し て
お り ， 一 気 通 貫 の 体 系 的 な 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 設 計 と な っ て い る ．  
対 象 校 に お い て ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 に よ っ て ， プ ロ グ ラ
ム の 改 善 を 図 り な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
 ま た ， 本 研 究 で 開 発 し た 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 防 災 の 専 門 家 が 介 入
し な け れ ば な ら な い イ ベ ン ト 的 な 授 業 に な ら ず ， 教 員 に よ っ て 自 校 化 し た プ
ロ グ ラ ム の 実 践 が で き る プ ロ グ ラ ム で あ る ． プ ロ グ ラ ム の 他 地 域 へ の 展 開 が
可 能 で あ り ， 筆 者 が 所 属 し た 宇 都 宮 地 方 気 象 台 ホ ー ム ペ ー ジ 「 防 災 教 育 支 援
ペ ー ジ・火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」109)を 開 設 し ，ホ ー ム ペ ー ジ か ら 自 由 に プ
ロ グ ラ ム を ダ ウ ン ロ ー ド す る 環 境 を 整 え た ． ダ ウ ン ロ ー ド で き る プ ロ グ ラ ム
は ， 学 校 現 場 の 教 員 が 自 由 に カ ス タ マ イ ズ し て 自 校 化 で き る よ う ， 汎 用 の フ
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第 6 章 マルチハザードに対応した防災教育手法と防災教育プログラムの精
度向上 
6．1 防災教育手法の仮説提案 
筆 者 は ，防 災 教 育 に 関 す る 研 究 を 進 め て い く 中 で ，「 地 震 は 年 間 計 画 を 立 て
て 訓 練 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 自 然 災 害 で あ る が ， そ の 他 の 自 然 災 害 は 理
科 学 習 で 現 象 に つ い て 触 れ る 程 度 で ， 現 象 に よ っ て 起 き る 災 害 や 災 害 か ら ど
の よ う に 身 を 守 る の か 指 導 要 領 が な い ．」と い う 現 状 を 実 感 す る ．ま た ，現 場
教 員 か ら は ，「 地 震 以 外 の 自 然 災 害 は ，教 員 が 人 生 経 験 か ら 得 た 知 識 の み で 指
導 し て い る の が 現 状 で あ っ て ， 具 体 的 に ど の よ う に 防 災 教 育 を 実 践 し た ら い
い の か 悩 ん で い る ．」と い う ，防 災 教 育 に 取 り 組 む う え で の 悩 み を し ば し ば 聞
く こ と が あ る ．  
一 方 で ， 防 災 教 育 に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 す る と ， 個 々 の 災 害 に 対 応 し た
様 々 な 視 点 を 取 り 入 れ た 防 災 教 育 の 実 践 事 例 や 教 育 手 法 が 提 案 さ れ て お り ，
筆 者 も ， 本 論 文 で 論 じ て い る よ う に ， 地 震 災 害 ， 竜 巻 災 害 ， 火 山 噴 火 災 害 に
対 応 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 提 案 し て き た ．  
し か し ， 第 1 章 で 述 べ た よ う に ， 防 災 教 育 の 積 極 的 な 導 入 が 進 ん で い な い
現 状 を 踏 ま え る と ， 児 童 生 徒 の 「 生 き る 力 」 を 高 め る た め の 体 系 的 な 防 災 教
育 手 法 の 具 体 的 な 提 案 や 学 習 教 材 の 普 及 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る ．  
そ こ で 筆 者 は ， 防 災 教 育 の 現 状 や 課 題 を 踏 ま え ， 学 校 で 定 期 的 に 行 わ れ て
い る 避 難 訓 練 や ， 日 常 生 活 の 中 で も 経 験 し て い る 比 較 的 イ メ ー ジ し や す い 地
震 を 対 象 と し た 防 災 教 育 を 核 と し て ， そ こ か ら 発 展 的 に ， 地 域 の 特 性 や 学 校
の 状 態 に あ わ せ た 他 の 自 然 災 害 を 対 象 と し た 防 災 教 育 を 実 践 し て い く こ と が ，
最 終 的 に 様 々 な 自 然 災 害 へ の 対 応 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る ， マ ル チ ハ ザ
ー ド に 対 応 し た 防 災 教 育 手 法 が ， 効 果 的 な 手 法 で あ る と 仮 説 と し て 考 え た ．  
 
6．2 本研究の目的 
本 研 究 は ， 筆 者 が 仮 説 提 案 し た 地 震 防 災 教 育 を 核 と し た ， マ ル チ ハ ザ ー ド
に 対 応 す る た め の 防 災 教 育 手 法 に つ い て ， 多 く の 学 校 で 実 践 ・ 継 続 で き る よ
う な 防 災 教 育 の 導 入 方 法 と し て ， 果 た し て 児 童 生 徒 や 現 場 教 員 に 受 け 入 れ ら
れ る か ， 児 童 生 徒 や 現 場 教 員 が 持 っ て い る ， 自 然 災 害 等 の 学 校 安 全 に 対 す る
危 機 意 識 の 実 態 を 質 問 紙 調 査 に よ っ て 明 ら か に し た ．  
そ の 上 で ， 本 研 究 で 開 発 し て き た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育
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プ ロ グ ラ ム の 実 践 を ， そ れ ぞ れ 単 独 で 実 施 す る の で は な く ， 2 つ の プ ロ グ ラ
ム を 組 み 合 わ せ て 実 践 す る こ と に よ っ て ， 自 然 災 害 に 対 す る 児 童 生 徒 の 「 生
き る 力 」 を 維 持 す る た め の 効 果 的 な 防 災 教 育 手 法 の あ り 方 を 考 察 し た ．  
次 に ， 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 精 度
向 上 を 図 る た め ， 栃 木 県 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 と
教 育 効 果 を 測 定 し な が ら ， 改 善 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ．   
ま た ， 精 度 向 上 を 図 っ た プ ロ グ ラ ム を 交 互 に 実 践 す る こ と で ， そ れ ぞ れ の
プ ロ グ ラ ム の 実 践 で 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る
技 能 の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過 (カ ー ク パ ト リ ッ ク ・ Level 3)や 他 の 要 因 に よ っ て
そ れ ぞ れ 保 持 で き て い る の か を 検 証 し ， 仮 説 検 証 を 考 察 し た ．  
さ ら に ， 本 研 究 に お け る プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 先 行 研 究 を 通 し て ， 防 災 の 専
門 家 が い か に 教 育 機 関 と 関 わ れ ば 効 果 的 な 防 災 教 育 を 普 及 さ せ て い く こ と が




児 童 生 徒 や 現 場 教 員 が ， 身 近 で 発 生 す る 学 校 安 全 （ 災 害 安 全 ， 交 通 安 全 ，
生 活 安 全 ） の 危 機 を 具 体 的 に イ メ ー ジ で き て い る か を 把 握 す る た め ， 栃 木 県
内 の 小 学 生 と 現 場 教 員 を 対 象 に ， 質 問 紙 調 査 「 身 の ま わ り の 危 険 に つ い て の
ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し た ． こ の 結 果 を 分 析 し て ， 筆 者 ら の 仮 説 が ， 今 後 ， 栃
木 県 全 県 を 対 象 と し た 防 災 教 育 の 普 及 を 展 開 し て 行 く た め に ， 適 切 な 手 法 で
あ る か を 確 か め る た め の 基 礎 的 な 調 査 で あ る ．  
 
6．3．2 調査概要 
小 学 校 の 調 査 は ， 調 査 協 力 が 得 ら れ た 栃 木 県 宇 都 宮 市 立 石 原 小 学 校 と 鹿 沼
市 立 津 田 小 学 校 の 2 校 と し ，3 年 生 ～ 6 年 生 の 児 童（ n=266）を 分 析 対 象 と し
た ． 研 究 と し て は ， 全 県 の 小 学 校 を 対 象 と し た 悉 皆 調 査 又 は サ ン プ リ ン グ 調
査 が 望 ま し い が ， 全 県 調 査 を 実 施 す る た め に は 事 前 調 整 等 に か な り の 時 間 を
要 す る こ と 等 の 課 題 も 多 い こ と か ら ， 本 研 究 で は ， 教 育 委 員 会 か ら 推 薦 さ れ
た 2 校 を 調 査 対 象 校 と し た ．  
調 査 方 法 は ， 筆 者 ら が 作 成 し た 質 問 紙 を 調 査 対 象 校 の 児 童 に 配 布 し て ， 学
級 活 動 や 総 合 学 習 の 時 間 な ど を 利 用 し て 回 答 す る 方 法 で 実 施 し た ．  
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質 問 項 目 は ，学 校 安 全 の 3 領 域 で あ る「 災 害 安 全 ，交 通 安 全 ，生 活 安 全（ 防
犯 を 含 む ）」に 関 し て ，20 項 目 の 具 体 的 な 危 機 を 選 定 し た ．対 象 校 の 児 童 が ，
そ れ ぞ れ の 危 機 に 対 し て 具 体 的 な イ メ ー ジ を も っ て い る の か ， 自 己 評 価 し て
回 答 す る 調 査 方 法 と し た ．  
20 項 目 の 選 定 方 法 と し て は ，「 生 き る 力 を 育 む 防 災 教 育 の 展 開 （ 文 科 省 ）」
20)を 参 考 に ， 学 校 安 全 に 関 す る 具 体 的 な 指 導 項 目 が 整 理 さ れ て い る 「 み や ぎ
防 災 教 育 基 本 指 針 （ 宮 城 県 教 育 委 員 会 ）」 110)か ら ， 教 育 委 員 会 や 学 校 関 係 者
の 意 見 も 踏 ま え て ， 時 間 的 に 回 答 で き ， 小 学 生 の 負 担 に も な ら な い 20 項 目
と し た ．こ の 20 項 目 の 内 訳 は ，災 害 安 全 に 該 当 す る も の 12 項 目 ，交 通 安 全
に 該 当 す る も の 4 項 目 ， 生 活 安 全 に 該 当 す る も の 4 項 目 と し た （ 図 6-1）．   
質 問 紙 で は ，「 あ な た が 毎 日 の 生 活 の な か で ，も し 下 に 書 い て あ る よ う な 出
来 事 に 遭 っ た ら ， ど の よ う な 被 害 が で て ， あ な た は ど の よ う な こ と に 困 る の
か ， 具 体 的 に そ の 場 面 を イ メ ー ジ す る こ と が で き ま す か ． そ れ ぞ れ の 出 来 事
に つ い て ，あ て は ま る 番 号 に 〇 を つ け て く だ さ い ．」と い う よ う な 導 入 部 の 後
図 6-1 質 問 紙 （身 のまわりの危 険 についてのアンケート） 
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に ， 20 項 目 の 危 機 に つ い て ，「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る ， 少 し だ け
イ メ ー ジ で き る ， あ ま り イ メ ー ジ で き な い ， ほ と ん ど イ メ ー ジ で き な い 」 の
4 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
現 場 教 員 の 調 査 は ， 栃 木 県 内 の 公 立 学 校 に 勤 務 す る 学 校 安 全 を 主 に 担 当 し
て い る 教 職 員 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ． こ の 調 査 は ， 県 が 主 催 す る
学 校 安 全 に 関 す る 研 修 会 の 機 会 を 捉 え ， 研 修 会 に 参 加 し た 教 職 員 に 受 付 で 質
問 紙 を 配 布 し ， 研 修 終 了 ま で に 回 答 し た 質 問 紙 を 回 収 箱 へ 投 函 す る 方 法 で 実
施 し た ． 調 査 内 容 は ， 児 童 へ 行 っ た 質 問 紙 調 査 と 同 じ 内 容 と し た ．  
 
6．3．3 調査結果 
 小 学 校 の 質 問 紙 調 査 は ，2016 年 5 月 の 授 業 時 間 を 利 用 し て ，各 学 校 が そ れ
ぞ れ の ク ラ ス で 実 施 し た ．ま た ，教 職 員 へ の 質 問 紙 調 査 は ，2016 年 4 月 と 5
月 に 開 催 さ れ た 研 修 会 で 実 施 し た ．  
質 問 紙 調 査 の 回 答 か ら ，20 項 目 の そ れ ぞ れ の 危 機 を ど の 程 度 イ メ ー ジ で き
て い る か を 把 握 す る た め ，「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る 」の 回 答 率 が 多
い 順 に ， 各 項 目 の 点 数 を 集 計 ・ 整 理 し た ．  
児 童（ n=266）の 調 査 結 果 は ，「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る 」と 回 答
し た 割 合 が 一 番 高 い 危 機 が「 2.地 震 」（ 78.3%）で あ っ た ．日 本 で 生 活 す る 上
で 経 験 す る こ と が 多 い 地 震 は ，学 校 に お い て 定 期 的 に 避 難 訓 練 を 行 う 危 機（ 自
然 現 象 ）で あ る こ と か ら ，具 体 的 に イ メ ー ジ で き た と 回 答 し た と 考 え ら れ る ．  
次 に 回 答 率 が 高 か っ た の は ，「 15.不 審 者 の 侵 入 」（ 75.4%）と「 16.不 審 者 か
ら 声 か け・誘 い 」（ 67.6%）で あ っ た ．学 校 へ の 聞 き 取 り か ら ，対 象 校 は 住 宅
街 に あ る 学 校 と い う 環 境 で あ っ た が ， 日 頃 か ら 不 審 者 に 対 す る 指 導 が 定 期 的
に 行 わ れ て い た た め ， 回 答 率 が 高 く な っ た と 考 え ら れ る ．  
以 降 ，回 答 率 が 高 い 順 に ，「 5.急 な 大 雨 」（ 65.7%），「 11.台 風 」（ 63.3%），「 9.
浸 水 」（ 60.4%），「 1.火 災 」（ 59.4%），「 6.雷 」（ 58.5%），「 18.自 転 車 事 故 」（ 57.0%），
「 12.大 雪 」（ 57.0%），「 13.学 校 で の ケ ガ 」（ 55.1%），「 14.校 外 で の ケ ガ 」（ 53.6%），
「 17.通 学 路 の 事 故 」（ 53.6%），「 10.山 ・ 崖 崩 れ 」（ 53.1%），「 20.接 触 事 故 」
（ 52.7%），「 8.河 川 洪 水 」（ 52.2%），「 7.竜 巻 」（ 49.3%），「 19.移 動 中 の 事 故 」
（ 48.8%），「 3.津 波 」（ 46.9%），「 4.火 山 噴 火 」（ 32.4%） の 回 答 で あ っ た （ 図
6-2）．   
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次 に 教 職 員 （ n=573） の 調 査 結 果 は ，「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る 」
と 回 答 し た 割 合 が 一 番 高 い 危 機 が「 2.地 震 」（ 46.4%）で あ っ た ． 以 降 ，回 答
率 が 高 い 順 に ，「 11.台 風 」（ 45.7%），「 13.学 校 で の ケ ガ 」（ 45.2%），「 5.急 な 大
雨 」（ 42.9%），「 20.接 触 事 故 」（ 40.3%），「 18.自 転 車 事 故 」（ 40.0%），「 12.大
雪 」（ 38.4%），「 17.通 学 路 の 事 故 」（ 38.0%），「 1.火 災 」（ 37.5%），「 14.校 外 で
の ケ ガ 」（ 36.0%），「 16.不 審 者 か ら 声 か け・誘 い 」（ 30.7%），「 15.不 審 者 の 侵
入 」（ 26.5%），「 8.河 川 洪 水 」（ 26.2%），「 6.雷 」（ 24.3%），「 9.浸 水 」（ 23.7%），
「 19.移 動 中 の 事 故 」（ 19.2%），「 7.竜 巻 」（ 15.7%），「 10.山・崖 崩 れ 」（ 12.2%），
「 3.津 波 」（ 8.9%），「 4.火 山 噴 火 」（ 4.7%） の 回 答 で あ っ た （ 図 6-3）．  
以 上 の 調 査 結 果 か ら ， 児 童・教 職 員 と も に こ れ ま で の 人 生 で 経 験 し て お り ，
学 校 に お い て 定 期 的 な 避 難 訓 練 を 実 施 し て い る「 地 震 」に つ い て ，全 20 項 目
の 危 機 の 中 で 一 番 具 体 的 に イ メ ー ジ で き る と 回 答 し た こ と が 明 ら か に な っ た ． 
ま た ， 地 震 以 外 の 大 雨 や 台 風 な ど の 風 水 害 ， 不 審 者 や 怪 我 な ど ， 他 の 危 機
よ り も 発 生 確 率 が 高 か っ た り ， 学 校 や 居 住 地 域 で の 注 意 喚 起 に 触 れ る 機 会 が
比 較 的 多 か っ た り す る 危 機 に つ い て も ， あ る 程 度 イ メ ー ジ で き て い る と 回 答
し た 傾 向 が 見 ら れ た ．  
一 方 ， 局 地 的 な 現 象 で あ る 竜 巻 や 火 山 噴 火 に よ る 危 機 ， 地 域 性 の あ る 洪 水
や 土 砂 災 害 な ど の 風 水 害 は ， 相 対 的 に イ メ ー ジ で き て い な い こ と が 明 ら か に
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図 6-2 身 のまわりの危 険 についてのアンケート集 計 結 果 （児 童 ） 
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6．3．4 因子分析による危機意識の分類 
前 項 で 行 っ た 質 問 紙 調 査 の デ ー タ を 利 用 し て ，20 項 目 の 危 機 が ど の よ う な
関 係 性 を 持 っ て い る の か 分 析 す る た め ， 多 変 量 解 析 の 一 種 で あ り ， 複 数 の 変
数 間 の 関 係 性 を 探 る 際 に よ く 用 い ら れ る 手 法 で あ る 因 子 分 析 （ 最 尤 法 ・ プ ロ
マ ッ ク ス 回 転 ） を 行 っ た ．  
児 童 （ n=266） を 対 象 と し た 分 析 結 果 は ， ４ つ の 因 子 が 抽 出 さ れ た （ 図 6-
4）． 第 １ 因 子 は ， 交 通 事 故 や 不 審 者 な ど に 代 表 さ れ る よ う な 「 家 ・ 学 校 の 外
因子1 因子2 因子3 因子4 共通性
１５．学校に不審者が入ってきたとき .765　 -.174　 -.033　 .089　 .447　
１７．通学路や歩道を歩いていて、事故にあったとき .722　 -.146　 .004　 .214　 .554　
１８．自転車を運転していて、事故になったとき .654　 -.016　 -.012　 .044　 .431　
２０．オートバイや自動車と接触して、事故になったとき .537　 .343　 -.020　 -.118　 .582　
１９．バスや電車に乗っていて、事故になったとき .516　 .222　 .033　 .102　 .608　
１６．登下校中に知らない人からの声かけや、誘いがあったとき .510　 .136　 -.116　 .134　 .389　
１２．大雪がふってきたとき .296　 .270　 .019　 .125　 .381　
１０．山や崖が崩れたとき -.132　 .938　 -.201　 .046　 .553　
３．津波がやってきたとき -.096　 .622　 .097　 .196　 .527　
４．火山が噴火したとき .198　 .538　 .059　 -.052　 -.519　
７．竜巻がやってきたとき .007　 .440　 .144　 .167　 .418　
８．洪水で川の水があふれてきたとき .045　 .373　 .364　 -.193　 .430　
９．道路や建物が水につかったとき .111　 .364　 .111　 .191　 .424　
５．急に大雨がふってきたとき -.019　 -.306　 .817　 .123　 .446　
２．地震がおきたとき -.224　 .063　 .597　 .158　 .323　
１．火災になったとき .036　 .207　 .489　 -.086　 .419　
１１．台風がやってきたとき .327　 .063　 .395　 -.214　 .417　
６．雷が落ちたとき .116　 .121　 .370　 .109　 .365　
１４．校外学習に出かけて、事故やケガをしたとき .161　 .222　 .014　 .612　 .734　
１３．学校で大きなケガをしたとき .237　 -.040　 .050　 .545　 .479　
因子寄与 6.5 6.4 5.1 3.3 21.3




























































































































n=573 具体的にはっきりイメージできる 少しだけイメージできる あまりイメージできない ほとんどイメージできない
図 6-3 身 のまわりの危 険 についてのアンケート集 計 結 果 （教 職 員 ） 
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の 世 界 か ら 襲 い か か っ て く る 危 険（ 事 故・不 審 者 等 ）」因 子 ，第 ２ 因 子 は ，竜
巻 や 火 山 な ど に 代 表 さ れ る よ う な 「 そ れ ほ ど 親 し み の な い 『 わ が こ と 意 識 』
の 薄 い 自 然 災 害 と い う 危 険 」 因 子 ， 第 ３ 因 子 は 地 震 や 急 な 大 雨 に 代 表 さ れ る
よ う な 「 身 の 周 り で 経 験 ・ 見 聞 き を よ く す る 自 然 災 害 と い う 危 険 」 因 子 ， 第
４ 因 子 は 普 段 の 生 活 し て い る 中 で 起 き て し ま う ケ ガ で 構 成 さ れ る 「 ケ ガ と い
う 危 険 」 因 子 の 4 因 子 を 命 名 し た ．  
こ の 分 析 結 果 か ら ， 児 童 に と っ て は ， こ れ ま で の 人 生 で 経 験 し た り ， 避 難
訓 練 で も よ く 経 験 し て い る 「 地 震 」と い う 危 機 （ 第 3 因 子 ） を 学 習 の 出 発 点
と し て ， そ れ ほ ど 親 し み の な い 竜 巻 や 火 山 （ 第 2 因 子 ） を 身 近 な 災 害 と し て
関 連 付 け て い く 指 導 が ， 児 童 生 徒 の 危 機 意 識 を 総 合 的 に 高 め る 有 効 な 教 育 手
法 で あ る と 考 え ら れ る ．  
ま た ， 教 職 員 （ n=573） を 対 と し た 分 析 結 果 は ， ４ つ の 因 子 が 抽 出 さ れ た
（ 図 6-5）．第 １ 因 子 は ，交 通 事 故 や 不 審 者 な ど に 代 表 さ れ る よ う な「 交 通 安
全 ・ 学 校 安 全 に 関 す る 危 険 」 因 子 ， 第 ２ 因 子 は ， 台 風 や 洪 水 な ど に 代 表 さ れ
る よ う な 「 台 風 等 の 風 水 害 に 関 す る 危 険 」 因 子 ， 第 ３ 因 子 は 竜 巻 や 火 山 に 代
表 さ れ る よ う な 「 親 し み が な い （ イ メ ー ジ が 湧 き づ ら い ） 自 然 災 害 に 関 す る
危 険 」 因 子 ， 第 ４ 因 子 は 地 震 と 火 事 で 構 成 さ れ る 「 対 応 を 含 め イ メ ー ジ で き
て い る 自 然 災 害 に 関 す る 危 険 」 因 子 の 4 因 子 を 命 名 し た ．          
因 子 の 構 成 は ， 児 童 の 分 析 結 果 と 若 干 異 な っ た も の の ， 教 員 に と っ て も ，
因子1 因子2 因子3 因子4 共通性
１８．自転車を運転していて、事故になったとき .953　 -.035　 -.100　 -.056　 .736　
１７．通学路や歩道を歩いていて、事故にあったとき .926　 -.073　 -.014　 -.003　 .761　
２０．オートバイや自動車と接触して、事故になったとき .811　 .079　 -.082　 -.058　 .624　
１６．登下校中に知らない人からの声かけや、誘いがあったとき .746　 -.065　 .027　 .008　 .393　
１９．バスや電車に乗っていて、事故になったとき .646　 .101　 .112　 -.166　 .473　
１４．校外学習に出かけて、事故やケガをしたとき .608　 .090　 .034　 .068　 .536　
１５．学校に不審者が入ってきたとき .491　 -.057　 .238　 .035　 .393　
１３．学校で大きなケガをしたとき .467　 .110　 -.060　 .237　 .466　
８．洪水で川の水があふれてきたとき -.041　 .874　 .055　 -.107　 .669　
９．道路や建物が水につかったとき .004　 .834　 .025　 -.099　 .628　
５．急に大雨がふってきたとき -.018　 .618　 -.102　 .196　 .476　
６．雷が落ちたとき .108　 .426　 .113　 .109　 .427　
１１．台風がやってきたとき .172　 .353　 -.097　 .305　 .446　
１２．大雪がふってきたとき .110　 .291　 .063　 .172　 .294　
４．火山が噴火したとき -.032　 -.020　 .919　 -.079　 .736　
３．津波がやってきたとき -.020　 -.099　 .728　 .154　 .556　
１０．山や崖が崩れたとき .021　 .208　 .574　 -.064　 .477　
７．竜巻がやってきたとき .036　 .229　 .355　 .100　 .375　
２．地震がおきたとき -.162　 .073　 -.039　 .890　 .695　
１．火災になったとき .151　 -.129　 .170　 .618　 .536　
因子寄与 6.7 6.0 4.6 4.8 22.1






















図 6-5 身 のまわりの危 険 についてのアンケート因 子 分 析（教職員） 
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経 験 に よ っ て イ メ ー ジ が 湧 い て お り ， 避 難 訓 練 な ど を 繰 り 返 し 行 っ て い る 地
震 や 火 事 に つ い て の 対 応 訓 練 を 充 実 さ せ ， そ れ ら の 経 験 を ベ ー ス に し て ， イ
メ ー ジ が 湧 き づ ら い 竜 巻 や 火 山 の 防 災 教 育 を 関 連 付 け て 指 導 し て い く 方 法 が ，
教 職 員 の 危 機 意 識 を 総 合 的 に 高 め る 有 効 な 手 段 で あ る と 考 え ら れ る ．  
 
6．3．5 国や自治体による危機意識調査 
 東 日 本 大 震 災 以 降 ，国（ 内 閣 府 ）が 2013 年 に 行 っ た「 防 災 に 関 す る 世 論 調
査 」（ 全 国 対 象 ， 調 査 員 に よ る 面 談 ， 複 数 回 答 ， n=3,110） に よ る と 111)， 国
民 の 防 災 に 関 す る 意 識 と し て ，「 自 然 災 害 で 被 害 に 遭 う こ と を 具 体 的 に イ メ
ー ジ し た こ と が あ り ま す か 」 と の 質 問 へ の 回 答 を ま と め て い る ．  
調 査 結 果 を 見 る と ，「 地 震 」（ 80.4%），「 竜 巻 ， 突 風 ， 台 風 な ど 風 に よ る 災
害 」（ 48.1%），「 河 川 の 氾 濫 」（ 19.6%），「 津 波 」（ 17.8%），「 土 砂 ・ 崖 崩 れ 」
（ 13.2%），「 大 雪 」（ 9.7%），「 火 山 噴 火 」（ 5.9%），「 高 潮 」（ 3.5%），「 そ の 他 」
（ 9.4%）で あ っ た ．こ の 調 査 前 に は ，全 国 各 地 で 竜 巻 等 の 風 水 害 が 発 生 し て
お り ， 突 風 災 害 へ の 危 機 意 識 が 高 く な っ て い た と 考 え ら れ る ．  
2017 年 の 同 調 査（ n=1,839）で は 112)，「 地 震 」（ 81.0%），「 竜 巻 ，突 風 ，台
風 な ど 風 に よ る 災 害 」（ 44.2%），「 河 川 の 氾 濫 」（ 27.0%），「 津 波 」（ 20.4%），
「 大 雪 」（ 14.3%），「 土 砂 ・ 崖 崩 れ 」（ 14.2%），「 火 山 噴 火 」（ 6.6%），「 高 潮 」
（ 4.2%），「 そ の 他 」（ 0.5%），「 想 像 し た こ と が な い 」（ 11.1%）の 結 果 で あ っ
た ． こ の よ う に ， 身 近 で 発 生 し た 災 害 に よ っ て 危 機 意 識 が 高 ま る 傾 向 が 見 ら
れ る が ，「 地 震 」 は 災 害 の 中 で も 突 出 し て 危 機 意 識 が 高 い こ と が わ か っ た ．  
 一 方 ， 自 治 体 が 行 っ た 調 査 と し て は ， 本 研 究 の 対 象 と な っ た 栃 木 県 に お い
て ，栃 木 県 民 の 防 災 意 識 に 関 す る 調 査「 栃 木 県 政 世 論 調 査（ 2014 年 ）」（ 全 県
対 象 ， 層 化 二 段 無 作 為 抽 出 法 ， 選 択 ， n=1,318） を 行 っ て い る 113)．  
調 査 結 果 を 見 る と ，「 日 頃 最 も 不 安 に 思 う 災 害 は ど の よ う な も の で す か 」と
の 質 問 へ の 回 答 が ，「 地 震 」（ 66.2%），「 竜 巻 等 に よ る 風 害 」（ 9.7%），「 火 災 」
（ 8.5%），「 台 風・水 害 」（ 5.6%），「 落 雷 」（ 4.4%），「 雪 害 」（ 0.8%），「 火 山 噴
火 」（ 0.7%），「 そ の 他 ．無 回 答 」（ 4.0%）で あ っ た ．複 数 回 答 に よ る 集 計 で は
な い が ， 県 民 の 7 割 弱 が 地 震 に 対 す る 危 機 意 識 が 突 出 し て 高 か っ た が ，一 方
で ， 同 県 内 で 発 生 し た 竜 巻 災 害 や 風 水 害 へ の 関 心 は 低 い 傾 向 が 見 ら れ た . 
 こ れ ら 国 や 自 治 体 の 調 査 結 果 か ら も ， 多 く の 人 は ， 自 然 災 害 の 中 で ， 特 に
地 震 災 害 は 具 体 的 に イ メ ー ジ で き ， 危 機 意 識 を 持 っ て い る こ と が わ か っ た ．  
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6．3．6 児童生徒・教職員の危機意識の考察 
 国 や 自 治 体 が 行 っ た 調 査 か ら も わ か る よ う に ， 被 害 を も た ら し た 災 害 の 発
生 に よ っ て ， そ の 災 害 へ の 危 機 意 識 が 高 ま る 傾 向 は 見 ら れ る が ， 多 く の 日 本
人 は 災 害 と 聞 け ば 「 地 震 」 を 強 く イ メ ー ジ し て い る こ と が わ か っ た ．  
児 童 や 教 職 員 へ の 危 機 に 対 す る 意 識 調 査 の 結 果 も 踏 ま え る と ， 学 校 活 動 の
中 で 定 期 的 に 実 施 し て い る 「 地 震 」 を 想 定 し た 避 難 訓 練 に よ る 防 災 教 育 を 学
習 の 第 一 歩 と し て ， 防 災 教 育 の 実 践 を 継 続 さ せ な が ら 充 実 を 図 り ， 地 域 特 性
の 災 害 に 対 応 す る た め の 別 の 自 然 災 害 （ 危 機 ） に つ い て ， 派 生 的 に 学 習 す る
機 会 を 設 け て く こ と が ， 教 職 員 の 防 災 教 育 に 対 す る 負 担 感 を 軽 減 さ せ ， 危 機




 第 2 章 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ，地 震 に よ る 強 い 揺 れ を 事 前
に 知 ら せ る 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 際 ， 地 震 の 揺 れ か ら 自 分 の 身 は 自 分 で
守 る と 言 う 意 識 を 持 ち ， 自 分 の 判 断 で 行 動 で き る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の
地 震 災 害 を 対 象 と し た 防 災 教 育 用 の 学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る ．  
開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ， 先 行 研 究 に お い て ， 防 災 の 専 門 家 が 介 入 し た 学 習
形 態 に よ っ て 試 行 的 に プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 行 い ， 教 育 効 果 を 検 証 し て プ ロ グ
ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し て い る ． し か し ， 他 地 域 へ プ ロ グ ラ ム を 展 開 す る た め
に は ， 防 災 の 専 門 家 が 介 入 せ ず に ， ど の 学 校 ， ど の 学 年 で も 教 員 自 身 が 児 童
生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中 で ， 防 災 教 育 の 実 践 が で き る プ ロ グ ラ ム へ
の 改 善 が 課 題 と な っ て い た ．  
ま た ， 第 4 章 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 竜 巻 が 発 生 し や す い
気 象 現 象 （ 前 兆 現 象 ） や 竜 巻 が も た ら す 被 害 ・ 影 響 等 に つ い て 正 し い 知 識 を
習 得 し ， 竜 巻 発 生 を 認 知 し た 際 ， 竜 巻 か ら 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る と 言 う 意 識
を 持 ち ， 自 分 の 判 断 で 行 動 で き る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 竜 巻 災 害 を 対 象
と し た 防 災 教 育 用 の 学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る ．  
開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ， 先 行 研 究 に お い て ， 防 災 の 専 門 家 は 介 入 せ ず に ，
現 場 教 員 に よ る プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 評 価 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有
効 性 を 確 認 し て い る ． し か し ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 で は ， 学 習 目
標 の 達 成 度 を 見 る と ， 竜 巻 現 象 ・ 被 害 ・ 対 応 に つ い て の 知 識 習 得 の 達 成 度 が
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相 対 的 に 低 い 点 数 で あ っ た た め 学 習 の 余 地 が あ る と 考 え ， プ ロ グ ラ ム の 更 な
る 改 善 が 課 題 と な っ て い た ．  
 そ こ で ， 本 研 究 で は ， こ れ ら の 課 題 を 解 決 し ， 2 つ の プ ロ グ ラ ム の 教 育 効
果 を 向 上 さ せ る た め ， よ り 精 度 を 高 め た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に 改 善 す る ．   
こ の た め ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 用 い た 対
象 校 で の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 す る と と
も に ， 他 地 域 へ の 展 開 の た め の 一 般 化 に つ い て 考 察 す る ．  
本 研 究 で は ， プ ロ グ ラ ム を 改 善 す る 手 法 と し て ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論
52)の ADDIE プ ロ セ ス 53)を 採 用 し ， 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 を 行 っ た ．  
    
6．4．2 対象校でのプログラムの実践 
本 研 究 で は ，筆 者 が 携 わ っ た ，文 部 科 学 省 実 践 的 安 全 教 育 総 合 支 援 事 業 114)
の 栃 木 県 モ デ ル 校 に 指 定 さ れ た ， 栃 木 県 鹿 沼 市 立 楡 木 小 学 校 と 同 市 立 南 押 原
小 学 校 の 3～ 6 年 生（ n=115～ 116）と 同 市 立 南 押 原 中 学 校 の 全 生 徒（ n=110）
を 対 象 と し て ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 交 互 に
実 践 し た （ 表 6-1）．  
対 象 校 の 3 校 で は ，1）竜 巻 ア ン ケ ー ト ①「 効 果 測 定 」（ プ ロ グ ラ ム 実 践 前 ），
2） 竜 巻 学 習 「 ス テ ッ プ 1/竜 巻 が な ぜ 怖 い の か そ の 正 体 を 知 ろ う 」， 3） 竜 巻
学 習 「 ス テ ッ プ 2/竜 巻 か ら 自 分 の 身 を 守 る 方 法 を 考 え よ う ， 4） 竜 巻 対 応 行
プログラム実践 内容 区分 楡木小学校 南押原小学校 南押原中学校
1 竜巻アンケート① 効果測定 竜巻 2015年6月22日 2015年6月4日 2015年6月17日
2 竜巻学習「ステップ１」 授業実践 竜巻 2015年6月23日 2015年6月24日 2015年6月17日
3 竜巻学習「ステップ２」 授業実践 竜巻 2015年6月23日 2015年6月26日 2015年6月29日
4 竜巻対応行動訓練① 対応行動訓練 竜巻 2015年7月9日 2015年7月9日 2015年7月9日
5 竜巻アンケート② 効果測定 竜巻 2015年7月9日 2015年7月9日 2015年7月9日
6 地震アンケート① 効果測定 地震 2015年9月14日 2015年9月25日 2015年9月14日
7 地震学習「ステップ１」 授業実践 地震 2015年9月18日 2015年10月2日 2015年9月16日
8 緊急地震速報対応行動訓練① 対応行動訓練 地震 2015年9月18日 2015年10月2日 2015年9月18日
9 地震学習「ステップ２」 授業実践 地震 2015年9月18日 2015年10月2日 2015年9月18日
10 地震アンケート② 効果測定 地震 2015年9月18日 2015年10月2日 2015年9月18日
11 竜巻アンケート③ 効果測定 竜巻 2015年9月18日 2015年10月2日 2015年9月18日
12 竜巻対応行動訓練② 対応行動訓練 竜巻 2015年11月17日 2015年12月9日 2015年12月9日
13 竜巻アンケート④ 効果測定 竜巻 2015年11月17日 2015年12月9日 2015年12月9日
14 地震アンケート③ 効果測定 地震 2015年11月17日 2015年12月9日 2015年12月9日
15 緊急地震速報対応行動訓練② 対応行動訓練 地震 2015年12月16日 2016年1月12日 2016年1月13日
16 地震アンケート④ 効果測定 地震 2015年12月16日 2016年1月12日 2016年1月13日
17 竜巻アンケート⑤ 効果測定 竜巻 2015年12月16日 2016年1月12日 2016年1月13日
18 竜巻アンケート⑥ 効果測定 竜巻 2016年2月16日 2016年3月8日 2016年2月26日
19 地震アンケート⑤ 効果測定 地震 2016年2月16日 2016年3月8日 2016年2月26日
実践内容 学校名
表 6-1 対 象 校 におけるプログラムの実 践 と効 果 測 定  
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動 訓 練 ①「 ス テ ッ プ 3/対 応 行 動 訓 練 」，5）竜 巻 ア ン ケ ー ト ②「 効 果 測 定 」（ プ
ロ グ ラ ム 実 践 後 ）， 6） 地 震 ア ン ケ ー ト ① 「 効 果 測 定 」（ プ ロ グ ラ ム 実 践 前 ），
7） 地 震 学 習 「 ス テ ッ プ 1/緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た と き の 「 正 し い 行 動 」 を 学
ぼ う 」，8）緊 急 地 震 速 報 対 応 行 動 訓 練 ①「 ス テ ッ プ 2/対 応 行 動 訓 練 」，9）地
震 学 習 「 ス テ ッ プ 3/緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 の 行 動 を 振 り 返 る 」， 10） 地 震
ア ン ケ ー ト ② 「 効 果 測 定 」（ プ ロ グ ラ ム 実 践 後 ），11） 竜 巻 ア ン ケ ー ト ③ 「 効
果 測 定 」（ 地 震 学 習 後 ），12）竜 巻 対 応 行 動 訓 練 ②「 対 応 行 動 訓 練 」，13）竜 巻
ア ン ケ ー ト ④「 効 果 測 定 」，14）地 震 ア ン ケ ー ト ③ 「 効 果 測 定 」，15）緊 急 地
震 速 報 対 応 行 動 訓 練 ②「 対 応 行 動 訓 練 」，16）地 震 ア ン ケ ー ト ④「 効 果 測 定 」，
17）竜 巻 ア ン ケ ー ト ⑤「 効 果 測 定 」，18）竜 巻 ア ン ケ ー ト ⑥「 効 果 測 定 」，19）
地 震 ア ン ケ ー ト ⑤ 「 効 果 測 定 」 の ス テ ッ プ で 実 践 し た ．  
 
6．4．3 プログラムの評価手法 
本 研 究 で は ，先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 と 竜 巻 の 2 つ の 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
を 実 践 し ， そ れ ぞ れ の 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， 質 問 紙 「 地 震 ア ン ケ ー ト 」
と 「 竜 巻 ア ン ケ ー ト 」 を 用 い た 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ が ，「 プ ロ
グ ラ ム の 評 価 は ， あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現 す る 」 61)
と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 を 採 用 し た ．  
質 問 紙 「 地 震 ア ン ケ ー ト 」 は ， 各 学 習 ス テ ッ プ で 設 定 し た 学 習 目 標 の 達 成
度 を 確 認 す る た め ， 学 習 時 間 を 考 慮 し ， 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知
識 の 度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ），地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動
の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） の 計 8 項 目 の 質 問 を 設 定 し た ．  
知 識 の 度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ）の 質 問 項 目 は ，「 ① 地 震 が 起 き た 時 の 正 し い 身
の 守 り 方 を 知 っ て い る 」，「 ② 緊 急 地 震 速 報 と は ， ど の よ う な も の か 知 っ て い
る 」，「 ③ 緊 急 地 震 速 報 か ら 強 い 揺 れ が 来 る ま で に は ， 短 い 時 間 し か な い こ と
を 知 っ て い る 」，「 ④ 緊 急 地 震 速 報 （ チ ャ イ ム 音 ） を 聞 い た 時 ， 何 を す れ ば よ
い の か 知 っ て い る 」 の 4 項 目 に つ い て ，「 よ く 知 っ て い る ， す こ し 知 っ て い
る ， ど ち ら で も な い ， あ ま り 知 ら な い ， 知 ら な い 」 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評
価 を 行 う 形 式 と し た ．  
ま た ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）の 質 問 項 目 は ，「 ⑤ 地 震 が 起
き た 時 は ， も の が 落 ち て く る ・ 倒 れ て く る ・ 移 動 し て く る 場 所 は 危 険 」，「 ⑥
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地 震 が 起 き た 時 は ， 姿 勢 を 低 く し 頭 や 体 を 守 り ， 揺 れ が 収 ま る ま で じ っ と す
る 」，「 ⑦ 緊 急 地 震 速 報 （ チ ャ イ ム 音 ） を 聞 い た 時 も ， 地 震 と 同 じ 身 の 守 り 方
を す る 」，「 ⑧ 緊 急 地 震 速 報 （ チ ャ イ ム 音 ） を 聞 い た 時 に は ， 自 分 で 考 え 身 を
守 る 行 動 を と る 」 の 4 項 目 に つ い て 「 そ う 思 う ，や や そ う 思 う ， ど ち ら で も
な い ， あ ま り そ う 思 わ な い ， そ う 思 わ な い 」 の 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を
行 う 形 式 と し た ．こ れ ら 8 項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度
と し た ．  
質 問 紙 「 竜 巻 ア ン ケ ー ト 」 は ， 各 学 習 ス テ ッ プ で 設 定 し た 学 習 目 標 の 達 成
度 を 確 認 す る た め ， 学 習 時 間 を 考 慮 し ， 竜 巻 現 象 ・ 被 害 ・ 対 応 に つ い て の 知
識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） と ， 竜 巻 に 対 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い
（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） の 計 8 項 目 の 質 問 を 設 定 し た ．   
知 識 の 度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ）の 質 問 項 目 は ，「 ① 竜 巻 と は ど の よ う な も の か
知 っ て い る 」，「 ② 竜 巻 で ど の よ う な 被 害 が 出 る か を 知 っ て い る 」，「 ③ 竜 巻 に
気 づ く た め に は ど う す れ ば よ い の か 知 っ て い る 」，「 ④ 竜 巻 が 近 づ い て き た と
き ，ど う す れ ば よ い の か 知 っ て い る 」の 4 項 目 に つ い て ，「 よ く 知 っ て い る ，
す こ し 知 っ て い る ， ど ち ら で も な い ， あ ま り 知 ら な い ， 知 ら な い 」 の 5 段 階
で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
ま た ，対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）の 質 問 項 目 は ，「 ⑤ 竜 巻 が 近
づ い た と き は ， 外 で 竜 巻 の よ う す を 観 察 す る 」，「 ⑥ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き
は ， ど ん な 建 物 で も よ い の で ， 建 物 の 中 に 入 る 」，「 ⑦ 竜 巻 が 近 づ い て き た と
き ， 建 物 の 中 な ら ば ， ど こ に い て も よ い 」，「 ⑧ 竜 巻 が 近 づ い て き た と き ， 建
物 の 中 の 安 全 な 場 所 な ら ，何 も し な く て も よ い 」の 4 項 目 に つ い て ，「 そ う 思
う ， や や そ う 思 う ， ど ち ら で も な い ， あ ま り そ う 思 わ な い ， そ う 思 わ な い 」
の 5 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．こ れ ら 8 項 目 の 質 問 へ の 自




プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前
（ 楡 木 小 2015 年 9 月 14 日 ・ 南 押 原 小 2015 年 9 月 25 日 ） と 1 回 目 の 対 応
行 動 訓 練 後（ 楡 木 小 9 月 18 日・南 押 原 小 10 月 2 日 ）に ，質 問 紙「 地 震 ア ン
ケ ー ト 」 に よ る 効 果 測 定 を 行 っ た ． 楡 木 小 学 校 と 南 押 原 小 学 校 の 3～ 6 年 生
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（ n=116）を 分 析 対 象（ 鹿 沼 市 小 学 生 ）と し た ．統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ，
対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た ．   
分 析 結 果 は ， 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） の 質 問 項 目 は ， 項 目 ① が 実 践 前
4.10 か ら 実 践 後 4.69 へ ，項 目 ② が 実 践 前 3.70 か ら 実 践 後 4.70 へ ，項 目 ③ が
実 践 前 3.85 か ら 実 践 後 4.74 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 4.03 か ら 実 践 後 4.73 へ 点
数 が 変 動 し た ．   
ま た ， 対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） 質 問 項 目 は ， 項 目 ⑤ が 実 践
前 4.83 か ら 実 践 後 4.69 へ ， 項 目 ⑥ が 実 践 前 4.75 か ら 実 践 後 4.83 へ ， 項 目
⑦ が 実 践 前 4.46 か ら 実 践 後 4.47 へ ， 項 目 ⑧ が 実 践 前 4.49 か ら 実 践 後 4.53
へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 全 8 項 目 で 点 数 が か な り 高 く な っ て お り ， 学 習 目
標 の 達 成 度 が 向 上 し プ ロ グ ラ ム の 改 善 が 図 ら れ た と 考 え ら れ る ．  
対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た 分 析 結 果 は ， 項 目 ① ～ ④ が 1%水 準 で 統 計 的 に
意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た が ， 項 目 ⑤ ～ ⑧ は 統 計 的 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ
た（ 図 6-6）．こ れ ま で の 避 難 訓 練 の 経 験 か ら ，点 数 が も と も と 高 い 項 目 ⑤ ～
⑧ は ， 学 習 前 後 の 点 数 変 化 も 少 な く ， こ れ は 天 井 効 果 で あ る 可 能 性 が 考 え ら
れ る ． よ り 点 数 を 高 め る た め に は ， 対 応 行 動 訓 練 の 継 続 と 訓 練 後 の 振 り 返 り



















































































【対応のあるt検定】 **： １%水準で有意 *：５%水準で有意
図 6-6 地 震 防 災 教 育 プログラムの分 析 結 果 （鹿 沼 市 小 学 校 ） 
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6．4．4．2 中学校におけるプログラムの実践と評価 
プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前
（ 2015 年 9 月 14 日 ） と 1 回 目 の 対 応 行 動 訓 練 後 （ 9 月 18 日 ） に ， 質 問 紙
「 地 震 ア ン ケ ー ト 」に よ る 効 果 測 定 を 行 っ た ．南 押 原 中 学 校 の 生 徒（ n=110）
を 分 析 対 象 （ 鹿 沼 市 中 学 生 ） と し た ． 統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ， 対 応 の あ
る t 検 定 を 用 い た ．   
分 析 結 果 は ， 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） の 質 問 項 目 は ， 項 目 ① が 実 践 前
4.45 か ら 実 践 後 4.74 へ ，項 目 ② が 実 践 前 4.60 か ら 実 践 後 4.76 へ ，項 目 ③ が
実 践 前 4.31 か ら 実 践 後 4.79 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 4.28 か ら 実 践 後 4.70 へ 点
数 が 変 動 し た ．   
ま た ， 対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） 質 問 項 目 は ， 項 目 ⑤ が 実 践
前 4.91 か ら 実 践 後 4.76 へ ， 項 目 ⑥ が 実 践 前 4.72 か ら 実 践 後 4.80 へ ， 項 目
⑦ が 実 践 前 4.16 か ら 実 践 後 4.35 へ ， 項 目 ⑧ が 実 践 前 4.45 か ら 実 践 後 4.66
へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 全 8 項 目 で 点 数 が か な り 高 く な っ て お り ， 学 習 目
標 の 達 成 度 が 向 上 し プ ロ グ ラ ム の 改 善 が 図 ら れ た と 考 え ら れ る ．  
項 目 ⑦ の 点 数 が 低 い 理 由 と し て は ， 事 前 学 習 で ， 緊 急 地 震 速 報 を 認 知 し て
か ら 地 震 の 揺 れ が 来 る ま で に 猶 予 時 間 が あ る こ と を 理 解 し て い た た め ， 猶 予
が あ る 場 合 の 行 動 と ， 突 然 揺 れ た 場 合 の 行 動 に は 違 い が あ る と 考 え ， 猶 予 時
間 を 考 慮 し て 行 動 し た 生 徒 の 回 答 よ り 点 数 が 上 が ら な か っ た と 考 え ら れ る ．  
こ の た め ， 訓 練 時 に 認 知 し た 猶 予 時 間 を 記 入 す る 項 目 を ， 質 問 紙 に 加 え る
修 正 を 行 っ た ．  
対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た 分 析 結 果 は ， 項 目 ① ～ ④ が 1%水 準 ， 項 目 ⑧ が
5%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た が ，項 目 ⑤ ，⑥ ，⑦ は 統 計 的 に 有
意 な 差 は 見 ら れ な か っ た （ 図 6-7）．  
こ れ ま で の 避 難 訓 練 の 経 験 か ら ， 点 数 が も と も と 高 い 項 目 ⑤ と ⑥ は ， 学 習
後 の 点 数 変 化 も 少 な く ， こ れ は 天 井 効 果 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る ． ま た ，
項 目 ⑦ の 改 善 に つ い て は ， 前 項 で 述 べ た と お り で あ る . 
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6．4．4．3 精度を向上させた地震防災教育プログラム 
 本 研 究 で は ，対 象 校 に お け る プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 踏 ま え ，
第 2 章 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 精 度 向 上 の た め の 改 善 を 行 い ，
改 善 し た プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 の 検 証 と プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ．  
 ま ず ， ス テ ッ プ 1 の 事 前 学 習 は ， 緊 急 地 震 速 報 の 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ，
地 震 に よ る 物 の 動 き 方 （ 危 険 ） を イ メ ー ジ さ せ ， 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 の
具 体 的 な 対 応 行 動 を 考 え ， 地 震 後 の 安 全 な 場 所 へ の 避 難 の ル ー ル を 理 解 す る
こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ．   
学 習 指 導 案 の 改 善 と し て ， 学 習 の ポ イ ン ト で あ る ， 1)地 震 に よ っ て 起 こ る
被 害 を 知 る ， 2)緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 は ， テ レ ビ ・ ラ ジ オ と 携 帯 電 話 で
は 音 が 違 う こ と を 理 解 す る ，3) 強 い 揺 れ が 到 達 す る ま で の 猶 予 時 間 を 理 解 し ，
短 い 時 間 で 身 を 守 る 行 動 を と ら な け れ ば な ら な い こ と を イ メ ー ジ す る ，4) 緊
急 地 震 速 報 が 間 に 合 わ な い ， 発 表 基 準 に 満 た な い 揺 れ の 小 さ い 地 震 で は 速 報
が 発 表 さ れ な い 等 ， 技 術 的 な 限 界 が あ る こ と を 知 る ， 5) も の は 「 落 ち る 」，
「 倒 れ る 」，「 移 動 す る 」こ と が あ る こ と に 気 付 か せ る ，6) 身 を 守 る 方 法 を 考
え さ せ る ，7) グ ル ー プ 学 習 に よ っ て 他 者 の 考 え 方 を 知 り ，理 解 を 深 め る ，8) 
安 全 行 動 の 違 い を 理 解 し て ，地 震 か ら 身 を 守 る 方 法 の 理 解 を 深 め る ，9) 短 い
時 間 で 自 分 の 身 を 守 る 対 応 行 動「 だ ん ご む し 」の 必 要 性 を 理 解 す る ，10)「 落





















































































図 6-7 地 震 防 災 教 育 プログラムの分 析 結 果 （鹿 沼 市 中 学 校 ） 
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る ，11) 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た と き の 行 動 を 復 習 す る ， 12) 自 分 で 考 え て 行
動 す る こ と の 大 切 さ を 理 解 す る ，13) 避 難 す る 時 の ル ー ル を 復 習 す る ，の 13
項 目 を「 学 習 活 動 の 内 容 」に 追 記 し た ．ま た ，「 指 導 上 の 注 意 点 」に は ，学 習
の ポ イ ン ト に 対 応 し た 指 導 内 容 に 修 正 し た （ 図 6-8）．  
図 6-8 学 習 指 導 案 （ステップ1）・地 震 防 災 教 育 プログラム 
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ワ ー ク シ ー ト の 改 善 と し て は ， 学 習 指 導 案 に 対 応 さ せ ， 1)地 震 で 起 こ る 危
険 「 上 か ら も の が 落 ち て く る ， 横 か ら も の が 倒 れ て く る ， 横 か ら も の が 動 い
て く る 」 を 考 え る ， 2)学 校 に い る 時 に ， ど の よ う に 自 分 の 身 を 守 れ ば よ い の
か を 考 え る ， 3)自 分 の 身 を 守 る た め の 大 切 な 行 動 を 復 習 す る ， の 順 番 で 回 答
を 記 入 す る こ と が で き る よ う に 修 正 し た （ 図 6-9）．  
ま た ， 各 場 面 で の 身 の 守 り 方 に つ い て ， 通 常 版 ワ ー ク シ ー ト の 挿 絵 が 回 答
の ヒ ン ト に な る こ と か ら ， よ り 理 解 を 深 め る 学 習 用 と し て ， 挿 絵 を 削 除 し た
小 学 校 高 学 年 用 （ 中 学 生 含 む ） の ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し た （ 図 6-10）．  
次 に ， ス テ ッ プ 2 の 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 対 応 行 動 訓 練 は ，事 前 学 習 を
生 か し ，緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 を 聞 い た 時 ，「 落 ち て こ な い・倒 れ て こ な
い ・ 移 動 し て こ な い 」 を 意 識 し て ， 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る 対 応 行 動 が
と れ る こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ．   
訓 練 計 画 書 の 改 善 と し て ， 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 の 放 送 内 容 や 教 員 の
す べ き 行 動 ， 児 童 の 行 動 ポ イ ン ト 等 に つ い て ， 訓 練 担 当 の 教 員 だ け で な く ，
参 加 す る 全 て の 教 員 が 理 解 し や す い よ う に 記 述 を 修 正 し た （ 図 6-11）．  
 ス テ ッ プ 3 の 事 後 学 習 は ，ス テ ッ プ 2 の 対 応 行 動 訓 練 で の 自 分 の 対 応 を 振
り 返 り ， 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 場 合 の 適 切 な 行 動 を 確 認 し ， 地 震 時 に は 自 分
図 6-9 ワークシート（通 常 版 ） 図 6-10 ワークシート（小 学 校 高 学 年 以 上 ） 
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の 判 断 で 身 を 守 る こ と の 重 要 性 を 理 解 す る こ と を 学 習 目 標 に 設 定 し た ．   
訓 練 後 に 使 用 す る ワ ー ク シ ー ト の 改 善 と し て ， 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守
る 対 応 行 動 の 理 解 を 深 め る た め ， 対 応 行 動 を 行 っ た 理 由 を 記 入 で き る 形 式 に
修 正 し た （ 図 6-12）． こ れ ら の 回 答 か ら ， 適 切 な 行 動 と 主 体 的 な 態 度 を 教 員




プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前
（ 楡 木 小 2015 年 6 月 22 日 ・ 南 押 原 小 2015 年 6 月 4 日 ） と 1 回 目 の 対 応 行
動 訓 練 後（ 楡 木 小 7 月 9 日・ 南 押 原 小 7 月 9 日 ）に ，質 問 紙「 竜 巻 ア ン ケ ー
ト 」 に よ る 効 果 測 定 （ 鹿 沼 市 小 学 生 ） を 行 っ た ． 楡 木 小 学 校 と 南 押 原 小 学 校
の 3～ 6 年 生（ n=115）を 分 析 対 象 と し た ．統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ，対 応
の あ る t 検 定 を 用 い た ．   
分 析 結 果 は ， 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） の 質 問 項 目 は ， 項 目 ① が 実 践 前
3.90 か ら 実 践 後 4.34 へ ，項 目 ② が 実 践 前 4.19 か ら 実 践 後 4.47 へ ，項 目 ③ が
実 践 前 3.25 か ら 実 践 後 4.01 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 3.76 か ら 実 践 後 4.51 へ 点
図 6-12 質 問 紙 （訓 練 をふりかえろう！） 図 6-11 対 応 行 動 訓 練 プログラム（ショート訓 練 用 ） 
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数 が 変 動 し た ． ま た ， 対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） 質 問 項 目 は ，
項 目 ⑤ が 実 践 前 4.49 か ら 実 践 後 4.82 へ ， 項 目 ⑥ が 実 践 前 3.02 か ら 実 践 後
3.39 へ ，項 目 ⑦ が 実 践 前 4.41 か ら 実 践 後 4.53 へ ，項 目 ⑧ が 実 践 前 3.71 か ら
実 践 後 4.21 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 全 8 項 目 で 点 数 が か な り 高 く な っ て お り ， 学 習 目
標 の 達 成 度 が 向 上 し プ ロ グ ラ ム の 改 善 が 図 ら れ た と 考 え ら れ る ．  
対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た 分 析 の 結 果 は ，項 目 ① ～ ④ ，⑤ ，⑧ が 1%水 準 ，
項 目 ⑥ が 5%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た が ， 項 目 ⑦ は 統 計 的 に
有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た （ 図 6-13）．  
小 学 生 で は ， 点 数 の 低 い 項 目 ③ と ⑥ に つ い て ， 事 前 学 習 で 「 よ り 丁 寧 な 指
導 に よ っ て 理 解 を 深 め る こ と 」 を 指 導 の ポ イ ン ト と と し て 学 習 指 導 案 に 反 映
さ せ る 修 正 を 行 っ た ． ま た ， 項 目 ⑦ は 点 数 が も と も と 高 い く ， 学 習 前 後 の 点
数 変 化 も 少 な い た め ，「 避 難 す る 構 造 物 の 危 険 度 を 理 解 さ せ る 指 導 に 注 意 す
る こ と 」 を 指 導 の ポ イ ン ト と し て 学 習 指 導 案 に 反 映 す る 修 正 を 行 っ た ．  
 
6．4．5．2 中学校におけるプログラムの実践と評価 
プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前
（ 2015 年 6 月 17 日 ）と 1 回 目 の 対 応 行 動 訓 練 後（ 7 月 9 日 ）に ，質 問 紙「 竜
巻 ア ン ケ ー ト 」 に よ る 効 果 測 定 を 行 っ た ． 南 押 原 中 学 校 の 生 徒 （ n=110） を




















































































図 6-13 竜 巻 防 災 教 育 プログラムの分 析 結 果 （鹿 沼 市 小 学 校 ） 
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t 検 定 を 用 い た （ 図 6-14）．   
分 析 結 果 は ， 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） の 質 問 項 目 は ， 項 目 ① が 実 践 前
4.24 か ら 実 践 後 4.55 へ ，項 目 ② が 実 践 前 4.33 か ら 実 践 後 4.75 へ ，項 目 ③ が
実 践 前 3.05 か ら 実 践 後 4.20 へ ， 項 目 ④ が 実 践 前 3.45 か ら 実 践 後 4.61 へ 点
数 が 変 動 し た ． ま た ， 対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） 質 問 項 目 は ，
項 目 ⑤ が 実 践 前 4.41 か ら 実 践 後 4.77 へ ， 項 目 ⑥ が 実 践 前 3.21 か ら 実 践 後
3.92 へ ，項 目 ⑦ が 実 践 前 4.44 か ら 実 践 後 4.68 へ ，項 目 ⑧ が 実 践 前 4.10 か ら
実 践 後 4.41 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
分 析 結 果 か ら ， 全 8 項 目 で 点 数 が か な り 高 く な っ て お り ，学 習 目 標 の 達 成
度 が 向 上 し プ ロ グ ラ ム の 改 善 が 図 ら れ た と 考 え ら れ る ． 対 応 の あ る t 検 定 を
用 い た 分 析 結 果 は ，項 目 ① ～ ⑦ が 1%水 準 ，項 目 ⑧ が 5%水 準 で 統 計 的 に 意 味
の あ る 差 が 見 ら れ た ． 中 学 生 も ， 項 目 ⑥ に つ い て は ， 事 前 学 習 で 丁 寧 な 指 導
に よ っ て 理 解 を 深 め る こ と が 必 要 で あ る こ と が わ か っ た ．  
 
6．4．5．3 精度を向上させた竜巻防災教育プログラム 
 本 研 究 で は ， 対 象 校 に お け る プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 結 果 を 踏
ま え て ，第 4 章 で 開 発 し た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 精 度 向 上 の た め の 改 善
を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 の 検 証 と プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ．  




















































































図 6-14 竜 巻 防 災 教 育 プログラムの分 析 結 果 （鹿 沼 市 中 学 校 ） 
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の 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ,竜 巻 発 生 に 関 す る 情 報 収 集 の 仕 方 ，竜 巻 が 発 生 す る
気 象 現 象 （ 予 兆 現 象 ） の 特 徴 を 理 解 す る こ と を 学 習 目 標 と し た . 
学 習 指 導 案 の 改 善 と し て ， 学 習 の ポ イ ン ト で あ る ， 1)日 本 （ 身 近 ） で 起 き
る 災 害 を 知 る ，2)「 竜 巻 」と 発 生 源 で あ る「 積 乱 雲（ 入 道 雲 ）」を 視 覚 的 に イ
メ ー ジ す る ， 3)竜 巻 の 特 徴 （ 教 員 用 ワ ー ク シ ー ト を 参 照 ） を 理 解 す る ， 4)竜
巻 と つ む じ 風 の 違 い を 理 解 す る ， 5)竜 巻 の 移 動 す る ス ピ ー ド は と て も 速 く ，
竜 巻 の 大 き さ に よ っ て 早 さ が 異 な る （ 一 定 で は な い ） こ と を 理 解 ・ イ メ ー ジ
す る ， 6)大 き な 積 乱 雲 の 下 で は ， 竜 巻 が 複 数 発 生 （ 1 つ だ け で は な い ） す る
場 合 が あ る こ と を 理 解 す る ， 7)竜 巻 に よ っ て 起 こ る 様 々 な 被 害 を 理 解 す る ，
8)大 き な 竜 巻 で は ， 被 害 が 大 き く な り ， 命 に 関 わ る よ う な 災 害 に な る こ と を
理 解 す る ，9)竜 巻 に よ っ て 起 こ る 被 害 の 範 囲 を 理 解・イ メ ー ジ す る ，10)積 乱
雲 や 竜 巻 の 発 生 が 予 想 さ れ る 時 ， 天 気 予 報 で 伝 え る キ ー ワ ー ド を 理 解 す る ，
11) 天 気 予 報 や 気 象 情 報 を 入 手 し ， 気 象 の 変 化 を 理 解 し て 行 動 す る 習 慣 を 身
に 付 け さ せ る ，12)竜 巻 が 発 生 す る 予 兆（ 気 象 ）現 象 を 理 解 し ，視 覚 的 に イ メ
ー ジ す る ，13) 空 を 観 察 し て ， 天 気 の 変 化 を 予 測 す る こ と の 大 切 さ を 理 解 す
る ，14)事 前 学 習 2 へ つ な げ る ま と め ，の 14 項 目 を「 学 習 活 動 の 内 容 」に 追
記 し た ．ま た ，「 指 導 上 の 注 意 点 」に は ，学 習 の ポ イ ン ト に 対 応 し た 指 導 内 容
に 修 正 し た （ 図 6-15）． さ ら に ， ワ ー ク シ ー ト の 改 善 と し て ， 学 習 指 導 案 に
対 応 さ せ ， 教 員 用 ワ ー ク シ ー ト の 回 答 欄 に つ い て ， 記 述 内 容 を 修 正 し た ．  
次 に ， ス テ ッ プ 2 の 事 前 学 習 は ，竜 巻 に 遭 遇 し た 場 合 や 接 近 し て き た 場 合
の 具 体 的 な 対 応 行 動 を 理 解 し ， 学 校 内 の 様 々 な 場 所 に 応 じ た 適 切 な 身 の 守 り
方 を 考 え ・ 理 解 す る こ と を 学 習 目 標 と し た . 
学 習 指 導 案 の 改 善 と し て ， 学 習 の ポ イ ン ト で あ る ， 1)ス テ ッ プ 1 の 学 習 を
振 り 返 る ， 2)事 前 学 習 で 得 た 知 識 か ら ， 竜 巻 か ら 身 を 守 る 方 法 を 考 え る ， 3)
グ ル ー プ 学 習 に よ っ て 他 者 の 考 え 方 を 知 り ， 理 解 を 深 め る ， 4)安 全 行 動 の 違
い を 理 解 し て ， 竜 巻 か ら 身 を 守 る 方 法 の 理 解 を 深 め る ， 5)短 い 時 間 で 自 分 の
身 を 守 る 対 応 行 動 「 だ ん ご む し 」 の 必 要 性 を 理 解 す る ， 6)地 震 発 生 時 の 身 の
守 り 方 と の 類 似 点 を イ メ ー ジ す る ， 7)竜 巻 を 認 知 し た と き の 状 況 に よ っ て ，
対 応 行 動 が 異 な る こ と を 理 解 す る ， 8)竜 巻 接 近 ま で に 猶 予 時 間 が あ る 場 合 と
無 い 場 合 の 対 応 行 動 を 理 解 ・ イ メ ー ジ す る ， 9)避 難 す る 時 の ル ー ル を 復 習 す
る ，10)竜 巻 に 気 付 い た 時 に ，し て は い け な い 行 動 を 理 解・イ メ ー ジ す る す る ，
11)屋 内 へ 避 難 し た あ と の 行 動 を 理 解 す る ， 12)「 学 習 目 標 の ま と め 」竜 巻 か
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ら 身 を 守 る 方 法 を ま と め る ， 13)自 分 で 考 え て 行 動 で き る 心 構 え を 身 に 付 け
る ， の 13 項 目 を 「 学 習 活 動 の 内 容 」 に 追 記 し た ． ま た ，「 指 導 上 の 注 意 点 」
に は ， 学 習 の ポ イ ン ト に 対 応 し た 指 導 内 容 に 修 正 し た ． さ ら に ， ワ ー ク シ ー
ト の 改 善 と し て ， 学 習 指 導 案 に 対 応 さ せ ， 教 員 用 ワ ー ク シ ー ト の 回 答 欄 に つ
い て ， 記 述 内 容 を 修 正 し た （ 図 6-16）．  
図 6-15 学 習 指 導 案 （ステップ1） 
       ・竜 巻 防 災 教 育 プログラム 
- 145 - 
 
ま た ， 各 場 面 で の 身 の 守 り 方 に つ い て ， 通 常 版 ワ ー ク シ ー ト の 挿 絵 が 回 答
の ヒ ン ト に な る こ と か ら ， よ り 理 解 を 深 め る 学 習 用 と し て ， 挿 絵 を 削 除 し た
小 学 校 高 学 年 用 （ 中 学 生 含 む ） の ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し た （ 図 6-17）．  
次 に ス テ ッ プ 3 の 対 応 行 動 訓 練 は ，ス ス テ ッ プ 1，2 の 事 前 学 習 を 生 か し ，
竜 巻 接 近 の 放 送 を 聞 い た 時 に ， 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る 対 応 行 動 が と れ
る こ と を 学 習 目 標 と し て い る ．   
訓 練 計 画 書 の 改 善 と し て ， 竜 巻 発 生 ・ 接 近 を 知 ら せ る 放 送 内 容 や 教 員 の す
べ き 行 動 ， 児 童 の 行 動 ポ イ ン ト 等 に つ い て ， 訓 練 担 当 の 教 員 だ け で な く ， 参
加 す る 全 て の 教 職 員 が 理 解 し や す い よ う に 記 述 内 容 を 修 正 し た ．   
訓 練 後 に 使 用 す る ワ ー ク シ ー ト の 改 善 と し て ， 竜 巻 発 生 （ 接 近 ） の 放 送 を
聞 い た 時 ，竜 巻 が ど の あ た り に い る と 判 断 し て 行 動 し た の か を 把 握 す る た め ，
「 も の す ご く 近 い と こ ろ・少 し 離 れ た と こ ろ・遠 い と こ ろ・わ か ら な か っ た 」
の 4 項 目 か ら 選 択 す る 質 問 項 目 を 追 加 す る 修 正 を 行 っ た ．  
ま た ， 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る 対 応 行 動 の 理 解 を 深 め る た め ， 対 応 行
動 を 行 っ た 理 由 を 記 入 で き る 形 式 に 修 正 し た ． 児 童 生 徒 の 回 答 か ら ， 適 切 な
行 動 と 主 体 的 な 態 度 を 現 場 教 員 が 評 価 す る こ と が で き ， 個 々 の 課 題 を 把 握 し
た 指 導 に 利 用 で き る 利 点 が あ る ．  
図 6-16 ワークシート（通 常 版 ） 図 6-17 ワークシート（小 学 校 高 学 年 以 上 ） 




 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 獲 得 し
た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過
や 他 の 要 因 に よ っ て そ れ ぞ れ 保 持 で き て い る の か を 検 証 し た ．  
分 析 手 法 は ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 中 に ， 分 析 対 象 の 児 童 生 徒 に 対 し て 質 問 紙
を 用 い た 複 数 回 の 効 果 測 定 を 行 い ， 統 計 的 手 法 で あ る 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散
分 析 （ 対 応 あ り ） を 用 い て 分 析 し た ．   
調 査 対 象 は ， 本 研 究 の 対 象 校 で あ る 楡 木 小 学 校 と 南 押 原 小 学 校 の 児 童
（ n=115～ 116）， 南 押 原 中 学 校 の 生 徒 （ n=110） を 分 析 対 象 と し た ．  
効 果 測 定 で は ， 質 問 紙 「 地 震 ア ン ケ ー ト 」 と 「 竜 巻 ア ン ケ ー ト 」 を 児 童 生
徒 に 配 布 し ， 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
対 象 校 に お け る ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 効 果 測 定 の 実 施 日 は 表 6-1 の と お り




対 象 校 で は ，質 問 紙「 地 震 ア ン ケ ー ト 」を 用 い て 5 回 の 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
小 学 生 の 分 析 結 果 （ n=116） は ， 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 の
度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ）に つ い て は ，全 項 目 に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の
あ る 差 が 見 ら れ た が ， 地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動 の 正
し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） は 有 意 差 な し で あ っ た （ 表 6-2）．  
学 習 目 標 の 達 成 度 を 示 す 点 数 の 変 動 を 見 る と ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 に 行 っ
た 1 回 目 効 果 測 定 の 点 数 が ，事 前 学 習 と 対 応 行 動 訓 練 後 の 2 回 目 効 果 測 定 で
全 項 目 が 高 く な っ た あ と ， 時 間 経 過 に よ る プ ロ グ ラ ム 実 践 に よ っ て ， 点 数 の
楡木小学校・南押原小学校 南押原中学校
問1 F(2.6, 293.8)=36.3, p<.01 F(3.3, 364.7)=15.2, p<.01
問2 F(2.2, 249.8)=66.7, p<.01 F(3.6, 396.5)=4.6, p<.01
問3 F(2.3,262.0)=47.0, p<.01 F(3.0, 328.9)=17.4, p<.01
問4 F(2.9, 329.2)=42.2, p<.01 F(3.6, 388.8)=18.9, p<.01
問5 F(3.4, 384.1)=0.9, n.s. F(3.0, 331.5)=1.7, n.s.
問6 F(3.6, 421.4)=0.5, n.s. F(3.5, 383.9)=1.3, n.s.
問7 F(3.7, 436.5)=0.9, n.s. F(3.6, 389.8)=2.3, n.s.
問8 F(3.7, 422.7)=1.7, n.s. F(3.4, 372.7)=5.1, n.s.
回数 5 5
表 6-2 １要 因 分 散 分 析 （対 応 あり）の分 析 結 果  
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上 下 変 動 は あ る も の の ，高 い 点 数 を 推 移 す る 傾 向 が 見 ら れ た ．1 回 目 の 学 習・
訓 練 で 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 を 示 す 点 数 が 保 持 さ れ て お り ， 事 前 に
イ ベ ン ト の 無 い 5 回 目 の 効 果 測 定 ま で ，点 数 が 極 端 に 低 下 す る 項 目 は 見 ら れ
な か っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 と し て ， 対 応 行 動 訓 練 の よ う な 地 震 に 対 す る 危 機 を イ メ
ー ジ さ せ る 実 践 を 行 っ た 後 に は ， 知 識 の 度 合 い （ 4 項 目 ） の 全 項 目 で 達 成 度
の 点 数 が 高 く な る 傾 向 が 見 ら れ ， 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 4 項 目 ）
は ， も と も と 高 か っ た 点 数 を 保 持 す る 傾 向 が 見 ら れ た （ 図 6-18）．  
次 に 中 学 生 の 分 析 結 果 （ n=110） は ， 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ① ～ ④ ） に つ い
て は ， 全 項 目 に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た が ， 対 応
行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） に つ い て は ， 全 項 目 で 有 意 差 な し
で あ っ た （ 表 6-2）．  
学 習 目 標 の 達 成 度 を 示 す 点 数 の 変 動 を 見 る と ， も と も と 点 数 が 非 常 に 高 か
っ た 項 目 ⑤ を 除 き ， 1 回 目 効 果 測 定 の 点 数 が 2 回 目 効 果 測 定 で 他 の 7 項 目 の
点 数 が 高 く な っ た あ と ， 時 間 経 過 (カ ー ク パ ト リ ッ ク ・ Level 3)に よ る プ ロ グ
ラ ム 実 践 に よ っ て ， 点 数 の 上 下 変 動 は あ る も の の ， 高 い 点 数 を 推 移 す る 傾 向
が 見 ら れ た ． 全 体 傾 向 と し て は ， 小 学 校 と 同 様 な 傾 向 が 見 ら れ ， 事 前 に イ ベ
ン ト の 無 い 5 回 目 の 効 果 測 定 ま で ，点 数 が 極 端 に 低 下 す る 項 目 は 見 ら れ な か
っ た ．（ 図 6-19）．  
図 6-18 地 震 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定 （小 学 生 ） 




対 象 校 で は ，質 問 紙「 竜 巻 ア ン ケ ー ト 」を 用 い て 6 回 の 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
小 学 生 の 分 析 結 果（ n=115）は ，竜 巻 に 関 す る 知 識 の 度 合 い（ 項 目 ① ～ ④ ）
と 竜 巻 に 関 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） の う ち ， 項 目
⑦ が 5%水 準 ， そ の 他 の 項 目 は 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た
（ 表 6-3）．  
図 6-19 地 震 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定 （中 学 生） 
楡木小学校・南押原小学校 南押原中学校
問1 F(3.3, 371.8)=25.5, p<.01 F(3.1, 337.4)=17.7, p<.01
問2 F(3.5, 403.0)=15.0, p<.01 F(3.6, 391.4)=15.5, p<.01
問3 F(4.0,458.9)=30.9, p<.01 F(3.6, 397.9)=45.4, p<.01
問4 F(3.3, 371.9)=25.9, p<.01 F(3.1, 339.6)=59.6, p<.01
問5 F(4.3, 491.5)=3.6, p<.01 F(4.5, 491.0)=3.5, p<.01
問6 F(4.3, 489.1)=12.3, p<.01 F(3.5, 403.0)=13.0, p<.01
問7 F(4.3, 484.7)=3.2, p<.05 F(4.2, 459.3)=2.5, p<.05
問8 F(4.2, 482.3)=12.0, p<.01 F(4.2, 459.0)=6.9, p<.01
回数 6 6
表 6-3 １要 因 分 散 分 析 （対 応 あり）の分 析 結 果  
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学 習 目 標 の 達 成 度 を 示 す 点 数 の 変 動 を 見 る と ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 に 行 っ
た 1 回 目 効 果 測 定 の 点 数 が ，事 前 学 習 と 対 応 行 動 訓 練 後 の 2 回 目 効 果 測 定 で
点 数 が 高 く な り ，そ の 後 の 効 果 測 定 で は ，点 数 の 上 下 変 動 は あ る も の の ，2 回
目 ，3 回 目 ，4 回 目 と 点 数 が 向 上 す る 傾 向 が 見 ら れ た ．4 回 目 効 果 測 定 以 降 は ，
高 い 点 数 を 推 移 す る 傾 向 が 見 ら れ た ．ま た ，事 前 に イ ベ ン ト の 無 い 6 回 の 効
果 測 定 ま で ， 点 数 が 極 端 に 低 下 す る 項 目 は 見 ら れ な か っ た （ 図 6-20）．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 と し て ， 対 応 行 動 訓 練 の よ う な 竜 巻 に 対 す る 危 機 を イ メ
ー ジ さ せ る 実 践 を 行 っ た 後 に は ，全 8 項 目 で 達 成 度 の 点 数 が 高 く な る 傾 向 が
見 ら れ た ．  
次 に 中 学 生 の 分 析 結 果 （ n=110） は ， 竜 巻 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項 目 ①
～ ④ ）と 竜 巻 に 関 す る 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い（ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ）の う ち ，
項 目 ⑦ が 5%水 準 ，そ の 他 の 項 目 は 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ
た （ 表 6-3）．  
学 習 目 標 の 達 成 度 を 示 す 点 数 の 変 動 を 見 る と ， 2 回 目 の 効 果 測 定 で 点 数 が
高 く な っ た あ と ， そ の 後 の 効 果 測 定 で は 点 数 の 上 下 変 動 は あ る も の の ， 1 回
目 の 学 習 ・ 訓 練 で 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 を 示 す 点 数 が 保 持 さ れ て お
り ，事 前 に イ ベ ン ト の 無 い 6 回 目 の 効 果 測 定 ま で ，時 間 経 過 (カ ー ク パ ト リ ッ
ク ・ Level 3)に よ る プ ロ グ ラ ム 実 践 で は ， 点 数 が 極 端 に 低 下 す る 項 目 は 見 ら
れ な か っ た （ 図 6-21）．  
図 6-20 竜 巻 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定 （小 学 生 ） 




本 研 究 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 で
得 ら れ た 教 育 効 果 の 保 持 を 検 証 す る た め ，2 つ の プ ロ グ ラ ム を 交 互 に 実 践 し ，
そ れ ぞ れ の 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓
練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 は ， プ ロ グ ラ ム を 継 続 す る こ と に よ っ て ， そ れ ぞ れ 保
持 で き る こ と が 分 析 に よ っ て 確 認 で き た ． ま た ， 対 象 と な る 災 害 （ 地 震 又 は
竜 巻 ） の 危 機 を イ メ ー ジ さ せ る 対 応 行 動 訓 練 等 の イ ベ ン ト を 実 践 す る こ と に
よ っ て ， 教 育 効 果 が 向 上 す る 傾 向 が 見 ら れ た ．  
こ れ ら か ら ， 防 災 教 育 の 効 果 的 な 手 法 と し て ， 単 発 的 な 学 習 や 訓 練 だ け で
は な く ， 継 続 し た 実 践 を 行 う こ と に よ っ て ， 獲 得 し た 教 育 効 果 を 維 持 す る こ
と が 検 証 に よ っ て 確 認 す る こ と が で き た ．  
地 震 と 竜 巻 の 現 象 別 で 教 育 効 果 を 比 較 す る と ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム が ，
竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム よ り も ， 学 習 に よ っ て 得 ら れ た 教 育 効 果 が 高 く ， さ
ら に ， 相 互 の プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て も ， 高 い 教 育 効 果 を 保 持 し て い る こ
と が わ か っ た ． こ の こ と か ら も ， 仮 説 提 案 し た 地 震 を 核 と し た 防 災 教 育 手 法
が 有 効 で あ る と 結 論 付 け た ．  
 
図 6-21 竜 巻 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定 （中 学 生 ） 
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6．6 防災教育を効果的に実践するための連携のあり方 
 我 が 国 で は ， 教 育 機 関 の 防 災 教 育 を 支 援 す る 一 般 的 な 方 法 と し て ， 防 災 の
専 門 家 や 国 ・ 自 治 体 等 が ， 専 門 的 な 知 見 に よ っ て リ ー フ レ ッ ト や 視 覚 教 材
（ DVD）等 を 作 成 し ，学 校 現 場 へ 一 方 的 に 配 布 す る 支 援 が 多 く み ら れ る ．し
か し ， 提 供 さ れ た 資 料 だ け で は ， 防 災 教 育 と し て の 授 業 展 開 を 考 え る 上 で ，
現 場 教 員 に 専 門 知 識 が あ る 程 度 必 要 に な る ． こ の た め ， 資 料 を 手 に し て も 防
災 教 育 の 実 践 は 難 し い と 教 員 ら は 捉 え が ち で あ る ．  
一 方 ， 学 校 か ら の 依 頼 に よ っ て ， 防 災 の 専 門 家 等 が ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー と
し て 行 う 出 前 授 業 も 支 援 の 一 つ で あ る ． し か し ， 防 災 に 意 識 の 高 い 学 校 に 限
定 さ れ が ち で ， 一 部 の 児 童 生 徒 が 対 象 と な る 点 の 支 援 に な っ て し ま う 傾 向 が
多 く ， 支 援 を 受 け た 成 果 を 他 の 学 校 へ 波 及 さ せ る こ と は 困 難 で あ る ．  
ま た ， 教 育 委 員 会 と 連 携 し た 現 場 教 員 を 対 象 と し た 研 修 も 支 援 の 一 つ で あ
る ． し か し ， 教 員 ら が 研 修 で 得 た 知 識 を 学 校 へ 持 ち 帰 っ て も ， 管 理 職 の 理 解
や 年 間 指 導 計 画 の 見 直 し ， 学 校 内 で の 情 報 共 有 や 新 規 に 防 災 教 育 を 実 践 す る
た め の 意 識 合 わ せ 等 ， 防 災 教 育 を 体 系 的 に 行 う た め に は ， 準 備 と 実 施 ま で に
時 間 を 要 す る こ と が 課 題 と な っ て い る ．  
こ れ ら の 課 題 は ， 学 校 と 教 育 委 員 会 の 組 織 構 造 を 見 る と ， 県 教 育 委 員 会 を
頂 点 と し ， 市 町 村 教 育 委 員 会 ， 学 校 ・ 教 員 ・ 児 童 生 徒 と い う 階 層 構 造 に な っ
て お り ， そ れ ぞ れ が 独 立 性 を 持 っ て い る こ と も 一 つ の 要 因 と 推 察 し た ．  
こ の た め ， 筆 者 は 研 究 を 進 め て い く 中 で ， 筆 者 が 所 属 す る 気 象 庁 （ 地 方 気
象 台 ） が ， 教 育 委 員 会 や 学 校 現 場 と 連 携 を 図 り な が ら ， 防 災 教 育 を 効 果 的 に
実 践 す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク の 必 要 性 を 再 認 識 し た ． フ レ ー ム ワ ー ク の 必
要 性 は ，神 谷 他 115)も ，学 校 現 場 と と も に 活 動 す べ き 組 織・団 体 ，専 門 的 な 知
識 を 有 し た 大 学 教 員 等 と の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る ．  
本 研 究 で は ， 防 災 教 育 の 効 果 的 な 実 践 と 普 及 の あ り 方 を 検 討 す る た め ， 防
災 の 専 門 家 や 関 係 機 関 ， 教 育 機 関 な ど の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 連 携 方 法 を 整
理 し ， 本 研 究 の 実 践 に よ っ て 検 証 し た ．  
そ の 結 果 ， 学 校 を 取 り 巻 く ス テ ー ク ホ ル ダ ー は ， そ れ ぞ れ の ス テ ー ジ で 横
の つ な が り を も っ て 連 携 す る こ と に よ り ， 防 災 教 育 を 効 果 的 ・ 戦 略 的 に 行 う
こ と が 確 認 で き た ． ま た ， 県 教 育 委 員 会 と 連 携 を 深 め る こ と で ， 実 践 の 成 果
等 を ，県 内 の 全 公 立 学 校 へ 効 率 よ く 還 元 す る こ と も 可 能 で あ る こ と が わ か り ，
ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 連 携 の 重 要 性 を 検 証 す る こ と が で き た ． 
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6．7 結論 
本 研 究 は ， 消 防 法 で 定 め ら れ た 定 期 的 に 行 わ れ て い る 避 難 訓 練 や ， 日 常 生
活 の 中 で も 経 験 す る こ と が 多 い 自 然 現 象 と し て ， 比 較 的 イ メ ー ジ し や す い 地
震 に 対 応 し た 防 災 教 育 を 核 と し な が ら ， そ こ か ら 発 展 的 に 様 々 な 自 然 災 害 に
対 応 す る た め の 知 識 や 適 切 な 対 応 行 動 を 習 得 し ， 最 終 的 に 様 々 な 自 然 災 害 へ
の 対 応 力 を 向 上 さ せ て い く ， マ ル チ ハ ザ ー ド に 展 開 す る 防 災 教 育 手 法 が 効 果
的 な 手 法 で あ る と の 仮 説 を 提 案 し た ．  
本 研 究 の 仮 説 提 案 を 検 証 す る た め ， ま ず ， 栃 木 県 内 の 研 究 対 象 と な っ た 小
学 生 と 現 場 教 員 を 対 象 と し た ， 自 然 災 害 を 含 む 学 校 安 全 に 対 す る 危 機 意 識 の
現 状 を 把 握 す る た め の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ． 調 査 の 結 果 ， 選 定 し た 20 項 目
の 危 機 の 中 で ， 児 童 ・ 教 員 が 一 番 具 体 的 に イ メ ー ジ し て い る と 回 答 し た 危 機
は ，「 地 震 」 で あ る こ と が 調 査 で 明 ら か に な っ た ．  
ま た ， 国 や 自 治 体 が 行 っ た 危 機 意 識 調 査 で は ， 調 査 の 前 に 発 生 し た 被 害 を
も た ら し た 災 害 に よ っ て ， そ の 災 害 に 対 す る 危 機 意 識 が 高 ま る 傾 向 が 見 ら れ
た が ， 地 震 に 対 す る 危 機 意 識 は 相 対 的 に 高 く ， 多 く の 日 本 人 は ， 災 害 と 聞 け
ば 「 地 震 」 を 強 く イ メ ー ジ し て い る と 考 察 し た ．  
本 研 究 で は ， こ れ ら の 考 察 を 踏 ま え ， 先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ
ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 単 独 で 実 施 す る の で は な く ， 相 互 の プ
ロ グ ラ ム を 組 み 合 わ せ て 実 践 す る こ と に よ っ て ， ど の よ う な 教 育 効 果 が 生 じ
る の か を 評 価 ・ 分 析 し た ．  
具 体 的 な 実 践 と し て は ， ま ず ， 先 行 研 究 の 課 題 で あ っ た 地 震 防 災 教 育 プ ロ
グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 精 度 を 向 上 さ せ た ． 改 善 し た プ ロ グ ラ ム
の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ． 対 象 校 に
お い て ， 現 場 教 員 に よ る プ ロ グ ラ ム の 実 践 検 証 を 行 い ， 児 童 生 徒 へ の 効 果 測
定 に よ り 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た こ と を 確 認 し た ．  
ま た ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 で 得 ら れ
た 教 育 効 果 の 保 持 を 検 証 す る た め ， 2 つ の プ ロ グ ラ ム を 交 互 に 実 践 し ， そ れ
ぞ れ の 効 果 測 定 を 行 っ た ． プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 獲 得 し た 知 識 や 向 上 し
た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 は ， プ ロ グ ラ
ム を 継 続 す る こ と に よ っ て ， そ れ ぞ れ 保 持 で き る こ と が 分 析 に よ っ て 確 認 で
き た ． 特 に ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 が ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の
実 践 よ り も ， 学 習 に よ っ て 得 ら れ た 教 育 効 果 が 高 い ま ま ， そ の 効 果 を 時 間 経
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過 に よ っ て 保 持 し て い る こ と が わ か っ た ．  
こ れ ら の こ と か ら ，仮 説 提 案 し た ，地 震 を 対 象 と し た 防 災 教 育 を 核 と し て ，
そ こ か ら 発 展 的 に ， 竜 巻 や 火 山 な ど の 自 然 災 害 に 対 応 す る た め の 知 識 や 適 切
な 対 応 行 動 を 習 得 し ， 最 終 的 に 様 々 な 自 然 災 害 へ の 対 応 力 を 向 上 さ せ て い く
防 災 教 育 の 手 法 と し て ， 有 効 か つ 効 果 的 な 手 法 で あ る と 結 論 付 け た ．  
も う 一 つ の 研 究 成 果 と し て は ， 本 研 究 に お け る 実 践 と 先 行 研 究 を 通 し て ，
防 災 教 育 に 関 す る 研 究 や 学 校 現 場 へ の 普 及 啓 発 を 効 果 的 に 行 う た め に は ， 学
校 を 中 心 と し た ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 横 の 連 携 を 効 果 的 に 進 め る こ と が 有 効
で あ る こ と が 確 認 で き た ．  
本 研 究 で は ， 対 象 校 で の 実 践 検 証 で 得 ら れ た 成 果 を ， 県 教 員 委 員 会 か ら 県
内 の 全 公 立 学 校 へ 効 率 よ く 還 元 す る こ と が 可 能 と な り ， 本 研 究 で 開 発 し た 防
災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 配 布 や プ ロ グ ラ ム を 利 用 し た 防 災 教 育 の 推 進 に つ い て ，
学 校 現 場 へ の 働 き か け が で き る な ど ， 研 究 対 象 と な っ た 栃 木 県 の 教 育 現 場 全
体 に 防 災 教 育 の 必 要 性 が 浸 透 し 始 め て い る ．   
さ ら に 他 地 域 へ の 展 開 と し て は ， 筆 者 が 所 属 し た 宇 都 宮 地 方 気 象 台 ホ ー ム
ペ ー ジ に「 防 災 教 育 支 援 ペ ー ジ 」116)を 開 設 し た ．こ の ホ ー ム ペ ー ジ で は ，こ
れ ま で 本 研 究 で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム や 参 考 資 料 を 自 由 に ダ ウ ン ロ ー
ド す る こ と が 可 能 で あ る ． こ の た め ， 学 校 の 実 態 に 合 わ せ ， 現 場 教 員 が ダ ウ














- 154 - 
 
第 7 章 視覚障害に適用した地震防災教育プログラムの開発 
7．1 過去の地震災害による要配慮者（障害者）の被害と対策 
 1995 年 1 月 17 日 に 発 生 し た 兵 庫 県 南 部 地 震 で は ， 気 象 庁 の 震 度 階 級 に 震
度 7 が 導 入 さ れ て か ら 初 め て と な る 最 大 震 度 7 を 記 録 し た ．こ の 地 震 は ，大
都 市 直 下 を 震 源 と す る 大 地 震 で あ っ た た め ， 死 者 ・ 行 方 不 明 者 6,437 名 （ う
ち 圧 迫 死 は 約 9 割 ）， 負 傷 者 43,792 名 の 人 的 被 害 と な っ た ．  
兵 庫 県 南 部 地 震 以 降 も ，2004 年 10 月 23 日 の 新 潟 県 中 越 地 震（ 死 者 68 名 ，
負 傷 者 4,805 名 ），2011 年 3 月 11 日 の 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震（ 死 者・行 方 不
明 者 18,434 名 ，負 傷 者 6,157 名 ），2016 年 4 月 14 日 と 16 日 の 熊 本 地 震（ 死
者 267 名 ， 負 傷 者 2,804 名 ）， 2018 年 9 月 6 日 の 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 （ 死 者
43 名 ，負 傷 者 782 名 ）な ど ，震 度 7 を 観 測 し た 大 地 震 に よ っ て 多 く の 人 的 被
害 が 発 生 し て い る 117) ．  
特 に ， 2011 年 3 月 11 日 に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 は ， 日 本 の 観 測
史 上 最 大 の マ グ ニ チ ュ ー ド 9.0， 最 大 震 度 7 を 記 録 し た 巨 大 地 震 と な り ， 発
生 し た 巨 大 津 波 に よ っ て ， 東 日 本 の 太 平 洋 沿 岸 を 中 心 に ， 甚 大 か つ 広 域 的 な
津 波 被 害 を も た ら し た ．  
人 的 被 害 は ，宮 城 県・岩 手 県・福 島 県 を 中 心 に 死 者・行 方 不 明 者 が 1 万 8,434
名（ 2018 年 3 月 現 在・警 察 庁 ）と な り ，特 に こ の 災 害 で は ，要 配 慮 者 で あ る
障 害 者 （ 障 害 者 手 帳 所 持 者 ） の 死 亡 率 が ， 被 災 地 全 体 の 死 亡 率 よ り も 2 倍 近
く 高 か っ た こ と が ，障 害 者 白 書 平 成 24 年 度 版（ 内 閣 府 ）で 示 さ れ て い る 118)．   
こ の こ と は ，NHK「 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク（ 現 ハ ー ト ネ ッ ト TV）」取 材 班 が 行
っ た ， 直 接 死 者 が 10 名 以 上 の 市 町 村 を 対 象 と し た 調 査 で も ， 被 災 地 人 口 に
対 す る 直 接 死 の 割 合 が 1.1%で あ る の に 対 し ， 障 害 者 の 死 亡 率 は 1.9%と い う
調 査 結 果 を 公 表 し て い る （ 表 7-1）．  
 
表 7-1 東 日 本 大 震 災 における死 亡 率 （3県 別 ） 
被災地人口 死者 死亡率 被災地人口 死者 死亡率
岩手小計 205,437 5,722 2.8% 12,178 429 3.5%
宮城小計 964,593 10,437 1.1% 43,095 1,099 2.6%
福島小計 522,155 2,670 0.5% 31,230 130 0.4%
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 未 曽 有 の 災 害 と な っ た 東 日 本 大 震 災 以 降 ， 我 が 国 は ， 高 齢 者 ， 障 害 者 ， 乳
幼 児 等 の 「 要 配 慮 者 」 に 対 す る 防 災 対 策 を 一 層 強 化 す る た め に ， 災 害 対 策 に
お け る 基 本 法 で あ る「 災 害 対 策 基 本 法（ 昭 和 36 年 法 律 第 223 号 ）」を 改 正 し
た ． こ れ に よ り ， 障 害 者 へ の 具 体 的 な 防 災 対 策 と し て ， 障 害 の あ る 人 の 住 み
よ い ま ち づ く り と ， 安 全 ・ 安 心 の た め の 障 害 者 を 支 援 す る 各 種 施 策 が 推 進 さ
れ て い る 119)．  
こ の よ う な 国 の 対 策 と 呼 応 す る よ う に ，「 災 害 時 の 視 覚 障 害 者 支 援 者 マ ニ
ュ ア ル 」120)，「 聴 覚 障 害 者 の た め の 防 災 マ ニ ュ ア ル 」121)，「 知 的 障 害 の あ る 方
の た め の 災 害 時 初 動 行 動 マ ニ ュ ア ル 」122)な ど ，災 害 時 に お け る 障 害 者 支 援 マ
ニ ュ ア ル 等 が 全 国 の 多 く の 自 治 体 や 障 害 者 を 支 援 す る 団 体 で 作 成 さ れ て い る ． 
し か し ， こ れ ら の マ ニ ュ ア ル 等 は ， 発 災 後 の 障 害 者 避 難 や 支 援 方 法 に 重 点
が 置 か れ た 内 容 の も の が 多 く ，障 害 者 自 身 の 弱 点 で あ る ，災 害 を 自 ら 覚 知 し ，
自 分 の と る べ き 行 動 を 自 分 で 判 断 し て ， 自 分 の 安 全 を 守 る 行 動 を 身 に 付 け る
た め の ， 具 体 的 な 内 容 が 不 足 し て い る ．  
大 地 震 が 発 生 し た 場 合 ， 地 震 の 直 接 的 な 被 害 の ほ か ， 地 震 発 生 後 の 津 波 や
土 砂 災 害 な ど の 被 害 が 伴 う 場 合 も あ る ． と っ さ の 危 険 か ら 身 を 守 れ な い ， 逃
げ 遅 れ る ， 命 の 存 続 に 必 要 な も の が 入 手 で き な く な る な ど ， 過 去 の 地 震 災 害
発 生 時 に お け る 要 配 慮 者 の 様 々 な 課 題 が 浮 き 彫 り と な っ て い る ．  
こ の た め ， 過 去 の 大 地 震 災 害 等 を 振 り 返 り つ つ ， 障 害 者 が 来 る べ き 大 地 震
に 備 え る た め に は ， 障 害 者 自 身 が ， 地 震 に 関 す る 知 識 や 地 震 か ら 身 を 守 る 対
応 力 を 身 に 付 け る た め の ソ フ ト 対 策 を 講 じ て お く こ と が 重 要 で あ る ．  
 
7．2 特別支援学校における防災教育の現状 
 特 別 支 援 学 校 と は ， 障 害 者 等 が 「 幼 稚 園 ， 小 学 校 ， 中 学 校 ， 高 等 学 校 に 準
じ た 教 育 を 受 け る こ と 」 及 び 「 学 習 上 ま た は 生 活 上 の 困 難 を 克 服 し 自 立 が 図
ら れ る こ と 」 を 目 的 と し た 学 校 で あ る ．  
「 視 覚 障 害 者 ，聴 覚 障 害 者 ，知 的 障 害 者 ，肢 体 不 自 由 者 ，ま た は 病 弱 者（ 身
体 虚 弱 者 を 含 む ） に 対 し て ， 幼 稚 園 ， 小 学 校 ， 中 学 校 ま た は 高 等 学 校 に 準 ず
る 教 育 を 施 す と と も に ， 障 害 に よ る 学 習 上 ま た は 生 活 上 の 困 難 を 克 服 し 自 立
を 図 る た め に 必 要 な 知 識 技 能 を 授 け る こ と を 目 的 と し て い る ．」 と 定 義 さ れ
て い る （ 教 育 基 本 法 第 72 条 ）．  
 平 成 27 年 5 月 1 日 現 在 の 文 部 科 学 省 の 集 計 （ 複 数 の 障 害 を 併 せ 有 す る 幼
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児 児 童 生 徒 は ， そ れ ぞ れ の 障 害 種 ご と に 重 複 し て カ ウ ン ト ） に よ る と ， 全 国
の 特 別 支 援 学 校 は 1,114 校 あ り ， 在 籍 す る 幼 児 児 童 生 徒 の 総 数 は 137,894 名
で あ る 123)．障 害 種 別 で は ， 視 覚 障 害（ 3.0%）， 聴 覚 障 害 （ 4.5%）， 知 的 障 害
（ 約 65.2%），肢 体 不 自 由（ 16.8%），病 弱（ 10.5%）と な っ て い る（ 図 7-1）．  
 東 日 本 大 震 災 以 降 ， 文 部 科 学 省 は 「 大 震 災 を 受 け た 防 災 教 育 ・ 防 災 管 理 等
に 関 す る 有 識 者 会 議 （ 最 終 報 告 ）」 20)に よ り ，「 自 ら の 危 険 を 予 測 し ， 回 避 す
る 能 力 を 高 め る 防 災 教 育 の 推 進 」 を 防 災 教 育 の 方 向 性 と し て 学 校 現 場 （ 特 別
支 援 学 校 を 含 む ） に 示 し た ．  
特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 と し て は ，「『 生 き る 力 』 を 育 む 防 災 教 育 の
展 開 」21)に よ る と ，「 特 別 支 援 教 育 に お い て も ，幼 稚 園 ，小 学 校 ，中 学 校 及 び
高 等 学 校 に お け る 指 導 内 容 に 準 ず る と と も に ， 児 童 生 徒 等 一 人 一 人 の 障 害 の
状 態 ，発 達 の 段 階 ，特 性 及 び 地 域 の 実 態 等 に 応 じ て 指 導 す る ．」と 明 記 さ れ て
い る ．  
ま た ，「『 生 き る 力 』を は ぐ く む 学 校 で の 安 全 教 育 」18)で は ，「 児 童 生 徒 等 の
障 害 の 状 態 ， 発 達 の 段 階 ， 特 性 等 及 び 地 域 の 実 態 等 に 応 じ て ， 自 ら 危 険 な 場
所 や 状 況 を 予 測 ・ 回 避 し た り ， 必 要 な 場 合 に は 援 助 を 求 め た り す る こ と が で
き る よ う に す る ．」と 示 さ れ て お り ，障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の「 生 き る 力 」を
育 む 防 災 教 育 の 充 実 が 学 校 現 場 に 求 め ら れ て い る ．  










図 7-1 特 別 支 援 学 校 に在 籍 する幼 児 児 童 生 徒 の障 害 種 別  
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災 マ ニ ュ ア ル（ 地 震 ･津 波 災 害 ）作 成 の 手 引 き 」124)，2018 年 3 月 に 策 定 さ れ
た「 学 校 の 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル 作 成 の 手 引 き 」125)等 を 活 用 し な が ら ，障 害 種
別 に 応 じ た 学 校 独 自 の 防 災 教 育 を 実 践 し て い る ．  
文 部 科 学 省 の 委 託 事 業 で 実 施 し た 「 防 災 教 育 の 体 系 的 な 指 導 に 関 す る 調 査
研 究（ 報 告 書 ）」70)に よ る と ，特 別 支 援 学 校 で 重 視 し て い る 指 導 で 最 も 多 か っ
た の が ，「 避 難 訓 練 等 を 通 じ て 迅 速 な 避 難 行 動 が で き る 」（ 81 校 ）で あ っ た が ，
「 成 果 を 特 に 把 握 し て い な い 」（ 50 校 ） と し ， 訓 練 に よ る 成 果 は 「 変 化 が な
い ・ わ か ら な い 」（ 53 校 ） の 回 答 で あ っ た ．  
こ の こ と か ら ， 障 害 種 別 に 対 応 し た 防 災 教 育 や 避 難 訓 練 等 を 体 系 的 に 取 り
組 む 防 災 教 育 の 内 容 が 整 備 さ れ て い な い こ と と ， 自 ら 危 険 を 予 測 し て 行 動 す
る こ と に 対 す る 評 価 が 十 分 に で き て い な い と 指 摘 し て い る ．  
ま た ，特 別 支 援 学 校 に お け る 防 災 教 育 の 先 行 研 究 で は ，藤 井・松 本 126)が ，
静 岡 県 と 岐 阜 県 に あ る 特 別 支 援 学 校 を 対 象 と し た 防 災 に 関 す る 質 問 紙 調 査 を
行 い ， 防 災 教 育 を 体 系 的 に 実 践 す る カ リ キ ュ ラ ム の 策 定 や 児 童 生 徒 の 障 害 特
性 に 対 応 し た 学 習 指 導 案 等 の 教 材 の 不 足 を 課 題 と し て 指 摘 し て い る ．さ ら に ，
和 田 他 127)に よ る 防 災 教 育 の あ り 方 に 関 す る 研 究 で は ， 特 別 支 援 学 校 で の 防
災 に 関 す る 教 育 的 な 取 組 や 授 業 は 必 要 不 可 欠 で あ る と 結 論 付 け ， 防 災 教 育 の
実 施 に 向 け た 検 討 や 実 践 例 等 の 提 案 が 不 足 し て い る と 課 題 を 指 摘 し て い る ．  
筆 者 も ， 東 日 本 大 震 災 以 降 ， 関 東 地 方 の 学 校 現 場 で 防 災 教 育 を 支 援 し て い
る 中 で 次 の 課 題 を 感 じ て い る ．特 別 支 援 学 校 で は ，「 障 害 が あ る の で で き な い ，
危 な い か ら さ せ な い ， 教 員 の 指 示 ど お り に で き れ ば よ い 」 な ど の 現 場 教 員 の
意 見 を 聞 く こ と が 多 い ． ま た ， 児 童 生 徒 の 障 害 種 別 に よ ら ず ， 学 校 管 理 下 の
児 童 生 徒 は ， 教 員 が 常 に 守 り ， 教 員 の 指 示 に よ っ て 行 動 す る こ と が ， 児 童 生
徒 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る 安 全 管 理 と し て 重 要 で あ る と い う 意 識 の も と ， 形
骸 化 し た 避 難 訓 練 が 定 期 的 に 行 わ れ て い る ．  
こ の た め ， 児 童 生 徒 は 先 生 の 指 示 に 従 え ば よ い ， 誰 か が い つ も 守 っ て く れ
る と い う 受 動 型 の 意 識 が 働 く た め ， 主 体 的 に 行 動 す る た め の 意 識 が 身 に 付 い
て い な い ． こ れ ま で の 地 震 や 火 災 の 訓 練 で は ， 教 員 の 指 示 に よ っ て 行 動 す る
だ け の 訓 練 に な り が ち で ， 児 童 生 徒 の 訓 練 に 取 り 組 む 姿 勢 や 防 災 意 識 の 低 下
が 課 題 で あ る と 考 え る ．   
こ れ ら の 現 状 を 踏 ま え る と ， 障 害 の 種 別 に 関 係 な く ， 児 童 生 徒 が 日 常 生 活
の 中 で 災 害 に 直 面 し た 場 合 に は ， そ の 場 の 状 況 を 判 断 す る 力 と 自 分 の 命 は 自
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分 で 守 る と い う 意 識 を 持 ち ， 他 者 の 支 援 が な く て も 自 分 で 身 を 守 る 行 動 が で
き る 能 力 を 身 に 付 け て お く こ と が 重 要 で あ り ， そ の 教 育 と 経 験 を 重 ね る こ と
の で き る ， 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 充 実 は 喫 緊 の 課 題 と い え よ う ．  
我 が 国 の 特 別 支 援 教 育 で は ， 様 々 な 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対 象 と し て い る ． 
特 に ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 は ， 視 覚 機 能 が 低 下 ， あ る い は 視 覚 機 能 が
使 え な い た め に 単 独 歩 行 が 困 難 で あ り ， 日 常 生 活 に お い て も 自 立 行 動 が 極 端
に 制 限 さ れ る ． さ ら に ， 災 害 発 生 時 に は 退 避 行 動 や 避 難 行 動 ， 災 害 情 報 の 入
手 等 に 困 難 が 生 じ る 災 害 弱 者 と な る ． 知 覚 機 能 を 通 じ て 人 が 外 界 か ら 受 け る
情 報 は ，視 覚 が 最 も 多 く (83%)，聴 覚 (11%)，嗅 覚 (3.5%)，味 覚 (1.5%)，触 覚
(1%)と 言 わ れ て い る 128)．  
筆 者 は ， こ れ ら の こ と も 踏 ま え ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 防 災 教 育 を
優 先 さ せ る べ き と 考 え ， 本 研 究 で 対 象 と す る 障 害 を 視 覚 障 害 と し た ．  
 
7．3 本研究の目的 
本 研 究 で は ， ま ず ， 特 別 支 援 学 校 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 ， 要 望 等
の 実 態 を 把 握 し て ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 効 果 的 な 防 災 教 育 の あ り 方
を 検 討 す る た め の 基 礎 資 料 収 集 の た め の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ． ま た ， 防 災 教
育 を 実 践 す る 現 場 教 員 が ， 自 然 災 害 を 含 む 学 校 安 全 の 危 機 を 具 体 的 に イ メ ー
ジ で き て い る の か を 把 握 す る た め の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ．  
 次 に ， 質 問 紙 調 査 の 結 果 と 分 析 を 踏 ま え ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 大
地 震 か ら 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 地 震 防 災 教
育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ．  
こ こ で い う ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と は ， 気 象 庁 が 発 表 す る 緊 急 地 震 速
報 を 聞 い た 際 ， 近 く に 補 助 者 が い な い 状 況 に 置 か れ て も ， 地 震 の 揺 れ か ら 自
分 の 身 は 自 分 で 守 る と 言 う 意 識 を 持 ち ， 自 分 の 判 断 で 行 動 で き る 対 応 力 を 身
に 付 け る た め の 地 震 災 害 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム で あ る ．先 行 研 究（ 第 ２ 章・
第 6 章 ）で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ，視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に
適 用 さ せ る た め ， ま ず 視 覚 障 害 の 一 般 的 な 学 習 上 の 特 性 や 障 害 の 実 態 等 を 考
慮 し た 学 習 方 法 の 専 門 的 な 知 見 と 防 災 教 育 と の 関 連 性 を 整 理 ・ 分 析 し た ． そ
の 上 で ， 視 覚 障 害 者 へ の 特 別 支 援 教 育 を 行 う 対 象 校 に お い て ， プ ロ グ ラ ム の
実 践 に よ る 教 育 効 果 と 教 員 に よ る 客 観 評 価 を 行 い ， 開 発 し た プ ロ グ ラ ム の 有
効 性 を 評 価 し た ．                                                                                                                              





 本 研 究 は ， 特 別 支 援 学 校 が こ れ ま で 独 自 に 行 っ て き た 防 災 教 育 ・ 訓 練 の 浸
透 度 と 学 校 現 場 が 抱 え て い る 防 災 教 育 の 課 題 や 防 災 専 門 家 へ の 要 望 等 を 把 握
す る こ と を 目 的 と し た ， 特 別 支 援 学 校 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 「 学 校 に お け
る 防 災 教 育 ア ン ケ ー ト 」 で あ る ．   
調 査 対 象 は ，栃 木 県 内 に 設 置 さ れ て い る 県 立 特 別 支 援 学 校（ 全 16 校 ）と 宇
都 宮 大 学 教 育 学 部 附 属 特 別 支 援 学 校 （ 1 校 ） と し ， 栃 木 県 教 育 委 員 会 の 協 力
を 得 て 2017 年 1 月 に 調 査 を 実 施 し た ．  
調 査 方 法 は ， 県 教 育 委 員 会 を 経 由 し て 質 問 紙 を 対 象 校 へ 配 布 し ， 学 校 ⾧ 等
の 管 理 職 又 は 学 校 安 全 の 担 当 教 員 が 記 入 し た 質 問 紙 を 県 教 育 委 員 会 が 回 収 し ，
筆 者 ら が 回 収 し た 質 問 紙 の 集 計 ・ 分 析 を 行 っ た ．    
ま た ， 質 問 紙 調 査 の 回 答 結 果 か ら ， さ ら に 防 災 教 育 の 現 状 ・ 課 題 を 質 的 に
調 査 す る た め ， 本 研 究 へ の 協 力 が 得 ら れ た 県 立 特 別 支 援 学 校 （ 6 校 ） を 対 象
に ， 学 校 安 全 の 担 当 教 員 へ の 聞 き 取 り を 2017 年 2 月 に 行 っ た ．  
調 査 項 目 は ，学 校 安 全 の 3 領 域 の 中 の 災 害 安 全 （ 防 災 ） を 対 象 と し ， ① 学
校 名 ，② 防 災 に 関 す る 児 童 生 徒 へ の 指 導 に つ い て（ 3 問 ），③ 防 災 教 育 に 関 す
る 研 修 に つ い て（ 2 問 ），④ 避 難 訓 練 の 実 施 状 況 に つ い て（ 3 問 ），⑤ 学 校 に お
け る 防 災 教 育 に つ い て（ 5 問 ），⑥ 専 門 家 が 支 援 す る 防 災 教 育 に つ い て（ 4 問 ）
の 6 項 目 つ い て ， 全 17 問 を 尋 ね た ．   
ま た ， 質 問 紙 調 査 後 に 行 っ た 学 校 安 全 の 担 当 教 員 へ の 聞 き 取 り で は ， 筆 者
が 各 学 校 を 訪 問 し て ， 質 問 紙 へ の 回 答 を 一 つ 一 つ 確 認 し な が ら ， 課 題 や 問 題
点 な ど 現 場 教 員 の 生 の 声 を 収 集 す る 方 法 と し た ．   
 
7．4．1．2 調査結果 
 調 査 対 象 の 全 特 別 支 援 学 校 （ n=17） か ら ， 質 問 紙 調 査 へ の 回 答 （ 回 答 率  
100%） が あ っ た ．   
回 答 を 見 る と ，学 校 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 を 把 握 す る た め ，「 ② 防 災 に 関
す る 内 容 を 指 導 す る 時 間 は ， ど の よ う に 計 画 さ れ て い ま す か 」 と 尋 ね た と こ
ろ ，「 年 間 指 導 計 画 で 実 施 」が 16 校 ，「 不 定 期 に 計 画 し て 実 施（ 年 間 計 画 ＋ 適
宜 計 画 ）」 が 1 校 で あ っ た ．   
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防 災 に 関 す る 指 導 の 一 つ で あ る 避 難 訓 練 に つ い て ，「 ④ ど の よ う な 災 害（ 被
害 ） を 想 定 し て 避 難 訓 練 を 実 施 し て い ま す か 」（ 複 数 回 答 ） と 尋 ね た と こ ろ ，
「 火 災 を 想 定 し た 避 難 訓 練 」が 17 校 ，「 地 震 を 想 定 し た 避 難 訓 練 」が 14 校 ，
「 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 避 難 訓 練 」 が 10 校 ，「 竜 巻 を 想 定 し た 避 難 訓 練 」
が 10 校 ，「 不 審 者 の 進 入 を 想 定 し た 避 難 訓 練 」が 15 校 ，「 そ の 他 」が 5 校 で
あ っ た ． ど の 学 校 も ， 地 元 消 防 署 等 の 支 援 を 受 け ， 年 間 指 導 計 画 に よ っ て 火
災 や 地 震 を 想 定 し た 訓 練 を 実 施 し て い る こ と が わ か っ た ．  
「 ③ 防 災 教 育 に 関 す る 教 職 員 研 修 は ど の よ う に 計 画 さ れ て い ま す か 」 と 尋
ね た と こ ろ ，「 年 間 指 導 計 画 で 実 施 」が 11 校 ，「 不 定 期 に 計 画 し て 実 施 」が 4
校 ，「 実 施 し て い な い 」が 2 校 で あ り ，学 校 独 自 で 研 修 を 計 画・実 施 し て い た
こ と が わ か っ た ．ま た ，「 ⑤ 学 校 で 行 っ て い る 防 災 教 育 の 現 状 は ど う な っ て い
ま す か 」 と 尋 ね た と こ ろ ，「 十 分 な 指 導 が で き て い る 」 が 2 校 ，「 必 要 最 小 限
の 指 導 は で き て い る 」が 14 校 ，「 指 導 が 不 足 し て い る 」が 1 校 で あ っ た ．「 防
災 教 育 を 行 う 場 合 に 課 題 や 問 題 点 が あ る と お 考 え で す か 」 と 尋 ね た と こ ろ ，
「 課 題 は な い 」が 0 校 ，「 課 題 や 問 題 点 が あ る 」が 16 校 ，「 よ く わ か ら な い 」
が 1 校 で あ っ た ．具 体 的 な 課 題 や 問 題 点 に つ い て 尋 ね る と ，「 指 導 す る た め の
防 災 教 育 用 の 教 材 が な い 」 が 11 校 ，「 指 導 す る 時 間 が 確 保 で き な い 」 が 11
校 ，「 防 災 に 関 す る 指 導 が で き る 教 員 が い な い 」 が 7 校 ，「 防 災 教 育 の 進 め 方
が わ か ら な い 」 が 3 校 で あ っ た ．   
防 災 教 育 の 改 善 点 と し て は ，「 教 職 員 の 防 災 意 識・指 導 力 の 向 上（ 研 修 の 必
要 性 ）」が 11 校 ，「 障 害 程 度 に あ わ せ た 教 材 の 作 成 」が 8 校 ，そ の 他 ，訓 練 内
容 の 改 善 や 授 業 時 間 の 確 保 ， 保 護 者 と の 連 携 が 挙 げ ら れ た ．  
学 校 支 援 の あ り 方 に つ い て ，「 ⑥ 防 災 の 専 門 機 関 に ど の よ う な 支 援 を 希 望
さ れ ま す か 」と 尋 ね た と こ ろ ，「 教 員 へ の 研 修 」が 16 校 ，「 児 童 生 徒 へ の 防 災
学 習（ 出 前 授 業 ）」が 15 校 ，「 防 災 教 育 用 の 教 材 提 供 」が 13 校 ，「 避 難 訓 練 の
支 援 」 が 9 校 で あ り ，防 災 の 専 門 機 関 等 に よ る 支 援 の ニ ー ズ が 高 い こ と が わ
か っ た ．  
教 員 へ の 聞 き 取 り で は ，防 災 教 育 に 対 す る 現 状 を 把 握 す る た め ，「 自 ら の 危
険 を 予 測 し ， 回 避 す る 能 力 を 高 め る 防 災 教 育 を ど の よ う に 特 別 支 援 学 校 で 実
践 し て い る の か 」と 尋 ね た と こ ろ ，「 そ も そ も 特 別 支 援 学 校 の 児 童 生 徒 は 自 分
の 判 断 で 行 動 （ 避 難 ） で き な い 」，「 児 童 生 徒 は 教 員 の 指 示 で 行 動 （ 避 難 ） す
る よ う 指 導 し て い る 」，「 学 校 管 理 下 の 児 童 生 徒 は ， ど の よ う な 状 況 で あ っ て
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も 教 員 が 守 ら な け れ ば な ら な い 」，「 児 童 生 徒 は 自 ら 判 断 ・ 行 動 す る 意 識 が 低
下 し て い る 」 と い う 回 答 が 多 か っ た ．   
ま た ， 筆 者 ら が 先 行 研 究 に お い て 実 用 化 し た 「 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」
の 存 在 を 尋 ね た と こ ろ ， 存 在 は 知 っ て い た が 通 常 の 学 校 で し か 利 用 で き ず ，
特 別 支 援 学 校 で そ れ を も と に し て 指 導 す る こ と は 難 し い と 考 え て い た ．  
質 問 紙 調 査 と 聞 き 取 り の 結 果 か ら ， 防 災 教 育 と し て 年 間 指 導 計 画 に 位 置 付
け た 地 震 や 火 災 を 中 心 に 避 難 訓 練 を 実 施 し て い る も の の ， 防 災 教 育 は 教 科 に
位 置 付 け ら れ て い な い た め ，「 指 導 用 教 材・指 導 時 間・指 導 教 員 」の 不 足 に よ
っ て ， 必 要 最 小 限 の 指 導 し か で き て お ら ず ， 学 校 で 行 っ て い る 防 災 教 育 に は
課 題 が あ る と 認 識 し て い る こ と が わ か っ た ．  
ど の 学 校 も ， 防 災 教 育 と し て 位 置 付 け 実 施 し て い る 地 震 を 想 定 し た 避 難 訓
練 を 見 て も ， 訓 練 開 始 の 放 送 を 受 け ， 教 員 の 指 示 に よ っ て 防 災 頭 巾 を 被 る ，
机 の 下 に も ぐ る 等 ， 障 害 特 性 や 程 度 に 関 係 な く ， 従 来 か ら 学 校 現 場 で 行 わ れ
て き た 教 員 の 指 示 に よ っ て 身 を 守 ら せ た り ， 教 員 が 補 助 し て 行 動 す る 訓 練 で
あ っ た ． 児 童 生 徒 に と っ て 受 動 型 の 防 災 教 育 で あ り ， 自 ら の 判 断 で 主 体 的 に




 調 査 対 象 は ，栃 木 県 内 に 設 置 さ れ て い る 全 特 別 支 援 学 校（ 17 校 ）に 在 籍 す
る 全 教 職 員（ 1,314 名 ）と し ，質 問 紙「 身 の ま わ り の 危 険 に つ い て の ア ン ケ ー
ト 」 を 教 職 員 に 配 布 し て ， 提 出 期 限 を 設 定 し 回 答 す る 方 法 で 実 施 し た ．   
調 査 項 目 は ，学 校 安 全 の 3 領 域 で あ る 災 害 安 全 ，交 通 安 全 ， 生 活 安 全 （ 防
犯 を 含 む ） の 中 か ら 選 択 し た 20 項 目 の 危 機 に 対 し て ， 具 体 的 な イ メ ー ジ を
も っ て い る か を 尋 ね た ．  
こ の 20 項 目 は ，「 生 き る 力 を 育 む 防 災 教 育 の 展 開（ 文 科 省 ）」を も と に ，学
校 安 全 に 関 す る 具 体 的 な 指 導 項 目 が 整 理 さ れ て い る 「 み や ぎ 防 災 教 育 基 本 指
針（ 宮 城 県 教 育 委 員 会 ）」を 参 考 に ，県 教 育 委 員 会 や 学 校 関 係 者 か ら の 意 見 も
踏 ま え 選 定 し た ．  
20 項 目 の 内 訳 は ， 災 害 安 全 に 該 当 す る も の 12 項 目 （ 火 災 ・ 地 震 ・ 津 波 ・
火 山・急 な 大 雨・落 雷・竜 巻・洪 水・浸 水・崖 崩 れ・台 風・大 雪 ），生 活 安 全
に 該 当 す る も の 4 項 目 （ 学 校 で の ケ ガ ・ 校 外 で の ケ ガ ・ 不 審 者 の 侵 入 ・ 不 審
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者 の 接 触 ），交 通 安 全 に 該 当 す る も の 4 項 目（ 通 学 路 の 事 故・自 転 車 事 故・移
動 中 の 事 故 ・ 接 触 事 故 ） と し た ．  
回 答 者 は ， 一 つ 一 つ の 項 目 に 対 し て 「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る ，
少 し だ け イ メ ー ジ で き る ， あ ま り イ メ ー ジ で き な い ， ほ と ん ど イ メ ー ジ で き
な い 」 の 4 段 階 で ， 定 量 的 な 自 己 評 価 と し て 回 答 し て も ら っ た ．  
 
7．4．2．2 調査結果 
質 問 調 査 の 結 果 ， 栃 木 県 内 の 特 別 支 援 学 校 に 在 籍 す る 全 教 職 員 1,314 名 の
う ち ， 1,208 名 か ら 回 答 （ 回 答 率  91． 9%） が あ っ た ．  
回 答 者 の 性 別 は ，男 性 が 34.1%（ n=412），女 性 は 65.9%（ n=796）で あ っ
た ．世 代 別 に 見 る と ，20 代 が 15.6%（ n=188）・30 代 が 23.4%（ n=283），40
代 が 34.1%（ n=412）， 50・ 60 代 が 26.9%（ n=325） で あ っ た ．  
20 項 目 の 危 機 を ど の 程 度 イ メ ー ジ で き て い る か ，集 計 し た 項 目 の 中 で「 具
体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る 」の 回 答 率 が 高 い 項 目 順 に 整 理 し た（ 図 7-2）．    
集 計 結 果 は ，「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る 」と 回 答 し た 割 合 が 一 番 高
い 危 機 は ,「 2） 地 震 」 の 65.7%で あ っ た ．  
以 降 ，点 数 の 高 い 順 に ，「 13）学 校 で の ケ ガ 」65.5%，「 20）接 触 事 故 」64.4%，
「 14）校 外 で の ケ ガ 」62.7%，「 18）自 転 車 事 故 」61.5%，「 17）通 学 路 の 事 故 」






































































































具体的にはっきりイメージできる 少しだけイメージできる あまりイメージできない ほとんどイメージできない
n=1,208
測定項目（身の回りにある危険）
図 7-2 学 校 安 全 の危 機 意 識 アンケート集 計 結 果 （20問 ） 
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な 大 雨 」53.1%，「 15）不 審 者 の 侵 入 」52.9%，「 16）不 審 者 か ら 声 か け・誘 い 」
45.1%，「 8）河 川 洪 水 」44.6%，「 19）移 動 中 の 事 故 」44.4%，「 9．浸 水 」42.3%，
「 6） 雷 」 37.0%，「 7） 竜 巻 」 33.9%，「 10） 山 ・ 崖 崩 れ 」 32.6%，「 3） 津 波 」
31.0%，「 4） 火 山 噴 火 」 17.5%の 回 答 で あ っ た ．   
日 本 で 生 活 す る 上 で 経 験 す る こ と が 多 く ， 学 校 で 定 期 的 に 実 施 さ れ て い る
避 難 訓 練 に よ っ て ，「 地 震 」が 全 20 項 目 の 危 機 の 中 で 一 番 イ メ ー ジ で き て い
る こ と が わ か っ た が ，「 具 体 的 に は っ き り イ メ ー ジ で き る 」と 回 答 し た 割 合 は ，
全 体 の 65.7%で あ っ た ．  
ま た ， 竜 巻 ， 山 ・ 崖 崩 れ な ど の 風 水 害 や 津 波 ， 火 山 噴 火 な ど ， 発 生 頻 度 が
低 い 自 然 災 害 や 地 域 性 に 関 係 す る 危 機 に つ い て は 回 答 率 が 低 く な る 傾 向 が 見




 前 項 の 質 問 紙 調 査 に よ る 回 答（ n=1,208）を 用 い て ，学 校 安 全 の 20 項 目 の
危 機 が ， ど の よ う な 関 係 性 を 持 っ て い る の か を 知 る た め に ， 多 変 量 解 析 の 一
種 で あ り ， 複 数 の 変 数 間 の 関 係 性 を 探 る 際 に よ く 用 い ら れ る 手 法 で あ る 因 子
分 析 （ 最 尤 法 ・ プ ロ マ ッ ク ス 回 転 ） を 行 っ た ．  
 
7．4．3．2 分析結果 
因 子 分 析 の 結 果 ， 2 つ の 因 子 が 抽 出 さ れ た ． 第 1 因 子 は ， 災 害 安 全 に 該 当
す る 12 項 目「 自 然 災 害・火 災 に よ る 危 機 」因 子 ，第 2 因 子 が ，生 活 安 全 と 交
通 安 全 に 該 当 す る 8 項 目「 ケ ガ ・ 事 故 な ど 身 近 で 起 き る 危 機 」因 子 と 命 名 し
た （ 図 7-3）．   
分 析 結 果 か ら ，調 査 対 象 の 教 職 員 は ，自 然 災 害 の 12 項 目 の 危 機 に つ い て ，
具 体 的 に イ メ ー ジ で き る 災 害 と イ メ ー ジ で き な い 災 害 を 分 離 せ ず に ， 1 つ の
グ ル ー プ の 危 機 と し て 意 識 し て い た ．ま た 生 活 安 全 と 交 通 安 全 の 8 項 目 の 危
機 は ，区 別 せ ず に 1 つ の グ ル ー プ の 危 機 と し て 意 識 し て い る こ と が わ か っ た ． 
ま た ，第 1 因 子 に 分 類 さ れ た 12 項 目 の 危 機 に つ い て 年 代 別 に 見 る と ，「 2）
地 震 」，「 3）津 波 」，「 5）急 な 大 雨 」，「 12）大 雪 」の 4 項 目 に 有 意 差（ ｶｲ 2 乗
検 定：p<.05）は 見 ら れ ず ，こ れ ら 4 項 目 の 危 機 は ，年 代 に 関 係 な く 危 機 意 識
を 抱 い て い る こ と が わ か っ た ．  
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7．4．4 分析結果の考察 
質 問 紙 調 査 の 集 計 及 び 因 子 分 析 の 結 果 か ら ， 調 査 し た 特 別 支 援 学 校 の 教 職
員 ら は ， 学 校 安 全 に 関 す る 危 機 を 具 体 的 に イ メ ー ジ す る た め の 知 識 が 不 足 し
て い る た め ， 学 校 現 場 の 防 災 教 育 を 充 実 さ せ る た め に は ， ま ず 教 職 員 が 危 機
に 対 し て 理 解 を 深 め る た め の 研 修 や ， 防 災 教 育 の 指 導 に 必 要 な 教 材 等 の 提 供
が 必 要 な 条 件 で あ る こ と が わ か っ た ．  
ま た ， 日 常 生 活 に お い て も 経 験 が 多 く ， 学 校 活 動 の 中 で 定 期 的 に 実 施 し て
い る 避 難 訓 練 に よ っ て ， 自 然 災 害 の 中 で も 「 地 震 」 は 比 較 的 イ メ ー ジ が 湧 い
て い た ． 第 6 章 で 論 じ た よ う に ，特 別 支 援 学 校 に お い て も ， 地 震 を 想 定 し た
避 難 訓 練 の 見 直 し や 関 連 付 け た 指 導 の 充 実 な ど の 体 系 的 な 実 践 を 防 災 教 育 の
第 一 歩 と し て ， 学 校 の 実 態 に 応 じ て ， 別 の 自 然 災 害 へ 派 生 的 に 学 習 す る 機 会
を 設 け る な ど ， ま ず 教 職 員 の 防 災 教 育 に 対 す る 負 担 感 を 軽 減 さ せ ， 学 校 全 体
の 危 機 意 識 を 総 合 的 に 高 め て い く こ と が 有 効 な 手 段 で あ る と 考 え た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 を 踏 ま え ， 本 研 究 に お い て は ， 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対
象 と し た 防 災 教 育 を 実 践 す る た め ， 先 に 述 べ た 通 り ， 従 来 行 っ て き た 避 難 訓
練 の 見 直 し も 含 め た 地 震 防 災 教 育 を 優 先 し て 進 め る こ と が 有 効 で あ る と 結 論




図 7-3 身 のまわりの危 険 についてのアンケート因 子 分 析  
因子1 因子2 共通性 あり なし
４．火山が噴火したとき .874　 -.141　 .507　 ○
８．洪水で川の水があふれてきたとき .825　 -.017　 .470　 ○
１０．山や崖が崩れたとき .816　 -.002　 .529　 ○
３．津波がやってきたとき .779　 -.075　 .609　 ○
９．道路や建物が水につかったとき .747　 .030　 .521　 ○
７．竜巻がやってきたとき .746　 .049　 .481　 ○
６．雷が落ちたとき .603　 .120　 .611　 ○
５．急に大雨がふってきたとき .594　 .167　 .661　 ○
１．火災になったとき .575　 .178　 .592　 ○
２．地震がおきたとき .539　 .188　 .664　 ○
１１．台風がやってきたとき .443　 .316　 .495　 ○
１２．大雪がふってきたとき .409　 .251　 .376　 ○
１７．通学路や歩道を歩いていて、事故にあったとき -.077　 .906　 .576　 ○
１８．自転車を運転していて、事故になったとき -.086　 .900　 .625　 ○
２０．オートバイや自動車と接触して、事故になったとき -.016　 .799　 .532　 ○
１４．校外学習に出かけて、事故やケガをしたとき .067　 .742　 .508　 ○
１３．学校で大きなケガをしたとき .091　 .691　 .728　 ○
１６．登下校中に知らない人からの声かけや、誘いがあったとき .037　 .686　 .708　 ○
１９．バスや電車に乗っていて、事故になったとき .101　 .675　 .563　 ○
１５．学校に不審者が入ってきたとき .180　 .590　 .622　 ○
因子寄与 10.0 1.4 11.4


















本 研 究 で は ， 先 行 調 査 で 明 ら か に し た 学 校 現 場 の 実 態 や 課 題 も 踏 ま え て ，
障 害 を も た な い 児 童 生 徒 を 対 象 に 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム（ 第 2 章・
第 6 章 ） を ，ど の よ う に ア レ ン ジ す れ ば ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で
活 用 で き る か と い う ， プ ロ グ ラ ム の 適 用 可 能 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た ．  
視 覚 障 害 を 対 象 と し た 教 育 や 訓 練 の 先 行 研 究 と し て は ， 芝 田 129)が ， 視 覚
障 害 者 へ の 教 育 と し て 「 定 位 と 歩 行 」 の 重 要 性 を 指 摘 し ， 体 系 的 な 訓 練 と 学
習 の 必 要 性 を 論 じ て い る ． こ の こ と は ， 防 災 教 育 の 目 的 で あ る 「 自 分 の 身 は
自 分 で 守 る 」 と い う 行 動 に 必 要 な 要 素 に 置 き 換 え る こ と が で き る ． ま た ， 飯
田 他 130)は ， 視 覚 障 害 者 へ の 防 災 訓 練 時 の 指 導 に ， 視 覚 障 害 の 教 育 で 重 要 な
「 触 察 」 を 意 識 し た 防 災 教 育 の 必 要 性 を 論 じ て い る ．  
こ れ ら か ら ， 視 覚 障 害 に 注 視 し た 防 災 教 育 を 実 践 す る た め に は ， 視 覚 障 害
の 特 性 も 考 慮 し つ つ ， 視 覚 障 害 に 適 用 し た 学 習 内 容 に し な け れ ば な ら ず ， 教
員 に よ っ て 実 践 す る た め の 学 習 教 材 の 提 供 や 訓 練 方 法 の 提 案 が 必 要 で あ る ．
し か し ， 視 覚 障 害 を 対 象 と し た ， 学 校 現 場 で 防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 参 考
と な る ， 先 進 的 な 事 例 や 先 行 研 究 は 非 常 に 少 な い の が 現 状 で あ る ．  
こ れ ら の こ と か ら ， 視 覚 障 害 へ の 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 適 用 に つ い て は ，
ま ず ， 視 覚 障 害 教 育 に 携 わ る 現 場 教 員 （ 視 覚 障 害 あ り 含 む ） を 対 象 と し た 防
災 教 育 に 関 す る 聞 き 取 り に よ り ， 情 報 を 収 集 ・ 整 理 す る こ と と し た ．  
教 員 の 回 答 か ら は ，「 目 が 不 自 由 だ と ，ど こ に 何 が あ る の か 触 っ て み な い と
わ か ら な い ， そ の よ う な 場 所 で 子 ど も た ち が い か に 安 全 な 場 所 を 確 保 す る か
が 一 番 の 課 題 で あ る 」，「 地 震 で 机 の 下 に 入 る こ と に 抵 抗 が あ る 生 徒 も い る 」，
「 周 り の 状 態 が わ か ら な い 段 階 で ， 隠 れ る と い う 行 動 は 目 の 不 自 由 な 子 ど も
達 に と っ て 抵 抗 が あ る 」，「 事 前 学 習 と し て ， な ぜ か く れ る 必 要 が あ る の か と
い う の を 子 ど も た ち に し っ か り 理 解 さ せ る 指 導 が 必 要 で あ る 」，「 自 分 で 動 く
と い う こ と な の で 幅 広 く 避 難 訓 練 を 考 え る こ と が 必 要 」 な ど ， 視 覚 障 害 の あ
る 児 童 生 徒 が 抱 え る 課 題 や 防 災 教 育 を 進 め る ポ イ ン ト 等 の 示 唆 が 得 ら れ た ．  
ま た ， 視 覚 障 害 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 指 導 方 法 を 具 体 的 に 検 討 す る た め ，
教 員 か ら 推 薦 の あ っ た ， 視 覚 障 害 教 育 関 連 の 教 職 課 程 や 大 学 の 講 座 等 で 使 用
さ れ 実 績 の あ る 視 覚 障 害 教 育 入 門 131)や そ の 他 の 資 料 ， 文 献 等 を 参 考 に ， 視
覚 障 害 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 指 導 方 法 を 次 の と お り 関 連 付 け た ．  
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ま ず ，「 1） 学 習 後 の 自 己 評 価 の 注 意 点 」 と し て は ， 視 覚 障 害 の あ る 子 ど も
は ，「 自 身 が 体 験 し た こ と 」，「 触 っ た こ と が あ る も の 」， 弱 視 児 は 「 見 え に く
い 目 で も 見 え た も の 」 が 知 識 の 全 て で あ り ， 知 識 の 全 体 量 が 少 な く な る ば か
り か ， 偏 っ た 知 識 や 誤 っ た 知 識 が 身 に つ い て し ま う 可 能 性 が あ る こ と に 留 意
が 必 要 で あ る ．「 2） 対 応 行 動 訓 練 の 繰 り 返 し 」 と し て ， 体 験 に 裏 付 け ら れ た
確 か な 知 識 （ イ メ ー ジ 力 ） を 習 得 す る に は 直 接 経 験 の 機 会 を 増 や す こ と が 極
め て 重 要 で あ り ， 訓 練 の 繰 り 返 し は 効 果 が 期 待 で き る ．「 3） 事 前 学 習 ・ 事 後
学 習 の 充 実 」 と し て ， 運 動 や 動 作 の 模 倣 が で き な い た め ， 身 体 の 各 部 の ど こ
を 意 識 し て ど の よ う に 動 か す か を 丁 寧 に 指 導 す る 必 要 が あ る ．「 4）ADL（ 日
常 生 活 動 作 ） 室 の 活 用 」 と し て ， 自 分 の 身 体 に 関 す る イ メ ー ジ を 持 た せ ， 自
分 を 中 心 と し て ， 前 後 ， 左 右 ， 上 下 と い っ た 方 向 性 を 確 立 さ せ る ， 手 を 伸 ば
し て 物 の あ り か を 確 か め る 等 の 動 作 や 自 分 一 人 で 身 体 を 動 か す こ と や ， 自 分
の 動 作 を 言 葉 で 振 り 返 る 学 習 を 通 じ て 身 体 座 標 軸 に よ る 方 向 の 定 位 や 表 現 が
で き る よ う に な る 学 習 の 導 入 が 効 果 的 で あ る ． と 整 理 し た ．  
こ れ ら か ら ， 防 災 教 育 と し て の 指 導 上 の 課 題 や 配 慮 す べ き 事 項 を 整 理 す る
こ と が で き ， 整 理 し た 内 容 を 視 覚 障 害 教 育 に 携 わ る 現 場 教 員 に 示 し ， 教 員 ら




本 研 究 で は ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対
応 力 を 身 に 付 け る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る も の で あ る ．  
視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 は ，日 常 生 活 の 中 で 常 に 補 助 者（ 保 護 者 や 教 員 等 ）
に 守 ら れ て い る 環 境 に 身 を 置 い て い る ． こ の た め ， 地 震 の 揺 れ に 突 然 遭 遇 し
た 時 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 際 ， 近 く に 補 助 者 が 誰 も い な い 状 況 に 置 か
れ て も ， 条 件 反 射 的 に ， 地 震 に よ る 危 機 か ら 自 分 の 身 を 守 る 対 応 力 を 身 に 付
け て お く こ と が ， 自 ら の 命 を 守 る た め に 重 要 で あ る ．  
こ の た め ， 対 象 校 と し て ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 栃
木 県 立 盲 学 校 を 選 定 し ， 先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ， 視
覚 障 害 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム に カ ス タ マ イ ズ す る こ と を 研 究 目 的 と し た ．  
本 研 究 で は ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に プ ロ グ ラ ム を 適 用 さ せ る た め に は ，
学 習 理 論 で あ る ID 理 論 52)の ADDIE プ ロ セ ス 53)を 採 用 し ， 視 覚 障 害 教 育 に
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お け る 防 災 教 育 の ニ ー ズ や 課 題 を 分 析 し た 上 で ， 視 覚 障 害 の 特 性 や 指 導 方 法
等 を 考 慮 し ， 学 習 目 標 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」 を 設 定 し た ． ま た ， プ ロ グ
ラ ム の 実 践 に よ る 効 果 測 定 と 教 員 評 価 を 行 い ， 開 発 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性
を 評 価 し た ．  
 
7．5．2．2 プログラムの実践 
 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 適 用 さ せ る た め ，
対 象 校 で あ る 栃 木 県 立 盲 学 校（ n=42）に お い て ，現 場 教 員 に よ っ て 地 震 防 災
教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た ．  
 対 象 校 は ， 筆 者 ら が 研 修 や 実 践 の 支 援 を 行 う ， 平 成 29 年 度 の 文 部 科 学 省
委 託 事 業「 防 災 教 育 を 中 心 と し た 実 践 的 安 全 教 育 総 合 支 援 事 業 」132)の 栃 木 県
モ デ ル 校 に 指 定 さ れ て い る ．  
 栃 木 県 立 盲 学 校 は ， 栃 木 県 宇 都 宮 市 の 市 街 地 か ら 離 れ た 場 所 に 設 置 さ れ て
お り ， 視 覚 に 障 害 の あ る 幼 児 児 童 生 徒 が 在 籍 す る 特 別 支 援 学 校 と し て ， 幼 稚
部 ， 小 学 部 ， 中 学 部 ， 高 等 部 普 通 科 の ほ か ， 鍼 灸 あ ん ま ・ マ ッ サ ー ジ 等 の 職
業 教 育・訓 練 を 行 う 保 健 理 療 科・専 攻 科 が あ る ．児 童 生 徒 は 42 名 ，教 職 員 は
88 名 が 在 籍 し ，通 常 の 小・中・高 等 学 校 の 教 科 教 育 と 基 本 的 に 同 じ 学 習 目 標 ，
同 じ 学 習 内 容 で 教 育 が 行 わ れ て い る ．  
対 象 校 で の ， 具 体 的 な 実 践 内 容 ・ 実 践 目 的 ・ 実 践 日 は 表 7-2 の と お り で あ
る ． プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 ， 緊 急 地 震 速 報 対 応 行 動 訓 練 後 ， プ ロ グ ラ ム 実 践 後
の 計 4 回 ， 教 育 効 果 を 検 証 す る た め に 質 問 紙 を 用 い た 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
事 前 学 習 ① は ，教 員 が 行 う 防 災 授 業 で あ り ，学 習 指 導 案 を 用 い て ，小 学 部・
表 7-2 対 象 校 におけるプログラムの実 践 と効 果 測 定  
実践内容 実践目的 実践日
1 地震アンケート① 効果測定（知識） 2017年9月25日
2 事前学習①（小学部）・全体+クラス プログラム実践 2017年9月25日
3 事前学習①（中学部）・全体 プログラム実践 2017年9月27日
4 事前学習①（高等部）・全体 プログラム実践 2017年9月28日
5 緊急地震速報対応行動訓練①・告知有 対応行動訓練 2017年10月4日
6 地震アンケート② 効果測定（知識） 2017年10月4日
7 訓練振り返りアンケート① 効果測定（技能） 2017年10月4日
8 緊急地震速報対応行動訓練②・告知無 対応行動訓練 2017年10月17日
9 訓練振り返りアンケート② 効果測定（技能） 2017年10月17日
10 事前学習②（小学部・中学部・高等部）・クラス プログラム実践 2017年10月25日
11 緊急地震速報対応行動訓練③・告知無 対応行動訓練 2017年11月1日
12 訓練振り返りアンケート③ 効果測定（技能） 2017年11月1日
13 地震アンケート③ 効果測定（知識） 2017年11月1日
14 緊急地震速報対応行動訓練④・告知無 対応行動訓練 2017年12月22日
15 地震アンケート④ 効果測定（知識） 2017年12月22日
16 訓練振り返りアンケート④ 効果測定（技能） 2017年12月22日
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中 学 部 ・ 高 等 部 の 各 学 部 全 体 で の 学 習 を 行 っ た ． 小 学 部 は 全 体 学 習 後 の あ と
に ， ク ラ ス 別 で 障 害 の 状 態 に あ わ せ た 学 習 を 実 践 し た （ 写 真 7-1）．  
実 践 中 ， 効 果 測 定 の 分 析 結 果 を 踏 ま え ， 事 前 学 習 ② を 行 っ た ． 事 前 学 習 ①
と 学 習 目 標 は 同 じ で あ る が ， 理 解 を 深 め る た め の 学 習 ポ イ ン ト を 補 填 し た ．  
緊 急 地 震 速 報 に よ る 対 応 行 動 訓 練 は ， 児 童 生 徒 に 訓 練 時 間 を 事 前 告 知 す る
訓 練 と ， 事 前 に 告 知 を し な い 訓 練 （ 抜 打 ち 訓 練 ） と し ， 計 4 回 実 践 し た ．  
 
7．5．2．3 プログラムの評価手法 
対 象 校 で 実 践 す る 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 評 価 手 法 と し て は ， プ ロ グ ラ
ム の 実 践 前 後 に ， 児 童 生 徒 （ 学 習 者 ） の 自 己 評 価 に よ っ て 学 習 目 標 の 達 成 度
を 検 証 す る た め ，「 地 震 ア ン ケ ー ト 」と「 訓 練 振 り 返 り ア ン ケ ー ト 」の 2 種 類
の 効 果 測 定 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し た ．  
プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ が ，「 プ ロ
グ ラ ム の 評 価 は ， あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現 す る 」 61)
と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 を 採 用 し た ．  
効 果 測 定 1 は ，プ ロ グ ラ ム で 設 定 し た 学 習 目 標 に 対 応 し た 質 問 項 目 に よ り ，
知 識 ・ ス キ ル の 学 習 の 達 成 度 を 3 段 階 で 定 量 的 に 自 己 評 価 で き る 質 問 紙「 地
震 ア ン ケ ー ト 」 を 用 い た ．  
質 問 紙 は ， 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 の 度 合 い を 測 定 す る 質 問
項 目 と し て ，「 ① 地 震 が 起 き た 時 ， ど の よ う な こ と が 起 き る か 知 っ て い ま す
か 」，「 ② 地 震 が 起 き た 時 ， 何 を す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」，「 ③ 緊 急 地
写 真 7-1 小 学 部 の事 前 学 習 （上 段 ：全 体 ･下 段 ：クラス） 
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震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， ど の よ う な こ と が 起 き る の か 知 っ て い ま す か 」，「 ④
緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， 何 を す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」の 4 項
目 に つ い て ，「 知 っ て い る（ 5 点 ）・少 し だ け 知 っ て い る（ 3 点 ）・知 ら な い（ 1
点 ）」 の 3 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
次 に ， 地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度
合 い を 測 定 す る 質 問 項 目 と し て ，「 ⑤ 地 震 が 起 き た 時 ，も の が 落 ち て く る・も
の が 倒 れ て く る ・ も の が 移 動 し て く る 場 所 に い る の は 危 険 」，「 ⑥ 地 震 が 起 き
た 時 や 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 姿 勢 を 低 く ， 頭 や 体 を 守 り ， 揺 れ が お さ ま
る ま で じ っ と し て い る 」，「 ⑦ 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 短 い 時 間 で 安 全 な 場
所 へ 移 動 し て 体 を 守 る 」，「 ⑧ 緊 急 地 震 速 報 や 地 震 の 揺 れ を 感 じ た 時 ， 自 分 で
考 え て 自 分 の 体 を 守 る 」 の 4 項 目 に つ い て ，「 そ う 思 う （ 5 点 ）・ 少 し だ け そ
う 思 う（ 3 点 ）・そ う 思 わ な い（ 1 点 ）」の 3 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形
式 と し た ．こ れ ら 8 項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
効 果 測 定 2 は ，対 応 行 動 訓 練 に よ る 学 習 目 標 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 の 習
得 」（ 技 能 ）の 習 熟 度 を 測 定 す る た め ，質 問 紙「 訓 練 振 り 返 り ア ン ケ ー ト 」を
用 い た ．  
質 問 紙 の 項 目 は ，「 ① 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を ，だ ま っ て 静 か に
聞 く こ と が で き ま し た か 」，「 ② チ ャ イ ム 音 を 聞 い た 時 ， 何 を し た ら よ い か 考
え る こ と が で き ま し た か 」，「 ③ 自 分 で 考 え て ， 地 震 か ら 身 を 守 る 行 動 が で き
ま し た か 」の 3 項 目 に つ い て ，「 で き た（ 5 点 ）・ 少 し だ け で き た （ 3 点 ）・ で
き な か っ た（ 1 点 ）」の 3 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．こ の 3
項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
障 害 を 持 た な い 児 童 生 徒 を 対 象 と し た 筆 者 ら の 先 行 研 究 で は ， 学 習 目 標 の
達 成 度 を 5 段 階 （ よ く 知 っ て い る ， 少 し 知 っ て い る ， ど ち ら で も な い ，あ ま
り 知 ら な い ， 知 ら な い ） の 間 隔 尺 度 で 効 果 測 定 を 行 っ て い る ． し か し 本 研 究
で は 「 障 害 を 持 っ て い る 児 童 生 徒 は ， 5 段 階 の 評 価 尺 度 の 判 別 が 難 し く ， 回
答 し づ ら い ． 間 隔 尺 度 の 間 隔 は 変 え ず に ， 3 段 階 に 集 約 し て ほ し い 」 と の 現
場 教 員 の 要 望 に よ り ， 5 段 階 尺 度 に お け る 4 と 2 を 削 除 し ， 間 隔 は 変 え ず に
5・ 3・ 1 の 3 段 階 に 点 数 換 算 し た 後 ， 平 均 値 を 求 め 分 析 す る 方 法 と し た ．  
本 研 究 の 効 果 測 定 で は ， 教 員 と の 協 議 の う え ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を
一 つ の 集 団 と し て 研 究 対 象 者 と し ， 小 学 部 か ら 高 等 部 ま で の 質 問 紙 に 自 己 回
答 で き る 児 童 生 徒 を 分 析 対 象 と し た ． な お ， 視 覚 障 害 に よ っ て 質 問 紙 に 回 答
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が 記 入 で き な い 児 童 生 徒 に は ， 教 員 が 質 問 項 目 を 読 み 上 げ ， 児 童 生 徒 の 口 頭
で の 回 答 を 質 問 紙 に 代 筆 す る 方 法 と し た ．  
 
7．5．2．4 プログラムの評価 
プ ロ グ ラ ム の 実 践 前（ 2017 年 9 月 25 日 ）と プ ロ グ ラ ム 実 践 後（ 2017 年 12
月 22 日 ）に ，質 問 紙「 地 震 ア ン ケ ー ト 」に よ る 効 果 測 定 1 を 行 い ，統 計 的 分
析 に お い て 対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た ．  
分 析 対 象 は 対 象 校 の 児 童 生 徒 （ n=26） と し ， 学 部 別 内 訳 は ， 小 学 部 7 名 ，
中 学 部 8 名 ，高 等 部 11 名 で あ る ．ま た ，障 害 別 内 訳 は ，全 盲 13 名 と 弱 視 13
名 で あ る ．  
学 習 目 標 の 達 成 度（ 自 己 評 価 ）は ，回 答 の あ っ た 3 段 階 評 価（ 3・2・1）を
5 段 階 （ 5・ 3・ 1） の 点 数 に 換 算 し た 後 ， 平 均 値 を 求 め 分 析 し た ．  
分 析 結 果 は ， 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 4 項 目 ） で
は ，「 ① 地 震 が 起 き た 時 ，ど の よ う な こ と が 起 き る か 知 っ て い ま す か 」は 実 践
前 3.85 か ら 実 践 後 4.54 へ ，「 ② 地 震 が 起 き た 時 ，何 を す れ ば よ い の か 知 っ て
い ま す か 」は 実 践 前 4.00 か ら 実 践 後 4.85 へ ，「 ③ 緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た
時 ，ど の よ う な こ と が 起 き る の か 知 っ て い ま す か 」は 実 践 前 3.69 か ら 実 践 後
4.54 へ ，「 ④ 緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， 何 を す れ ば よ い の か 知 っ て い ま
す か 」 は 実 践 前 4.00 か ら 実 践 後 4.62 へ 点 数 が 変 動 し た （ 図 7-5）．  
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全 4 項 目 で 実 践 後 の 点 数 が 高 く な り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た ． 統 計
的 分 析 に お い て 対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 ，「 ② 地 震 が 起 き た 時 ，何 を
す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」が 1%水 準 ，他 の 3 項 目 は 5%水 準 で 統 計 的
に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た ．  
地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動 の 正 し い 理 解 の 度 合 い
（ 4 項 目 ）で は ，プ ロ グ ラ ム 実 践 前 は 4.31～ 4.62 と ，も と も と 点 数 が 高 か っ
た が ，実 践 後 に は 4.62～ 4.77 と 点 数 が よ り 高 く な り ，学 習 目 標 の 達 成 度 が 向
上 し た ． 対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ， 全 項 目 で 統 計 的 に 意 味 の あ る
差 は 見 ら れ な か っ た ．  
こ れ ら 効 果 測 定 の 分 析 か ら ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ り ， 全 8 項 目 の 点 数 が
4.5 以 上 と 高 く な り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 の 向 上 が 見 ら れ た ． 教 育 効 果 が 高 ま
っ て お り ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
次 に ， 1 回 目 （ 2017 年 10 月 4 日 ） の 緊 急 地 震 速 報 対 応 行 動 訓 練 後 と 4 回
目（ 2017 年 12 月 22 日 ）の 緊 急 地 震 速 報 対 応 行 動 訓 練 後 に ，質 問 紙「 訓 練 振
り 返 り ア ン ケ ー ト 」に よ る 効 果 測 定 2 を 行 い ，統 計 的 分 析 に お い て 対 応 の あ
る t 検 定 で 分 析 し た ．  
分 析 対 象 は 対 象 校 の 児 童 生 徒 （ n=28） と し ， 学 部 別 内 訳 は ， 小 学 部 8 名 ，
中 学 部 8 名 ，高 等 部 12 名 で あ る ．ま た ，障 害 別 内 訳 は ，全 盲 15 名 と 弱 視 13
名 で あ る ．  
技 能 の 習 熟 度（ 自 己 評 価 ）も ，回 答 の あ っ た 3 段 階 評 価（ 3・2・1）を 5 段
階 （ 5・ 3・ 1） に 点 数 換 算 し た 後 ， 平 均 値 を 求 め 分 析 し た ．  
分 析 結 果 は ，「 ① 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を ，だ ま っ て 静 か に 聞 く
こ と が で き ま し た か 」 は 1 回 目 訓 練 （ 4.79） か ら 4 回 目 訓 練 （ 4.93） と 点 数
が 高 く な っ た ．「 ② チ ャ イ ム 音 を 聞 い た 時 ，何 を し た ら よ い か 考 え る こ と が で
き ま し た か 」 は 1 回 目 訓 練 （ 4.57） と 4 回 目 訓 練 （ 4.57） で 点 数 は 同 じ で あ
っ た ．「 ③ 自 分 で 考 え て ，地 震 か ら 身 を 守 る 行 動 が で き ま し た か 」は 1 回 目 訓
練 （ 4.71） と 4 回 目 訓 練 （ 4.43） で 点 数 が 低 く な っ た （ 図 7-6）．  
質 問 項 目 ③ の 点 数 が 低 く な っ た 理 由 と し て は ， 1 回 目 訓 練 は ， 児 童 生 徒 に
訓 練 時 間 を 予 告 し 教 室 に い る 状 態 で 実 施 し た が ， 4 回 目 訓 練 で は ， 児 童 生 徒
に 訓 練 時 間 の 予 告 は せ ず ， 休 み 時 間 の 抜 き 打 ち 訓 練 で あ っ た ．  
こ の た め ， 多 く の 児 童 生 徒 は 教 室 以 外 の 場 所 で 初 め て 訓 練 を 経 験 し た た め ，
自 分 の い る 場 所 で 自 分 の 身 を ど の よ う に 守 れ ば よ い の か 戸 惑 い ， 周 囲 の 状 況
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を 把 握 し て 行 動 す る ま で に 時 間 を 要 し た と 自 己 評 価 し て い る こ と が ， 訓 練 後
の 質 的 調 査 （ 振 り 返 り ） で わ か っ た （ 写 真 7-2）．  
対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 は ， い ず れ の 項 目 も ， 初 回 の 対 応 行 動 訓
練 後 の 点 数 か ら 高 く な り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ．  
対 応 の あ る t 検 定 の 分 析 で は ， 全 項 目 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 は 見 ら れ な
か っ た ．  
 
7．5．2．5 プログラムの改善 
地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 効 果 測 定 に よ る 分 析 で 明 ら か に な っ た
課 題 を 踏 ま え ， 現 場 教 員 と 協 働 で 指 導 方 法 や ワ ー ク シ ー ト の 改 善 を 図 っ た ．  
指 導 方 法 の 改 善 と し て は ， 視 覚 障 害 教 育 で 基 礎 的 な 力 を 学 ぶ 小 学 部 で は ，





























写 真 7-2 対 応 行 動 訓 練 の変 容 （左 :予 告 有 ・右 :予 告 無 ） 
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自 分 の 身 を 守 る 初 期 対 応 姿 勢 （ だ ん ご む し の ポ ー ズ ） を し っ か り 身 に 付 け さ
せ る こ と に 重 点 を お い た 学 習 が 効 果 的 で あ る と の 意 見 を 参 考 に ， 学 習 指 導 案
の 特 記 事 項 に ， 指 導 の ポ イ ン ト を 明 記 す る 修 正 を 行 っ た ．  
具 体 的 に は ， 学 年 全 体 で 行 っ た 事 前 学 習 の あ と に ， 各 ク ラ ス で 発 達 段 階 に
あ わ せ た 指 導 が 効 果 的 で あ っ た 成 果 も 踏 ま え ， 低 ・ 中 学 年 で は ， し っ か り 身
を 守 る 行 動 が で き る と い う 学 習 目 標 に 加 え て ，「 な ぜ 机 の 下 に も ぐ る の か 」の
理 解 を 深 め る 指 導 の 重 要 性 を 学 習 指 導 案 に 盛 り 込 ん だ ． 中 ・ 高 学 年 で は ， 教
室 以 外 の 場 所 で ， 物 が 落 ち て き た り ， 倒 れ て き た り す る も の を 実 際 に 手 で 触
っ て 危 険 を 確 認 し ，そ の 場 で 身 を 守 る 行 動 が で き る た め の 学 習 と し て ，「 身 を
守 る 行 動 を と る 際 に は ， 周 囲 の 環 境 を 把 握 し て 行 動 す る 」 の 理 解 を 深 め る 指
導 の 重 要 性 を 学 習 指 導 案 に 反 映 さ せ た （ 図 7-7）．  
小 学 部 で は ， 視 野 を 広 げ る 指 導 が 重 要 で あ る こ と か ら ， 視 覚 障 害 者 が 日 常
生 活 を 送 る た め に 必 要 な 知 識 と 動 作・行 動 を 学 習 す る 施 設 で あ る ADL（ 日 常
生 活 動 作 ） 室 を 使 用 し た 防 災 教 育 を 実 践 す る た め の 学 習 指 導 案 を 作 成 し た ．  
こ の 学 習 の 狙 い は ， 初 め て 経 験 す る 場 所 に お い て ， 自 分 の 身 体 と 室 内 の 配
置 を イ メ ー ジ さ せ ， 自 分 を 中 心 と し て 前 後 ， 左 右 ， 上 下 と い っ た 方 向 性 を 確
図 7-7 事 前 学 習 ・学 習 指 導 案 （展 開 部 分 のみ抜 粋 ） 
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立 さ せ る 学 習 の 側 面 も あ り ，初 め て 経 験 す る 場 所 で の 対 応 行 動 訓 練 に よ っ て ，
周 囲 の 状 況 を 確 認 し て 身 を 守 る 行 動 が と れ る 変 容 が 見 ら れ た （ 写 真 7-3）．  
中 学 部 と 高 等 部 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 学 習 指 導 案 に よ る 授 業 が
成 立 す る 生 徒 に は ， 理 科 等 の 教 科 学 習 と 結 び つ け た 学 習 展 開 が 可 能 で あ る こ
と が わ か っ た ．  
特 に ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 に お い て は ， 一 般 の 学 校 で 使 用 で き
る ワ ー ク シ ー ト の 使 用 が 困 難 な 児 童 生 徒 も 多 く ，小 学 部 で は ，「 だ ん ご む し の
ポ ー ズ 」 や 「 3 つ の 安 全 行 動 」 の イ ラ ス ト を 拡 大 印 刷 し て ， 弱 視 の 児 童 に 配
慮 し た 学 習 方 法 で 効 果 が 見 ら れ た た め ， 身 を 守 る 姿 勢 を 具 体 的 に イ メ ー ジ さ
せ る た め の 補 助 資 料 の 利 用 に つ い て ， 学 習 指 導 案 に 反 映 さ せ た （ 図 7-8）．  
全 盲 の 児 童 生 徒 は ， イ ラ ス ト が 使 用 で き な い こ と と ， 他 者 の 行 動 も 模 倣 で
き な い た め ， 自 分 の 身 体 の 位 置 や 姿 勢 ， 動 き を イ メ ー ジ す る 力 「 ボ デ ィ ・ イ
写 真 7-3 ADL（日 常 生 活 動 作 ）室 での学 習 ・訓 練  
図 7-8 身 を守 る姿 勢 をイメージさせる補 助 教 材  
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メ ー ジ 」 が 不 足 し て し ま う ． こ の た め ， 事 前 学 習 で は 視 覚 障 害 教 育 で 必 要 な
指 導 と し て ， 子 ど も の 手 足 を と っ て 姿 勢 を と ら せ た り ， 児 童 生 徒 の 行 動 に つ
い て ， 教 員 が 言 葉 で フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ っ て ， 身 を 守 る 行 動 の 言 葉
の 意 味 と 行 動 を し っ か り 結 び つ け る 学 習 が 効 果 的 で あ っ た た め ， 指 導 上 の ポ
イ ン ト と し て 学 習 指 導 案 に 反 映 さ せ た ． 弱 視 の 児 童 生 徒 も ， 同 じ 手 法 で 自 分
の 身 を 守 る 姿 勢 を し っ か り 身 に 付 け る こ と が 効 果 的 で あ り ， 弱 視 向 け の 指 導
ポ イ ン ト と し て も 学 習 指 導 案 に 反 映 さ せ た ．   
ま た ， ワ ー ク シ ー ト の 使 用 が 困 難 な 生 徒 に は ， 日 常 の 学 習 で 用 い ら れ て い
る 点 字 を 読 ん で 自 分 の 行 動 を 考 え る 学 習 が 行 え る よ う ， ワ ー ク シ ー ト の 内 容
を 点 字 印 刷 し た 視 覚 障 害 用 ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し た（ 写 真 7-4）．中 学 部 の 事
前 学 習 で 使 用 し た と こ ろ ， 生 徒 は 点 字 を 読 み な が ら 意 見 を 出 し 合 い な が 理 解
を 深 め る 効 果 が 見 ら れ ， 授 業 で 活 用 で き る こ と を 確 認 し た （ 写 真 7-5）．  
こ れ ら ，地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し な が ら ，現 場 教 員 と 協 働 に よ り ，
視 覚 障 害 の 児 童 生 徒 に 適 用 す る た め の 学 習 指 導 案 の 改 善 や 教 材 作 成 を 行 っ た ． 
今 後 も ， 現 場 教 員 ら で 授 業 展 開 な ど を 話 し 合 い な が ら ， 指 導 内 容 を 充 実 さ
せ る こ と が 必 要 で あ る ． 実 践 を 通 じ て ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 に は ， 学 校 外 に
学 習 範 囲 を 広 げ て い く 実 践 的 な 学 習 を ど う 確 保 す る か が 課 題 と し て わ か っ た ． 
写 真 7-4 視 覚 障 害 用 ワークシート（点 字 版 ） 





 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 獲 得 し た 知 識・ス キ ル の 習 得 度 と ，
対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過 や 他 の 要 因 に よ っ て そ れ ぞ れ
保 持 で き て い る の か を 検 証 す る た め ， 分 析 対 象 の 児 童 生 徒 に 対 し て 複 数 回 の
効 果 測 定 を 行 っ た ． 分 析 手 法 は ， 統 計 的 手 法 で あ る 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分
析 （ 対 応 あ り ） を 用 い た ．  
調 査 対 象 は ，対 象 校 の 栃 木 県 立 盲 学 校 と し ，児 童 生 徒（ n=26）を 分 析 対 象
と し た ． 分 析 対 象 の 内 訳 は ， 小 学 部 7 名 ・ 中 学 部 8 名 ・ 高 等 部 11 名 ， 全 盲
13 名 ・ 弱 視 13 名 で あ る ．  
効 果 測 定 で は ， 効 果 測 定 用 の 質 問 紙 「 地 震 ア ン ケ ー ト 」 を 児 童 生 徒 に 配 布
し ， 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 っ た ． 対 象 校 に お け る 効 果 測 定 は ， 表 7-2 の と お
り 実 施 し た ．  
 
7．5．3．2 効果測定による分析 
対 象 校 で は ， 4 回 の 効 果 測 定 で 得 ら れ た デ ー タ を 用 い て 分 析 し た ．  
 学 習 効 果 の 平 均 値 の 差 を 調 べ る ， 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分 析 (対 応 あ り )を
用 い て 分 析 し た 結 果 は ， 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 の 度 合 い （ 項
目 ① ～ ④ ）で は ，項 目 ③ で 1%水 準 ，項 目 ① ，② ，④ で 5%の 統 計 的 に 意 味 の
あ る 差 が 見 ら れ た ． ま た ， 地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動
の 正 し い 理 解 の 度 合 い （ 項 目 ⑤ ～ ⑧ ） に つ い て は ， 全 項 目 で 統 計 的 に 意 味 の
あ る 差 は 見 ら れ な か っ た （ 図 7-9）．  
獲 得 し た 点 数 の 推 移 を 見 る と ， 全 体 の 傾 向 と し て ， 点 数 の 上 下 変 動 は あ る
写 真 7-5 ワークシートによる学 習 （左 :点 字 版 ・右 :弱 視 版 ） 
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も の の ， 1 回 目 の 事 前 学 習 と 対 応 行 動 訓 練 に よ っ て 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の
点 数 は ， 4 回 目 の 効 果 測 定 ま で 保 持 さ れ て い た （ 図 7-9）．  
個 別 の 変 化 を 見 る と ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 に 行 っ た 効 果 測 定 1 回 目（ 2017
年 9 月 25 日 ） の 点 数 に 比 べ ， 対 応 行 動 訓 練 ① の 後 に 行 っ た 効 果 測 定 2 回 目
（ 2017 年 10 月 4 日 ）で は 全 8 項 目 で 学 習 目 標 の 達 成 度 の 向 上 が 見 ら れ ，特
に 項 目 ① ～ ④ （ 知 識 の 度 合 い ） の 点 数 が 高 く な っ た ．  
対 応 行 動 訓 練 ③（ 2017 年 11 月 1 日 ）の 後 に 行 っ た 効 果 測 定 3 回 目（ 2017
年 11 月 1 日 ）で は ，「 ① 地 震 が 起 き た 時 ，ど の よ う な こ と が 起 き る か 知 っ て
い ま す か 」 と 「 ③ 緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， ど の よ う な こ と が 起 き る の
か 知 っ て い ま す か 」の 2 項 目 の 点 数 が 低 く な っ た が ，そ の 他 6 項 目 は 高 く な
っ た 点 数 を 保 持 し て い た ．  
点 数 が 低 く な っ た 理 由 と し て は ， 2 回 目 と 3 回 目 の 対 応 行 動 訓 練 は ， 児 童
生 徒 に 訓 練 時 間 の 予 告 を し な い 抜 打 ち 訓 練 で あ っ た た め ， 訓 練 経 験 の な い 初
め て の 場 所 で 自 分 の 身 を ど の よ う に 守 れ ば よ い の か 戸 惑 い ，「 で き な か っ た 」
と 自 己 評 価 し た こ と が ， 児 童 生 徒 へ の 聞 き 取 り で わ か っ た ．  
こ の た め ， 初 め て の 場 所 で の 訓 練 に も 対 応 で き る よ う ， 特 に 点 数 が 低 く な
っ た 2 項 目 の 学 習 目 標 の 達 成 度 を 向 上 さ せ る た め ，事 前 学 習 ① の 内 容 を よ り
丁 寧 に 行 う 2 回 目 の 学 習 （ 事 前 学 習 ② ） を 行 い ， 教 育 効 果 の 検 証 を 行 っ た ． 
図 7-9 地 震 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定  
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学 習 後 の 対 応 行 動 訓 練 ④ （ 2017 年 12 月 22 日 ） の 後 に 行 っ た 4 回 目 の 効
果 測 定（ 2017 年 12 月 22 日 ）で は ，点 数 が 低 く な っ た 項 目 ① と ③ の 点 数 が 高
く な り ， 事 前 学 習 ② に よ っ て 教 育 効 果 が 高 ま っ た こ と が 確 認 で き た ．  
こ れ ら の 効 果 測 定 の 結 果 か ら ， 全 体 傾 向 と し て ， 獲 得 し た 点 数 の 上 下 変 動
は あ る も の の ， 対 応 行 動 訓 練 の 繰 り 返 し に よ っ て ， 時 間 が 経 過 し て も 教 育 効
果 を 高 い 水 準 で 保 持 す る こ と が 確 認 で き た が ， 抜 き 打 ち 訓 練 な ど の 訓 練 方 法




プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た 対 象 校 の 全 児 童 生 徒（ n=42）を 対 象 に ，緊 急 地 震 速
報 対 応 行 動 訓 練 時 に 児 童 生 徒 が 実 際 に と っ た 行 動 に つ い て ， 現 場 教 員 に よ る
客 観 的 な 評 価 を 行 い 行 動 変 容 を 分 析 し た ．   
評 価 内 容 は ， 学 習 目 標 の 「 慌 て ず に 自 分 で 考 え て ， 机 の 下 に も ぐ っ た り 身
を 守 る 行 動 を す る こ と が で き た か 」に つ い て ，「 ① 自 分 か ら で き た 」，「 ② 周 り
を 見 て（ 音 を 聞 い て ）行 動 で き た 」，「 ③ 何 か し よ う と す る そ ぶ り が 見 ら れ た 」，
「 ④ 教 師 と 一 緒 に 行 動 で き た 」，「 ⑤ で き な か っ た 」 の 5 段 階 で 評 価 し た ．  
 
7．5．4．2 評価方法 
対 応 行 動 訓 練 に よ る 児 童 生 徒 の 行 動 の 評 価 は ，対 応 行 動 訓 練 1 回 目（ 2017
年 10 月 4 日 ）と ，対 応 行 動 訓 練 4 回 目（ 2017 年 12 月 22 日 ）に 行 い ，現 場
教 員 が 記 入 し た 評 価 シ ー ト を 集 計 し ， 平 均 値 を 求 め て 分 析 し た ．  
 
7．5．4．3 評価結果 
分 析 結 果 は ， 学 習 目 標 に 対 し 「 ① 自 分 か ら で き た 」 の 割 合 が ， 1 回 目 訓 練
の 48.4%か ら 4 回 目 訓 練 の 80.6%へ と 非 常 に 多 く な っ た ．項 目 ② は 12.8%か
ら 3.2%へ ，項 目 ③ は 0%か ら 6.5%へ ，項 目 ④ は 19.4%か ら 6.5%へ ，項 目 ⑤
は 19.4%か ら 3.2%へ と 変 動 し ，「 ⑤ で き な か っ た 」 の 割 合 が 少 な く な っ た ． 
普 段 ， 児 童 生 徒 に 接 し て い る 教 員 の 客 観 的 な 評 価 で あ り ， プ ロ グ ラ ム の 実
践 に よ っ て ， 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る 行 動 が と れ る よ う に 変 容 し た ． こ
の こ と は ， 本 研 究 の 目 的 で あ る 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 の 育 成 が 達 成 さ れ た ．  
本 研 究 で は ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 後 に ， 研 究 校 の 全 教 職 員 を 対 象 に ， プ ロ グ
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ラ ム 実 施 前 と 実 施 後 の 児 童 生 徒 の 行 動 の 変 容 や 意 識 の 変 化 に つ い て ， 自 由 記
述 で 回 答 す る 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た ．  
回 答 を 整 理 す る と ， 実 践 前 は 「 先 生 任 せ ， 言 わ れ た と お り に 動 く と い う 意
識 」，「 自 分 の 身 は 必 ず 誰 か が 守 っ て く れ る と い う 意 識 」，「 教 員 の 指 示 を 受 け
て か ら 行 動 す る 態 度 」 と い っ た 児 童 生 徒 が 多 か っ た が ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に
よ っ て ，「 児 童 生 徒 の 意 識 や 行 動 が（ 大 き く ）か わ っ た 」，「 自 分 の 身 を 守 る 行
動 が で き る よ う に な っ た 」 と の 回 答 が 小 学 部 で 多 く 見 ら れ た ． ま た 全 学 年 を
通 し て ， 災 害 か ら 身 を 守 る 意 識 が 芽 生 え て き た 児 童 生 徒 が 増 え て い る と い っ
た 感 想 も 多 く あ り ， 児 童 生 徒 は プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 意 識 も 行 動 も 変 容
し た と 現 場 教 員 は 成 果 と し て 捉 え て い た ．  
 
7．6 結論 
 本 研 究 で は ， 様 々 な 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 効 果 的 な 防 災 教 育 を 検 討 す る
た め ， 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 を 整 理 し た 上 で ， 栃 木 県
内 に あ る 全 特 別 支 援 学 校（ 17 校 ）を 対 象 に ，特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育
の 実 態 を 質 問 紙 調 査 に よ っ て 明 ら か に し た ．  
特 別 支 援 学 校 で は ， 年 間 指 導 計 画 に よ っ て ， 地 震 や 火 災 な ど の 避 難 訓 練 を
防 災 教 育 と 位 置 付 け 実 践 し て い る も の の ，「 指 導 用 教 材・指 導 時 間・指 導 教 員 」
の 不 足 に よ っ て ， 必 要 最 小 限 の 指 導 し か で き て い な い 学 校 が 多 く ， 特 別 支 援
学 校 で 行 っ て い る 防 災 教 育 に は 課 題 が あ る こ と が わ か っ た ．  
ま た ， 防 災 教 育 と し て 行 っ て い る 避 難 訓 練 の 実 践 内 容 を 見 る と ， 児 童 生 徒
は 教 員 の 指 示 に よ っ て 身 を 守 っ た り ， 教 員 が 補 助 し て 行 動 す る 従 来 か ら 行 わ
れ て き た 教 員 主 導 の 訓 練 に な っ て い た ． こ の こ と は ， 文 部 科 学 省 が 防 災 教 育
の 方 針 と し て 示 す ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 能 力 （「 生 き る 力 」） を 高 め
る 体 系 的 な 防 災 教 育 と は 言 え ず ， 栃 木 県 内 の 特 別 支 援 学 校 で は ， 防 災 教 育 の
形 骸 化 が 浸 透 し て い る こ と が 質 問 紙 調 査 に よ っ て 明 き か ら に な っ た ．  
 そ こ で 本 研 究 で は ， 障 害 種 の 中 か ら 視 覚 障 害 を 研 究 対 象 と し て ， 栃 木 県 立
盲 学 校 を 研 究 対 象 校 に 選 定 し ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 日 常 生 活 の 中 で
経 験 し て い る 地 震 か ら ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た
め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論 の ADDIE プ ロ セ
ス を 採 用 し て 開 発 し た ．  
具 体 的 に は ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 実 践 と し て ， 緊 急 地 震 速 報 を 見
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聞 き し た 際 ， 近 く に 補 助 者 が い な い 状 況 に 置 か れ て も ， 自 分 の 身 は 自 分 で 守
る 意 識 を 持 た せ ， 自 分 の 判 断 で 行 動 で き る 対 応 力 を 身 に 付 つ け る こ と を 学 習
目 標 に 設 定 し た ． プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 学 習 到 達 と 行 動 変 容 の 達 成 度 を 効
果 測 定 に よ っ て 評 価 し ，視 覚 障 害 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
本 研 究 で は ， 児 童 生 徒 の 行 動 変 容 を 評 価 す る た め ， 現 場 教 員 に よ る 客 観 的
な 評 価 に よ っ て 対 応 行 動 を 分 析 す る 手 法 を 採 用 し た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 で は ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 対 応 行 動 訓 練 を 繰 り 返 す
こ と に よ っ て ， 教 員 の 指 示 が な く て も ， 自 分 の 命 は 自 分 で 守 る と い う 意 識 を
持 ち ， そ の 場 の 状 況 に 応 じ て 身 を 守 る 行 動 が と れ る 児 童 生 徒 の 割 合 が ， 学 校
全 体 で 当 初 の 4 割 か ら 約 8 割 に 増 加 す る 大 き な 成 果 が 得 ら れ た ．こ の こ と は ，
視 覚 障 害 の 特 性 に よ っ て 知 識 の 理 解 や 対 応 行 動 の 変 容 に 違 い は あ る も の の ，
プ ロ グ ラ ム を 実 践 す る こ と で 教 育 効 果 が 向 上 し た と 評 価 す る こ と が で き る ．  
ま た ， 自 己 の 力 だ け で は 対 応 行 動 が と れ な い 重 度 障 害 の 児 童 生 徒 は ， プ ロ
グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 訓 練 開 始 時 に 流 れ る 緊 急 地 震 速 報 を 認 知 し て も パ ニ
ッ ク に な ら ず ， 教 員 と 一 緒 に 机 の 下 に も ぐ る な ど の 行 動 が と れ る よ う に な っ
た り ， 自 分 の 身 体 を 教 員 （ 他 者 ） へ 委 ね て 行 動 し よ う と す る ， 受 援 力 が 向 上
し た 効 果 も 一 部 の 児 童 生 徒 の 評 価 か ら 確 認 す る こ と が で き た ．  
さ ら に ， 小 学 部 の 発 展 的 な 学 習 方 法 と し て ， 学 校 に 整 備 さ れ て い る 自 立 支
援 の た め の ADL（ 日 常 生 活 動 作 ）室 を 活 用 し た 学 習 を 行 う こ と に よ り ，初 め
て 経 験 し た 環 境 の 中 で ， 児 童 は 周 囲 の 状 況 を 確 認 し て 危 険 を 理 解 し ， ど の よ
う に 自 分 の 身 を 守 れ ば よ い か と い う ， 意 識 と 行 動 に 変 容 が 見 ら れ る な ど ， 学
校 施 設 を 有 効 活 用 し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 の 有 効 性 も 確 認 で き た ．   
本 研 究 の 実 践 を 進 め て い く 中 で ， 実 際 に 授 業 中 に 地 震 が 発 生 し た 際 に は ，
地 震 の 揺 れ に 対 し ， 自 主 的 に 机 の 下 に も ぐ っ た 児 童 生 徒 が 確 認 で き た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 経 験 し た 児 童 生 徒 は ， 在 宅 の 際 に 地 震 の 揺 れ や 緊 急 地
震 速 報 を 認 知 し た と き に は ， 自 主 的 に テ ー ブ ル の 下 に も ぐ っ た り ， 頭 を 守 っ
た り す る 行 動 を 取 っ て い た 児 童 生 徒 が い る こ と も 確 認 で き た ．  
こ の よ う に ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 効 果 が ， 日 常 生 活 の 中 で も 既 に 援 用
で き て い て い る と 考 え ら れ る ．  
対 象 校 で は ， 防 災 教 育 を 定 着 さ せ る た め ， 教 員 ら で 創 意 工 夫 を 凝 ら し た 実
践 に よ っ て ， 学 校 全 体 の 防 災 意 識 を 高 め な が ら 継 続 す る こ と が 課 題 で あ る た
め ， 引 き 続 き ， 特 別 支 援 学 校 へ の 効 果 的 な 支 援 を 継 続 し た い ． 
- 181 - 
 
第 8 章 知的障害に適用した地震防災教育プログラムの開発 
8．1 知的障害者への防災教育の現状 
大 地 震 が 発 生 し た 場 合 ， 地 震 の 直 接 的 な 被 害 の ほ か ， 地 震 発 生 後 の 津 波 や
土 砂 災 害 な ど の 被 害 が 伴 う 場 合 も あ る ． と っ さ の 危 険 か ら 身 を 守 れ な い ， 逃
げ 遅 れ る ， 命 の 存 続 に 必 要 な も の が 入 手 で き な く な る な ど ， 過 去 の 地 震 災 害
発 生 時 に お け る 要 配 慮 者 の 様 々 な 課 題 が 浮 き 彫 り と な っ て い る ．  
こ の た め ， 国 や 自 治 体 ， 関 係 機 関 に よ る ， 要 配 慮 者 に 対 す る 防 災 対 策 が 推
進 さ れ て い る が ， 来 る べ き 大 地 震 に 備 え る た め に は ， 過 去 の 大 地 震 災 害 を 振
り 返 り つ つ ， 障 害 者 自 身 が ， 地 震 に 関 す る 知 識 や 地 震 か ら 身 を 守 る 対 応 力 を
身 に 付 け る た め の ソ フ ト 対 策 を 講 じ て お く こ と が 重 要 に な っ て い る ．  
過 去 に 発 生 し た 大 地 震 に よ る 障 害 者 の 被 害 状 況 を 踏 ま え ， 第 7 章 で は ，ソ
フ ト 対 策 で あ る ，特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 を 明 か に し た ．
そ の 結 果 ， 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 適 用 し た 実 践 的 な 防 災 教 育 の 事 例 や 先 行 研
究 ， 学 習 教 材 が 非 常 に 少 な く ， 防 災 教 育 の 体 系 化 が 確 立 さ れ て い な い と い う
こ と が わ か っ た ．  
東 日 本 大 震 災 以 降 ， 文 部 科 学 省 は 「 大 震 災 を 受 け た 防 災 教 育 ・ 防 災 管 理 等
に 関 す る 有 識 者 会 議 （ 最 終 報 告 ）」 20)に よ り ，「 自 ら の 危 険 を 予 測 し ， 回 避 す
る 能 力 を 高 め る 防 災 教 育 の 推 進 」 を 防 災 教 育 の 方 向 性 と し て 学 校 現 場 に 示 し
た ．ま た ，「『 生 き る 力 』を 育 む 防 災 教 育 の 展 開 」21)や「『 生 き る 力 』を は ぐ く
む 学 校 で の 安 全 教 育 」23) な ど の 指 針 に お い て ，知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 障
害 の 状 態 ，発 達 の 段 階 ，特 性 等 及 び 地 域 の 実 態 等 に 応 じ た ，「 生 き る 力 」を 育
む 実 践 的 な 防 災 教 育 の 充 実 を 学 校 現 場 に 求 め て い る ．  
 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 特 別 支 援 学 校 で は ， 文 部 科 学
省 の 指 針 や マ ニ ュ ア ル 等 を 活 用 し な が ら ， 障 害 種 別 に 応 じ た 学 校 独 自 の 防 災
教 育 を 実 践 し て い る ． し か し ， 学 校 現 場 で 実 際 に 行 わ れ て い る 防 災 教 育 の 傾
向 と し て は ， 地 震 や 火 災 等 の 避 難 訓 練 を 防 災 教 育 に 位 置 付 け ， 毎 年 計 画 的 に
実 施 し て い る の が 現 状 で あ る 70)．  
こ の 避 難 訓 練 で は ， 訓 練 日 時 を 予 告 し て ， ヘ ル メ ッ ト や 防 災 頭 巾 を 被 っ た
り ， 机 の 下 に も ぐ る な ど の 初 期 対 応 を 教 員 の 指 示 や 補 助 を 受 け て 行 う 避 難 に
な っ て い る ．こ の た め ，「 教 員（ 大 人 ）が い つ も 守 っ て く れ る 」，「 何 か を す る
時 に は 教 員 （ 大 人 ） に 頼 れ ば い い 」 と い う 受 動 的 な 意 識 が 児 童 生 徒 に は 養 わ
れ る が ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に と っ て も ， 自 ら 考 え ， 判 断 し ， 行 動 す る
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力 を 育 成 す る た め の 学 習 体 験 が 希 薄 に な る こ と が ， 特 別 支 援 教 育 に お け る 防
災 教 育 の 課 題 と し て 指 摘 さ れ て い る 70)．  
ま た ，障 害 者 の 自 己 理 解 に 関 す る 先 行 研 究 で は ，藤 原 133)は「 教 員 に 頼 っ て
し ま え ば ， 自 分 で 判 断 し ， 意 思 を 持 っ て 自 ら 行 動 す る 学 習 体 験 が 希 薄 に な っ
て し ま う .」と 教 育 手 法 の 課 題 と し て 捉 え ，自 ら 考 え ，判 断 し ，表 現 す る 力 を
育 成 す る 教 育 の 必 要 性 を 指 摘 し て い る ． ま た 別 の 研 究 で あ る 小 島 ・ 片 岡 134)
は ，「 児 童 生 徒 は 新 た な 学 習 に 直 面 す る と ，指 導 者 か ら の 指 示 を 待 っ た り ，活
動 内 容 に 自 信 が な い と ， 指 導 者 の 顔 を 見 な が ら 活 動 を し た り す る な ど ， 自 ら
考 え ，判 断 し ，表 現 す る こ と が で き て い な い 様 子 が 見 ら れ る .」と 受 動 型 に よ
る 教 育 の 課 題 を 指 摘 し て い る ．  
こ れ ら か ら ， 多 く の 特 別 支 援 学 校 で 行 わ れ て い る 現 状 の 防 災 教 育 は ， 文 部
科 学 省 が 示 す 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 を 育 む 」 と い う 防 災 教 育 の 目 標 達 成 が
十 分 で あ る と は 言 い 難 い 現 状 が あ る ．  
こ の こ と は ， 知 的 障 害 者 へ の 防 災 教 育 の 先 行 研 究 に お い て も 指 摘 さ れ て い
る ．前 章 で も 述 べ た と お り ，藤 井・松 本 126)は ，特 別 支 援 学 校 を 対 象 と し た 防
災 教 育 に 関 す る 質 問 紙 調 査 を 行 っ た ． そ の 結 果 ， 防 災 教 育 を 体 系 的 に 実 践 す
る カ リ キ ュ ラ ム の 策 定 や 児 童 生 徒 の 障 害 特 性 に 対 応 し た 学 習 指 導 案 等 の 教 材
が 不 足 し て い る 点 を 指 摘 し て い る ．  
ま た 別 の 研 究 で あ る 和 田 他 127)は ， 特 別 支 援 学 校 で の 防 災 に 関 す る 教 育 的
な 取 り 組 み や 防 災 学 習 の 重 要 性 を 論 じ ， 防 災 教 育 を 体 系 化 す る た め の 具 体 的
な 実 践 例 等 の 提 案 が 不 足 し て い る 点 を 指 摘 し て い る ．  
こ れ ら の こ と か ら ， 自 然 災 害 が 頻 発 す る 我 が 国 に お い て ， 全 国 に 設 置 さ れ










図 8-1 特 別 支 援 学 校 の児 童 生 徒 （障 害 種 別 ） 
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あ る 知 的 障 害 者 に 対 し て（ 図 8-1），特 別 支 援 教 育 に お け る 実 践 的 な 防 災 教 育
の 提 案 と 学 校 現 場 へ の 普 及 が 喫 緊 の 課 題 と 捉 え た ．  
 
8．2 本研究の目的 
東 日 本 大 震 災 以 降 ， 日 本 国 の 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題
を 踏 ま え ， 障 害 者 が 来 る べ き 自 然 災 害 に 備 え る た め に は ， 障 害 の あ る 子 ど も
た ち の 「 生 き る 力 」 を 高 め る 実 践 的 な 防 災 教 育 の 普 及 が 急 務 で あ る こ と が 明
ら か に な っ た ．  
そ こ で 本 研 究 で は ， 全 国 に 設 置 さ れ て い る 特 別 支 援 学 校 に 在 籍 す る 幼 児 児
童 生 徒 の う ち ， 在 籍 率 が 一 番 高 い 障 害 で あ る 「 知 的 障 害 」 を 研 究 対 象 と し ，
知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け
る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ．  
こ こ で い う ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と は ， 気 象 庁 が 発 表 す る 緊 急 地 震 速
報 を 見 聞 き し た 際 ， 近 く に 補 助 者 が い な い 状 況 に 置 か れ て も ， 地 震 の 揺 れ か
ら 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る と 言 う 意 識 を 持 ち ， 自 分 の 判 断 で 行 動 で き る 対 応 力
を 身 に 付 け る た め の 地 震 災 害 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム で あ る ．  
本 研 究 で は ，第 2 章 の 先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ，知
的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 適 用 さ せ る た め ， 知 的 障 害 教 育 に お け る 防 災 教 育 の
ニ ー ズ や 課 題 を 分 析 し た う え で ，知 的 障 害 の 特 性 や 指 導 方 法 等 も 考 慮 し つ つ ，
学 習 目 標 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」 を 設 定 し ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 効 果
測 定 と 教 員 評 価 を 行 い ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ．  
開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論 52)の ADDIE プ ロ セ ス 53)
を 採 用 し て ， プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 を 行 っ た ．  
ま た ， 防 災 教 育 の 効 果 的 な 普 及 の あ り 方 と し て ， 防 災 の 専 門 家 や 組 織 ， 教




 本 研 究 で は ， 先 行 研 究 の 課 題 も 踏 ま え て ， 障 害 を も た な い 児 童 生 徒 を 対 象
に 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム（ 第 2 章 ・ 第 6 章 ）を ， ど の よ う に ア レ
ン ジ す れ ば ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で 活 用 で き る か と い う ， プ ロ グ
ラ ム の 適 用 可 能 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た ．  
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ま ず ，知 的 障 害 と は「 知 的 機 能 の 障 害 が 発 達 期（ お お む ね 18 歳 ま で ）に あ
ら わ れ ， 日 常 生 活 に 支 障 が 生 じ て い る た め ， 何 ら か の 特 別 の 援 助 を 必 要 と す
る 状 態 に あ る も の 」 と 定 義 さ れ て い る 135)．   
知 的 障 害 の あ る 子 ど も た ち の 学 習 上 の 特 性 と し て ，「 学 習 に よ っ て 得 た 知
識 や 技 能 が 断 片 的 に な り や す く ， 実 際 の 生 活 の 場 で 応 用 さ れ に く い ． 成 功 経
験 が 少 な い こ と な ど に よ り ， 主 体 的 に 活 動 に 取 り 組 む 意 欲 が 十 分 に 育 た な い
傾 向 が あ る ．」が 挙 げ ら れ る  136)．ま た ，知 的 障 害 の あ る 子 ど も た ち が 自 ら 考
え ， 判 断 し ， 表 現 す る 力 を 育 成 す る た め に ， 教 育 者 は ， そ れ ぞ れ の 障 害 の 実
態 等 に 応 じ た 指 導 が 重 要 で あ り ， ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 視 点 を 取 り 入 れ
た 学 習 を 教 育 活 動 の 中 に 計 画 的 ・ 構 造 的 に 組 み 込 み ， 展 開 す る こ と が 効 果 的
と さ れ て い る 137)．  
 
8．3．2 プログラムの概要 
 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で は ， 教 員 が 障 害 の 程 度 や 状 態 に よ っ て 学
習 方 法 を カ ス タ マ イ ズ さ せ な け れ ば な ら な い ．  
既 存 の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 適 用 で き る
か 検 証 を し て い な い た め ， ま ず ， 対 象 校 で プ ロ グ ラ ム を 試 行 的 に 実 践 し 教 育
効 果 を 検 証 し た ．  
対 象 校 は ， 筆 者 ら が 支 援 し て い る 栃 木 県 立 今 市 特 別 支 援 学 校 と し た ． 今 市
特 別 支 援 学 校 は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 県 立 の 特 別 支
援 学 校 で あ る ．幼 稚 部 ，小 学 部 ，中 学 部 ，高 等 部 が あ り ，児 童 生 徒 は 110 名 ，
教 職 員 は 65 名 が 在 籍 す る ．ま た 対 象 校 は ，文 部 科 学 省 委 託 事 業「 防 災 教 育 を
中 心 と し た 実 践 的 安 全 教 育 総 合 支 援 事 業（ 平 成 29 年 度 ）」の モ デ ル 校 に 指 定
さ れ て い る ．  
対 象 校 の 実 践 で は ，既 存 の プ ロ グ ラ ム と 同 じ 学 習 目 標 と し て ，「 地 震 災 害 や
緊 急 地 震 速 報 に つ い て 正 し い 知 識 を 身 に 付 け ， 地 震 及 び 緊 急 地 震 速 報 を 認 知
し た 際 に は ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 高 め る ．」 を 設 定 し た ．  
既 存 プ ロ グ ラ ム の 試 行 的 な 実 践 で は ， 対 象 校 と 協 議 の う え ， ま ず 指 導 方 法
を 次 の と お り 整 理 し た ．「 1）緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 に 恐 怖 を 感 じ る 児 童
に は ，徐 々 に 音 を 受 容 さ せ る 丁 寧 な 指 導 を 行 う 」，「 2）対 応 行 動 の 仕 方 を 理 解
さ せ る た め ， ワ ー ク シ ー ト の イ ラ ス ト (身 を 守 る 行 動 )を 黒 板 に 掲 示 し た 指 導
を 行 う 」，「 3） 教 員 が 対 応 行 動 の 手 本 を 示 し ， 模 倣 さ せ る 指 導 を 行 う 」，「 4）
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校 舎 内 を 実 際 に 周 っ て ， そ の 場 所 で の 対 応 行 動 の 仕 方 を 考 え る 指 導 を 行 う 」，
「 5）学 習 の 際 に は ，自 分 の 意 見 を 発 言 さ せ る 機 会 を 設 け る 指 導 を 行 う 」，「 6）
対 応 行 動 訓 練 の 振 り 返 り で は ， 児 童 生 徒 の と っ た 行 動 を 丁 寧 に 振 り 返 り ， 成
功 経 験 を 増 や す 」，「 7）軽 度 障 害 の 授 業 で は ，既 存 の プ ロ グ ラ ム に 沿 っ た 指 導
を 試 み る 」 の 7 項 目 を プ ロ グ ラ ム 設 計 の ポ イ ン ト と し た ．  
こ れ ら の ポ イ ン ト を 踏 ま え ， プ ロ グ ラ ム 学 習 「 地 震 学 習 」 と 対 応 行 動 訓 練
「 緊 急 地 震 速 報 対 応 行 動 訓 練 」 を 試 行 的 な 学 習 と し て 位 置 付 け ， 実 践 前 に 行
う 効 果 測 定 1「 地 震 ア ン ケ ー ト 」と 実 践 後 に 行 う 効 果 測 定 2「 訓 練 振 り 返 り ア
ン ケ ー ト 」 に よ っ て 教 育 効 果 を 検 証 し た ． 対 象 校 に お け る 実 践 内 容 ・ 実 践 目
的 ・ 実 践 日 は 表 8-1 の と お り で あ る ．  
な お ，具 体 的 な 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 構 成 等 に つ い て は ，先 行 研 究（ 第
2 章 ・ 第 6 章 ） に お い て 詳 述 す る ．  
 
8．3．3 プログラムの評価手法 
本 研 究 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 評 価 す る た め ， 知 的 障
害 の あ る 生 徒 (学 習 者 )に 質 問 紙 を 配 布 し ， 生 徒 の 自 己 評 価 に よ っ て 学 習 目 標
が ど の 程 度 達 成 さ れ て い る の か 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ が ，「 プ ロ
グ ラ ム の 評 価 は ， あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現 す る 」 61)
と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 を 採 用 し た ．  
対 象 校 の 実 践 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 具 体 的 な 評 価 方 法 と し て ，
効 果 測 定 1（ 知 識・技 能 の 習 得 ）と 効 果 測 定 2（ 技 能 の 習 熟 ）の 2 種 類 の 効 果
測 定 （ 量 的 調 査 ） を 行 っ た ．  
実践内容（対象/方法） 実践項目 実践日
1 地震アンケート① 効果測定（知識） 2017年9月7日
2 地震学習①（全員/学部別） プログラム学習① 2017年9月8日
3 緊急地震速報対応行動訓練①（全員/告知有） 対応行動訓練 2017年9月8日
4 地震アンケート② 効果測定（知識） 2017年9月8日
5 訓練振り返りアンケート① 効果測定（技能） 2017年9月8日
6 緊急地震速報対応行動訓練②（全員/告知無） 対応行動訓練 2017年9月19日
7 地震アンケート③ 効果測定（知識） 2017年9月19日
8 訓練振り返りアンケート② 効果測定（技能） 2017年9月19日
9 緊急地震速報対応行動訓練③（全員/告知無） 対応行動訓練 2017年10月25日
10 地震アンケート④ 効果測定（知識） 2017年10月25日
11 訓練振り返りアンケート③ 効果測定（技能） 2017年10月25日
12 地震学習②（全員/クラス） プログラム学習② 2017年11月30日
13 緊急地震速報対応行動訓練④（全員/告知無） 対応行動訓練 2017年11月30日
14 地震アンケート⑤ 効果測定（知識） 2017年11月30日
15 訓練振り返りアンケート④ 効果測定（技能） 2017年11月30日
13 緊急地震速報対応行動訓練⑤（全員/告知無） 対応行動訓練 2018年1月15日
14 地震アンケート⑥ 効果測定（知識） 2018年1月15日
15 訓練振り返りアンケート⑤ 効果測定（技能） 2018年1月15日
16 緊急地震速報対応行動訓練⑥（全員/告知無） 対応行動訓練 2018年2月7日
17 地震アンケート⑦ 効果測定（知識） 2018年2月7日
18 訓練振り返りアンケート⑥ 効果測定（技能） 2018年2月7日
表 8-1 対 象 校 におけるプログラムの実 践 と効 果 測 定  
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ま ず 効 果 測 定 1 は ，地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 学 習 目 標 に 対 応 し た 8 問 の
質 問 項 目 を 設 定 し て ，知 識 ・ 技 能 の 学 習 の 達 成 度 を 3 段 階 で 定 量 的 に 自 己 評
価 す る ．効 果 測 定 は ，第 7 章 で 改 良 し た 質 問 紙「 地 震 ア ン ケ ー ト 」を 用 い た ．
プ ロ グ ラ ム を 実 践 ・ 検 証 し て い く 過 程 で ， 7 回 の 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
質 問 項 目 1～ 4 は ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関
す る 知 識 の 度 合 い を 評 価 す る（ 知 識 の 習 得 ）．具 体 的 に は「 1.地 震 が 起 き た 時 ，
ど の よ う な こ と が 起 き る か 知 っ て い ま す か 」，「 2.地 震 が 起 き た 時 ， 何 を す れ
ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」，「 3.緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， ど の よ う な
こ と が 起 き る の か 知 っ て い ま す か 」，「 4.緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， 何 を
す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」 の 4 項 目 に つ い て ，「 知 っ て い る （ 5 点 ），
少 し だ け 知 っ て い る（ 3 点 ），知 ら な い（ 1 点 ）」の 3 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価
を 行 う 形 式 と し た ．  
質 問 項 目 5～ 8 は ， 地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動 の 正
し い 理 解 の 度 合 い を 評 価 す る（ 技 能 の 習 得 ）．具 体 的 に は「 5.地 震 が 起 き た 時 ，
も の が 落 ち て く る ・ も の が 倒 れ て く る ・ も の が 移 動 し て く る 場 所 に い る の は
危 険 」，「 6.地 震 が 起 き た 時 や 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 姿 勢 を 低 く ， 頭 や 体
を 守 り ，揺 れ が お さ ま る ま で じ っ と し て い る 」，「 7.緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ，
短 い 時 間 で 安 全 な 場 所 へ 移 動 し て 体 を 守 る 」，「 8.緊 急 地 震 速 報 や 地 震 の 揺 れ
を 感 じ た 時 ， 自 分 で 考 え て 自 分 の 体 を 守 る 」 の 4 項 目 に つ い て ，「 そ う 思 う
（ 5 点 ）， 少 し だ け そ う 思 う （ 3 点 ）， そ う 思 わ な い （ 1 点 ）」 の 3 段 階 で 定 量
的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．こ れ ら 8 項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ
ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
一 方 ， 効 果 測 定 2 は ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 緊 急 地 震 速 報 に よ る 対
応 行 動 訓 練 の 学 習 目 標「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 の 習 得・習 熟 」（ 技 能 ）の 達 成
度 を 定 量 的 に 自 己 評 価 す る ． 効 果 測 定 は ， 先 行 研 究 で 開 発 し た 質 問 紙 「 訓 練
振 り 返 り ア ン ケ ー ト 」 を 用 い た ． プ ロ グ ラ ム を 実 践 ・ 検 証 し て い く 過 程 で ，
6 回 の 効 果 測 定 を 行 っ た ．  
質 問 項 目 は ，「 1.緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を ，だ ま っ て 静 か に 聞 く
こ と が で き ま し た か 」，「 2.チ ャ イ ム 音 を 聞 い た 時 ， 何 を し た ら よ い か 考 え る
こ と が で き ま し た か 」，「 3.自 分 で 考 え て ， 地 震 か ら 身 を 守 る 行 動 が で き ま し
た か 」 の 3 項 目 と し た ． 学 習 者 は 対 応 行 動 訓 練 の 振 り 返 り と し て ，「 で き た
（ 5 点 ）， 少 し だ け て で き た （ 3 点 ）， で き な か っ た （ 1 点 ）」 の 3 段 階 で 定 量
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的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．こ れ ら 3 項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ
ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ． 点 数 換 算 は ， 第 7 章 と 同 様 の 考 え 方 に よ る ．  
効 果 測 定 は ，対 象 校 と 協 議 の う え ，中 学 部 と 高 等 部 に 在 籍 す る 生 徒 の う ち ，
自 己 評 価 が 可 能 な 知 的 障 害 の 程 度 区 分 が B1 と B2 の 軽 度 の 知 的 障 害 の あ る
生 徒 を 分 析 対 象 と し た ．  
こ こ で い う 知 的 障 害 の 程 度 区 分 と は ， 知 能 測 定 値 ， 基 本 的 生 活 習 慣 ， 問 題
行 動 を 総 合 的 に 判 断 す る こ と で 決 定 さ れ ， 障 害 者 手 帳 が 交 付 さ れ る ． 対 象 校
の あ る 栃 木 県 は ， A1（ 最 重 度 /IQ が 概 ね 20 以 下 ）， A2（ 重 度 /IQ が 概 ね 21
～ 35），B1（ 中 度 /IQ が 概 ね 36～ 50），B2（ 軽 度 /IQ が 概 ね 51～ 70）の 4 段
階 で 障 害 の 程 度 を 区 分 し て い る 138)．  
 
8．3．4 プログラムの評価 
プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前
（ 2017 年 9 月 7 日 ） と ， 対 応 行 動 訓 練 の 実 施 日 時 を 事 前 に 知 ら せ た 1 回 目
の 対 応 行 動 訓 練 後（ 2017 年 9 月 8 日 ）に ，質 問 紙「 地 震 ア ン ケ ー ト 」に よ る
効 果 測 定 1 を 行 っ た ．  
統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ， 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た ． 分 析 の 対 象 は ，
知 的 障 害 の 程 度 区 分 が「 B1・B2」の 中 学 部 と 高 等 部 に 在 籍 す る 生 徒（ n=51）




















































地震アンケート① （ 2017.9.7 ）
地震アンケート② （ 2017.9.8 ）






















図 8-2 地 震 防 災 教 育 プログラムの効 果 測 定 1（障 害 程 度 B1・B2） 
- 188 - 
 
質 問 項 目 1～ 4 の 分 析 結 果 は ，「 1.地 震 が 起 き た 時 ， ど の よ う な こ と が 起 き
る か 知 っ て い ま す か 」が 実 践 前 3.82 か ら 実 践 後 4.53 へ ，「 2.地 震 が 起 き た 時 ，
何 を す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」が 実 践 前 4.18 か ら 実 践 後 4.33 へ ，「 3.
緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ，ど の よ う な こ と が 起 き る の か 知 っ て い ま す か 」
が 実 践 前 3．75 か ら 実 践 後 4．25 へ ，「 4.緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ，何 を
す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」 が 実 践 前 3.47 か ら 実 践 後 4.14 へ 点 数 が 変
動 し た ．  
こ れ ら 全 4 項 目 で 実 践 後 の 点 数 が 高 く な り ，学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た
と 考 え ら れ る ． 対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 ， 質 問 項 目 1 と 4 が 1%水
準 ， 質 問 項 目 3 が 5%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た ． 質 問 項 目 2
は 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 は 見 ら れ な か っ た ．  
質 問 項 目 5～ 8 の 分 析 結 果 は ，「 5.地 震 が 起 き た 時 ， も の が 落 ち て く る ・ も
の が 倒 れ て く る・も の が 移 動 し て く る 場 所 に い る の は 危 険 」が 実 践 前 4.45 か
ら 実 践 後 4.69 へ ，「 6.地 震 が 起 き た 時 や 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 姿 勢 を 低
く ，頭 や 体 を 守 り ，揺 れ が お さ ま る ま で じ っ と し て い る 」が 実 践 前 4.41 か ら
実 践 後 4.69 へ ，「 7.緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 短 い 時 間 で 安 全 な 場 所 へ 移 動
し て 体 を 守 る 」が 実 践 前 4.29 か ら 実 践 後 4.22 へ ，「 8.緊 急 地 震 速 報 や 地 震 の
揺 れ を 感 じ た 時 ， 自 分 で 考 え て 自 分 の 体 を 守 る 」 が 実 践 前 4.33 か ら 実 践 後
4.37 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ れ ら 4 項 目 は ，実 践 前 の 点 数 が も と も と 高 か っ た が ，実 践 後 は 点 数 が よ
り 高 く な り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ． 対 応 の あ る t 検 定
で 分 析 し た 結 果 は ， 質 問 項 目 6 が 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ
た が ， そ の 他 3 項 目 は 有 意 差 な し で あ っ た ． 効 果 測 定 1 の 分 析 結 果 か ら ，全
8 項 目 の 学 習 目 標 の 達 成 度 の 点 数 が 4 点 以 上 と 高 く な っ て お り ， プ ロ グ ラ ム
の 実 践 に よ っ た 教 育 効 果 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ．  
次 に ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 を 検 証 す る た め ， 1 回 目 の 対 応 行
動 訓 練 後 （ 2017 年 9 月 8 日 ） と 2 回 目 の 対 応 行 動 訓 練 後 （ 2017 年 9 月 19
日 ） に ， 質 問 紙 「 訓 練 振 り 返 り ア ン ケ ー ト 」 に よ る 効 果 測 定 2 を 行 っ た ．  
統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ， 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た ． 分 析 対 象 は ， 効
果 測 定 1 と 同 じ （ n=51） で あ る （ 図 8-3）．  
分 析 結 果 は 「 1.緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 や 放 送 を ， だ ま っ て 静 か に 聞 く
こ と が で き ま し た か 」が 1 回 目 4.45 か ら 2 回 目 4.84 へ ，「 2.チ ャ イ ム 音 を 聞
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い た 時 ，何 を し た ら よ い か 考 え る こ と が で き ま し た か 」は ，1 回 目 3.90 か ら
2 回 目 4.76 へ ，「 3.自 分 で 考 え て ， 地 震 か ら 身 を 守 る 行 動 が で き ま し た か 」
は ， 1 回 目 4.02 か ら 2 回 目 4.80 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
全 項 目 で 点 数 が 高 く な り ， 学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ． 対
応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ， 全 項 目 に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意 味
の あ る 差 が 見 ら れ た ．効 果 測 定 2 の 分 析 結 果 か ら ，質 問 項 目 2 と 3 の 点 数 が
高 く な っ て お り ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 自 分 の 身 を 守 る た め の 技 能 の
習 熟 度 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ．  
こ れ ら 2 種 類 の 効 果 測 定 の 結 果 か ら ，試 行 的 な プ ロ グ ラ ム の 実 践 で あ っ た
が ，地 震 や 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 や 身 の 守 り 方 に つ い て の 技 能 を 習 得 し ，
対 応 行 動 訓 練 の 継 続 に よ っ て ， 緊 急 地 震 速 報 時 の 具 体 的 な 行 動 の 理 解 が 深 ま
り ， 自 分 で 考 え て 身 を 守 る 行 動 変 容 が 見 ら れ る な ど の 効 果 が 見 ら れ ， プ ロ グ
ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
し か し ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 で は ， 対 応 行 動 訓 練 の 開 始 時 間 を 事 前 に 予 告 し
た 訓 練 方 法 で あ っ た こ と や ， 緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 と 地 震 が 起 き た 時 の 身
の 守 り 方 が 理 解 で き て い な い こ と ， 緊 急 地 震 速 報 を 地 震 に よ る 危 機 と 認 知 し
て 自 分 で 考 え 身 を 守 る 行 動 を と る こ と の 理 解 が 深 ま っ て い な い な ど の 現 場 教
員 か ら の 意 見 も あ り ， 教 育 効 果 の 達 成 度 を 示 す 点 数 が 上 が り き っ て い な い 項
























対応行動訓練① （ 2017.9.8 ）
対応行動訓練② （ 2017.9.19 ）
n=51
【対応のあるt検定】 **： １%水準で有意 *：５%水準で有意
質問
図 8-3 地 震 防 災 教 育 プログラムの効 果 測 定 2（障 害 程 度 B1・B2） 




前 章 で は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対 象 と し て 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
の 試 行 的 な 実 践 と そ の 教 育 効 果 を 検 証 し た ． そ の 結 果 ， 知 的 障 害 の あ る 児 童
生 徒 の 教 育 効 果 を 高 め る た め の 更 な る 改 善 の 必 要 性 が 明 ら か に な っ た ．  
こ の た め ， 指 導 方 法 と 指 導 の ポ イ ン ト を 次 の と お り 整 理 し ， 教 員 と 協 働 で
プ ロ グ ラ ム の 改 善 を 図 っ た ．  
小 学 部 の ポ イ ン ト は ，「 1） 緊 急 地 震 速 報 の チ ャ イ ム 音 と 地 震 現 象 の 繋 が り
を 理 解 さ せ る 学 習 と し て ， 緊 急 地 震 速 報 ＝ 地 震 が 起 こ る い う こ と を 理 解 さ せ
る ． 音 に 恐 怖 を 感 じ る 児 童 に は ， 何 度 も 音 を 聞 か せ な が ら 徐 々 に 音 を 受 容 さ
せ る ． イ ラ ス ト や 映 像 の 活 用 ， 机 を ガ タ ガ タ と 揺 ら す な ど 地 震 が 起 き る こ と
を イ メ ー ジ さ せ る 」，「 2）緊 急 地 震 速 報 を 認 知 し た 時 の 基 本 的 な 対 応 行 動 の 定
着 を 図 る た め の 学 習 と し て ， 音 を 認 知 し た ら ど の よ う な 行 動 を 取 る べ き か ，
教 室 で 適 切 な 行 動 が 取 れ る よ う に す る ． 他 者 の 行 動 を 模 倣 し た り ， 教 員 が 児
童 の 手 本 に な る よ う に 一 緒 に 行 動 し て 行 動 の 定 着 を 図 る 「 ，「 3） 教 員 の 指 示
や 補 助 が な く て も ，自 分 で 考 え て 行 動 さ せ る 」，「 4）訓 練 後 の 振 り 返 り で 理 解
を 深 め る 学 習 と し て ，周 り に い た 友 だ ち が ど ん な 行 動 を し て い た か に も 触 れ ，
自 分 の 行 動 が 正 し い の か を 考 え る 学 習 を 行 う 」 の 4 項 目 と し た ．  
中 学 部 や 高 等 部 で は ， 既 存 の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 使 っ た 学 習 が 成 立
す る ク ラ ス も あ る が ， 障 害 の 程 度 に 応 じ て ， 小 学 部 の 指 導 ポ イ ン ト に 加 え ，
「 1）地 震 が 起 き た 時 の イ メ ー ジ を 深 め る 学 習 と し て ，揺 れ る だ け で な く ，物
が「 落 ち て く る ，倒 れ て く る ，移 動 し て く る 」こ と を 理 解 さ せ る 」，「 2）様 々
な 場 所 で の 行 動 を 丁 寧 に 振 り 返 り ， 自 分 の 行 動 が 正 し い の か を 考 え る 学 習 を
行 う 」 の 2 項 目 を 追 加 し た ．  
重 度 の 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 は ， 小 学 部 と 同 じ レ ベ ル の 学 習 が 必 要 で あ
る が ， 自 分 で 判 断 す る こ と が 難 し い 場 合 に は ， 教 員 の 補 助 を 受 容 し 一 緒 に 行
動 さ せ る ， な ど の 意 識 と 行 動 が 育 む 学 び を 定 着 さ せ る 丁 寧 な 指 導 を 繰 り 返 し
行 う 必 要 が あ る ．  
こ れ ら か ら ， 対 象 校 で 試 行 的 に 行 っ た 実 践 と 検 証 を 踏 ま え て ， 障 害 の 程 度
と 発 達 段 階 に 応 じ た 2 種 類 の 学 習 指 導 案 （ 図 8-4）， ワ ー ク シ ー ト （ 図 8-5），
授 業 を 補 助 す る た め の ス ラ イ ド（ 図 8-6），対 応 行 動 の 仕 方 を 視 覚 的 に 学 習 で
き る 訓 練 ビ デ オ （ 図 8-7） な ど の 工 夫 を 凝 ら し た 教 材 を 開 発 し た ．  






図 8-4 障 害 程 度 と発 達 段 階 に応 じた教 材 （学 習 指 導 案 /事 前 ・事 後 学 習 ） 
図 8-5 障 害 程 度 と発 達 段 階 に応 じた教 材 （ワークシート） 
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8．4．2 改善したプログラムの実践と評価 
知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 適 用 さ せ る た め に カ ス タ マ イ ズ し た 地 震 防 災
教 育 プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 す る た め ， 2 回 目 の プ ロ グ ラ ム 学 習 （ 2017
年 11 月 30 日 ） の 前 と 4 回 目 の 対 応 行 動 訓 練 後 （ 2017 年 11 月 30 日 ） に ，
質 問 紙 「 地 震 ア ン ケ ー ト 」 を 用 い て 効 果 測 定 1 を 行 っ た ． 統 計 的 分 析 の 手 法
と し て は ， 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た ．  
分 析 は ，試 行 的 な 実 践 の 対 象 者 と 同 じ（ n=51）と し た（ 図 8-8）．ま た ，対
応 行 動 訓 練 は ， 訓 練 予 定 を 告 知 し な い 抜 き 打 ち 訓 練 で 行 っ た ．  
図 8-6 障 害 程 度 と発 達 段 階 に応 じた補 助 教 材 （※一 部 抜 粋 ） 
図 8-7 視 覚 的 に学 習 する教 材 （訓 練 ビデオ/教 員 出 演 ） 
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質 問 項 目 8 問 の 分 析 結 果 は ， 質 問 1 の 点 数 が 学 習 前 の 4.76 か ら 訓 練 後 の
4.92 へ ， 質 問 2 は 4.69 か ら 4.84 へ ， 質 問 3 は 4.73 か ら 4.80 へ ， 質 問 4 は
4.61 か ら 4.80 へ ， 質 問 5 は 4.69 か ら 4.84 へ ， 質 問 6 は 4.69 か ら 4.96 へ ，
質 問 7 は 4.61 か ら 4.88 へ ， 質 問 8 は 4.73 か ら 5.00 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
全 8 項 目 の 学 習 目 標 の 達 成 度 の 点 数 が 4.8 点 以 上 と 非 常 に 高 く な っ た ． 対
応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ， 質 問 項 目 6， 7， 8 が 5%水 準 で 統 計 的 に
意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た ．  
こ れ ら の 分 析 結 果 か ら ， 改 善 ・ 工 夫 し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果
の 向 上 が 見 ら れ て お り ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 最 終 的 に 確 認 し た ．）  
次 に ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 を 検 証 す る た め ， 3 回 目 の 対 応 行
動 訓 練 後 （ 2017 年 10 月 25 日 ） と 4 回 目 の 対 応 行 動 訓 練 後 （ 2017 年 11 月
30 日 ）に ，質 問 紙「 訓 練 振 り 返 り ア ン ケ ー ト 」を 用 い て 効 果 測 定 2 を 行 っ た ．
統 計 的 分 析 の 手 法 と し て は ， 対 応 の あ る t 検 定 を 用 い た ． 分 析 対 象 は ， 効 果
測 定 1 と 同 じ （ n=51） で あ る （ 図 8-9）．  
分 析 結 果 を 見 る と ， 質 問 項 目 1 の 点 数 は 3 回 目 の 訓 練 4.84 か ら 4 回 目 の
訓 練 4.96 へ ，項 目 2 は ，3 回 目 の 訓 練 4.14 か ら 4 回 目 の 訓 練 4.80 へ ，項 目
3 は ， 3 回 目 の 訓 練 4.25 か ら 4 回 目 の 訓 練 4.73 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
対 応 の あ る t 検 定 で 分 析 し た 結 果 は ，項 目 2 で 1%水 準 ，項 目 3 で 5%水 準























































地震アンケート④ （ 2017.10.25 ）





















図 8-8 地 震 防 災 教 育 プログラムの効 果 測 定 1（障 害 程 度 B1・B2） 
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い 抜 き 打 ち で あ っ た が ， 項 目 1 は 高 い 点 数 を 維 持 し ，改 善 が 必 要 で あ っ た 項
目 2 と 3 は 高 い 点 数 と な っ た こ と か ら ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 自 分 の 身
を 守 る た め の 技 能 の 習 熟 度 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ．  
こ れ ら 2 種 類 の 効 果 測 定 の 結 果 か ら ， プ ロ グ ラ ム を 改 善 し た こ と で ， 地 震
や 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 や ， 緊 急 地 震 速 報 時 の 具 体 的 な 行 動 に つ い て 理
解 が 更 に 深 ま っ た ． ま た ， 訓 練 に よ っ て 自 分 で 考 え て 身 を 守 る こ と が で き る
よ う に な っ た ． 以 上 か ら ， 改 善 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
 
8．4．3 獲得した知識・スキルと向上した技能の保持 
8．4．3．1 概要  
知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 は ， 学 習 に よ っ て 得 た 知 識 や ス キ ル ・ 技 能 が 断 片
的 に な り や す く ，実 際 の 生 活 の 場 に 応 用 さ れ に く い 等 の 学 習 上 の 特 性 が あ る ． 
こ の た め ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル
の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過 に よ っ て そ れ ぞ
れ 保 持 で き て い る の か を 検 証 す る た め ， 対 象 校 の 児 童 生 徒 に 対 し て 複 数 回 の
効 果 測 定 の デ ー タ を 用 い て 分 析 を 行 っ た ．  
分 析 手 法 は ， 統 計 的 手 法 で あ る 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分 析 （ 対 応 あ り ） を
用 い た ．  
本 研 究 で は ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 で 行 っ た 効 果 測 定 1（n=51）及 び 効 果 測 定




























【対応のあるt検定】 **： １%水準で有意 *：５%水準で有意
図 8-9 地 震 防 災 教 育 プログラムの効 果 測 定 2（障 害 程 度 B1・B2） 
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の 変 化 傾 向 を 分 析 す る 方 法 と し た ． 対 象 校 に お け る 効 果 測 定 は ， 表 8-1 の と
お り 実 施 し た ．  
 
8．4．3．2 プログラムの実践による知識・スキルの習得度 
 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 の 点 数 変 化 を 調 べ る た め ，効 果 測 定 1 の 質 問 紙 を 用
い た 7 回 の 効 果 測 定 で 得 ら れ た デ ー タ （ n=51） を 用 い て 分 析 し た ．  
学 習 効 果 の 平 均 値 の 差 を 調 べ る ， 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分 析 (対 応 あ り )を
用 い て 分 析 し た 結 果 は ，全 て の 項 目（ 8 項 目 ）に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意
味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 表 8-2）．  
獲 得 し た 点 数 の 推 移 を 見 る と ， 全 体 の 傾 向 と し て ， 点 数 の 上 下 変 動 は あ る
も の の ， プ ロ グ ラ ム 学 習 ① に よ っ て 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 は ， そ の
後 継 続 し て 行 っ た 対 応 行 動 訓 練 に よ っ て 点 数 が 向 上 し て い く 傾 向 が 見 ら れ ，
5 回 目 の 効 果 測 定 以 降 は 高 い 点 数 の ま ま 推 移 し た （ 図 8-10）．  
個 別 の 変 化 を 見 る と ，プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 に 行 っ た 1 回 目 の 効 果 測 定（ 2017
年 9 月 7 日 ）の 点 数 に 比 べ ，2 回 目 の 効 果 測 定（ 2017 年 9 月 8 日 ）で は 学 習
目 標 の 全 8 項 目 で 点 数 が 高 く な っ た ．  
3 回 目 の 効 果 測 定 （ 2017 年 9 月 19 日 ） で は 「 3.緊 急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い
た 時 ， ど の よ う な こ と が 起 る の か 知 っ て い ま す か 」 と 「 5.地 震 が 起 き た 時 ，
も の が 落 ち て く る ・ も の が 倒 れ て く る ・ も の が 移 動 し て く る 場 所 に い る の は
危 険 」 の 2 項 目 の 点 数 が 大 き く 下 が っ た ．  
点 数 が 低 く な っ た 理 由 と し て は ， 対 応 行 動 訓 練 ② が ， 訓 練 時 間 の 予 告 を し
な い 抜 打 ち 訓 練 で あ っ た た め ， で き な か っ た と 自 己 評 価 し 点 数 が 低 く な っ た
と 考 え ら れ る ．児 童 生 徒 へ の 聞 き 取 り に よ る と ，「 緊 急 地 震 速 報 の 音 が 訓 練 開
始 の 合 図 と わ か ら な か っ た 」，「 突 然 の 訓 練 で ， 自 分 の 身 を ど の よ う に 守 れ ば
地震アンケート
問① F(3.6, 179.2)=20.9, p<.01
問② F(4.1, 207.6)=10.5, p<.01
問③ F(3.4, 169.3)=12.3, p<.01
問④ F(2.5, 126.6)=18.8, p<.01
問⑤ F(4.3, 216.6)=3.7, p<.01
問⑥ F(3.1, 154.2)=4.3, p<.01
問⑦ F(3.5, 175.5)=7.9, p<.01
問⑧ F(3.6, 180.6)=7.7, p<.01
測定回数 7回
反復測定分散分析（対応あり）
表 8-2 １要 因 分 散 分 析 （対 応 あり）・効 果 測 定 1 （障 害 程 度 B1・B2） 
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よ い の か 戸 惑 っ た 」，「 ビ ッ ク リ し て 対 応 行 動 ま で に 時 間 が か か っ た 」 等 が 具
体 的 な 理 由 で あ っ た ．  
4 回 目 の 効 果 測 定（ 2017 年 10 月 25 日 ）で は ，緊 急 地 震 速 報 の 音 を 認 知 で
き る 生 徒 が 増 加 し た が ， 全 体 的 な 点 数 の 上 昇 は 少 な か っ た ．  
こ の た め ， 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 を 高 め る プ ロ グ ラ ム 学 習 ② を 全 ク ラ ス で
行 っ た ．そ の 結 果 ，5 回 目 の 効 果 測 定（ 2017 年 11 月 30 日 ）の 点 数 は 全 項 目
で 高 く な っ た ． そ の 後 ， 6 回 目 の 効 果 測 定 （ 2018 年 1 月 15 日 ） と 7 回 目 の
効 果 測 定 （ 2018 年 2 月 7 日 ） で は ， 全 項 目 で 高 い 点 数 を 維 持 し て い た ．  
こ れ ら の 効 果 測 定 の 結 果 か ら ， 対 応 行 動 訓 練 の 手 法 を 変 え る だ け で は な く ，
児 童 生 徒 の 障 害 程 度 や 状 態 に あ わ せ た 地 震 学 習 ② を ク ラ ス 学 習 の 形 態 で 実 践
す る こ と に よ っ て ， 教 育 効 果 は 更 に 高 ま っ た と 考 え ら れ る ． ま た ， 全 体 傾 向
と し て ， 点 数 の 上 下 変 動 は あ る も の の ， 対 応 行 動 訓 練 の 繰 り 返 し に よ っ て ，
時 間 が 経 過 し て も 教 育 効 果 を 高 い 水 準 で 保 持 で き る と 考 え ら れ る ．  
 
8．4．3．3 対応行動訓練による技能の習熟度 
対 応 行 動 訓 練 に よ る 技 能 の 習 熟 度 の 点 数 変 化 を 調 べ る た め ，効 果 測 定 2 の
質 問 紙 を 用 い た 6 回 の 効 果 測 定 で 得 ら れ た デ ー タ（ n=51）を 用 い て 分 析 し た ． 
学 習 効 果 の 平 均 値 の 差 を 調 べ る ， 反 復 測 定 の １ 要 因 分 散 分 析 (対 応 あ り )を
用 い て 分 析 し た 結 果 は ，全 て の 項 目（ 8 項 目 ）に お い て 1%水 準 で 統 計 的 に 意
図 8-10 地 震 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定 1（障 害 程 度 B1・B2） 
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味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 表 8-3）．  
獲 得 し た 点 数 の 推 移 を 見 る と ，1 回 目 の 効 果 測 定（ 2017 年 9 月 8 日 ）の 点
数 に 比 べ ， 2 回 目 の 効 果 測 定 （ 2017 年 9 月 19 日 ） で ， 学 習 目 標 の 全 3 項 目
で 点 数 が 高 く な っ た （ 図 8-11）．  
3 回 目 の 効 果 測 定（ 2017 年 10 月 25 日 ）で は ，項 目 2「 チ ャ イ ム 音 を 聞 い
た 時 ， 何 を し た ら よ い か 考 え る こ と が で き ま し た か 」 と ， 項 目 3「 自 分 で 考
え て ， 地 震 か ら 身 を 守 る 行 動 が で き ま し た か 」 の 点 数 が 大 き く 下 が っ た ． こ
の 結 果 は ，訓 練 時 間 の 予 告 を し な い 抜 打 ち 訓 練 で あ っ た た め ，驚 い て し ま い ，
前 回 の よ う に 行 動 で き な か っ た と 自 己 評 価 し た た め 点 数 が 下 が っ た ．  
4 回 目 の 効 果 測 定（ 2017 年 11 月 30 日 ）で は ，項 目 2 と 項 目 3 の 点 数 は 高
く な り ，プ ロ グ ラ ム 学 習 ② の 教 育 効 果 に よ る 向 上 と 考 え ら れ る ．そ の 後 ，5 回
目 の 効 果 測 定（ 2018 年 1 月 15 日 ）と 6 回 目 の 効 果 測 定（ 2018 年 2 月 7 日 ）
で は ， 全 項 目 で 高 い 点 数 を 維 持 し て い た ．  
こ れ ら の 効 果 測 定 の 結 果 か ら ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て 教 育 効 果 が 高 ま
表 8-3 １要 因 分 散 分 析 （対 応 あり）・効 果 測 定 2 （障 害 程 度 B1・B2） 
訓練振り返りアンケート
項目1 F(2.4, 120.9)=7.0, p<.01
項目2 F(3.0, 151.4)=12.8, p<.01





図 8-11 地 震 防 災 教 育 プログラムによる反 復 測 定 2（障 害 程 度 B1・B2） 
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っ た 全 項 目 の う ち ， 時 間 経 過 に よ っ て 効 果 を 保 持 で き る 項 目 と ， 抜 き 打 ち 訓
練 な ど の 訓 練 方 法 の 変 化 な ど に よ っ て ， 効 果 が 保 持 で き な い 項 目 が あ る こ と
が わ か っ た ． し か し ， 効 果 測 定 1 の 分 析 結 果 と 同 じ よ う に ， 児 童 生 徒 の 障 害
程 度 や 状 態 に あ わ せ た 丁 寧 な 振 り 返 り や ， 訓 練 方 法 に 変 化 を も た ら す こ と に




本 研 究 で は ， プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 す る 効 果 測 定 は ， 自 己 評 価 が で
き る 軽 度 の 知 的 障 害 の あ る 生 徒 を 対 象 に 行 っ た ． 同 じ よ う に プ ロ グ ラ ム を 実
践 し た 自 己 評 価 が 困 難 な 児 童 生 徒 に つ い て ， 障 害 の 程 度 や 状 態 に 応 じ た 指 導
方 法 や 対 応 行 動 訓 練 に よ る 行 動 の 変 容 を 把 握 す る こ と が 必 要 と 考 え た ．  
こ の こ と は ， メ タ 認 知 の 観 点 か ら も ， 自 己 評 価 が 困 難 な 場 合 に は ， 主 観 的
な 理 解 度 だ け で 評 価 す る こ と は 望 ま し く な く ， 危 険 予 測 や 安 全 な 対 処 行 動 に
関 す る 理 解 度 を 客 観 的 に 評 価 す る 有 効 性 が 論 じ ら れ て い る 62)．  
こ の た め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 で ど の よ う な 教 育 効 果 が 得 ら れ た か を 検 証 す
る た め ， 対 象 校 の 全 児 童 生 徒 を 対 象 に ， 現 場 教 員 が 児 童 生 徒 の 対 応 行 動 を 観
察 し て ， 学 習 目 標 の 達 成 度 を 評 価 す る 手 法 を 採 用 し て 分 析 し た ．  
 
8．4．4．2 評価方法 
行 動 の 評 価 は ， 対 応 行 動 訓 練 の 学 習 目 標 で あ る 「 慌 て ず に 自 分 で 考 え て 机
の 下 に も ぐ っ た り 身 を 守 る 行 動 を す る こ と が で き た か 」の 達 成 状 況 を ，「 1.自
分 か ら で き た 」，「 2.周 り を 見 て（ 音 を 聞 い て ）行 動 で き た 」，「 3.何 か し よ う と
す る そ ぶ り が 見 ら れ た 」，「 4.で き な か っ た 」「 5.教 員 と 一 緒 に 行 動 で き た 」の
5 項 目 で 評 価 し た ． 対 応 行 動 訓 練 に お い て ， 児 童 生 徒 が と っ た 行 動 を 教 員 が
観 察 し ， 本 研 究 で 作 成 し た 「 達 成 度 評 価 シ ー ト 」 へ 記 入 す る 方 法 と し た ． ま
た ， 記 入 し た シ ー ト は 筆 者 ら が 回 収 し ， 集 計 と 分 析 を 行 っ た ．  
評 価 対 象 は ， 対 象 校 の 全 児 童 生 徒 （ n=110） で あ る ． 分 析 で は ， 全 児 童 生
徒 の う ち 障 害 程 度 「 B1・ B2」 と ， 障 害 程 度 「 A1・ A2」 の 2 グ ル ー プ に 分 け
て ， 6 回 の 対 応 行 動 訓 練 に お け る 教 員 の 評 価 を も と に ， ク ロ ス 集 計 し た ．  
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8．4．4．3 行動評価の分析 
障 害 程 度 「 B1・B2」（ n=77） の 分 析 結 果 は ， 学 習 目 標 に 対 し 「 1.自 分 か ら
で き た 」と 教 員 が 評 価 し た 割 合 が ，1 回 目 66.2%，2 回 目 76.6%，3 回 目 69.7%，
4 回 目 75.0%，5 回 目 87.0%，6 回 目 92.0%へ 変 動 し た ．訓 練 方 法 に よ っ て 数
値 の 増 減 は あ る が ，対 応 行 動 訓 練 の 継 続 に よ っ て ，「 自 分 か ら で き た 」と 評 価
し た 割 合 が 多 く な る 傾 向 が 見 ら れ た （ 図 8-12）．   
次 に ， 同 じ ク ラ ス の 児 童 生 徒 の 行 動 を 模 倣 し て 行 動 し て い た と 評 価 し た 児
童 生 徒「 2.周 り を 見 て 行 動 で き た 」の 割 合 は ，1 回 目 23.4%か ら ，6 回 目 に は
4.0%に 変 動 し ，評 価 の 割 合 が 少 な く な る 傾 向 が 見 ら れ た ．こ の こ と は ，対 応
行 動 訓 練 を 継 続 す る こ と に よ っ て ， 他 者 の 行 動 を 模 倣 せ ず に ， 自 ら の 判 断 で
行 動 で き る よ う に 変 容 し た と 考 え ら れ る ．  
こ れ ら の 評 価 結 果 は ， 生 徒 が 自 己 評 価 し た 分 析 の 結 果 と 類 似 し た 傾 向 で あ
り ， 教 員 に よ る 評 価 と も 同 じ 傾 向 が 見 ら れ た ．  
ま た ， 対 応 行 動 訓 練 の 回 数 と 教 員 の 評 価 と の 関 連 性 を 分 析 す る た め ， カ イ
二 乗 検 定 を 行 っ た ．分 析 結 果 か ら ，1%水 準 で 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ









































図 8-12 クロス集 計 （障 害 程 度 B1・B2） 
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次 に ，障 害 程 度「 A1・A2」（ n=31）の 分 析 結 果 は ，「 1.自 分 か ら で き た 」と
評 価 し た 割 合 は ， 1 回 目 3.2%， 2 回 目 3.2%， 3 回 目 10.0%， 4 回 目 10.0%，
5 回 目 13.3%，6 回 目 14.8%へ 変 動 し た ．対 応 行 動 訓 練 の 継 続 に よ っ て ，「 自
分 か ら で き た 」 と 評 価 し た 割 合 が 多 く な る 傾 向 が 見 ら れ た （ 図 8-13）．  
注 視 す る 分 析 結 果 と し て は ， 重 度 の 障 害 に よ っ て ， 訓 練 の 際 に 何 も で き な
か っ た と 評 価 し た 児 童 生 徒 は ，1 回 目 16.1%か ら 4 回 目 で 0%へ 変 動 し た ．ま
た ， 教 員 と 一 緒 に で き た 児 童 生 徒 は ， 1 回 目 54.8%か ら 6 回 目 70.4%へ 変 動
し ， 一 緒 に で き た 割 合 が 多 く な っ た ． こ の こ と は ， 児 童 生 徒 は 訓 練 が 始 ま っ
て も パ ニ ッ ク に な ら ず ， 教 員 の 指 示 や 支 援 を 受 け 入 れ て 行 動 で き る よ う に 変
容 し た と 考 え ら れ る ．  
対 応 行 動 訓 練 の 回 数 と 教 員 の 評 価 と の 関 連 性 を カ イ 二 乗 検 定 で 分 析 し た
結 果 ， 統 計 的 に 意 味 の あ る 差 は 見 ら れ な か っ た （ χ 2(20)=28.6,n.s.）．  
こ れ ら 対 応 行 動 訓 練 に お け る 行 動 の 評 価 は ， 児 童 生 徒 の 障 害 程 度 や 状 態 を
熟 知 し て い る 現 場 教 員 の 客 観 的 な 評 価 と し て 行 っ た も の で あ る ．  
評 価 結 果 か ら ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 自 分 の 身 を 守 る 主 体 的 に 行 動
す る 態 度 が 育 ま れ て い る こ と や ， 重 度 の 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 で も ， パ ニ
ッ ク に な ら ず ， 教 員 の 指 示 や 補 助 を 受 け な が ら ， 自 分 の 身 を 守 る 行 動 が で き
る よ う に な る と い っ た ， 行 動 の 変 容 が 一 部 で 見 ら れ て い る ． こ れ ら の 検 証 結








































図 8-13 クロス集 計 （障 害 程 度 A1・A2） 
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8．4．5 指導者（教員）への質的調査 
対 象 校 の 全 教 員 を 対 象 に ， 対 応 行 動 訓 練 時 の 児 童 生 徒 の 具 体 的 な 行 動 や 意
識 の 変 容 に つ い て ， 聞 き 取 り (質 的 調 査 )を 行 っ た ． こ の 調 査 は ， プ ロ グ ラ ム
の 実 践 が す べ て 終 了 し た あ と に 行 い ， 教 員 か ら 口 頭 又 は 用 紙 に 記 述 し て も ら
う 方 法 で 依 頼 し ， 得 ら れ た 回 答 か ら 以 下 の と お り 要 点 を 整 理 し た ．  
軽 度 の 知 的 障 害 の 児 童 生 徒 の 変 容 と し て は ， 訓 練 当 初 は 「 ど う 行 動 し て よ
い か わ か ら ず 戸 惑 う 」，「 教 員 の 指 示 を 受 け て か ら 行 動 す る 」，「 教 員 と 一 緒 で
な い と 行 動 で き な い 」 と い う 行 動 が 多 く 見 ら れ た が ， 訓 練 の 繰 り 返 し に よ っ
て 「 自 主 的 に 行 動 す る よ う に な っ た 」，「 周 囲 の 様 子 を 確 認 し な が ら 同 じ よ う
に 行 動 で き た 」 と の 回 答 が 多 く 見 ら れ た （ 図 8-14）．  
重 度 の 知 的 障 害 の 児 童 生 徒 の 変 容 と し て は ， 訓 練 当 初 は 「 訓 練 の 音 に 驚 き
泣 き 叫 ん だ 」，「 パ ニ ッ ク に な り 動 き 回 っ た 」，「 教 員 の 指 示 を 受 け て も 拒 絶 し
た 」，「 何 も 反 応 し な か っ た 」 と い う 行 動 が 多 く 見 ら れ た が ， 訓 練 の 繰 り 返 し
に よ っ て 「 教 員 の 言 葉 か け や 補 助 に よ っ て 行 動 で き た 」，「 行 動 は で き な い が
静 か に し て い た 」，「 支 援 を 受 け 入 れ る 態 度 が 見 ら れ た 」 と の 回 答 が 多 く 見 ら
れ た ．   
ま た ，全 学 年 を 通 し て ，「 災 害 か ら 身 を 守 る 意 識 が 芽 生 え は じ め ，対 応 行 動
も 明 ら か に 変 容 し て い く 児 童 生 徒 が 多 く 見 ら れ た 」，「 重 度 の 知 的 障 害 で あ っ
て も ， 教 員 ら の 支 援 を 静 か に 受 け 入 れ る 態 度 に 変 容 し た 」 な ど の 回 答 が あ っ
た ． こ の こ と は ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 じ て ， 教 員 ら が 当 初 想 定 し て い な か
っ た 効 果 が 見 ら れ て い る た め ， 教 員 ら は プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 実 感 し て い る
い う 教 員 の 評 価 も 確 認 で き た ．  
図 8-14 対 応 行 動 訓 練 による児 童 生 徒 の変 容 （小 学 部 3年 生 ） 
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8．5 防災教育の効果的な支援と普及のあり方 
我 が 国 で は ， 教 育 機 関 の 防 災 教 育 を 支 援 す る 一 般 的 な 方 法 と し て ， 防 災 の
専 門 家 や 国 や 自 治 体 が 作 成 し た リ ー フ レ ッ ト や 視 覚 教 材（ DVD）な ど を 学 校
へ 一 方 的 に 配 布 し て い る ． し か し ， 提 供 さ れ た 資 料 だ け で ， 教 員 が 授 業 展 開
を 考 え る に は 専 門 知 識 が あ る 程 度 必 要 に な る ． こ の た め ， 資 料 を 手 に し て も
防 災 教 育 の 実 践 は 難 し い と 現 場 教 員 は 捉 え が ち で あ る ．  
一 方 ， 学 校 か ら の 依 頼 に よ っ て ， 防 災 の 専 門 家 等 が ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー と
し て 行 う 出 前 授 業 も 支 援 の 一 つ で あ る ． し か し ， 防 災 に 意 識 の 高 い 学 校 に 限
定 さ れ ， 一 部 の 児 童 生 徒 が 対 象 と な る 点 の 支 援 に な っ て し ま う 傾 向 が 多 く ，
支 援 を 受 け た 成 果 を 他 の 学 校 へ 波 及 さ せ る こ と は 困 難 で あ る ．  
ま た ， 教 育 委 員 会 と 連 携 し た 教 員 を 対 象 と し た 研 修 も 支 援 の 一 つ で あ る ．
し か し ， 研 修 で 得 た 知 識 を 学 校 へ 持 ち 帰 っ て も ， 管 理 職 の 理 解 や 年 間 指 導 計
画 の 見 直 し ， 学 校 内 で の 意 識 合 わ せ 等 ， 防 災 教 育 を 体 系 的 に 行 う た め に は ，
準 備 と 実 施 ま で に 時 間 を 要 す る こ と が 課 題 と な っ て い る ．  
こ れ ら の 課 題 は ， 学 校 と 教 育 委 員 会 の 組 織 構 造 を 見 る と ， 県 教 育 委 員 会 を
頂 点 と し ， 市 町 村 教 育 委 員 会 ， 学 校 ・ 教 員 ・ 児 童 生 徒 と い う 階 層 構 造 に な っ
て お り ， そ れ ぞ れ が 独 立 性 を 持 っ て い る こ と も 一 つ の 要 因 と 推 察 し た ．  
こ の た め ， 筆 者 ら は 先 行 研 究 に お い て ， 筆 者 が 所 属 す る 日 本 国 気 象 庁 （ 地
方 気 象 台 ） が ， 県 教 育 委 員 会 や 学 校 現 場 と 連 携 を 図 り な が ら 防 災 教 育 を 実 践
す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク の 必 要 性 を 考 察 し た ．  
こ の こ と に つ い て は ，神 谷 他 115)も ，学 校 現 場 と と も に 活 動 す べ き 組 織・団
体 ， 専 門 的 な 知 識 を 有 し た 大 学 教 員 等 と の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 重 要 性 を 指 摘
し て い る ．  
本 研 究 で は ， 防 災 教 育 の 効 果 的 な 普 及 の あ り 方 と し て ， 防 災 の 専 門 家 や 関
係 機 関 ， 教 育 機 関 な ど の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 横 の 連 携 を 意 識 し て 研 究 を 促
進 さ せ た ． 県 教 育 委 員 会 と の 連 携 に 加 え て ， 実 践 を 行 う 対 象 校 や 管 轄 す る 教
育 委 員 会 と の 相 互 理 解 に よ る 実 践 の 重 要 性 に 着 目 し た ．  
本 研 究 の 実 践 を 通 じ て ， ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 横 の 連 携 が 機 能 し た こ と に よ
り ， 防 災 教 育 を 効 果 的 ・ 戦 略 的 に 行 う こ と が で き た ． ま た ， 県 教 育 委 員 会 と
の 連 携 に よ っ て ， 実 践 の 成 果 を 縦 の ラ イ ン で 栃 木 県 内 の 全 公 立 学 校 へ 還 元 す
る こ と も で る な ど ， ス テ ー ク ホ ル ダ ー の フ レ ー ム ワ ー ク が 機 能 し た こ と を 確
認 す る こ と が で き た ．  
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8．6 結論 
 我 が 国 の 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の
実 践 的 な 防 災 教 育 を 行 う た め の 先 進 的 な 事 例 や 先 行 研 究 は 非 常 に 少 な く ， 災
害 発 生 時 に 必 要 な ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 （「 生 き る 力 」） を 高
め る た め の ， 体 系 化 さ れ た 指 導 方 法 等 が 確 立 さ れ て い な い と い う 課 題 が 明 ら
か に な っ た ．  
本 研 究 で は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 栃 木 県 立 今 市 特
別 支 援 学 校 （ 対 象 校 ） に お い て ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 も 身 近 で 経 験 し て
い る 地 震 を 研 究 対 象 と し ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る
た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論 の ADDIE プ ロ
セ ス を 採 用 し て 開 発 し た ．  
具 体 的 に は ， 筆 者 ら が 先 行 研 究 で 開 発 し た 既 存 の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
を ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 適 用 さ せ る た め ， 知 的 障 害 教 育 に お け る 防 災
教 育 の ニ ー ズ や 課 題 を 分 析 し た う え で ， 知 的 障 害 の 特 性 や 指 導 方 法 等 も 考 慮
し つ つ ， 学 習 目 標 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」 を 設 定 し ， 対 象 校 で の プ ロ グ ラ
ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 を 検 証 し た ．  
本 研 究 で は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 で あ
る た め ， 自 己 評 価 そ の も の が で き な い 児 童 生 徒 も 多 く ， 自 己 評 価 に よ る 効 果
測 定 に 加 え て ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 行 動 変 容 を 教 員 が 客 観 的 に 評 価 す る 手 法
も 用 い て ， プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 総 合 的 に 評 価 し た ．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ る 教 育 効 果 と し て は ， 知 的 障 害 の 特 性 や 状 態 に よ っ
て ， 学 習 到 達 と 行 動 変 容 の 達 成 度 に 違 い が 見 ら れ た が ， 障 害 の 軽 い 児 童 生 徒
を 中 心 に ，教 員 の 指 示 が な く て も ，自 分 の 命 は 自 分 で 守 る と い う 意 識 を 持 ち ，
そ の 場 に 応 じ て 身 を 守 る 行 動 が と れ る 児 童 生 徒 が ，学 校 全 体 の 7 割 に 達 す る
効 果 が 見 ら れ ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ り 教 育 効 果 が 向 上 し た と 考 え ら れ る ．  
ま た ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 で 獲 得 し た 教 育 効 果 は ， 時 間 経 過 継 続 に よ っ て ，
学 習 目 標 の 達 成 度 を 維 持 し て い る こ と も 分 析 で 明 ら か に な っ た ． さ ら に ， 自
己 の 力 だ け で は 対 応 行 動 が と れ な い 重 度 障 害 の 児 童 生 徒 は ， 緊 急 地 震 速 報 の
チ ャ イ ム 音 を 聞 い て も パ ニ ッ ク に な ら ず ， 自 分 の 身 体 を 他 者 へ 委 ね る と い っ
た ， 他 者 に 補 助 を 求 め る 受 援 力 が 向 上 す る 効 果 も 見 ら れ た ．   
本 研 究 で 開 発 し た プ ロ グ ラ ム は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危 険
を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 高 め る た め の 防 災 教 育 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム と し
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て 有 効 性 が 確 認 で き た ．  
ま た ， 防 災 の 専 門 家 が プ ロ グ ラ ム の 実 施 ご と に 学 校 現 場 に そ の 都 度 出 向 く
の で な く ， 特 別 支 援 学 校 の 現 場 教 員 が 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中
で 防 災 教 育 を 実 践 で き る プ ロ グ ラ ム と し て 開 発 し た も の で あ り ， 教 員 に よ る
自 校 化 に よ っ て ， 防 災 教 育 の 体 系 化 を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ
る ． さ ら に ， 本 研 究 を 推 進 す る た め に は ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 連 携 が 不 可 欠
で あ っ た が ，防 災 教 育 を 効 果 的・戦 略 的 に 推 進 す る た め の 連 携 方 法 に つ い て ，
フ レ ー ム ワ ー ク が 機 能 し て い る こ と も 検 証 で き た ．  
今 後 ， プ ロ グ ラ ム を 他 地 域 へ 展 開 さ せ て い く た め に は ， 知 的 障 害 の 程 度 区
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第 9 章 知的障害の程度区分に適用した地震防災教育プログラムの開発 
9．1 先行研究の課題 
 第 8 章 で は ，地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム（ 第 2 章・ 第 6 章 ）の 知 的 障 害 へ の
適 用 に つ い て ， 対 象 校 で の プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 っ た ． 軽
度 障 害 の 児 童 生 徒 を 中 心 に ， 学 習 目 標 の 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 が 向 上 す る 教
育 効 果 が 見 ら れ ， 知 的 障 害 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
し か し ， 障 害 の 程 度 や 状 態 に よ っ て ， 対 応 行 動 の 変 容 に 様 々 な 違 い が 見 ら
れ て お り ，新 学 習 指 導 要 領 等 で 示 さ れ る 育 成 を 目 指 す 資 質・能 力 等 に つ い て ，
障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た 指 導 方 法 の 検 討 が 学 校 現 場 か ら 求 め ら れ た ．  
こ の た め ， 先 行 研 究 で 行 っ た プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 評 価 方 法 を 再
検 討 し ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム へ の 改 善 が 研 究 課 題 と な
っ て い た ．  
 
9．2 本研究の目的 
本 研 究 は ， 先 行 研 究 の 課 題 と 改 善 点 を 踏 ま え ， 知 的 障 害 に 適 用 さ せ た 地 震
防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ベ ー ス に ， 知 的 障 害 の 程 度 や 状 態 等 を 考 慮 し た 学 習 方
法 に カ ス タ マ イ ズ し ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 （ 4 区 分 ） に 適 用 さ せ る ． こ の た
め ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 効 果 測 定 に よ る 教 育 効 果 の 検 証 ， 教 員 に よ る 行 動 変
容 の 評 価 を 行 い ， カ ス タ マ イ ズ し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 し た ．  
本 研 究 で は ， 学 習 理 論 で あ る ID 理 論 52)の ADDIE プ ロ セ ス 53)を 用 い て ，
プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 を 行 っ た ．  
プ ロ グ ラ ム の 開 発 段 階 で は ， 児 童 生 徒 の 自 己 評 価 を 効 果 測 定 と 統 計 的 な 手
法 で 分 析 し ， 学 習 目 標 の 達 成 度 に よ っ て プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し ， プ
ロ グ ラ ム の 改 善 を 図 っ た ．  
ま た ， 自 己 評 価 が で き な い 児 童 生 徒 も 含 め た 全 児 童 生 徒 を 対 象 に ， 教 員 に
よ る 対 応 行 動 訓 練 時 の 客 観 評 価 （ 意 識 ・ 行 動 ） を 行 い ， 学 習 目 標 の 達 成 度 を
検 証 し た ． こ れ ら の 検 証 結 果 を 分 析 し ， プ ロ グ ラ ム の 改 善 に 反 映 さ せ た ．  
本 研 究 で 開 発 し た こ の プ ロ グ ラ ム は ， 防 災 の 専 門 が 介 入 し な く て も ， 特 別
支 援 学 校 の 教 員 が 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中 で 防 災 教 育 が 実 践 で
き る 特 ⾧ を 持 た せ ， 自 由 に カ ス タ マ イ ズ で き る も の と し た ． ま た ， 対 象 校 で
の 実 践 に よ る 成 果 を 踏 ま え ， 体 系 的 な 防 災 教 育 の 進 め 方 を 考 察 し た ．  
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9．3 プログラムの知的障害の程度区分への適用 
本 章 で 扱 う 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 一 般 の 学 校 に 在 籍 す る 児 童 生 徒 を
対 象 と し て 開 発 し た プ ロ グ ラ ム で あ り 既 に 実 用 化 し て い る（ 第 2 章・第 6 章 ）． 
こ の プ ロ グ ラ ム は ， 気 象 庁 が 発 表 す る 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 際 ， 近 く
に 大 人 が い な い 状 況 に 置 か れ て も ， 地 震 の 揺 れ か ら 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る と
言 う 意 識 を 持 ち ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る こ と ， す
な わ ち 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 を 育 成 す る こ と を 学 習 目 標 と し て い る ．  
本 研 究 で は ， 知 的 障 害 に 適 用 さ せ た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 第 8 章 ） を
ベ ー ス に ，知 的 障 害 の 程 度 区 分（ 4 区 分 ）に 応 じ て ，「 緊 急 地 震 速 報 を 認 知 す
る 態 度 」，「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」，「 他 者 の 指 示 や 支 援 を 受 け 入 れ る 態 度 」
の 学 習 目 標 を 個 々 に 設 定 し た プ ロ グ ラ ム に カ ス タ マ イ ズ す る ．  
こ こ で い う 知 的 障 害 の 程 度 区 分 と は ，A1（ 最 重 度 /IQ が 概 ね 20 以 下 ），A2
（ 重 度 /IQ が 概 ね 21～ 35）， B1（ 中 度 /IQ が 概 ね 36～ 50）， B2（ 軽 度 /IQ が
概 ね 51～ 70） の 4 区 分 で あ る 138)．  
本 研 究 で は ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る た め ，
ID の ADDIE プ ロ セ ス を 用 い て ， 分 析 （ Analysis） → 設 計 （ Design） → 開 発
（ Development）→ 実 施（ Implementation）→ 評 価（ Evaluation）の 5 つ の ス
テ ッ プ で プ ロ グ ラ ム を カ ス タ マ イ ズ し た （ 図 9-1）．  
図 9-1 ＡＤＤＩＥプロセスによるプログラム開 発  
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9．4 プログラムの実践 
 本 研 究 は ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 に 対 す る 教 育 を 行 う 栃 木 県 立 栃 木 特 別
支 援 学 校 を 対 象 校 に 選 定 し ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対 象 に ， 地 震 防 災 教
育 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た （ 表 9-1）．  
プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 評 価 す る た め ，本 研 究 で は ，知 的 障 害 の あ る 生 徒 (学
習 者 )を 対 象 と し て ，生 徒 の 自 己 評 価 に よ っ て 学 習 目 標 の 達 成 度 を 検 証 す る 効
果 測 定 を 行 っ た ． 対 象 者 は ， 質 問 に 対 し て 自 己 評 価 が 可 能 な 生 徒 と し た ．  
プ ロ グ ラ ム の 評 価 は ，ID 理 論 の 研 究 者 で あ る ロ バ ー ト M.ガ ニ ェ が ，「 プ ロ
グ ラ ム の 評 価 は ， あ く ま で も 学 習 者 の パ フ ォ ー マ ン ス の 評 価 で 表 現 す る 」 61)
と 学 術 的 に 定 義 し て お り ， 本 研 究 で は 効 果 測 定 に よ る 評 価 手 法 を 採 用 し た ．  
 本 研 究 の 実 践 で は ，地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 学 習 目 標 に 対 応 し た 8 問 の
質 問 項 目 を 設 定 し た 質 問 紙 「 地 震 ア ン ケ ー ト 」 を 生 徒 に 配 布 し ， 知 識 ・ ス キ
ル の 学 習 の 達 成 度 を 3 段 階 で 定 量 的 に 自 己 評 価 す る 効 果 測 定 と し た ．  
 8 項 目 の 質 問 項 目 は ， 地 震 現 象 ・ 緊 急 地 震 速 報 に 関 す る 知 識 の 度 合 い を 評
価 す る た め に ，「 1.地 震 が 起 き た 時 ，ど の よ う な こ と が 起 き る か 知 っ て い ま す
か 」，「 2.地 震 が 起 き た 時 ，何 を す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」，「 3.緊 急 地 震
速 報 の 音 を 聞 い た 時 ， ど の よ う な こ と が 起 き る の か 知 っ て い ま す か 」，「 4.緊
急 地 震 速 報 の 音 を 聞 い た 時 ，何 を す れ ば よ い の か 知 っ て い ま す か 」 の 4 項 目
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に つ い て ，「 知 っ て い る （ 5 点 ）， 少 し だ け 知 っ て い る （ 3 点 ）， 知 ら な い （ 1
点 ）」 の 3 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．  
ま た ， 地 震 や 緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 場 合 の 対 応 行 動 の 理 解 の 度 合 い を
評 価 す る た め に ，「 5.地 震 が 起 き た 時 ，も の が 落 ち て く る・も の が 倒 れ て く る・
も の が 移 動 し て く る 場 所 に い る の は 危 険 」，「 6.地 震 が 起 き た 時 や 緊 急 地 震 速
報 を 聞 い た 時 ， 姿 勢 を 低 く ， 頭 や 体 を 守 り ， 揺 れ が お さ ま る ま で じ っ と し て
い る 」，「 7.緊 急 地 震 速 報 を 聞 い た 時 ， 短 い 時 間 で 安 全 な 場 所 へ 移 動 し て 体 を
守 る 」，「 8.緊 急 地 震 速 報 や 地 震 の 揺 れ を 感 じ た 時 ， 自 分 で 考 え て 自 分 の 体 を
守 る 」 の 4 項 目 に つ い て ，「 そ う 思 う（ 5 点 ）， 少 し だ け そ う 思 う （ 3 点 ），そ
う 思 わ な い（ 1 点 ）」の 3 段 階 で 定 量 的 な 自 己 評 価 を 行 う 形 式 と し た ．こ れ ら
8 項 目 の 質 問 へ の 自 己 評 価 を プ ロ グ ラ ム の 評 価 尺 度 と し た ．  
 
9．5 プログラムの評価 
 効 果 測 定 に よ る 評 価 は ， プ ロ グ ラ ム の 実 践 前 （ 2018 年 5 月 31 日 ）と 6 回
目 の 対 応 行 動 訓 練 後 （ 2019 年 2 月 19 日 ） の 自 己 評 価 の デ ー タ を 用 い て ， 対
応 の あ る t 検 定 に よ り 統 計 的 な 分 析 を 行 っ た ． 分 析 の 対 象 者 は ， 質 問 に 自 己
回 答 で き る 知 的 障 害 の 程 度 区 分「 B2，B1」の う ち ，中 学 部 と 高 等 部 に 在 籍 す
る 生 徒 （ n=71） と し た ．  
 分 析 結 果 は ， 質 問 項 目 1 が 実 践 前 4.21 か ら 実 践 後 4.94 へ ， 質 問 項 目 2 が
実 践 前 4.11 か ら 実 践 後 4.89 へ ， 質 問 項 目 3 が 実 践 前 4.03 か ら 実 践 後 4.86
へ ，質 問 項 目 4 が 実 践 前 3.94 か ら 実 践 後 4.89 へ ，質 問 項 目 5 が 実 践 前 4.61
か ら 実 践 後 4.92 へ ，質 問 項 目 6 が 実 践 前 4.47 か ら 実 践 後 4.89 へ ，質 問 項 目
7 が 実 践 前 4.44 か ら 実 践 後 4.83 へ ， 質 問 項 目 8 が 実 践 前 4.31 か ら 実 践 後
4.86 へ 点 数 が 変 動 し た ．  
こ の こ と か ら ， カ ス タ マ イ ズ し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 に よ っ て ， 質 問 項 目 の
全 8 項 目 の 点 数 に 大 き な 上 昇 が 見 ら れ て お り ，学 習 目 標 の 達 成 度 が 向 上 し た
と 考 え ら れ る ．   
ま た ，対 応 の あ る t 検 定 を 用 い て 分 析 し た 結 果 は ，全 項 目 が 1%水 準 で 統 計
的 に 意 味 の あ る 差 が 見 ら れ た （ 図 9-2）．   
こ れ ら の 分 析 か ら ， カ ス タ マ イ ズ し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に は 教 育 効
果 の 向 上 が 見 ら れ ， 知 的 障 害 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 が 確 認 で き た ．  
 
- 209 - 
 
9．6 プログラムの実践による児童生徒の行動変容 
 プ ロ グ ラ ム の 実 践 は ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 に 関 係 な く ， 対 象 校 の 全 児 童 生
徒 を 対 象 に 行 っ た ． こ の た め ， カ ス タ マ イ ズ し た プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検
証 す る た め ，教 員 が 児 童 生 徒 の 対 応 行 動 の 変 容 を 客 観 評 価 す る 手 法 を 用 い た ． 
こ の 評 価 手 法 は ，緊 急 地 震 速 報 に よ る 対 応 行 動 訓 練 の 学 習 目 標 で あ る ，「 慌
て ず に 自 分 で 考 え て 机 の 下 に も ぐ っ た り 身 を 守 る 行 動 を す る こ と が で き た か 」
の 達 成 状 況 を ，「 1.自 分 か ら で き た 」，「 2.周 り を 見 て 行 動 で き た 」，「 3.何 か し
よ う と す る そ ぶ り が 見 ら れ た 」，「 4.で き な か っ た 」，「 5.教 員 と 一 緒 に 行 動 で
き た 」 の 5 項 目 で 児 童 生 徒 の 行 動 を 評 価 し た ．  
実 践 で は ， 教 員 が 児 童 生 徒 の 対 応 行 動 を 観 察 し ， 個 々 の 評 価 シ ー ト へ 記 入
し ，筆 者 ら が 集 計 と 分 析 を 行 っ た ．評 価 対 象 者 は ，対 象 校 の 全 児 童 生 徒（ n=168）
と し た ．  
6 回 実 施 し た 対 応 行 動 訓 練 に お け る 客 観 評 価 の 点 数 を 集 計 し ，「 1.自 分 か ら
で き た 」 の 回 答 に つ い て ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 別 に 傾 向 を 示 し た （ 図 9-3）． 
障 害 程 度 「 B2」（ n=49） は ， 3 回 目 の 訓 練 で ， 児 童 生 徒 に 訓 練 時 間 を 予 告
し な い 抜 打 ち の 訓 練 を 行 っ た た め ， 行 動 で き な か っ た 児 童 生 徒 が 多 く ， 点 数
が 低 く な っ た ． そ の 後 ， 抜 き 打 ち 訓 練 を 6 回 目 ま で 継 続 し た と こ ろ ， 点 数 が
高 く な る 傾 向 が 見 ら れ ， 学 習 目 標 の 達 成 度 は 向 上 し た ．  














































































図 9-2 対 象 校 による地 震 防 災 教 育 プログラムの効 果 測 定 （障 害 程 度 B1・B2） 
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た だ し 障 害 程 度 「 A2」 は ， 6 回 目 の 訓 練 で 点 数 が 下 が っ た ． こ れ は ， 教 室
以 外 の 初 め て の 場 所 で 訓 練 を 経 験 し た た め ， 自 分 で 行 動 で き な い 児 童 生 徒 が
い た こ と が 理 由 と 考 え ら れ る ．  
一 方 で ， 障 害 程 度 「 A1」（ n=14） は ， 訓 練 を 重 ね て も 自 分 か ら 行 動 で き な
か っ た ．た だ し ，評 価 の 詳 細 を 見 る と ，「 5.教 員 と 一 緒 に 行 動 で き た 」の 項 目
で 点 数 の 変 化 が 見 ら れ る よ う に ， パ ニ ッ ク に な ら ず ， 教 員 の 補 助 を 受 け な が
ら 行 動 で き る 変 容 が 一 部 の 児 童 生 徒 で 見 ら れ た （ 図 9-4）．  
図 9-3 対 応 行 動 訓 練 による行 動 の変 容 （全 児 童 生 徒 ） 
図 9-4 対 応 行 動 訓 練 による行 動 の変 容 （障 害 程 度 A１） 
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こ れ ら の 評 価 結 果 と 教 員 へ の 聞 き 取 り か ら ， 知 的 障 害 の 程 度 区 分 別 に 指 導
の ポ イ ン ト を 整 理 し た （ 表 9-2）．  
プ ロ グ ラ ム の 実 践 で は ，軽 い 知 的 障 害 の 児 童 生 徒「 B2，B1」は ，実 践 の 早
い 段 階 か ら 自 分 で 考 え 行 動 し た り ， 他 者 を 模 倣 し て 行 動 し た り す る 変 容 が 見
ら れ た ．  
重 い 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の う ち「 A2」で は ，教 員 の 指 示 に よ っ て 行 動
し た り ， 支 援 を 受 け て 静 か に 机 の 下 に も ぐ っ た り な ど の 変 容 が 見 ら れ た ．  
最 重 度 の 児 童 生 徒「 A1」は 自 分 で 身 を 守 る 行 動 は で き な か っ た が ，緊 急 地
震 速 報 に 驚 い て も 大 声 を 出 す な ど の パ ニ ッ ク に は な ら ず ， 教 員 の 支 援 を 受 け
入 れ て ， 一 緒 に 机 の 下 に も ぐ ろ う と す る 行 動 の 変 容 が ， 一 部 の 児 童 生 徒 で 見
ら れ た ．  
こ れ ら の 実 践 結 果 か ら ， カ ス タ マ イ ズ し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践
で は ， 知 的 障 害 の 程 度 や 状 況 に 応 じ て ， 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 や 意 識 が 育 ま
れ て い る こ と が わ か っ た ．   
 
9．7 結論 
 本 研 究 は ，第 8 章 の 先 行 研 究 で 開 発 し た 知 的 障 害 に 適 用 し た 地 震 防 災 教 育
プ ロ グ ラ ム を ， さ ら に 知 的 障 害 の 程 度 区 分 （ 4 段 階 ） に 適 用 さ せ る た め の 検
討 を 行 い ， 対 象 校 に お い て プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 の 検 証 を 行 っ た ．  
そ の 結 果 ， カ ス タ マ イ ズ し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 よ っ て 教 育 効 果 が 向 上 し ，
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知 的 障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て の 有 効 性 を 確 認 す
る こ と が で き た ．  
ま た ， 対 象 校 で プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た 教 員 と の 協 働 に よ っ て ， 知 的 障 害 の
程 度 区 分 別 の 効 果 的 な 学 習 方 法 の ポ イ ン ト を 整 理 し た  
こ の こ と に よ り ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 を 対 象 と し た 防 災 教 育 を 継 続 的
に 実 践 し て い く た め に は ， 本 研 究 の 成 果 か ら ， 同 じ 学 習 目 標 で あ っ て も ， 狙
い を よ り 発 展 的 な も の に カ ス タ マ イ ズ し て 継 続 す る こ と が で き る ． ま た ， 小
学 校 か ら 高 等 学 校 ま で の 発 達 年 代 に 応 じ た 系 統 的 な 防 災 教 育 を 実 践 し て い く
こ と に よ っ て ， 防 災 意 識 の 高 ま り や 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 が 育 ま れ る 教 育 効
果 が 向 上 し ， 自 ら が 生 き ・ 他 を 助 け る 「 生 き る 力 」 を 醸 成 す る こ と が ， 本 研
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第 10 章 結論 
10．1 本論文の概要 
本 論 文 で は ， 今 後 ， 頻 発 ・ 激 甚 化 が 懸 念 さ れ る 大 規 模 自 然 災 害 に お け る ，
防 災 ・ 減 災 の た め の ソ フ ト 対 策 で あ る 防 災 教 育 に 注 目 し ， 現 在 の 科 学 技 術 で
も 予 知 ・ 予 測 が 困 難 で あ る 「 地 震 災 害 」，「 火 山 噴 火 災 害 」，「 竜 巻 災 害 」 の マ
ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 し た ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る
た め の 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ．   
本 論 文 で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 文 部 科 学 省 が 学 校 現 場 に 示 し た
防 災 教 育 の 方 向 性 で あ る 「 主 体 的 に 行 動 す る 態 度 」 を 育 む た め に ， 新 学 習 指
導 要 領 に お け る「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」（ ア ク テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ ）の
視 点 を 取 り 入 れ ， 教 科 学 習 と 同 じ よ う に 体 系 的 に 学 ぶ た め の ， 単 元 構 想 図 ・
学 習 指 導 案 ・ ワ ー ク シ ー ト ・ 授 業 補 助 資 料 ・ 対 応 行 動 訓 練 プ ロ グ ラ ム ・ 質 問
紙 (効 果 測 定 用 )の 構 成 と し て 開 発 し た ． ま た ， 災 害 発 生 時 の あ る 問 題 を 認 識
（ 認 知 ） し ， 問 題 解 決 に 向 け た 行 動 目 標 を 決 定 （ 判 断 ） し ， そ れ を 阻 む 課 題
を 発 見 し て ，そ の 具 体 的 な 対 応 を 行 動 に 移 す（ 行 動 ），と い う「 認 知 → 判 断 →
行 動 」 と い う 心 理 過 程 の プ ロ セ ス を パ ッ ケ ー ジ 化 し ， 児 童 生 徒 の 迅 速 か つ 適
切 な 行 動 の 促 進 を 促 す 仕 組 み を 学 習 展 開 の 中 に 援 用 し た ． さ ら に ， プ ロ グ ラ
ム で 設 定 し た 学 習 目 標 を 実 現 す る た め に ， 学 習 目 標 の 下 ， 教 育 内 容 ・ 指 導 方
法 ・ 学 習 評 価 が 一 体 的 な つ な が り を 持 っ て ， ど の よ う な 単 元 を 構 成 し ， ど の
図 10-1 ステップ学 習 による行 動 のパッケージ化  
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よ う な 指 導 展 開 に よ っ て ， そ れ を 実 施 ・ 評 価 ・ 改 善 し て い く の か と い う ， 災
害 時 の 対 応 に 学 習 を リ ン ク さ せ ， 具 体 的 か つ 体 系 的 に 防 災 教 育 を 展 開 す る 仕
組 み を ， 3 ス テ ッ プ の 学 習 形 態 と し て 明 確 化 し た （ 図 10-1）．  
プ ロ グ ラ ム の 開 発 に お い て は ， 学 習 理 論 で あ る ID（ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ
ル・デ ザ イ ン ）理 論 に お け る ADDIE（ ア デ ィ ー ）プ ロ セ ス を 採 用 し ，プ ロ グ
ラ ム の 開 発 ・ 評 価 ・ 改 善 を 繰 り 返 し な が ら 研 究 を 進 め た ． 特 に ， 防 災 の 専 門
家 と 現 場 教 員 と の タ イ ア ッ プ に よ っ て ， プ ロ グ ラ ム の 開 発 か ら 学 校 現 場 で の
実 践 検 証 を 行 い な が ら プ ロ グ ラ ム の 精 度 を 高 め た こ と に よ り ， 防 災 の 専 門 家
が 学 校 現 場 へ 介 入 せ ず に ， 教 員 自 身 が 児 童 生 徒 と の 日 常 の 教 授 学 習 過 程 の 中
で ， 防 災 教 育 を 体 系 的 に 実 践 で き る プ ロ グ ラ ム と し て の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
さ ら に ， 開 発 し た す べ て の プ ロ グ ラ ム に つ い て ， プ ロ グ ラ ム の 実 施 前 後 で
教 育 効 果 を 比 較 す る 効 果 測 定 の 手 法 を 採 用 し ， 学 習 目 標 の 達 成 度 を 数 値 化 す
る こ と に よ り ， 児 童 生 徒 が 身 に 付 け た 知 識 や ス キ ル ， 行 動 の 変 容 を 的 確 に 測
定 で き る ワ ー ク シ ー ト （ 質 問 紙 ） を 組 み 込 ん だ ． 特 に ， 学 習 目 標 の 評 価 手 法
と し て ， 学 習 目 標 の 達 成 度 を 直 接 的 に 確 認 す る た め の 一 般 的 な 評 価 手 法 で あ
る カ ー ク パ ト リ ッ ク の 4 段 階 モ デ ル の う ち ， 学 習 到 達 度 （ レ ベ ル 2） に 加 え
て ， 行 動 変 容 度 （ レ ベ ル 3） の 理 論 を 採 用 し た ． こ の 理 論 の ⾧ 所 は ， 児 童 生
徒 が 習 得 し た 知 識 ・ ス キ ル に よ っ て ， 自 分 の 身 を 守 る と い う 行 動 に 変 容 が 見
ら れ た か を 防 災 教 育 を 実 施 す る 教 員 が 評 価 し ， 児 童 生 徒 の 学 習 達 成 度 に あ わ
せ て 指 導 で き る こ と で あ る ．  
現 場 教 員 と の 実 践 検 証 に よ っ て ， 防 災 学 習 に あ り が ち な 単 発 の イ ベ ン ト で
は な く ， 複 数 時 限 に よ る 学 習 と し て 継 続 で き ， さ ら に 教 員 に よ っ て 自 校 化 が
可 能 な プ ロ グ ラ ム と し た ． ま た ， 教 科 横 断 的 な 学 習 と し て ， 防 災 訓 練 ， ま ち
あ る き ， ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ ， 教 科 学 習 内 に も 併 用 可 能 で あ る プ ロ グ ラ
ム と し て の 有 効 性 を 確 認 し た ．   
本 論 文 で は ， 学 校 現 場 で の 実 践 と 研 究 成 果 の 効 果 的 な 普 及 に つ い て ， 防 災
の 専 門 家 や 関 係 機 関 ， 県 教 育 委 員 会 と の 連 携 に 加 え て ， 実 践 を 行 う 対 象 校 や
管 轄 す る 教 育 委 員 会 と の 相 互 理 解 に よ る 取 組 の 重 要 性 に 着 目 し た ．  
学 校 現 場 で の 実 践 検 証 で は ， 県 教 育 委 員 会 と 連 携 す る こ と に よ っ て ， 文 部
科 学 省 の 委 託 事 業 を 活 用 す る こ と が で き ， 学 校 を 中 心 と し た ス テ ー ク ホ ル ダ
ー 間 の 横 の 連 携 を う ま く 機 能 さ せ る こ と に よ っ て ， 実 践 的 な 研 究 を 効 率 よ く
実 施 す る こ と が で き ， 大 き な 成 果 が 得 ら れ た ． ま た ， 現 場 教 員 と の ボ ト ム ア
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ッ プ で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム は ， 教 育 委 員 会 か ら の ト ッ プ ダ ウ ン で 学
校 現 場 に 普 及 さ せ る こ と が で き る な ど ， 防 災 教 育 の 効 果 的 な 実 践 検 証 と 普 及
啓 発 の あ り 方 と し て ， 研 究 成 果 を フ レ ー ム ワ ー ク に ま と め た （ 図 10-2）．  
次 に ， 本 論 文 の 各 章 の 内 容 を 要 約 す る ． な お 第 ２ 章 か ら 第 ９ 章 ま で の 各 章
に お け る 研 究 成 果 は ， そ れ ぞ れ 異 な る 査 読 付 学 術 論 文 （ 第 ９ 章 の み ア ブ ス ト
ラ ク ト 査 読 付 国 際 学 会 発 表 論 文 ） に 掲 載 さ れ て い る ．  
第 1 章 は 「 序 論 」 で あ る ． 我 が 国 で 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 自 然 災 害 と そ
の 対 策 を 概 観 し た 上 で ， 今 世 紀 に 多 数 の 地 震 ・ 火 山 ・ 風 水 害 な ど の 自 然 災 害
の 発 生 が 懸 念 さ れ て い る 我 が 国 に お い て ，子 ど も た ち が 災 害 か ら 命 を 守 る「 生
き る 力 」 を 向 上 さ せ る ソ フ ト 対 策 と し て ， 防 災 教 育 の 重 要 性 に つ い て 言 及 し
た ． さ ら に ， 我 が 国 の 防 災 教 育 の 転 機 と な っ た 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 と 東 日 本 大
震 災 後 の 防 災 教 育 の 変 遷 と 近 年 の 防 災 教 育 に お け る 課 題 等 を 明 ら か に す る こ
と で ， 本 研 究 の 位 置 付 け を 明 確 に し た ． そ の 上 で ， 本 論 文 で 開 発 し た ， 児 童
生 徒 が 自 ら の 危 険 を 予 測 し ,自 ら の 判 断 で 危 険 を 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け
る た め の ，「 地 震 災 害 」，「 火 山 噴 火 災 害 」，「 竜 巻 災 害 」の マ ル チ ハ ザ ー ド に 対
応 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 概 要 を 述 べ た ．最 後 に ，本 論 文 の 構 成 を 要 約 し ，
各 章 の 関 係 性 を ま と め た フ ロ ー 図 （ 図 1-12） を 示 し た ．   
第 2 章「 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 の 実 践 」 で は ， 東 日 本 大 震 災 以
降 ， 文 部 科 学 省 が 推 奨 す る 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 等
図 10-2 防 災 教 育 を効 果 的 に実 践 するフレームワーク 
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を 整 理 し た 上 で ， 緊 急 地 震 速 報 を 利 用 し た 実 践 的 な 防 災 教 育 の あ り 方 を 提 案
し た ． 具 体 的 に は ， 文 部 科 学 省 が 防 災 教 育 の 方 向 性 と し て 示 し て い る 「 主 体
的 に 行 動 す る 態 度 」 を 育 成 す る た め ， 地 震 に よ る 強 い 揺 れ を 事 前 に 知 ら せ る
緊 急 地 震 速 報 を 見 聞 き し た 際 ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付
け る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 埼 玉 県
内 の 小 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 じ ， 効 果 測 定 を 用 い て プ ロ グ
ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し ， 他 地 域 の 学 校 現 場 へ 展 開 す る こ と が で き る ， 実 践
的 な 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 有 効 性 を 確 認 し た ．  
第 3 章「 竜 巻 被 災 地 域 に お け る 防 災 教 育 の 実 態 分 析 」 で は ， 埼 玉 県 の 竜 巻
被 災 地 域 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 「 児 童 生 徒 の 竜 巻 へ の 対 応 に 関 す る ア ン ケ
ー ト 」 を 行 い ， 竜 巻 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 ， 要 望 等 を 整 理 し た 上 で ， 竜 巻 防
災 教 育 の あ り 方 を 提 案 し た ． 具 体 的 に は ， 竜 巻 に 関 す る 正 し い 知 識 と 身 を 守
る ス キ ル の 習 得 ， 自 ら の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 竜
巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ プ ロ ト タ イ プ 版 ） を 開 発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ，
埼 玉 県 熊 谷 市 の 小 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 じ ， 効 果 測 定 を 用
い て プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ．  
第 4 章「 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」 で は ， 第 3 章 の 研 究 で 明 ら か に
な っ た 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ プ ロ ト タ イ プ 版 ） の 課 題 を 改 善 す る た め ，
栃 木 県 内 の 竜 巻 被 災 地 域 を 対 象 と し た 聞 き 取 り 調 査 を 行 い ， 竜 巻 防 災 教 育 の
現 状 と 課 題 ， 要 望 等 を 整 理 し た 上 で ， 精 度 を 高 め た プ ロ グ ラ ム に 改 善 し た ．
改 善 し た プ ロ グ ラ ム は ， 栃 木 県 内 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム
の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し ， 他 地 域 の 学 校 現 場 へ 展 開 す る こ と が で き る ， 実
践 的 な 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 有 効 性 を 確 認 し た ．  
第 5 章「 火 山 地 域 に お け る 防 災 教 育 の 実 態 分 析 と 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
の 開 発 」 で は ， 火 山 防 災 教 育 の 浸 透 度 と 火 山 防 災 教 育 の あ り 方 を 検 討 す る た
め の 基 礎 資 料 収 集 を 目 的 と し て ， 那 須 岳 火 山 地 域 で あ る 栃 木 県 那 須 町 の 全 小
中 学 校 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 「 火 山 に つ い て の ア ン ケ ー ト 」 を 行 い ， 火 山
防 災 教 育 の 実 態 を 把 握 し た 上 で ， 火 山 防 災 教 育 の あ り 方 を 提 案 し た ． 具 体 的
に は ， 火 山 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ， 火 山 噴 火 に よ っ て 起 き る 災 害 を
具 体 的 に イ メ ー ジ す る ス キ ル と ， 噴 火 時 の 適 切 な 対 応 行 動 を 理 解 し て ， 自 ら
の 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
を 開 発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 那 須 町 と 那 須 岳 の 噴 火 に よ っ て 被 害 が 及 ぶ
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地 域 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し ，
他 地 域 へ 展 開 で き る 実 践 的 な 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 有 効 性 を 確 認 し た ．   
第 6 章「 マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 し た 防 災 教 育 手 法 と 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の
精 度 向 上 」で は ，第 2 章 か ら 第 5 章 の 研 究 で 開 発 し た ，地 震 災 害 ，竜 巻 災 害 ，
火 山 噴 火 災 害 に 対 応 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に よ る 効 果 的 な 防 災 教 育 手 法 を
提 案 す る た め ， 栃 木 県 内 の 学 校 と 教 職 員 を 対 象 と し た ， 自 然 災 害 等 の 学 校 安
全 に 対 す る 危 機 意 識 に 関 す る 質 問 紙 調 査 を 行 い ， 地 震 防 災 教 育 を 核 と し た ，
マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 す る た め の 防 災 教 育 手 法 を 仮 説 と し て 導 出 し た ． 仮 説
検 証 で は ， 先 行 研 究 で 開 発 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ
グ ラ ム の 精 度 を 高 め る た め ， 栃 木 県 内 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ
ラ ム の 実 践 と 教 育 効 果 を 検 証 し な が ら ， プ ロ グ ラ ム の 精 度 向 上 と 有 効 性 を 確
認 し た ． そ の 上 で ， 仮 説 で あ る 「 マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 す る た め の 防 災 教 育
の あ り 方 」 を 検 証 す る た め ， 栃 木 県 内 の 小 学 校 ・ 中 学 校 を 対 象 に ， 地 震 防 災
教 育 プ ロ グ ラ ム と 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 交 互 に 実 践 し ， そ れ ぞ れ の プ ロ
グ ラ ム の 実 践 で 獲 得 し た 知 識 ・ ス キ ル の 習 得 度 と ， 対 応 行 動 訓 練 に よ る 行 動
の 習 熟 度 が ， 時 間 経 過 や 他 の 要 因 に よ っ て そ れ ぞ れ 保 持 し て い る か を 検 証 し
た ． そ の 結 果 ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 実 践 は ， 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
の 実 践 よ り も ， 学 習 に よ っ て 得 ら れ た 教 育 効 果 が 高 く ， さ ら に ， 相 互 の プ ロ
グ ラ ム の 実 践 に よ っ て も ， 高 い 教 育 効 果 を 保 持 す る こ と を 確 認 し た ． こ の た
め ， 仮 説 提 案 し た ， 地 震 を 核 と し て 他 の ハ ザ ー ド へ 展 開 し て い く 防 災 教 育 手
法 が 有 効 で あ る と 結 論 付 け た ． ま た ， 本 研 究 を 効 果 的 に 推 進 す る た め の ， 学
校 を 中 心 と し た ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 関 わ り 方 を 考 察 し た ．  
第 7 章「 視 覚 障 害 に 適 用 し た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」 で は ， ま ず
我 が 国 の 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 や 課 題 を 整 理 し た 上 で ． 様 々
な 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 効 果 的 な 防 災 教 育 の あ り 方 を 検 討 す る た め の 基 礎
資 料 収 集 を 目 的 と し て ， 栃 木 県 内 の 全 特 別 支 援 学 校 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査
を 行 い ，特 別 支 援 学 校 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 ，要 望 等 の 実 態 を 整 理・
分 析 し た ． こ の 調 査 結 果 を 踏 ま え ， 障 害 を も た な い 児 童 生 徒 を 対 象 に 開 発 し
た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム（ 第 2 章 ・ 第 6 章 ） を ，ど の よ う に ア レ ン ジ す れ
ば ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で 活 用 で き る か と い う ， プ ロ グ ラ ム の 適
用 可 能 性 を 検 討 し た ． そ の 上 で ， 視 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危 険 を
予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し
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た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 栃 木 県 立 盲 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通
じ ， 効 果 測 定 を 用 い て プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し ， 他 の 特 別 支 援 学 校 へ
展 開 で き る 実 践 的 な 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 有 効 性 を 確 認 し た ．  
第 8 章「 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」で
は ，第 7 章 で 明 ら か に し た 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の 現 状 と 課 題 を 踏
ま え ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム （ 第 2 章 ・ 第 6 章 ） を ， ど の よ う に ア レ ン ジ
す れ ば ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 の 学 習 で 活 用 で き る か と い う ， プ ロ グ ラ ム
の 適 用 可 能 性 を 検 討 し た ． そ の 上 で ， 知 的 障 害 の あ る 児 童 生 徒 が ， 自 ら の 危
険 を 予 測 し 回 避 す る 対 応 力 を 身 に 付 け る た め の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開
発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 栃 木 県 内 の 知 的 障 害 を 扱 う 特 別 支 援 学 校 を 対 象
と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 じ ， 効 果 測 定 を 用 い て プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を
検 証 し ， プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ． ま た ， 特 別 支 援 学 校 も 含 め た ， 防
災 教 育 の 効 果 的 な 研 究 と 普 及 の あ り 方 と し て ， 防 災 の 専 門 家 や 関 係 機 関 ， 教
育 機 関 な ど の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 横 の 連 携 の 重 要 性 に つ い て 考 察 し た ．  
第 9 章「 知 的 障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た プ ロ グ ラ ム の 開 発 」で は ，第 8 章
の 研 究 成 果 か ら ， さ ら に 知 的 障 害 の 程 度 や 状 態 に 合 わ せ た 教 育 手 法 の 必 要 性
が 学 校 現 場 か ら 求 め ら れ た ． こ の た め ， 第 8 章 の 研 究 で 開 発 し ， 知 的 障 害 へ
の 教 育 効 果 が 確 認 で き た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を ベ ー ス に ， 知 的 障 害 の 程
度 区 分 （ 4 段 階 ） へ 適 用 し た プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た ． こ の プ ロ グ ラ ム は ， 栃
木 県 内 の 知 的 障 害 を 扱 う 特 別 支 援 学 校 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 通 じ ，
効 果 測 定 を 用 い て プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し ， 他 の 特 別 支 援 学 校 へ 展 開
で き る 障 害 の 程 度 区 分 に 適 用 し た 実 践 的 な 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 有 効 性
を 確 認 し た ． さ ら に ， 教 員 が 効 果 的 に 防 災 教 育 を 実 践 す る た め ， 研 究 成 果 と
し て ， 4 段 階 の 程 度 区 分 別 に 指 導 の ポ イ ン ト を 示 し た ．  
第 10 章「 結 論 」で は ，本 論 文 で 得 ら れ た 研 究 成 果 を 総 括 的 に 要 約 し 結 論 と
し て ま と め ， 子 ど も た ち の 生 き る 力 を 向 上 さ せ る た め の ， 実 践 的 な 防 災 教 育
プ ロ グ ラ ム の 体 系 化 に つ い て 考 察 し た ． ま た ， 本 研 究 成 果 を も と に し た 教 育
現 場 で の 実 践 と 今 後 の 研 究 展 開 を 述 べ た ．  
 
10．2 本研究成果をもとにした教育現場での実践 
本 研 究 の 成 果 を も と に ， 教 育 現 場 で 新 た な 取 組 が 展 開 さ れ て い る ．  
第 5 章 の 研 究 対 象 と な っ た 栃 木 県 那 須 町 で は ，火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の
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開 発 研 究 を 契 機 に ，2018 年 度 ，防 災 教 育 を 新 教 科 に 位 置 付 け る 町 方 針 の も と ，
文 部 科 学 省 へ「 教 育 課 程 特 例 校 」の 指 定 等 の 申 請 手 続 き を 行 い 承 認 さ れ た 135)． 
こ こ で い う 教 育 課 程 特 例 校 と は ， 学 校 教 育 法 施 行 規 則 第 55 条 の ２ 等 に 基
づ き ， 小 学 校 ， 中 学 校 ， 義 務 教 育 学 校 ， 高 等 学 校 ， 中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支
援 学 校 を 対 象 と し ， 学 習 指 導 要 領 等 現 行 の 教 育 課 程 の 基 準 に よ ら な い 特 別 の
教 育 課 程 を 編 成 す る こ と が で き る 特 例 を 認 め る 学 校 で あ る ． つ ま り ， 防 災 教
育 を 体 系 的 に 実 践 す る た め の 「 防 災 教 育 の 教 科 化 」 が 開 始 さ れ た ．  
那 須 町 が 申 請 し た 新 教 育 課 程 は ， 大 き く 「 人 と の 関 わ り 合 い （ 人 間 関 係 プ
ロ グ ラ ム ）」・「 地 域 と の 関 わ り 合 い （ 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム ）」・「 文 化 と の 関 わ
り 合 い（ プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 ）」の 3 つ の 領 域 に 支 え ら れ て い る ．年 間 の 授 業
時 間 は 25 時 間 と し ，総 合 的 な 学 習 の 時 間・教 科・特 別 活 動 等 と の 学 び の 関 連
性 ・ 接 続 性 を 重 視 し ， 小 学 校 か ら 中 学 校 の 義 務 教 育 9 年 間 に お い て ， 発 達 段
階 に 応 じ て 系 統 的 に 防 災 教 育 を 学 ぶ こ と が で き る （ 図 10-3）．  
防 災 教 育 を 学 ぶ「 地 域 と の 関 わ り 合 い（ 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム ）」は ，年 間 7
時 間 の 授 業 時 間 が 設 定 さ れ て お り ， 火 山 噴 火 災 害 ， 地 震 災 害 ， 竜 巻 等 突 風 災
害 （ 風 水 害 ） に 関 し て 正 し い 知 識 を 身 に 付 け る こ と ， 適 切 に 判 断 し 身 の 安 全
を 確 保 す る こ と ， 互 い に 協 力 し 合 う こ と 等 ， 各 教 科 で 学 ん だ 那 須 町 の 災 害 の
基 礎 的 な 知 識 を 基 に ， 命 を 守 る ， 自 分 を 守 る ， 周 り の 人 を 守 る 行 動 が と れ る
よ う ， 自 然 災 害 ヘ の 対 応 力 を 身 に 付 け さ せ る 学 習 内 容 に な っ て い る ．  
図 10-3 新 教 科 の教 材 に採 用 された防 災 教 育 プログラム 
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防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム で は ，本 研 究 で 開 発 し た「 火 山 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」，
「 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」，「 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 を 学 習 教 材 に 採 用
し て い る ． 那 須 町 は ， こ れ ら の プ ロ グ ラ ム を ベ ー ス に 各 学 校 に 合 わ せ た 自 校
化 を 促 進 す る た め ， 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 活 用 方 法 や 実 践 事 例 ， 年 間 指 導 計
画 へ の 位 置 付 け 等 を 解 説 す る ， 防 災 教 育 指 導 資 料 「 災 害 か ら 身 を 守 り ， 共 に
生 き る た め の 主 体 的 な 態 度 の 育 成 を 目 指 し て （ カ リ キ ュ ラ ム 編 ）」 を 作 成 し ，
町 内 の 全 教 員 へ 配 布 し た ．2020 年 度 か ら 新 教 科 の 正 式 導 入 が 始 ま っ た 那 須 町
の 先 進 的 な 取 組 は ， 全 国 の 教 育 機 関 等 か ら 注 目 さ れ て い る 136)．  
こ の よ う に ， 本 論 文 の 研 究 成 果 が ， 全 国 で も 例 の な い マ ル チ ハ ザ ー ド に 対
応 し た 防 災 教 育 の 教 科 化 導 入 を 実 現 さ せ る こ と に 大 き く 寄 与 し た こ と は ， 今
後 の 防 災 教 育 の あ り 方 や 研 究 に 大 き な イ ン パ ク ト を 与 え た と 考 え る ．  
一 方 で ，本 論 文 の 研 究 対 象 と な っ た 栃 木 県 は ，第 7 章 か ら 第 9 章 の 研 究 成
果 を き っ か け と し て ， 全 国 の 知 的 障 害 教 育 校 （ 特 別 支 援 学 校 ） の 関 係 者 に 向
け て ， 特 別 支 援 教 育 に お け る 防 災 教 育 の あ り 方 を 情 報 発 信 し た ．  
こ の 情 報 発 信 は ，2019 年 8 月 ，栃 木 県 で 開 催 さ れ た 全 国 特 別 支 援 学 校 知 的
障 害 教 育 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会・全 国 研 究 協 議 大 会（ 栃 木 大 会 ）137)の 中 で ，障 害 の
あ る 子 ど も た ち の 生 き る 力 を 高 め る 実 践 的 な 防 災 教 育 と し て 提 言 さ れ た ．  
本 研 究 で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 存 在 と ， 特 別 支 援 学 校 に お け る 防
災 教 育 の 実 践 検 証 に よ る 先 例 の な い 注 目 す べ き 研 究 成 果 と し て ， 特 別 支 援 教
育 に 関 わ る 学 校 関 係 者 に 紹 介 さ れ て い る ． こ の こ と は ， 特 別 支 援 教 育 に お け
る 防 災 教 育 の 考 え 方 を 一 変 す る 研 究 成 果 で あ る と 参 加 者 は 捉 え ， 全 国 大 会 以
降 ， 栃 木 県 教 育 委 員 会 に は ， 全 国 各 地 の 特 別 支 援 学 校 の 関 係 者 等 か ら ， 対 象
校 の 実 践 で 活 用 し た 教 材 等 の 資 料 提 供 依 頼 が あ る な ど ， 本 研 究 の 成 果 が 全 国
の 特 別 支 援 学 校 に お け る 防 災 教 育 の モ デ ル ケ ー ス と し て 注 目 さ れ て い る ．   
こ の よ う に ，本 論 文 の 研 究 成 果 は ，新 た な 防 災 教 育 の 取 組 に 発 展 し て い る ．
し か し ， 本 論 文 の 各 研 究 で も 論 じ た よ う に ， 本 研 究 を 通 じ て 課 題 と し て い る
の が ， 単 独 の 教 科 に 位 置 付 け ら れ て い な い 防 災 教 育 を 実 践 す る た め に は ， カ
リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト に よ る 教 科 等 横 断 的 な 防 災 教 育 の 取 り 扱 い が 求 め
ら れ ， 継 続 し た 実 践 を 行 う た め の 時 間 の 確 保 が 課 題 と な る こ と で あ る ．  
そ こ で ， 本 論 文 の 研 究 成 果 か ら ， 学 年 進 行 に 伴 い ， 同 じ 学 習 目 標 で あ っ て
も ， 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム に よ る 学 習 ・ 訓 練 の 狙 い を よ り 発 展 的 な も の に す る
こ と で ， 自 ら が 生 き ・ 他 を 助 け る 「 生 き る 力 」 を 醸 成 す る こ と が で き る 系 統
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的 な 防 災 教 育 の あ り 方 を ， フ レ ー ム ワ ー ク に ま と め た （ 図 10-4）． こ の フ レ
ー ム ワ ー ク は ， 教 育 委 員 会 が 主 催 す る 教 員 を 対 象 と し た 研 修 会 や ， 学 校 独 自
の 校 内 研 修 等 を 通 じ て 学 校 現 場 の 教 員 に 示 し ， 各 学 校 が 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
を 各 学 年 用 に 自 校 化 す る 時 や ， 独 自 の プ ロ グ ラ ム に よ る 学 習 を 組 み 立 て る 際
に ， 本 図 を も と に し た 実 践 が 進 め ら れ る よ う に な っ た ． 例 え ば ， 本 論 文 の 対
象 と な っ た 栃 木 県 那 須 町 の 全 小 中 学 校 で は ， 新 教 科 「 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム 」
の 導 入 に お け る 各 学 年 の 学 習 の ね ら い は 本 図 を も と に 構 築 さ れ て い る ．ま た ，
第 8 章 の 研 究 対 象 に な っ た 栃 木 県 立 今 市 特 別 支 援 学 校 や ，実 践 校 で は な い が
同 県 内 の 複 数 の 特 別 支 援 学 校 で は ， 本 図 を も と に 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を
組 み 込 ん だ 系 統 的 な 防 災 教 育 に 取 り 組 ん で い る ．  
 
10．3 今後の展開 
本 論 文 で は ， 我 が 国 に お け る 防 災 教 育 の 実 態 を 概 観 し ， 課 題 を 整 理 し た ． 
防 災 教 育 は ， 大 規 模 な 自 然 災 害 に よ る 被 災 地 や 災 害 の 切 迫 性 の 高 い 地 域 に
お い て ，防 災 ヘ の 関 心 が 高 い 人 々 が 積 極 的 に 取 り 組 む 傾 向 が あ る ．こ の た め ，
取 組 が 「 点 」 に 留 ま る 傾 向 が 強 く な り ， 取 組 の 行 わ れ て い る 学 校 や 関 心 の 高
い 地 域 や グ ル ー プ を 超 え て ， 広 く 社 会 全 般 に 「 面 」 的 な ネ ッ ト ワ ー ク で 広 が
り を 見 せ る こ と が 難 し い と 言 わ れ て い る ．  
こ の 課 題 は ， 防 災 教 育 を ど こ の 学 校 で も 普 遍 的 に 取 り 組 め る よ う な ， 防 災
図 10-4 発 達 段 階 に応 じた系 統 的 な防 災 教 育 の実 践  
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教 育 の ミ ニ マ ム ス タ ン ダ ー ド の 体 系 化 が 十 分 で は な い こ と と ， 子 ど も た ち が
能 動 的 に 学 習 す る た め の 支 援 が 不 足 し て い る と 指 摘 さ れ て き た ．  
本 論 文 で は ， こ の よ う な 防 災 教 育 の 課 題 を 踏 ま え て ， 児 童 生 徒 が 自 然 災 害
か ら 自 分 の 判 断 で 自 分 の 身 を 守 る た め の マ ル チ ハ ザ ー ド に 対 応 し た 防 災 教 育
プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ， 県 教 員 委 員 会 等 と 連 携 し な が ら ， 学 校 現 場 へ の 普 及 に
も 取 り 組 ん で き た ． 本 研 究 で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム を 全 国 の 学 校 現 場
に 展 開 し て い く た め に は ， 新 た な 地 域 を 対 象 と し た 防 災 教 育 に 関 す る 研 究 も
引 き 続 き 進 め な が ら ， 現 場 教 員 に 向 け て 情 報 発 信 し て い く こ と が 今 後 の 研 究
課 題 で あ る と 考 え て い る ．  
具 体 的 な 取 組 と し て は ， 本 論 文 で 述 べ た ， 教 育 課 程 特 例 校 の 指 定 を 受 け た
栃 木 県 那 須 町 で は ， 新 教 科 に 位 置 付 け た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 正 式 運 用 が ，
2020 年 度 か ら 開 始 さ れ た ．こ の た め ，本 研 究 で 開 発 し た 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム
が 教 材 と し て 利 用 さ れ ，現 場 教 員 は ，実 態 に 合 わ せ て 学 校 独 自 の ア レ ン ジ（ 自
校 化 ） に よ っ て ，年 間 7 時 間 の 防 災 教 育 を 実 践 す る ．教 員 が 自 由 に ア レ ン ジ
し た プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 を 検 証 し ， 教 科 と し て 使 用 す る プ ロ グ ラ ム と し て
の 有 効 性 を 確 認 す る た め ， 那 須 町 教 育 委 員 会 と 連 携 を 図 り な が ら ， 防 災 の 専
門 的 な 知 見 を も と に ， プ ロ グ ラ ム の 教 育 効 果 の 実 証 分 析 や 改 良 等 に 必 要 な 助
言 な ど の 研 究 実 施 も 検 討 し て い き た い ．  
ま た ， 本 論 文 で は ， 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 視 覚 障 害 と 知 的 障 害 へ の 適
用 に つ い て ， 2 つ の 障 害 種 に 対 応 し た プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 確 認 し た ． 本 研
究 の 実 践 過 程 に お い て ， 肢 体 不 自 由 の あ る 児 童 生 徒 へ の 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ
ラ ム の 実 践 ， 知 的 障 害 や 聴 覚 障 害 の あ る 児 童 生 徒 へ の 竜 巻 防 災 教 育 プ ロ グ ラ
ム の 実 践 を 試 行 的 に 行 っ て お り ， 児 童 生 徒 の 行 動 変 容 の 観 察 か ら ， 一 定 の 効
果 が 見 ら れ た こ と を 確 認 し て い る ． こ の た め ， 本 論 文 の 研 究 成 果 を も と に ，
研 究 対 象 以 外 の 特 別 支 援 学 校 で の 実 践 研 究 に よ っ て ， 他 の 障 害 種 へ の プ ロ グ
ラ ム の 適 用 も 含 め た 研 究 が 必 要 で あ る と 考 え て い る ． そ の た め ， 筆 者 の 勤 務
地 で あ る 新 潟 県 や そ の 他 の 都 道 府 県 の 教 育 委 員 会 や 学 校 と 連 携 を 図 り な が ら ，
障 害 に 適 用 さ せ た 地 震 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 精 度 向 上 の た め の 研 究 と 普 及 活
動 を 進 め る と と も に ， 他 の 障 害 種 へ の プ ロ グ ラ ム の 適 用 に つ い て の 新 た な 研
究 実 施 も 検 討 し て い き た い ．  
今 後 も ， 学 校 を 中 心 と し た ス テ ー ク ホ ル ダ ー と 連 携 し た 様 々 な 取 組 に チ ャ
レ ン ジ し な が ら ，専 門 的 な 知 見 を 更 に 高 め た 研 究 を 推 進 し た い と 考 え て い る ．  
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を 賜 り ま し た 木 村 玲 欧 教 授 に は ， 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す ．  
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引 き 続 き ， ご 指 導 ご 鞭 撻 を 賜 り な が ら ， 協 働 に よ る 活 動 を 進 め て い け る よ
う お 願 い 申 し 上 げ ま す ．  
 
本 学 位 論 文 の 審 査 に あ た り ま し て は ， 博 士 論 文 審 査 委 員 の 副 査 を お 引 き 受
け い た だ き ま し た ， 兵 庫 県 立 大 学 大 学 院 環 境 人 間 学 研 究 科 の 尾 﨑 公 子 教 授 な
ら び に 永 井 成 美 教 授 ， 兵 庫 県 立 大 学 大 学 院 減 災 復 興 政 策 研 究 科 の 青 田 良 介 教
授 か ら は ， 貴 重 な ご 指 導 と ご 助 言 を 賜 り ， 本 学 位 論 文 を 完 成 さ せ る こ と が 出
来 ， そ れ と 同 時 に 研 究 を 更 に 深 化 さ せ て い く た め の 課 題 や 方 向 性 に つ い て の
示 唆 が 得 ら れ ま し た ． 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す ．  
 
 ま た 本 学 位 論 文 を 執 筆 す る ま で の 過 程 に お い て ， 兵 庫 県 立 大 学 大 学 院 環 境
人 間 学 研 究 科 の 研 究 生 と し て の 受 け 入 れ か ら ， 学 位 論 文 の 審 査 ま で ， 土 川 忠
浩 研 究 科 ⾧ ・ 教 授 お よ び 関 係 教 員 の 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な り ま し た ． 深 く
感 謝 申 し 上 げ ま す ． ま た ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス へ の 対 応 で ご 多 用 の と こ ろ ，
学 務 課 の 皆 様 に は 親 切 か つ ご 丁 寧 に 対 応 し て 頂 き ま し た こ と ， 厚 く 御 礼 申 し
上 げ ま す ．  
 
研 究 を 進 め て い く う え で ， 教 育 委 員 会 や 学 校 現 場 の 先 生 方 の ご 理 解 と ご 協
力 な く し て 本 学 位 論 文 は 完 成 し え な か っ た で す ． 防 災 教 育 を 学 校 現 場 で 実 践
す る た め に 必 要 な 時 間 の 確 保 ， 防 災 教 育 の 効 果 を 検 証 す る た め に 必 要 な 子 ど
も た ち へ の ア ン ケ ー ト の 実 施 等 ， 学 校 内 で の 調 整 も 含 め 全 面 的 な 協 力 を 頂 い
た お か げ で 、 多 く の 研 究 成 果 を 得 る こ と が で き ま し た ．  
埼 玉 県 教 育 委 員 会 ， 栃 木 県 教 育 委 員 会 を は じ め 多 く の 市 町 教 育 委 員 会 ， モ
デ ル 校 や 協 力 校 と し て 研 究 に 協 力 し て い た だ い た 多 く の 学 校 の 先 生 方 に 改 め
て 感 謝 の 意 を 表 し ま す ． 大 変 お 世 話 に な り ま し た ．  
 
本 学 位 論 文 は ， 気 象 庁 職 員 と し て 携 わ っ て き た 防 災 教 育 の 支 援 活 動 を も と
に ， 学 術 的 な 知 見 を 踏 ま え た 研 究 と し て 論 文 に ま と め て ま い り ま し た ． 業 務
の 遂 行 に ご 理 解 を い た だ い た 職 場 の 上 司 ， 学 校 現 場 で の 実 践 や デ ー タ 入 力 作
業 に 協 力 い た た だ い た 多 く の 同 僚 に 深 く 感 謝 い た し ま す ．  
 こ こ に 改 め て ， 学 位 取 得 に 向 け て お 世 話 に な り ま し た 皆 様 に ， 誠 意 を 持 っ
て 感 謝 の 意 を 表 し ま す ．  
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 最 後 に ， 本 学 位 論 文 の 執 筆 に あ た り ， 単 身 赴 任 中 の 私 の 体 調 を い つ も 気 遣
っ て く れ た 妻 や 息 子 た ち ， そ し て 両 親 に 対 し て ， こ れ ま で の 活 動 も 含 め て ⾧
い 間 心 配 を か け 続 け て ま い り ま し た が ， こ れ ま で の 努 力 の 成 果 と な る 学 位 記
授 与 を 一 緒 に 祝 う こ と が で き ， 喜 び に 堪 え ま せ ん ．  
 
今 後 も ， 人 間 と 環 境 に 関 す る 学 際 的 ・ 融 合 的 な ア プ ロ ー チ を 目 指 し た 研 究
活 動 を 堅 持 し ，社 会 へ の 貢 献 ，そ し て ，21 世 紀 を 担 う 子 ど も た ち の「 生 き る
力 」 を 育 む た め の 防 災 教 育 の 更 な る 深 化 と 発 展 に 邁 進 し ， そ の 研 究 成 果 を 全
国 の 学 校 現 場 に 発 信 し て ま い り ま す ．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
